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一
手
懲
要
銭
瀬
意
我
意
燃
今
蝋
得
乏
『

可
謡
青
猟
擬
零
敏
育
薙
頓
机
示
蛎
葛
や
、
、

明
暦
嘉
紮
毒
鞍
ｌ
表
湾
呈
冒
澁
薫
森
，
誉
壱
一
逐

、
信
凸
Ｐ

護 夕

1巻
亘

(ヨコ32.4” タテ25.8cII1)

ノ

此
御
消
息
祖
師
日
蓮
大
菩
薩
御
真
筆

キ

無
し
疑
者
也
、
予
先
祖
代
を
所
持
傅
来
之
溌

ヤ
ヤ
シ
ク
シ
ル
可
二

寶
也
、
往
昔
疫
病
流
布
而
良
久
無
し
止
故
群
郷

ン
一
テ

ニ
フ
ヲ

シ
テ

ヲ
二

村
里
及
一
手
太
半
一
失
し
命
、
此
節
移
一
手
御
影
於
水
一

ス
レ
パ
ヲ
チ
チ
ヲ
ク
ワ
ハ
リ
ッ

服
し
之
則
忽
得
一
職
気
一
保
レ
命
英
、
或
削
一
子
御
判
一

メ
バ
ヅ
チ
シ
ザ
ル
モ
ノ
二
久

呑
レ
之
則
無
し
不
二
平
嶮
一
故
御
判
消
失
突
然
而

二
テ
ニ
シ
ム

ヲ

六
十
餘
回
以
後
不
意
於
二
京
都
一
令
し
感
一
得
之
一

シ
ツ

ノ
カ
リ
ク
ザ
ル
ナ

可
レ
謂
宿
縁
深
厚
故
有
難
傾
祝
不
レ
少
者
也

明
暦
第
二
天
丙
向
六
月
吉
日
於
京
都
書
し
之

Ｅ

備
前
之
生
産
蓮
昌
寺
之
僧

鎌
倉
扇
谷

大
乗
山
薬
王
寺
常
住
宝

古新
跡地
三九
ケ箇
寺寺

建
立
同武

鰈甚
山山戸

梅大
嶺乗
寺寺
開
基

僧
都

Ｅ

日
達
７
叩〕



本
御
真
蹟
は
こ
の
た
び
身
延
山
で
不
慮
に
感
得
さ
れ
た
も
の
で
、
従
来
の
諸
遺
文
録
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
三
月
三

日
、
上
野
殿
（
南
条
氏
）
に
あ
た
え
ら
れ
た
も
の
で
、
宛
名
の
左
に
建
治
三
年
と
年
号
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
年
号
は
宗
祖
の
筆
で

な
く
他
筆
で
、
白
蓮
日
興
の
筆
跡
と
見
て
誤
り
は
な
か
ろ
う
。
宗
祖
の
御
消
息
に
は
年
号
月
日
が
そ
ろ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
の
は
大
そ
う

少
な
く
た
い
て
い
は
月
日
の
象
が
記
さ
れ
て
い
る
。
日
興
は
南
条
氏
に
あ
た
え
ら
れ
た
書
状
で
自
分
が
見
た
も
の
に
は
そ
の
到
来
の
年
号

を
加
筆
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
南
条
殿
御
返
事
（
別
名
大
橋
書
）
（
定
二
七
○
）
は
無
年
号
で
「
後
三
月
廿
四
日
」
と
の
み
月
日
が

記
さ
れ
て
い
る
が
、
日
興
は
こ
の
書
の
冒
頭
の
余
白
に
「
建
治
三
年
」
と
加
筆
し
た
。
弘
安
二
年
十
二
月
廿
七
日
の
上
野
殿
御
返
事
（
定

一
七
二
一
）
も
同
じ
く
無
年
号
で
あ
る
が
日
付
の
隣
り
に
「
弘
安
二
年
到
来
」
と
加
筆
、
弘
安
三
年
九
月
六
日
の
上
野
殿
後
家
尼
御
前
御

書
（
定
一
七
九
三
）
も
無
年
号
で
あ
る
が
「
弘
安
三
年
到
来
」
と
加
筆
し
て
い
る
。
以
上
あ
げ
た
う
ち
「
後
三
月
廿
四
日
」
の
大
橋
書
の

建
治
三
年
と
あ
る
加
筆
は
誤
り
で
、
後
三
月
、
す
な
わ
ち
閏
三
月
の
あ
る
年
は
建
治
三
年
で
な
く
建
治
二
年
で
あ
る
。
こ
れ
で
見
る
と
年

号
の
加
筆
は
す
ぐ
に
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
ば
か
り
で
な
く
、
の
ち
に
加
筆
さ
れ
た
も
の
も
少
な
く
は
な
か
っ
た
と
見
え
る
。
こ
の
新
発

見
の
本
曹
も
、
建
治
三
年
と
加
筆
さ
れ
て
い
る
が
如
上
の
例
か
ら
見
る
と
確
実
と
は
い
い
が
た
い
と
も
い
え
る
が
他
の
年
で
あ
る
こ
と
を

示
す
も
の
も
文
中
に
な
く
、
ま
た
本
書
の
書
風
が
概
ね
建
治
・
弘
安
の
こ
ろ
と
見
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
加
筆
は
本
書
状
の
着
到
年
月
を
示

上
野
殿
御
返
事
に
つ
い
て
（
宮
崎
）

新
発
見
の
御
真
蹟

上
野
殿
御
返
事
に
っ
い

て

宮
崎
英
修

(I)



上
野
殿
御
返
事
に
つ
い
て
（
宮
崎
）

す
も
の
と
見
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
本
書
は
本
文
四
行
の
末
の
「
仏
」
と
い
う
字
か
ら
左
辺
下
部
に
か
け
約
四
分
の
一
ほ
ど
磨
損
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
後
に
詳

述
す
る
が
こ
れ
は
本
書
感
得
の
縁
由
を
書
い
た
大
乗
院
日
達
に
よ
る
と
宗
祖
の
御
判
Ⅱ
花
押
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
少
し
ず
つ
削
り
む
し
り

と
っ
て
謹
符
と
し
て
飲
ん
だ
の
で
こ
の
よ
う
に
磨
滅
し
た
の
で
あ
る
と
い
う
。
大
乗
院
日
達
は
万
治
四
年
（
改
元
四
月
寛
文
元
年
）
（
一

六
六
一
）
二
月
十
二
日
、
七
十
六
才
で
没
し
て
い
る
か
ら
天
正
十
四
年
（
一
五
八
六
）
の
生
れ
で
あ
る
。
こ
の
御
真
蹟
由
来
の
末
に
自
記

し
て
い
る
よ
う
に
日
達
は
備
前
の
産
で
京
都
妙
覚
寺
末
岡
山
蓮
昌
寺
の
歴
世
、
新
地
九
箇
寺
建
立
、
古
跡
三
力
寺
を
復
興
し
た
人
。
さ
ら

に
新
寺
大
乗
寺
・
梅
嶺
寺
開
基
で
あ
る
こ
と
を
特
記
し
て
い
る
。
新
寺
と
い
う
の
は
、
幕
府
は
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
正
月
、
新
し
く

寺
院
を
建
立
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
が
、
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
十
月
重
ね
て
禁
止
、
し
か
も
な
お
重
ね
て
同
十
二
年
十
二
月
こ
れ
を
禁

（
甜
入
）

制
し
た
。
に
も
拘
わ
ら
ず
こ
の
こ
ろ
多
く
の
新
寺
が
建
立
さ
れ
て
い
る
が
、
新
寺
建
立
は
江
戸
・
京
都
で
は
寺
社
奉
行
、
国
々
で
は
国
主

の
許
可
を
得
れ
ば
寺
を
た
て
る
こ
と
が
で
き
た
。
幕
府
は
寛
永
九
年
、
各
宗
本
末
寺
院
の
書
上
げ
を
提
出
さ
せ
た
が
こ
の
本
末
帳
（
末
寺

帳
）
に
の
せ
ら
れ
た
寺
院
は
古
跡
と
称
せ
ら
れ
、
こ
れ
以
後
に
建
立
さ
れ
た
寺
院
は
新
寺
（
新
地
）
と
い
っ
た
。
古
跡
の
寺
院
は
災
害
其

他
で
崩
壊
、
焼
失
し
て
も
こ
れ
を
復
興
し
再
建
す
る
こ
と
が
出
来
る
特
権
を
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
が
、
新
寺
は
再
建
・
復
興
す
る
こ
と
は

出
来
な
い
。
日
達
は
古
跡
の
再
興
と
共
に
仙
台
孝
勝
寺
十
二
世
、
下
総
多
古
大
乗
寺
九
世
、
鎌
倉
扇
谷
薬
王
寺
中
興
、
和
泉
堺
経
王
寺
十

世
、
安
芸
広
島
国
前
寺
十
八
世
等
中
興
乃
至
歴
世
と
し
て
経
営
に
あ
た
っ
て
い
る
。

さ
て
、
寛
永
七
年
（
一
六
三
○
）
二
月
廿
一
日
「
身
池
対
論
」
が
行
わ
れ
た
が
、
池
上
方
の
対
論
者
で
あ
る
池
上
本
門
寺
長
遠
院
日

樹
、
中
村
談
林
能
化
遠
寿
院
日
充
、
中
山
法
華
経
寺
隠
居
寂
静
院
日
賢
、
平
賀
本
土
寺
了
心
院
日
弘
、
小
西
談
林
能
化
守
玄
院
日
領
、
碑

（
⑨
色
）

文
谷
法
華
寺
修
禅
院
日
進
等
六
人
の
う
ち
、
日
達
は
日
充
を
た
ず
ね
て
御
本
尊
授
与
を
請
う
て
三
月
吉
辰
こ
れ
を
授
与
さ
れ
た
。
ま
た
寂

（2）



（
一
ｑ
ｕ
）

静
院
日
賢
、
了
心
院
日
弘
、
修
禅
院
日
進
を
訪
ね
、
こ
れ
は
同
年
二
月
日
を
以
て
授
与
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
対
論
の
諸
師
の
う
ち
日

充
は
奥
州
岩
城
、
日
賢
は
遠
州
横
須
賀
、
日
弘
は
豆
州
戸
田
、
日
進
は
信
州
上
田
、
日
領
は
奥
州
相
馬
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
四
月
二
日
流
罪
を

宣
告
さ
れ
調
居
地
に
お
も
む
い
て
い
る
。
池
上
本
門
寺
日
樹
は
信
州
伊
奈
に
配
流
さ
れ
た
が
、
日
達
は
こ
の
年
寛
永
七
年
夏
、
日
樹
を
訪

ね
、
暫
時
滞
留
、
離
別
に
臨
ん
で
十
月
十
三
日
本
尊
を
授
け
ら
れ
た
が
、
こ
れ
に

授
之
大
乗
院
日
達
五
十
七
才
日
樹
花
押
（
４
壁
）

信
州
伊
奈
郡
飯
田
郷
讃
居
刻
書
し
之

と
脇
書
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
で
こ
の
本
尊
に
加
筆
し
た
京
都
頂
妙
寺
日
遵
（
除
歴
）
（
日
樹
に
私
淑
し
師
資
の
約
を
む
す
ん
だ
）
の
記
に
よ

る
と
、
日
達
は
翌
八
年
春
、
再
び
備
前
を
た
っ
て
飯
田
に
下
り
、
時
に
病
臥
中
で
あ
っ
た
日
樹
を
看
病
し
た
。
日
樹
は
同
年
五
月
十
九

日
、
配
所
田
中
八
郎
右
衛
門
の
邸
に
寿
五
十
八
を
も
っ
て
入
寂
し
た
が
、
日
達
は
恐
ら
く
股
後
ま
で
日
樹
を
看
護
し
、
随
侍
の
二
、
三
の

弟
子
た
ち
と
あ
と
し
ま
つ
を
お
え
て
備
前
に
帰
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

日
達
は
こ
う
し
た
信
心
強
盛
の
道
心
者
で
、
こ
の
御
真
蹟
所
持
の
縁
由
を
書
き
後
世
に
伝
え
ん
と
し
た
。
こ
の
縁
由
に
よ
る
と
こ
の
御

真
蹟
は
日
達
が
先
祖
よ
り
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
昔
、
疫
病
が
流
行
し
た
時
、
こ
の
御
真
蹟
を
水
に
写
し
て
そ
れ
を
の
ま
せ
た
と

こ
ろ
病
気
が
た
ち
ど
こ
ろ
に
平
癒
し
た
。
ま
た
こ
の
御
真
蹟
の
御
花
押
の
と
こ
ろ
を
指
で
な
で
、
ま
た
少
し
ず
つ
む
し
り
と
っ
て
の
ま
せ

た
と
こ
ろ
病
気
の
な
お
ら
ぬ
者
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
人
々
に
な
で
ら
れ
む
し
ら
れ
た
の
で
御
判
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。

そ
し
て
こ
の
御
真
蹟
も
行
方
知
れ
ず
に
な
っ
て
い
た
が
京
都
に
出
て
来
た
と
き
思
い
が
け
ず
こ
れ
を
感
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
の

で
あ
る
。
こ
の
記
は
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
六
月
に
か
か
れ
て
い
る
が
、
日
達
は
こ
れ
か
ら
五
年
後
、
万
治
四
年
（
一
六
六
一
）
二
月

十
二
日
、
七
十
六
才
を
以
て
遷
化
し
た
。

上
野
殿
御
返
事
に
つ
い
て
（
宮
崎
）

（3）



局

註
一

こ
の
本
尊
は
一
軸
仕
立
で
日
賢
の
本
尊
を
真
中
に
右
に
日
弘
左
に
日
進
の
本
尊
が
密
か
れ
、
左
側
に
「
寛
永
七
年
庚
午
二
月
日
備
前
岡
山
蓮
昌

寺
住
侶
大
乗
院
日
達
」
と
あ
る
。
タ
テ
一
二
一
セ
ン
チ
ョ
コ
五
九
セ
ン
チ

（
４
）
同
家
蔵
タ
テ
一
三
三
セ
ン
チ
ョ
コ
五
九
セ
ン
チ

日
遵
は
日
達
の
行
状
を
讃
歎
し
、
そ
の
あ
と
に

寛
永
第
十
暦
癸
酉
三
月
十
三
日
洛
陽
頂
妙
寺
日
遵
花
押

と
記
し
た
。

（
２
）
岩
部
大

（
３
）
同
家
蔵

（
１
）
徳
川
禁
令
考

日
本
古
代
法
典
五

岩
部
大
乗
寺
檀
徒
石
橋
武
右
衛
門
家
蔵
タ
テ
二
九
セ
ン
チ
ョ
コ
五
七
セ
ン
チ

東
武
実
録

上
野
殿
御
返
礪
に
つ
い
て
（
宮
崎
）

（4）



我
等
、
日
蓮
門
下
に
と
っ
て
、
常
に
心
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
事
な
こ
と
と
し
て
、
「
日
蓮
宗
学
」
と
は
何
か
ノ
．
に
答
え
る

問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
宗
祖
の
教
え
を
讃
仰
し
、
且
つ
実
践
す
る
と
い
う
特
異
な
学
問
的
性
格
か
ら
し
て
、
単
に
知
的
な
学
習
・

（
行
学
二
遊
）

知
識
の
集
積
に
と
ど
ま
ら
ず
、
信
行
が
要
請
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

然
し
、
改
め
て
「
日
蓮
宗
学
」
と
は
何
か
／
、
と
尋
ね
ら
れ
ま
す
と
、
答
え
る
こ
と
が
難
か
し
ぐ
、
「
宗
学
」
の
概
念
を
導
き
だ
す
こ
と

然
し
、
改
め
て
「
日
蓮
壷

に
窮
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。

※
「
宗
学
」
の
意
味
、
「
宗
学
論
」
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
宝
陽
筆
「
宗
学
」
（
日
蓮
宗
事
典
一
七
七
’
一
七
八
頁
の
当
該
項
目
参
照
さ
れ
た
い
。

文
献
と
し
て
は
、
浅
井
要
麟
著
「
日
蓮
聖
人
教
学
の
研
究
」
（
平
楽
寺
書
店
）
・
茂
田
井
教
享
著
「
日
蓮
教
学
の
根
本
問
題
」
（
平
楽
寺
書
店
）
・
渡

辺
宝
陽
著
「
日
蓮
宗
信
行
論
の
研
究
」
（
平
楽
寺
番
店
）
・
北
川
前
肇
著
「
日
蓮
教
学
研
究
」
（
平
楽
寺
番
店
）
等
を
参
考
と
さ
れ
た
い
。

綱
要
導
師
の
宗
学
意
識
（
町
田
）

艸
本
小
稿
は
第
四
十
一
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
（
一
妙
院
日
導
上
人
二
百
遠
忌
記
念
）
に
お
け
る
特
別
記
念
講
演
の
草
稿
で
あ
る
。

③
本
小
稿
で
は
講
演
の
体
裁
そ
の
ま
ま
残
し
て
「
で
あ
り
ま
す
」
調
と
し
た
。

綱
要
導
師
の
宗
学
意
識

ｚ
旨
冨
５
口
宛
①
鹿
唱
。
、
詳
詳
国
の
言
宮
口
蕨
の
旨
く
ｏ
ｐ
の
四
口
胃
ｚ
ざ
宮
口
８
．

◇
◇
◇

町
田
是
正

（5）



つ
七
二
四
’
一
七
八
九
）

一
妙
院
日
導
上
人
は
、
京
都
腿
ヶ
峰
檀
林
・
関
東
三
大
檀
林
の
一
つ
の
・
中
村
植
林
に
笈
を
負
い
ま
し
た
が
、
そ
の
修
学
生
活
は
赤
貧

言
語
に
絶
す
る
厳
し
さ
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
屈
す
る
こ
と
な
く
止
暇
断
眠
・
刻
苦
勉
学
、
自
ら
「
宗
祖
の
教
え
に
帰
る
」
こ
と
を
研

鐵
の
信
条
と
な
し
、
生
涯
の
研
讃
の
成
果
を
『
祖
書
綱
要
』
（
二
十
三
巻
）
を
も
っ
て
締
め
括
ら
れ
、
天
明
九
年
発
星
山
本
妙
寺
に
於
て

化
さ
れ
た
の
で
し
た
。
世
寿
六
十
六
歳
で
あ
り
ま
し
た
。

（
一
八
Ｑ
Ｕ
Ｉ
一
八
五
九
）
（
天
保
二
年

日
導
上
人
の
畢
生
の
大
著
『
祖
書
綱
要
』
の
教
学
史
上
に
占
め
る
意
義
に
就
て
は
、
幕
末
の
学
僧
・
堯
山
優
陀
那
日
輝
は
、
『
祖
書
綱

、
一
八
三
一
）

要
正
義
』
（
二
巻
）
を
著
し
て
、
そ
の
序
文
に
於
て

テ
ヲ
ク
カ
ニ
リ
ト

ク

タ

ク

モ
ノ
《
ラ
ス
ワ
ソ
チ
ハ
ル

ヲ
ル

予
嘗
謂
我
宗
有
二
三
大
宝
策
一
、
日
草
山
集
、
日
峨
眉
集
、
日
祖
書
綱
要
、
而
綱
要
一
番
専
論
二
究
宗
義
一
。
凡
在
下
求
二
仏
菩
提
一
者
有
ニ

ス
ル
フ
ル
ピ
ニ
ス
ル
可
ア
ル
ト
ノ
ト
（
⑨
②
）

大
信
力
一
学
二
仏
乗
一
者
、
有
一
護
法
之
志
一
及
在
家
出
家
初
心
後
心
上
、
為
一
示
し
可
し
不
し
読
者
一
可
レ
謂
宝
策
中
最
宝
策
突

註
（
１
）
望
月
歓
厚
著
「
日
蓮
宗
学
説
史
」
（
平
楽
寺
書
店
刊
。
七
五
七
頁
）

曽
て
望
月
歓
厚
先
生
は
自
著
『
日
蓮
宗
学
説
史
』
の
中
に
於
て
、
「
宗
学
と
は
、
教
学
を
宗
学
体
系
化
の
前
提
と
な
る
教
義
大
系
」
で

あ
る
と
、
簡
潔
に
規
定
さ
れ
ま
し
た
。
望
月
先
生
は
そ
の
範
畷
の
枠
ぐ
染
を
も
っ
て
、
一
妙
院
日
導
上
人
の
宗
学
を
評
価
さ
れ
、
日
蓮
宗

教
学
史
上
に
占
め
る
位
置
に
つ
い
て
、
「
本
化
教
学
を
組
織
せ
ら
れ
、
台
学
の
軌
範
を
脱
し
、
教
観
一
致
・
信
解
相
即
の
宗
旨
を
高
揚
せ

（
勺
且
）

し
め
た
」
と
さ
れ
、
近
世
日
蓮
教
学
の
復
興
者
・
組
織
者
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
し
た
。

此
処
で
所
謂
「
伝
統
宗
》

お
し
え

し
、
そ
の
教
義
を
研
究
し
、

の
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
。

綱
要
導
師
の
宗
学
意
識
（
町
田
）

斑
謂
「
伝
統
宗
学
」
の
立
場
を
踏
ま
え
て
表
現
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
「
日
蓮
宗
学
」
と
は
、
日
蓮
聖
人
を
讃
仰

講
し
え
か
も
し
超
す
ａ
の
旬
。
冒
巨
す
の

誕
義
を
研
究
し
、
そ
こ
か
ら
醸
成
さ
れ
て
く
る
「
信
」
を
教
学
の
水
準
に
ま
で
高
め
、
体
系
化
・
組
織
化
し
て
い
く
知
的
作
業

（6）



註
（
２
）
祖
書
綱
要
剛
略
（
本
満
寺
刊
本
・
十
頁
）
所
収
。

先
師
に
依
る
『
祖
書
綱
要
』
に
つ
い
て
の
讃
辞
は
、
堯
山
日
輝
一
人
に
と
ど
ま
ら
ず
、
本
圀
寺
首
領
院
日
酋
・
玉
沢
妙
法
華
寺
境
法
日

（
一
回
Ｕ
）

春
・
妙
顕
寺
日
遂
な
ど
、
口
を
揃
え
て
賞
揚
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

（
延
宝
二
年
・
寛
文
三
年
）

と
述
べ
て
、
深
草
元
政
の
「
草
山
集
」
・
常
在
日
深
の
「
蛾
眉
集
」
・
一
妙
日
導
の
「
祖
書
綱
要
」
の
三
書
を
も
っ
て
、
日
蓮
教
学
史

（
三
大
珠
玉
諭
文
）

上
の
三
大
宝
策
と
賞
揚
し
、
就
中
、
『
祖
書
綱
要
』
は
日
蓮
門
下
の
全
て
が
座
右
必
読
の
書
と
な
し
、
宝
策
中
の
最
宝
策
と
激
賞
す
る
と

註
（
３
）
祖
書
綱
要
珊
略
（
昭
和
二
十
五
年
・
本
満
寺
刊
本
）
一
頁
・
二
頁
参
照
さ
れ
た
い
。

註
（
４
）
祖
書
綱
要
剛
略
（
本
満
寺
刊
本
）
一
頁
・
二
頁
。

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

と
述
べ
て
、
『
祖
書
綱
要
』
は
、
宗
祖
当
身
泌
大
事
『
観
心
本
尊
抄
』
を
骨
格
と
し
て
構
築
体
系
化
さ
れ
た
一
大
宗
学
書
と
評
し
、
更

に
続
け
て
、
教
観
二
門
の
立
場
か
ら
、
日
蓮
教
学
の
綱
格
を
余
す
処
な
く
論
じ
尽
し
て
い
る
と
、
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
り
ま

綱
要
導
師
の
宗
学
意
識
（
町
田
）

（
一
七
二
六
’
一
八
Ｏ
六
）

因
に
本
圀
寺
日
酋
は
『
祖
書
綱
要
序
』
を
撰
し
て

シ

ス
ル
シ

ヲ
ス
ル
ノ
ヲ

近
世
著
述
人
衆
宗
教
妙
旨
貫
徹
者
寡
此
編
正
是
骨
二
髄
本
尊
紗
一
皮
二
肉
余
諸
書
一
者
也
…
…

ル
ノ
ユ
シ
ワ
ジ
ブ
シ
テ
フ
シ
ノ
ヲ
シ
テ
ノ
ヲ
ス
ノ
ヲ

於
二
其
教
相
一
審
二
暁
本
迩
一
究
二
正
権
実
一
論
二
破
立
浅
深
一
而
弁
二
化
導
始
卒
一
斑
二
在
滅
傍
正
一
而
諭
二
体
用
行
意
一
・
…
：

ヲ
二
ヶ
ワ
テ
ノ
ヲ
テ
ノ
ヲ
シ
テ
ノ
ヲ
タ
リ
咽
ノ
ヲ
（
凸
４
）

テ

ー
ー

泪
二
其
勧
門
一
円
二
妙
解
行
一
奇
二
特
断
証
一
尋
二
無
始
古
仏
一
而
見
二
理
即
凡
夫
一
。
寛
二
本
覚
三
身
一
而
得
二
法
界
依
正
一

（7）



こ
う
し
た
先
師
の
評
価
を
享
け
て
、
夙
に
日
蓮
宗
教
学
史
上
に
占
め
る
位
置
に
つ
い
て
、
近
世
一
致
派
日
蓮
宗
学
の
復
興
者
・
組
織
者

と
見
倣
さ
れ
、
『
綱
要
導
師
』
と
尊
称
さ
れ
て
き
た
所
で
あ
り
ま
す
。

※
導
師
に
つ
い
て
直
接
論
究
し
た
研
究
論
著
と
し
て
は
、
望
月
歓
厚
『
日
蓮
宗
学
説
史
』
第
四
篇
第
六
章
．
妙
院
日
導
の
宗
学
」
・
執
行
海
秀
『
日
蓮

宗
教
学
史
』
第
四
篇
第
三
章
．
妙
日
導
の
宗
学
組
織
」
・
北
川
前
肇
『
日
蓮
教
学
研
究
』
第
二
篇
第
四
章
．
妙
院
日
導
の
顕
本
論
」
（
日
蓮
教
学

研
究
所
紀
要
第
三
号
掲
戦
）
・
稲
田
海
素
「
祖
書
綱
要
並
に
側
略
に
つ
い
て
」
（
大
崎
学
報
五
三
号
）
・
北
尾
日
大
「
日
導
上
人
の
宗
学
を
評
す
」

（
大
崎
学
報
七
四
号
）
・
執
行
海
秀
「
祖
書
綱
要
四
種
三
段
判
に
於
け
る
底
上
相
対
に
つ
い
て
」
（
棲
神
二
五
号
）
・
本
田
栄
秀
「
綱
要
導
師
に
お
け

る
首
題
と
観
心
に
つ
い
て
」
（
大
崎
学
報
一
二
九
号
）
・
関
戸
啓
造
．
妙
院
日
導
の
本
迩
論
ｌ
「
祖
書
綱
要
」
第
五
十
六
観
心
本
尊
四
麺
三
段
章
に

糸
ら
れ
る
本
法
三
段
理
解
を
中
心
に
し
て
」
（
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
九
号
）
・

さ
て
、
日
導
上
人
の
宗
学
意
識
を
考
察
す
る
に
当
っ
て
、
夙
に
先
師
碩
学
に
依
っ
て
宗
学
の
復
興
者
、
日
蓮
聖
人
遺
文
の
研
究
者
、
宗

い
つ
ど
こ
で

学
の
組
織
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
日
導
宗
学
の
原
点
（
宗
学
意
識
）
は
、
何
時
・
何
処
・
何
を
契
機
と
し
て
培

ち
か
わ
れ
、
本
化
宗
学
讃
仰
の
発
心
へ
と
高
め
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
余
り
に
も
有
名
な
「
本
化
教
学
研
鐙
異
体
同
心
之
誓
状
」
（
所
謂
「
五
人
同
盟
起
請
文
」
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
誓
願
文
に
求
め

る
こ
と
が
出
来
ま
し
ょ
う
。
誓
願
文
は
、
上
人
が
二
十
六
歳
．
い
ま
だ
日
深
と
称
し
て
、
正
東
山
中
村
檀
林
に
止
暇
断
眠
の
勉
学
中
、
寛

（
一
七
四
九
）
（
二
十
三
才
）
（
二
十
七
才
）
（
二
十
一
才
）
《
二
十
七
才
）

延
二
年
・
同
学
同
修
の
盟
友
ｌ
忍
宏
日
龍
・
義
道
日
到
・
旨
宏
日
義
・
好
存
日
芳
ｌ
と
共
に
、
正
東
講
璋
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
余
り

に
も
台
学
偏
重
で
あ
っ
た
こ
と
を
憂
い
、
ま
た
対
外
権
実
論
争
の
敗
勢
に
あ
っ
た
当
宗
の
現
状
に
歯
痒
い
ば
か
り
の
思
い
な
し
、
本
化
宗

学
の
研
讃
・
復
興
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

す
。

綱
要
導
師
の
宗
学
意
識
（
町
田
）

（8）



と
誓
い
合
う
の
で
あ
り
ま
す
が
、
日
深
即
ち
日
導
上
人
を
除
い
て
、
日
龍
・
日
到
・
日
義
・
日
芳
の
四
人
は
業
半
ば
に
し
て
化
さ
れ
、

唯
一
人
、
上
人
の
承
起
請
文
の
初
志
を
貫
き
、
同
盟
誓
願
か
ら
星
霜
三
十
二
年
を
経
て
、
『
祖
書
綱
要
』
を
撰
し
、
並
木
精
舎
に
於
け
る

熱
誠
・
宗
学
復
興
へ
の
思
い
を
美
事
に
結
実
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

●
●
●
●
●
●

（
弊
風
と
云
う
べ
き
か
）

さ
て
、
中
村
講
建
の
同
盟
者
五
人
を
し
て
、
教
学
の
現
状
を
慨
嘆
さ
せ
た
も
の
は
、
当
時
の
台
学
偏
重
の
学
風
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

（
「
浄
土
真
宗
翰
客
網
」
一
巻
・
元
文
三
年
刊
）

事
は
、
同
盟
起
請
文
の
中
で
「
火
宅
ノ
僧
」
と
名
指
し
て
い
る
、
浄
土
真
宗
・
越
中
大
円
寺
義
教
が
一
書
を
撰
し
て
、
そ
の
著
述
の
中

で
、
「
日
蓮
ノ
徒
ハ
唯
々
天
台
智
頭
卜
申
シ
、
荊
渓
湛
然
卜
云
上
、
肝
心
ノ
日
蓮
ノ
宗
義
ヲ
宣
揚
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
、
カ
エ
ッ
テ
日
蓮
立
教

ノ
法
業
ヲ
没
ス
ル
｜
一
似
タ
リ
」
と
ま
で
、
評
せ
し
め
た
台
学
一
辺
倒
に
あ
っ
た
の
で
し
た
。

綱
要
導
師
の
宗
学
意
識
（
町
田
）

註
（
５
）
同
盟
起
請
文
の
全
文
に
つ
い
て
は
、
稲
田
海
素
「
祖
書
綱
要
並
に
同
側
略
に
つ
い
て
」
（
大
崎
学
報
五
三
号
・
大
正
八
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

五
人
の
盟
友
は
、
誓
願
の
内
容
を
具
体
的
に
全
十
五
箇
条
に
認
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
第
十
二
条
に
お
い
て
、

ヒ

ル
ラ
ス
ノ
ブ
シ
ナ
ニ
タ
ラ
ハ
パ
キ
ス

老
少
不
定
仏
教
之
捷
、
縦
五
人
之
内
四
人
死
候
共
一
人
不
し
可
レ
破
一
壊
此
大
願
一
事
。
若
於
二
今
世
一
未
し
到
レ
時
五
人
共
絶
命
候
可
レ
期
二

い
ま
「
同
盟
起
請
文
」
の
冒
頭
の
願
文
を
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

シ
リ
マ
ク
ス
レ
ル
《
一
カ
ス
ル
ソ
ト
リ
（
真
宗
の
義
教
）
ヲ
』
参
ヲ
プ
ヲ
（
越
中
大
法
寺
隠
居
）
，

…
…
蓋
法
独
不
レ
弘
必
其
依
レ
人
焉
…
…
鳴
呼
吾
法
欲
し
衰
歎
。
近
頃
在
二
火
宅
僧
一
撰
一
二
書
一
無
二
於
金
言
一
謹
二
於
吾
祖
一
仁
譲
日
芳
欲
レ

セ
ソ
ト
ワ
シ
，
ニ

キ
ス
ニ
モ
ナ
リ
ト
コ
ト
ヲ
１
壼
一
ヤ

抑
二
挫
此
邪
義
一
尚
難
レ
中
一
其
鉾
一
。
吾
門
之
中
亦
可
レ
比
し
彼
者
少
也
。
不
倭
等
錐
二
不
肖
一
学
二
台
教
於
正
東
一
十
有
一
奈
年
干
效
一
。
今

ル
ー
ノ
ワ
シ
ヲ
テ
ニ
『
一
ス
セ
ン
ト
ノ
ヲ
テ
ロ
ー
テ
ノ
ー
上

也
不
レ
忍
レ
見
二
此
罵
言
誹
誇
一
発
二
竹
馬
之
欝
懐
一
符
一
金
文
一
而
頻
欲
し
顕
一
場
吾
祖
妙
化
一
以
レ
故
於
一
種
林
之
近
邑
並
木
光
明
精
舎
一
結
二

ノ
ブ
ス
ス
ル
ノ
ヲ
卜
（
Ｐ
３
）

断
金
交
一
為
下
報
二
仏
祖
怨
一
之
筌
蹄
上
…
…
。

ヲ

生
盈
世
さ
之
事
。

（ 9）



綱
要
導
師
の
宗
学
意
識
（
町
田
）

し
よ
う
そ

次
に
日
導
上
人
の
生
涯
に
お
け
る
著
作
の
点
数
を
拳
る
の
に
、
『
日
蓮
宗
宗
学
章
疏
目
録
』
に
依
れ
ば
、
側
五
人
同
盟
起
請
文
、
③
祖

書
綱
要
二
十
三
巻
、
側
法
華
即
身
成
仏
義
一
巻
、
い
草
木
成
仏
記
一
巻
、
側
四
種
三
段
抄
一
巻
、
側
裁
断
惑
説
一
巻
の
六
点
を
挙
げ
て
い

ま
す
が
、
「
章
疏
目
録
」
記
戦
の
他
に
、
Ｈ
即
身
成
仏
義
一
巻
、
口
安
心
問
答
落
居
一
巻
、
計
二
点
が
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。
殊
に
『
安
心

（
宝
蔵
叩
）
（
６
）

問
答
落
居
』
は
現
に
身
延
山
久
遠
寺
・
身
延
文
庫
に
原
本
が
収
蔵
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
直
筆
四
十
五
紙
の
小
論
で
す
。

於
て
は
、
『
安
心
函

た
い
と
思
い
ま
す
。

註
（
６
）
「
安
心
問
答
落
居
」
が
身
延
文
庫
に
収
蔵
き
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
「
問
答
落
居
」
原
本
の
裏
表
紙
に
「
昭
和
二
十
六
年
六
月
七
日
、
佐
賀
市
神
野

町
愛
敬
島
国
相
寺
住
職
松
島
正
憲
師
よ
り
日
蓮
宗
総
監
増
田
宣
輪
師
へ
贈
呈
せ
し
を
改
め
て
同
師
よ
り
身
延
文
庫
へ
納
む
。
昭
和
二
十
六
年
十
一
月
二

十
六
日
・
身
延
文
庫
」
と
奥
付
が
さ
れ
て
い
る
。

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
（
広
本
二
十
三
巻
・
剛
略
章
目
六
十
四
厳
）
（
昭
和
六
十
三
年
十
月
二
十
一
日
）

綱
要
宗
学
の
真
髄
に
ふ
れ
る
為
に
は
、
畢
生
の
著
『
祖
書
綱
要
・
二
十
三
巻
』
を
披
見
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
当
研
究
大
会
に

於
て
は
、
『
安
心
問
答
落
居
』
の
内
容
を
一
・
二
紹
介
を
試
承
、
日
導
宗
学
・
上
人
の
宗
学
意
識
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
考
察
し
て
染

『
安
心
問
答
落
居
』
は
、
『
祖
書
綱
要
』
の
完
成
か
ら
数
カ
月
後
の
天
明
五
年
六
月
に
脱
稿
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
書
は
そ
の
書
名
が
示

す
よ
う
に
、
「
安
心
」
つ
ま
り
教
法
の
領
解
と
か
修
行
体
験
に
よ
っ
て
、
心
の
安
ら
ぎ
を
得
て
動
ず
る
こ
と
の
な
い
不
動
の
境
地
に
住
せ

て
だ
て

し
め
る
手
段
．
即
ち
「
観
心
」
の
問
題
を
主
題
と
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
事
は
、
上
人
の
教
学
が
観
心
主
義
の
傾
向
が
色
濃
い
と

評
さ
れ
て
い
る
事
に
徴
し
て
も
、
う
な
づ
け
る
所
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
「
落
居
」
と
云
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
「
結
論
」
と
か
「
落
ち
着

く
処
」
と
い
う
こ
と
、
即
ち
日
導
宗
学
を
語
り
尽
し
終
え
た
の
意
に
な
り
ま
す
。

（
館
七
－
第
九
問
答
）
（
第
十
四
－
第
十
七
問
答
）
（
郡
－
１
第
六
問
答
）
（
第
十
’
第
十
三
問
答
）

本
書
を
通
読
し
ま
す
と
、
仙
畢
寛
空
の
吟
味
。
切
種
熟
脱
の
三
益
論
。
仙
台
家
と
当
家
と
の
異
同
。
仙
台
当
両
家
の
成
仏
の
境
位
相
。

（
灘
十
四
Ｉ
館
十
七
問
答
）
（
安
心
す
る
こ
と
）

側
理
事
観
心
の
事
が
論
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
主
要
テ
ー
マ
は
「
観
心
」
に
あ
り
ま
す
。

（〃）



『
安
心
問
答
落
居
』
は
、
前
後
十
七
回
の
問
答
形
態
で
宗
学
論
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
問
答
を
仕
掛
け
る
の
は
、
天
台
学
と
日
蓮

●
●
●
●
●

教
学
に
つ
い
て
、
相
当
の
博
識
を
誇
示
す
る
二
人
の
人
物
が
仮
托
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
名
前
が
善
四
郎
と
伝
七
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

二
人
の
質
問
に
対
し
て
、
日
導
上
人
が
「
弁
ジ
テ
曰
ク
」
と
か
「
評
シ
テ
曰
ク
」
と
答
え
て
、
自
ら
の
宗
学
を
提
示
す
る
形
を
と
っ
て
い

註
（
８
）
安
心
問
答
落
居
（
棲
神
四
二
号
・
一
四
五
頁
）
昭
和
定
本
遺
文
の
頁
数
は
筆
者
の
加
筆
。

綱
要
導
師
の
宗
学
意
識
（
町
田
）

註
（
７
）
安
心
問
答
落
居
（
棲
神
四
十
二
号
所
収
・
一
四
五
頁
）
参
照
資
料
の
意
訳
解
説
は
本
拙
論
で
は
省
略
す
。

●
●

本
書
の
性
格
が
如
何
な
る
も
の
か
、
開
巻
冒
頭
の
問
答
部
を
紹
介
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
先
ず
善
四
郎
が
学
識
の
あ
る
処
を
ひ
け

●
●
●

ら
か
し
な
が
ら
発
問
し
て
云
う
の
に
、

ヘ
レ
ハ
ノ
レ
ハ
テ
セ
ケ
ニ

善
四
郎
云
、
其
元
御
咄
合
申
候
節
々
、
夫
天
台
法
門
、
夫
理
具
々
々
、
被
し
仰
候
一
向
御
寄
付
不
し
被
し
成
、
唯
御
題
目
与
高
祖
様
迄

二
ヘ
リ
ニ
ハ
ニ
テ
ハ
ハ
モ
ノ
レ
ハ
リ
ハ
セ
ノ
ユ
テ

御
執
着
被
し
成
候
様
相
見
候
。
悟
之
上
左
様
無
し
之
、
事
理
一
体
、
妙
楽
大
師
円
著
猶
悪
被
レ
仰
候
。
然
悟
物
不
レ
著
自
由
自
在
物

ま
す
。こ

う
し
た
善
四
郎
の
詰
問
と
も
云
え
る
質
問
に
対
し
て
、
日
導
上
人
は
次
の
様
に
弁
じ
ら
れ
ま
す
。

ジ
テ

ノ

ノ
〈
ノ
ノ
ー
チ
ワ
ノ
ー
シ
テ
フ
ノ

弁
日
、
凡
当
家
所
立
之
迩
劣
本
勝
之
法
門
神
力
嘱
累
両
品
付
嘱
意
依
、
一
代
聖
教
正
像
末
三
時
配
当
、
正
法
千
年
小
乗
権
大
乗
流
布

ト
シ

ヲ
ノ

ノ
ト
シ
ヲ
ノ

ノ
ト
シ

ノ
ト

ノ
ト
ヲ
シ
テ
ノ
ノ
ノ

時
機
、
像
法
千
年
法
華
経
迩
門
流
布
時
機
、
末
法
法
華
経
本
門
流
布
時
機
、
像
法
流
布
迩
門
末
法
流
布
本
門
相
対
、
其
所
弘
法
門
浅

ヲ
シ
テ

ノ
ノ
ヲ
シ

ノ
ノ
ヲ
メ
プ
レ

ノ
ナ
リ

深
勝
劣
判
、
叡
山
天
台
宗
過
時
迩
門
破
、
末
法
時
国
相
応
本
門
法
門
弘
玉
。
是
本
迩
所
判
大
旨
。
四
菩
薩
造
立
抄
（
定
遺
一
六
四
九
）

ノ
ナ
リ
賓
芯
）

観
心
本
尊
得
意
抄
（
定
遺
一
一
二
○
）
妙
一
女
抄
（
定
遺
一
七
九
八
）
等
皆
其
意
。

（
”
０
）

有
し
之
云
云
。

（血）



註
（
９
）
観
心
本
尊
抄
（
定
遺
七
○
四
頁
）
安
心
問
答
落
居
（
棲
神
四
二
号
一
五
八
頁
）
。

綱
要
導
師
の
宗
学
意
識
（
町
田
）

日
導
上
人
は
御
自
身
の
宗
学
す
る
立
場
を
弁
じ
ら
れ
て
、
「
台
家
が
迩
門
理
具
の
法
門
、
当
家
が
本
門
事
行
の
法
門
で
あ
る
こ
と
は
、

法
華
経
の
総
付
嘱
・
別
付
嘱
の
説
示
に
随
っ
た
も
の
で
、
一
代
聖
教
を
正
像
末
三
時
に
配
当
し
、
殊
に
像
法
流
布
の
迩
門
と
末
法
流
布
の

（
定
遺
五
三
八
’
五
三
九
頁
）

本
門
と
を
相
対
し
、
そ
の
所
弘
の
法
門
の
浅
深
勝
劣
を
判
じ
、
（
「
開
目
紗
」
）
五
重
相
対
教
判
は
美
事
な
体
系
で
あ
る
。
天
台
知
嶺
が

像
法
に
出
で
て
五
時
八
教
を
示
し
、
仏
教
大
系
を
顕
わ
し
、
教
相
観
を
弘
め
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
は
あ
る
。
宗
祖
は
末
法
に
応

現
さ
れ
、
広
く
一
切
の
教
学
の
勝
劣
を
教
理
の
浅
深
の
次
第
に
従
っ
て
比
較
さ
れ
、
本
門
寿
量
品
で
開
顕
さ
れ
た
事
の
一
念
三
千
・
妙
法

五
字
が
末
法
の
要
法
な
り
と
、
忍
難
慈
勝
の
色
読
を
も
っ
て
論
証
さ
れ
た
の
で
あ
る
」
、
と
弁
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

※
綱
要
導
師
に
よ
る
教
判
解
釈
に
つ
い
て
は
、
「
祖
密
綱
要
剛
略
」
第
五
章
の
「
法
華
一
部
末
法
為
正
章
」
に
詳
論
さ
れ
て
い
る
。

次
に
『
安
心
問
答
落
居
』
に
於
て
、
主
要
テ
ー
マ
と
す
る
「
観
心
」
（
日
且
涛
昌
目
英
日
の
鈩
易
ｇ
ｇ
ｇ
函
独
）
に
つ
い
て
見
て
承

（
十
二
番
問
答
部
）

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
「
観
心
」
の
意
味
と
典
拠
に
関
し
て
、
『
観
心
本
尊
抄
』
の
聖
文
を
借
用
し
て
い
ま
す
。

ニ
テ
ク
ニ
タ
ヲ

テ
ク
ト
ハ
シ
テ
ワ
ル

ヲ
ヲ

ト

ノ

本
尊
抄
云
。
問
日
出
処
既
聞
し
之
。
観
心
之
心
如
何
。
答
日
観
心
者
観
二
我
己
心
一
見
二
十
法
界
一
。
是
云
一
観
心
一
也
乃
至
不
し
知
二
自
具

ワ

（
ｎ
回
）

十
界
百
界
千
如
一
念
三
千
一
云
云
。

借
用
し
た
『
本
尊
抄
』
の
「
出
処
既
二
之
ヲ
聞
ク
」
と
は
、
天
台
の
教
観
二
門
の
中
、
観
心
修
行
を
示
し
た
一
念
三
千
論
の
出
典
・

「
摩
訶
止
観
第
五
」
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

次
に
「
観
心
ノ
心
如
何
ソ
」
と
は
、
観
心
と
は
ど
ん
な
修
行
を
す
る
こ
と
で
す
か
、
の
意
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
答
え
て
、
「
答
テ
曰

ク
、
観
心
ト
ハ
我
ガ
己
心
ヲ
観
ジ
テ
十
法
界
ヲ
見
ル
」
と
さ
れ
る
。

(I2)



※
天
台
智
頭
の
教
学
が
難
解
で
あ
る
一
例
と
し
て
、
「
摩
訶
止
観
」
第
二
章
で
「
相
待
妙
」
（
相
対
的
絶
対
）
と
「
絶
対
妙
」
（
絶
対
的
絶
対
）
の
理
論

を
説
き
、
又
「
法
華
玄
義
」
に
於
て
コ
ー
而
不
二
」
「
不
二
而
二
」
の
空
仮
中
の
三
諦
円
融
の
思
想
を
展
開
す
る
。
予
備
の
基
礎
知
識
が
な
く
、
唐
突

に
「
相
対
を
は
な
れ
て
絶
対
な
く
、
相
対
は
そ
の
ま
ま
絶
対
で
あ
る
」
な
ど
と
説
か
れ
て
も
戸
惑
う
ば
か
り
で
あ
る
。

（
巻
二
）
（
巻
二
）

と
こ
ろ
で
、
一
念
三
千
の
基
礎
を
な
す
教
理
は
「
十
界
互
具
」
の
概
念
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
天
台
智
嶺
が
、
法
華
玄
義
・
法
華
文
句

（
世
寿
二
十
一
成
）

等
で
創
唱
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
さ
て
、
日
蓮
聖
人
に
於
て
、
、
「
十
界
互
具
」
の
教
理
は
、
『
戒
体
即
身
成
仏
儀
』
（
定
遺
十
頁
）

（
世
寿
三
十
七
歳
》

の
執
筆
時
よ
り
御
自
身
の
教
学
の
中
に
所
持
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
叡
山
遊
学
の
天
台
法
華
修
学
・
立
教
開
宗
を
経
て
、
『
一
代
聖
教
大

意
』
（
定
遺
六
二
・
六
九
頁
）
『
守
謹
国
家
論
』
に
至
り
ま
す
と
「
華
厳
経
ノ
如
キ
ハ
十
界
互
具
無
シ
。
方
等
、
般
若
ノ
諸
経
モ
亦
十
界

綱
要
導
師
の
宗
学
意
識
（
町
田
）

す
。

（
静
寂
・
抑
定
の
世
界
）

「
我
ガ
己
心
ヲ
観
ジ
テ
十
法
界
ヲ
見
ル
」
と
い
う
の
は
、
観
想
の
境
界
に
こ
の
身
を
置
い
て
、
心
の
動
揺
を
静
め
、
智
慧
を
磨
き
、

（
十
法
界
・
三
千
世
間
）
す
が
た
サ
ソ
ス
ク
リ
ッ
ト

諸
法
の
真
の
形
象
を
見
究
め
る
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
周
知
の
ご
と
く
「
観
」
は
、
梵
語
の
「
ぐ
ぢ
思
胃
風
」
の
漢
訳
で
あ
っ
て
、

専
心
に
仏
法
の
理
法
を
観
想
し
て
悟
道
を
目
標
に
し
て
努
力
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

「
我
ガ
己
心
ヲ
観
ジ
テ
十
法
界
ヲ
見
ル
」
と
は
、
繰
返
し
て
云
え
ば
、
「
己
心
ヲ
観
ジ
テ
三
千
法
界
ヲ
見
ル
コ
ト
」
で
あ
っ
て
、
所
謂

・
一
念
三
千
（
己
心
が
そ
の
ま
ま
全
宇
宙
で
あ
る
）
と
す
る
の
で
す
。
尚
、
己
心
と
は
、
自
分
自
身
・
存
在
す
る
自
己
と
解
し
た
い
。

●
●
●
●

さ
ら
に
私
見
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
天
台
智
頭
に
よ
っ
て
、
宇
宙
的
な
世
界
（
十
法
界
）
を
、
三
千
世
間
と
示
さ
れ
て
も
、
そ
の
数
値

で
示
さ
れ
る
「
三
千
世
間
」
が
如
何
な
る
も
の
か
、
実
像
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
す
る
事
は
難
し
い
の
で
す
。
何
と
も
難
解
な
概
念
で
あ
り
ま

い
ま
す
。

日
導
上
人
が
「
本
尊
抄
」
の
聖
文
を
借
用
さ
れ
た
と
こ
ろ
を
、
私
の
解
釈
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
少
し
く
私
見
を
述
べ
て
ぷ
た
い
と
思
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宗
学
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（
町
田
）

ヲ
許
サ
ズ
」
（
定
遺
二
○
頁
）
と
、
十
界
互
具
を
修
す
る
こ
と
が
観
心
の
大
事
と
さ
れ
、
忍
難
色
読
の
深
ま
り
と
倶
に
、
理
具
観
心
よ

り
事
行
観
心
へ
と
止
揚
さ
れ
て
い
き
、
『
開
目
紗
』
に
至
っ
て
．
念
三
千
は
十
界
互
具
よ
り
こ
と
は
じ
ま
れ
り
」
（
定
遺
五
三
九
頁
）

と
さ
れ
て
、
天
台
智
頭
の
世
界
観
を
超
え
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

●
●
●
●

惟
う
に
、
日
蓮
聖
人
は
十
界
と
十
如
が
相
乗
し
て
「
十
界
互
具
」
と
な
る
世
界
を
観
心
す
る
こ
と
が
大
事
と
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
智
頭
の
如
く
三
千
ノ
世
間
と
か
、
三
千
ノ
法
界
と
、
抽
象
的
概
念
と
な
り
易
い
世
界
観
を
し
て
、
十
如
是
と
十
法
界
が
相
乗
し
て
十

●

界
互
具
と
な
る
十
の
生
存
領
域
が
備
っ
て
い
る
と
、
極
め
て
具
象
性
を
以
っ
て
教
示
さ
れ
ま
し
た
。
此
処
に
宗
祖
の
事
と
し
て
の
宗
教
の

す
ば
ら
し
さ
が
あ
る
様
に
思
い
ま
す
。

さ
て
「
観
心
」
と
は
、
己
心
に
十
界
互
具
を
修
す
る
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。
観
心
本
尊
抄
で
は
「
観
心
ト
ハ
我
ガ
己
心
ヲ
観
ジ
テ
十

法
界
ヲ
見
ル
。
是
ヲ
観
心
卜
云
う
」
（
定
遺
七
○
四
頁
）
と
教
示
さ
れ
ま
す
。
そ
の
「
十
法
界
ヲ
見
ル
」
と
は
、
限
り
な
き
無
量
無
辺
の

（
観
る
と
は
、
肉
眼
で
対
象
物
を
観
察
す
る
窓
の
こ
と
で
は
な
い
。
透
徹
し
た
心
眼
に
依
っ
て
生
命
を
見
究
め
る
こ
と
で
あ
る
）

世
界
、
宇
宙
大
千
世
界
を
観
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
そ
う
し
た
マ
ク
ロ
皆
な
観
方
か
ら
す
れ
ば
、
ミ
ク
ロ
的
な
個
別
の
小
さ
な

●
●
●

事
に
執
着
す
る
こ
と
な
く
、
思
想
・
世
界
観
の
違
い
を
超
え
て
、
こ
の
自
己
を
十
法
界
（
端
的
に
表
現
す
れ
ば
久
遠
本
仏
の
生
命
の
こ

と
）
の
中
に
置
く
こ
と
が
「
観
心
」
だ
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。
綱
要
導
師
は
『
安
心
問
答
落
居
』
の
中
で

毛
ノ
ー
シ
テ

ノ
ノ
ー
チ
ノ
ト

シ
テ

ユ

ト
フ

一
念
三
千
一
心
三
観
我
己
心
中
成
就
、
御
本
尊
宝
塔
中
入
、
当
体
蓮
花
仏
成
タ
ル
ソ
ト
信
而
時
々
念
々
南
無
妙
法
蓮
花
経
唱
へ
給
へ

ノ

リ

（
皿
）

シ
…
…
禅
僧
マ
ネ
シ
テ
悟
タ
ル
ブ
リ
ハ
無
益
ナ
ル
ヘ
シ

註
（
皿
）
安
心
問
答
落
居
（
棲
神
四
二
号
一
四
九
頁
）
。

と
さ
れ
、
単
な
る
観
想
・
瞑
想
・
黙
想
が
「
観
心
」
で
な
い
こ
と
を
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。
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あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
云
陰
一

こ
と
だ
と
し
て
い
ま
す
。

註
（
ｕ
）
安
心
問
答
落
居
（
棲
神
四
二
号
一
五
八
’
一
五
九
頁
）
。

（
鮨
観
）
（
所
観
》

天
台
智
頭
に
依
る
摩
訶
止
観
を
修
す
る
根
本
は
、
十
乗
観
法
と
十
境
と
を
、
衆
生
の
一
念
に
具
足
す
る
妙
説
と
し
て
享
受
す
る
こ
と
で

（
三
千
法
界
）

り
ま
す
。
さ
ら
に
云
え
ば
、
己
心
に
十
界
互
具
・
一
念
三
千
が
具
足
し
て
い
る
と
覚
知
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
不
可
思
議
境
を
覚
知
す
る

さ
て
斯
う
し
た
摩
訶
止
観
の
論
を
享
け
つ
つ
、
綱
要
導
師
は
、
台
家
迩
門
の
理
の
観
心
、
当
家
本
門
の
事
の
観
心
と
に
弁
別
し
て
、
本

綱
要
導
師
の
宗
学
意
識
（
町
田
）

次
い
で
、
日
導
上
人
は
「
観
心
」
の
理
と
事
の
違
い
に
つ
い
て
次
の
様
に
弁
じ
て
お
ら
れ
ま
す
。

其
ノ
心
ノ
十
界
互
具
。
百
界
千
如
。
三
千
世
間
ノ
妙
法
ヲ
観
ル
｜
一
付
ヶ
、
迩
本
二
門
事
理
二
観
ノ
違
目
ア
リ
。
謂
ク
、
台
家
迩
門
ノ

理
観
ハ
智
恵
ヲ
能
観
ト
シ
、
迷
信
ヲ
所
観
ト
ス
。
智
恵
ヲ
能
観
ト
ス
ト
者
、
コ
コ
ニ
於
テ
観
穿
。
観
達
ト
云
二
義
ア
リ
。
観
穿
卜
云

〈
、
智
恵
ノ
利
用
ヲ
以
テ
、
我
ガ
心
ノ
十
界
互
具
ノ
妙
法
ヲ
覆
蔽
ス
ル
ト
コ
ロ
ノ
惑
障
ヲ
穿
滅
ス
ル
ヲ
観
穿
ト
云
・
観
達
卜
云
〈
、

智
恵
ヲ
以
テ
己
心
ノ
本
源
ノ
実
相
ノ
処
二
通
達
ス
ル
ヲ
観
達
卜
云
。
詮
ス
ル
ト
コ
ロ
智
恵
ヲ
以
テ
己
心
ノ
実
相
ヲ
覆
蔽
ス
ル
ト
コ
ロ

ノ
煩
悩
ヲ
ウ
ガ
チ
メ
ッ
シ
テ
己
心
ノ
本
源
二
通
達
シ
テ
、
十
界
互
具
百
界
千
如
三
千
世
間
ノ
妙
法
ヲ
見
届
ル
ヲ
観
卜
云
。
是
し
能
観

ノ
意
ナ
リ
。
…
…
当
家
本
門
ノ
事
観
ノ
事
行
ノ
題
目
ノ
能
観
ヲ
観
法
ト
シ
、
本
門
ノ
本
尊
ヲ
所
感
ノ
心
相
ト
ス
。
故
二
本
尊
抄
、
正

ノ
ニ
ス

ス
レ
ハ
フ
ニ

ノ
ノ

ク
能
観
ノ
観
法
を
明
シ
テ
云
、
釈
尊
ノ
因
行
果
徳
ノ
ー
法
〈
妙
法
蓮
花
経
五
字
具
足
。
我
等
受
二
持
此
五
字
一
自
然
譲
二
与
彼
因
果
功

ノ
ヲ
ル
ニ

ノ

徳
一
等
云
云
。
行
者
此
譲
与
受
時
、
無
始
以
来
ノ
煩
悩
・
業
・
苦
三
道
即
チ
法
身
・
般
若
・
解
脱
ノ
三
徳
ト
転
シ
テ
、
三
千
三
観
即

ニ

ノ
ノ

チ
我
身
内
成
就
シ
テ
、
肉
身
即
チ
無
作
ノ
三
身
・
本
門
寿
量
当
体
蓮
花
仏
、
所
住
ノ
処
即
チ
常
在
霊
山
。
四
土
具
足
ノ
本
国
土
妙
ナ

（
、
）

Ⅷ
〃
◎

（お）



綱
要
導
師
の
宗
学
意
識
（
町
田
）

●
●
●
●
・

化
観
心
宗
学
を
論
じ
ら
れ
る
の
で
あ
り
ま
す
。

す
で
に
先
に
も
述
べ
た
ご
と
く
、
天
台
が
智
慧
を
発
し
て
、
「
十
法
ヲ
具
ス
」
と
か
「
此
ノ
三
千
・
一
念
ノ
心
一
一
ア
リ
」
と
、
十
乗
．

（
智
怒
を
発
し
て
無
明
煩
悩
を
消
波
し
て
真
実
を
観
る
立
栂
）

十
境
の
観
心
修
行
を
な
し
、
「
故
二
称
シ
テ
一
念
三
千
不
可
思
議
境
ト
ナ
ス
」
こ
と
を
、
摩
訶
止
観
の
究
極
と
な
し
た
の
で
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
に
対
し
て
、
日
蓮
聖
人
は
『
本
尊
抄
』
に
於
て
「
本
門
ノ
事
観
卜
〈
、
事
行
ノ
題
目
ノ
能
観
ヲ
観
法
ト
ナ
ス
」
と
教
示
さ
れ
る

所
で
あ
っ
て
、
日
導
上
人
も
そ
の
ま
ま
享
受
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

此
処
で
私
の
解
釈
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
事
の
観
心
と
は
、
末
代
凡
夫
の
「
信
」
を
勧
奨
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
日
蓮
聖
人
は
「
正

シ
ク
能
観
ノ
観
法
ヲ
明
シ
テ
」
、
「
釈
尊
ノ
因
行
果
徳
ノ
ー
法
〈
妙
法
五
字
二
具
足
ス
」
と
教
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
「
因
行
果
徳

ノ
ー
法
ガ
妙
法
五
字
二
具
足
ス
ル
」
と
は
、
宗
祖
の
忍
難
色
読
の
事
行
に
よ
っ
て
祈
り
込
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
確
か
と
受
け

と
め
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
宗
祖
の
事
行
に
よ
っ
て
祈
り
込
め
ら
れ
た
妙
法
五
字
で
あ
る
な
ら
ば
、
我
々
日
蓮
門
下
に
と
っ
て
、
身
口
意

の
三
業
に
受
持
す
る
こ
と
が
観
心
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

従
っ
て
「
自
然
二
彼
ノ
因
果
ノ
功
徳
ヲ
譲
り
与
エ
給
ウ
」
と
、
自
然
譲
与
の
保
証
を
与
え
ら
れ
つ
つ
も
、
そ
の
前
段
で
「
此
ノ
五
字
ヲ

受
持
ス
レ
バ
」
と
、
事
行
観
心
（
受
持
信
行
）
の
肝
要
な
る
こ
と
を
教
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。
浅
井
円
道
先
生
は
、
自
然
譲
与
段
の
解
釈
に

ノ

ノ
ハ

ノ
ニ
ス

当
っ
て
、
「
釈
尊
因
行
果
徳
二
法
妙
法
蓮
華
経
五
字
具
足
と
数
え
て
十
七
文
字
は
、
文
字
通
り
能
観
の
題
目
を
顕
わ
し
た
も
の
と
受
け
と

め
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
」
（
仏
典
講
座
・
観
心
本
尊
抄
．
一
五
二
頁
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
事
行
観
心
の
享
け
と
め
方

は
、
綱
要
導
師
に
於
て
も
「
本
尊
抄
二
正
シ
ク
能
観
ノ
観
法
ヲ
明
シ
テ
」
（
安
心
問
答
落
居
・
棲
神
四
二
号
．
一
五
九
頁
）
と
述
べ
て
、

宗
祖
の
教
示
を
容
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
法
華
題
目
抄
・
定
遼

日
蓮
聖
人
に
於
け
る
題
目
受
持
と
は
、
と
り
も
直
さ
ず
「
観
心
」
の
勧
奨
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
勧
奨
の
基
本
に
は
、
信
心
為
本
の
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二
蔑
唾
）
匪
儲
侮
舗
蝿
霞
壗
施
静
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
何
故
な
ら
ば
、
現
代
的
な
コ
ト
・
〈
で
表
現
す
れ

ば
、
「
信
心
」
は
其
の
個
人
の
主
観
的
な
情
動
（
島
⑮
固
日
◎
号
巳
で
あ
っ
て
、
熱
し
易
く
冷
め
易
い
不
確
定
な
情
緒
意
識
で
あ
る
か
ら

で
す
。
で
す
か
ら
日
蓮
聖
人
は
信
心
が
観
心
の
根
本
で
あ
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
た
の
だ
と
思
う
の
で
す
。

綱
要
導
師
は
『
安
心
問
答
落
居
』
を
次
の
様
に
締
め
く
く
っ
て
い
ま
す
。

全
ク
当
家
ノ
事
一
念
三
千
ノ
観
心
ヲ
遊
シ
タ
ル
御
本
意
ノ
法
門
ハ
、
一
期
当
身
ノ
大
事
ダ
ル
本
尊
抄
ニ
ァ
ル
故
二
、
彼
御
書
ヲ
以
テ

ト

ハ
二

安
心
悟
道
ヲ
定
ム
ヘ
キ
事
ナ
リ
。
．
．
…
・
本
尊
抄
云
在
世
ノ
本
門
末
法
之
初
一
同
純
円
也
云
云
…
…
日
本
国
二
同
二
逆
縁
ナ
リ
。
是

し
末
法
本
未
有
善
ノ
大
判
ナ
リ
。
末
法
ヲ
下
種
ノ
機
ト
定
ム
ル
ハ
此
大
判
ナ
リ
。
故
二
当
家
ノ
意
〈
下
種
ト
云
〈
逆
縁
ノ
因
誇
堕
悪

必
申
得
益
ヲ
下
種
ノ
益
ト
ス
ト
得
意
へ
シ
…
…
是
ハ
神
力
品
ノ
於
我
滅
度
後
応
受
持
此
経
是
人
於
仏
道
決
定
無
有
疑
ノ
経
文
ノ
意
ナ

リ
。
故
二
我
等
力
如
ク
高
祖
ノ
化
ヲ
受
テ
信
ス
ル
モ
ノ
ハ
、
過
去
一
一
已
二
下
種
セ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
…
…
過
去
二
已
二
下
種
ア
リ
。
故

｝
一
今
日
ノ
下
種
ノ
題
目
ヲ
受
持
シ
テ
、
本
因
本
果
ノ
成
道
ヲ
遂
、
事
ノ
即
身
成
仏
ノ
益
ヲ
得
ル
ナ
リ
。
コ
レ
ヲ
疑
ウ
ヘ
ヵ
ラ
ス
。
観

（
吃
）

心
本
尊
抄
ハ
上
ノ
順
逆
二
縁
二
約
シ
テ
、
観
心
ノ
法
門
ヲ
明
シ
玉
フ
。

註
（
吃
）
安
心
問
答
落
居
（
棲
神
四
二
号
・
一
七
二
’
一
七
三
頁
）
参
。

日
導
宗
学
の
根
幹
が
本
尊
抄
に
あ
る
こ
と
は
、
本
国
寺
法
印
日
酋
が
、
『
祖
書
綱
要
』
の
序
文
を
記
し
て
、
そ
の
一
文
で
「
此
編
正
是

ニ
シ
ワ

ノ
ワ

骨
一
髄
本
尊
紗
一
皮
二
肉
余
諸
書
一
者
也
」
（
「
祖
書
綱
要
剛
略
」
本
満
寺
刊
本
・
一
頁
）
と
評
し
て
い
る
事
も
参
考
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
教

●
●

学
史
上
に
お
い
て
、
綱
要
宗
学
は
観
心
主
義
の
傾
向
が
顕
著
だ
と
評
せ
ら
れ
る
の
は
、
観
心
本
尊
抄
を
宗
学
の
根
幹
と
し
て
い
る
か
ら
で

あ
り
ま
し
ょ
う
。
日
蓮
聖
人
は
「
当
身
ノ
大
事
」
た
る
『
本
尊
抄
』
の
題
号
に
「
観
心
」
の
二
文
字
を
冠
せ
ら
れ
た
の
は
、
末
法
時
機
相

綱
要
導
師
の
宗
学
意
識
（
町
田
）

（〃）



と
の
古
来
慣
用
さ
れ
て
き
た
聖
文
の
解
釈
に
し
て
も
、
機
根
の
上
下
の
別
に
応
じ
て
「
観
心
」
（
巳
の
シ
扇
。
冨
目
巴
と
「
信
心
」

（
岳
の
の
旨
呂
巴
と
に
区
別
し
た
修
行
の
如
く
に
受
け
と
ら
れ
勝
ち
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
宗
祖
の
真
意
は
、
妙
法
五
字
の
信
行
に
つ

い
て
は
、
観
念
観
法
と
云
い
、
信
心
肝
要
と
示
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
両
者
が
事
ノ
観
心
で
あ
る
こ
と
に
相
違
は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。

綱
要
導
師
は
『
安
心
問
答
落
居
』
を
結
ぶ
に
当
り
、
事
ノ
観
心
を
正
修
と
す
る
機
根
に
上
下
の
別
は
な
く
、
全
て
「
下
種
ノ
題
目
ヲ
受
持

シ
テ
、
本
因
本
果
ノ
成
道
ヲ
遂
ヶ
、
即
身
成
仏
ノ
益
ヲ
得
ル
ナ
リ
」
と
示
さ
れ
て
、
『
観
心
本
尊
抄
』
に
教
示
さ
れ
る
「
在
世
ノ
本
門
ト

末
法
ノ
初
二
同
二
純
円
ナ
リ
」
（
定
遺
七
一
五
頁
）
と
の
要
文
を
確
か
と
享
受
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
蓮
聖
人
の
宗
教
理
念
、
そ
れ
は
「
末
法
為
正
」
・
「
末
法
正
機
」
の
四
文
字
八
文
字
を
も
っ
て
間
潔
に
表
現
さ
れ
る
所
の
独
特
の
法

（
是
好
良
薬
・
今
留
在
此
）

華
経
観
で
あ
り
ま
す
。
末
法
当
初
こ
そ
、
大
良
薬
た
る
法
華
経
が
流
布
さ
れ
て
一
切
衆
生
が
済
度
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
信
念
で

り
あ
ま
す
．
法
師
品
弘
経
些
一
轆
室
雲
蕊
蕊
讓
篭
零
）
篭
城
・
蕊
蕊
識
雛
奨
を
「
身
二
読
§
・
身
二
当
一
ア
」
て

（
寺
泊
御
智
・
定
還
五
六
０
頁
）

未
来
記
の
教
え
に
生
き
ら
れ
た
の
は
、
末
法
為
正
の
宗
教
理
念
に
依
る
所
で
あ
り
ま
す
。

註
（
週
）
持
妙
法
華
問
答
抄
・
定
遣
二
七
五
頁
。

「
事
ノ
観
心
を
正
修
と
す
る
」
つ
ま
り
、
妙
法
五
字
の
受
持
に
於
て
、
衆
生
の
機
根
に
上
下
の
別
は
な
く
一
同
に
純
円
な
の
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
事
は
、
允
可
雷
と
称
せ
ら
れ
る
『
持
妙
法
華
問
答
抄
』
の
一
文（
聰
）

上
根
上
機
は
観
念
観
法
も
然
る
く
し
。
下
根
下
機
は
唯
信
心
肝
要
也
。

綱
要
導
師
の
宗
学
意
識
（
町
田
）

●
●
●

応
の
事
の
観
心
を
正
修
と
す
べ
き
こ
と
を
教
示
し
よ
う
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
日
導
上
人
は
其
の
処
を
と
く
と
領
解
さ
れ
た

の
で
あ
り
ま
す
。

(I8)



（
止
観
の
所
観
）
（
衆
生
の
能
観
）

日
蓮
聖
人
は
忍
難
色
読
・
妙
法
五
字
受
持
の
観
心
の
正
修
に
よ
っ
て
、
天
台
智
頭
が
正
修
と
し
た
十
境
と
十
乗
観
法
と
を
全
て
「
事
ノ

観
心
」
の
中
に
祈
り
こ
め
て
、
理
具
一
念
三
千
論
を
超
克
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

観
心
本
尊
抄
で
は
次
の
様
に
結
要
さ
れ
て
い
ま
す
。

レ
ヌ
レ
へ
ナ
リ
ル
ヲ
ハ
ヲ
ル
ヲ
シ
ワ
ノ
ー
４
ヲ
シ
久
夕
マ
フ
ノ
ー
（
Ｍ
）

天
晴
地
明
。
識
一
法
華
一
者
可
レ
得
二
世
法
一
歎
。
不
し
識
二
一
念
三
千
一
者
仏
起
二
大
慈
悲
一
五
字
内
裏
二
此
珠
一
令
し
懸
二
末
代
幼
稚
頚
一
。

註
（
Ｍ
）
観
心
本
尊
抄
・
定
遺
七
二
○
頁
。

（
久
遠
本
仏
の
生
命
）

日
蓮
聖
人
の
観
心
の
出
発
点
は
、
『
摩
訶
止
観
』
の
観
不
思
議
境
の
解
明
に
あ
り
ま
し
た
が
、
妙
法
五
字
の
袋
の
中
に
包
み
こ
ま
れ
た

（
末
法
今
時
）

十
界
互
具
に
よ
っ
て
、
末
法
衆
生
の
す
べ
て
が
救
済
の
掌
に
在
る
と
の
自
覚
に
到
達
さ
れ
、
妙
法
五
字
を
信
行
す
る
当
処
に
「
事
ノ
ー
念

三
千
」
が
実
現
す
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
「
五
字
ノ
内
二
此
珠
ヲ
裏
ミ
末
代
幼
稚
ノ
頚
二
懸
サ
シ
メ
タ
モ
ウ
」
と
の
保
証
は
、
題

目
受
持
の
帰
結
で
あ
り
、
事
ノ
観
心
の
帰
結
で
あ
り
ま
す
。
末
代
幼
稚
の
我
倉
は
、
理
屈
を
云
わ
な
い
で
、
「
懸
サ
シ
メ
タ
マ
ゥ
」
と
の

保
証
を
素
直
に
享
受
し
、
「
妙
法
五
字
ノ
珠
ヲ
懸
ケ
テ
イ
タ
ダ
ク
」
と
い
う
信
受
こ
そ
大
事
で
は
な
か
ろ
う
か
。

す
で
に
見
た
ご
と
く
、
綱
要
導
師
も

全
ク
当
家
ノ
事
一
念
三
千
ノ
観
心
ヲ
遊
シ
タ
ル
御
本
意
ノ
法
門
ハ
、
一
期
当
身
ノ
大
事
ダ
ル
本
尊
抄
ニ
ァ
ル
故
二
、
彼
御
書
ヲ
以
テ

（
焔
）

安
心
悟
道
ヲ
定
ム
ベ
キ
事
ナ
リ
。

註
（
喝
）
安
心
問
答
落
居
（
棲
神
四
二
号
一
七
二
頁
）
。

と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
ノ
観
心
と
は
、
理
即
事
・
事
即
理
で
あ
っ
て
、
智
は
事
行
に
よ
っ
て
深
め
ら
れ
、
事
行
は
信
に
よ
っ
て
強
め

綱
要
導
師
の
宗
学
意
識
（
町
田
）

（〃）



と
結
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
小
篇
な
が
ら
「
問
答
落
居
」
に
依
っ
て
、
本
化
宗
学
・
日
導
宗
学
も
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
、
緊
急

の
事
態
に
対
処
し
得
た
満
足
感
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
『
安
心
問
答
落
居
』
は
、
小
篇
と
は
云
え
上
人
の
絶
筆
に
も
当
る
も
の
で
、
股

晩
年
の
熟
達
し
た
教
学
が
詰
め
こ
ま
れ
て
お
り
、
正
に
綱
要
宗
学
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
と
云
え
ま
し
ょ
う
。

一
妙
院
日
導
上
人
は
、
宗
祖
に
帰
れ
、
宗
祖
に
も
ど
れ
と
高
唱
し
、
自
己
の
宗
学
を
『
祖
書
綱
要
』
二
十
三
巻
に
美
事
に
結
実
し
て
、

近
世
日
蓮
宗
学
の
復
興
の
法
業
を
成
し
ま
し
た
。
現
代
の
日
蓮
門
下
と
し
て
も
、
綱
要
導
師
の
息
吹
き
に
ふ
れ
る
事
は
大
切
な
こ
と
で
あ

り
ま
し
ょ
う
。

（
昭
和
粥
・
加
・
加
稿
）

※
本
小
穂
は
加
筆
補
訂
し
て
「
大
崎
学
報
」
（
一
四
六
号
）
に
掲
峨
す
。

●
●
●
●

『
安
心
問
答
落
居
』
は
、
大
著
『
祖
書
綱
要
』
を
脱
稿
し
て
、
五
人
同
盟
誓
願
に
ひ
と
ま
ず
し
め
く
く
り
を
つ
け
、
宗
学
の
大
綱
を
成

し
得
た
感
慨
と
法
悦
境
に
身
を
置
く
こ
と
数
ヵ
月
、
緊
急
に
日
導
宗
学
を
開
陳
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
が
生
じ
、
急
拠
筆
を
執
っ
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。
『
安
心
問
答
落
居
』
の
末
尾
に
於
て

サ
シ
ア
タ

昼
夜
実
二
寸
暇
ヲ
得
ス
、
但
タ
指
当
り
御
異
論
二
及
上
候
法
門
計
り
、
ア
ラ
ア
ラ
申
述
候

と
り
い
そ
ぎ

と
記
し
て
い
ま
す
。
余
程
、
何
か
差
し
迫
っ
た
事
態
が
生
じ
、
寸
暇
の
間
を
縫
っ
て
緊
急
に
筆
を
と
っ
た
事
が
知
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、

御
疑
ノ
法
門
モ
大
方
解
ヶ
申
ヘ
ク
事
候
。
南
無
妙
法
蓮
華
経
。
天
明
五
乙
巳
年
六
月
十
二
日
。
正
東
山
日
本
寺
百
五
十
三
世
、
一
妙

観
心
」
の
意
義
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。

綱
要
導
師
の
宗
学
意
餓
（
町
田
）

ら
れ
、
信
は
智
に
よ
っ
て
高
め
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
っ
て
、
智
信
行
が
相
乗
し
て
深
ま
り
、
高
ま
り
、
強
ま
っ
て
い
く
と
こ
ろ
に
「
事
ノ

院
日
導
謹
誌
。

(20)



◇

仏
の
寿
命
の
久
遠
長
久
と
法
の
常
住
を
示
す
た
め
、
宝
塔
が
大
地
か
ら
涌
現
す
る
荘
大
な
ド
ラ
マ
が
法
華
経
の
中
に
展
開
す
る
。
然
し

て
、
塔
が
「
大
地
か
ら
涌
現
」
す
る
同
じ
よ
う
な
表
現
は
、
他
に
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
即
ち
、
四
分
律
、
五
分
律
、
摩
訶
僧
祇

律
、
根
本
説
一
切
有
部
毘
奈
耶
、
そ
し
て
又
鼻
那
耶
に
も
部
分
的
に
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
こ
れ
ら
の
文
章
は
多
少
異
っ
て

は
い
る
が
、
大
よ
そ
の
筋
は
似
て
い
て
、
こ
う
し
た
話
が
共
通
に
流
布
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

参
照
）

腸
え
レ
ム
為
ノ
◎

更
に
叉
、
法
華
経
の
後
半
に
説
か
れ
て
い
る
チ
ャ
イ
ト
ャ
堂
の
如
き
も
の
が
、
や
は
り
ガ
ン
ダ
ー
ラ
か
ら
西
に
多
数
残
っ
て
い
る
。
チ

ャ
イ
ト
ャ
は
ス
ト
ゥ
ー
パ
（
後
に
仏
像
）
を
中
に
収
め
た
祠
堂
で
あ
る
。
こ
う
し
た
も
の
が
イ
ン
ド
の
西
に
か
た
よ
っ
て
分
布
し
て
い
る

の
は
一
体
ど
う
し
た
わ
け
か
と
常
々
思
い
な
が
ら
歩
い
て
い
る
。
こ
の
小
論
は
そ
の
疑
問
に
つ
い
て
の
考
究
、
否
そ
れ
へ
の
試
論
と
も
言

私
は
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
仏
塔
を
尋
ね
歩
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
知
っ
た
こ
と
は
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
か
ら
ス
ワ
ッ
ト
、
そ
し
て
ア
フ
ガ

（
勺
土
）

ニ
ス
タ
ン
に
、
法
華
経
の
「
高
さ
五
百
由
旬
、
縦
広
二
百
五
十
由
旬
」
の
背
の
高
い
塔
が
分
布
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
（
後
述
分
布
図

従
地
涌
出
（
高
橋
）

従
地
涌
出
の
塔

ｌ
ガ
ン
ダ
ー
ラ
に
於
け
る
東
西
文
化
の
融
合
Ｉ

高
橋
堯
昭

（”）



（
⑨
色
）

Ａ
、
摩
訶
僧
祇
律
巻
三
十
二
に
「
釈
尊
が
拘
薩
羅
国
に
遊
行
し
て
い
る
と
、
バ
ラ
モ
ン
が
畑
を
耕
し
て
い
た
。
世
尊
を
見
て
農
具
を
地

に
突
き
立
て
て
礼
拝
し
た
。
世
尊
は
こ
れ
を
見
て
、
に
っ
こ
り
ほ
ほ
え
ま
れ
た
。
比
丘
達
は
何
の
因
縁
で
ほ
ほ
え
ま
れ
た
の
か
と
不
審
に

思
っ
た
。
こ
れ
に
答
え
て
世
尊
は
比
丘
に
告
げ
ら
れ
た
。
「
彼
は
二
世
尊
を
拝
し
た
か
ら
だ
」
と
。
更
に
「
二
世
尊
と
は
」
と
い
う
疑
問

に
答
え
、
「
バ
ラ
モ
ン
の
つ
き
立
て
た
杖
の
下
に
は
迦
葉
仏
の
塔
が
あ
る
。
こ
の
バ
ラ
モ
ン
か
ら
土
塊
を
も
ら
っ
て
供
え
よ
」
と
い
わ
れ

た
。
皆
が
世
尊
の
言
わ
れ
た
通
り
に
す
る
と
、
世
尊
は
「
高
さ
一
由
旬
、
面
広
半
由
延
」
の
迦
葉
仏
の
七
宝
の
塔
を
そ
の
大
地
か
ら
現
出

た
。
皆
が
世
尊
（

さ
せ
た
と
あ
る
。

人
等
百
千
金
持
用
行
布
施
不
如
一
善
心
恭
敬
礼
仏
塔

繭
時
世
人
聞
世
尊
作
塔
。
持
香
華
来
奉
世
尊
。
世
尊
恭
敬
過
去
仏
故
。
即
受
華
香
持
供
養
塔
。
諸
比
丘
白
仏
言
。
我
等
得
供
養
不
。

真
金
百
千
指
持
用
行
布
施
不
如
一
団
泥
敬
心
治
仏
塔

爾
時
世
尊
自
起
迦
葉
仏
塔
。
下
基
四
方
周
匠
欄
楯
円
悶
口
圃
閃
閉
四
世
。
上
施
薬
蓋
長
表
輪
相
。
仏
言
。
作
塔
法
応
如
是
。
塔
成
已
世

尊
敬
過
去
仏
故
。
便
自
作
礼
。
諸
比
丘
白
仏
言
。
世
尊
我
等
得
作
礼
不
。
仏
言
得
即
説
偶
言

尊
即

仏
住
拘
薩
羅
国
遊
行
。
時
有
婆
羅
門
耕
地
。
見
世
尊
行
過
。
持
牛
杖
住
地
礼
仏
。
世
尊
見
已
便
発
微
笑
。
諸
比
丘
白
仏
。
何
因
縁
笑
。

唯
願
欲
聞
。
仏
告
諸
比
丘
。
是
婆
羅
門
今
礼
二
世
尊
。
諸
比
丘
白
仏
言
。
何
等
二
仏
。
仏
告
比
丘
礼
我
当
共
杖
下
有
迦
葉
仏
塔
。
諸
比

丘
白
仏
。
願
見
迦
葉
仏
塔
。
仏
告
比
丘
。
汝
従
此
婆
羅
門
。
索
土
塊
井
是
地
。
諸
比
丘
即
便
索
之
。
時
婆
羅
門
便
与
之
。
得
已
爾
時
世

そ
の
話
の
筋
道
を
略
述
す
る
と
、

即
於
彼
処
作
迦
葉
仏
塔
。
諸
比
丘
白
仏
言
。
世
尊
。
我
得
授
泥
不
。
仏
言
得
授
。
即
時
説
偶
言

現
出
迦
葉
仏
七
宝
塔
。
高
－
由
旬
。
面
広
半
由
延
。

従
地
涌
出
（
高
橋
）

即
ち
、

婆
羅
門
見
已
即
便
白
仏
言
。
世
尊
。
我
姓
迦
葉
。
是
我
迦
葉
塔
。
爾
時
世
尊

（22）



百
千
世
界
中
満
中
真
金
施
不
如
一
法
施
随
順
見
真
諦

（
傍
線
筆
者
）

又
、
な
ぜ
泥
の
か
た
ま
り
か
と
言
え
ば
、
経
文
の
傍
線
の
如
く
、
百
千
の
黄
金
よ
り
、
一
に
ぎ
り
の
泥
を
供
え
る
方
が
よ
ほ
ど
功
徳
が

あ
り
、
又
一
善
心
、
即
ち
ま
ど
こ
ろ
で
仏
塔
を
拝
み
、
華
や
香
を
供
養
し
、
法
を
諦
観
す
る
方
が
い
い
と
い
う
。

こ
の
一
に
ぎ
り
の
泥
の
供
養
に
関
し
て
は
、

こ
の
一
に
ぎ
り
の
泥
の
供

仏
言
得
。
即
説
偶
言

爾
時
大
衆
雲
集
。
仏
告
舎
利
弗
。
汝

百
千
閻
浮
提
満
中
真
金
施

爾
時
坐
中
有
得
道
者
。
仏
即
説
偶
言

（
Ｑ
⑭
）

Ｂ
、
四
分
律
第
五
十
二
に

百
千
車
真
金
持
用
行
布
施
不
如
一
善
心
華
香
供
養
塔

大
衆
雲
集
。
仏
告
舎
利
弗
。
汝
為
諸
人
説
法
。
仏
即
説
偶
言

設
以
一
百
千
理
路
一
皆
是
閻
浮
檀
金

設
以
二
金
百
千
簿
一
皆
是
閻
浮
檀
金

設設設

従以以以
地一 一一 一
涌金金金
出百百百

嵩霊菫詣
橋一 一 一
一

設
以
二
金
百
千
膳
一
皆
是
閻
浮
鬮
金

皆皆皆
是是是
閻閻閻
浮浮浮
檀檀檀
金金金 不

如
一
法
施
随
順
令
修
行

不
し
如
下
以
一
二
簿
泥
一

不
し
如
下
以
三
樽
泥
一

不
し
如
下
以
一
二
榑
泥
一

不
し
如
下
以
一
二
郷
泥
一

不
し
如
下
以
一
二
榑
泥
一

為
し
仏
起
し
塔
勝
上

為
し
仏
起
し
塔
勝
上

為
し
仏
起
し
塔
勝
上

為
し
仏
起
し
塔
勝
上

為
し
仏
起
し
塔
勝
上

（23）



仮
令
百
千
贈
部
金
恒
以
奉
持
施
一
切
不
如
有
人
一
浄
心
香
花
供
養
於
仏
塔

時
有
諸
人
。
持
諸
花
霊
灯
明
。
橦
幡
傘
蓋
。
供
養
是
処
。
以
清
浄
心
。
而
来
奉
施
。
仏
知
心
已
。
各
為
説
頌
。
世
尊
又
説
伽
他
日

我
今
所
説
施
福
田
如
来
功
徳
無
辺
量
正
覚
覚
猶
如
大
海
劫
無
上
導
首
最
為
勝

（
傍
線
筆
者
）

と
あ
っ
て
、
ほ
ぼ
同
じ
考
え
方
が
よ
ぶ
と
れ
る
。
即
ち
、
仏
塔
が
大
地
か
ら
涌
現
す
る
時
に
は
、
人
盈
は
百
千
の
黄
金
よ
り
、
ま
ご
こ

ろ
を
も
っ
て
供
養
す
る
こ
と
が
第
一
条
件
で
、
そ
の
方
が
ず
っ
と
功
徳
が
あ
る
。
ま
し
て
や
花
や
薫
香
を
も
っ
て
供
養
す
れ
ば
…
…
と
。

設
以
二
金
百
千
山
一
皆
是
閻
浮
檀
金
不
し
如
下
以
三
樽
泥
一
為
し
仏
起
し
塔
勝
上

（
傍
線
筆
者
）

（
４
）

Ｃ
、
弥
沙
塞
和
醗
五
分
律
巻
二
十
六

彼
迦
葉
仏
般
泥
疸
後
。
其
王
為
仏
起
金
銀
塔
。
縦
広
半
由
旬
高
一
由
旬
累
金
銀
撃
三
相
間
。
今
猶
在
地
中
。
仏
即
出
塔
示
諸
四

衆
。
迦
葉
仏
全
身
舎
利
臓
然
如
本
仏
因
此
事
取
一
樽
泥
。
而
説
偶
言

錐
得
閻
浮
檀
百
千
金
宝
利（
Ｅ
ｕ
）

Ｄ
、
説
一
切
有
毘
奈
耶
薬
事
巻
十
二

仮
令
百
千
贈
部
金
積
聚
奉
持
施
一
切
不
如
有
人
一
浄
心
掴
勤
右
選
於
仏
塔

是
時
復
有
一
郎
波
索
迦
。
持
泥
置
於
舎
利
隠
処
。
世
尊
為
彼
。
亦
説
伽
他
日

仮
令
百
千
膳
部
金
恒
以
奉
持
施
一
切
不
如
有
人
一
浄
心
持
泥
置
飾
於
仏
塔

是
時
有
百
千
人
衆
。
聞
此
施
泥
福
利
。
威
持
泥
置
。
或
有
将
諸
微
妙
花
香
。
而
散
其
中
。
仏
亦
為
説
頌
日

従
地
涌
出
（
高
橋
）

不
如
一
団
泥
為
仏
起
塔
廟

（
傍
線
筆
者
）

（2イ）



恰
も
法
華
経
の
受
持
読
調
解
説
書
写
の
「
信
」
を
供
養
す
る
と
い
う
立
場
に
通
ず
る
。

従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
思
想
が
諸
品
に
共
通
し
て
存
在
す
る
こ
と
は
、
当
時
の
仏
教
信
仰
が
、
荘
大
な
仏
塔
を
供
養
す
る
有
産
階
級
か

ら
、
仏
塔
を
奉
献
し
た
く
て
も
出
来
な
い
庶
民
に
普
及
浸
透
し
て
い
っ
た
姿
、
即
ち
仏
教
が
庶
民
化
内
面
化
の
様
相
を
呈
し
て
来
た
こ
と

を
如
実
に
示
し
て
い
る
と
私
は
考
え
る
。
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
通
商
で
巨
利
を
博
し
た
国
王
や
商
人
達
が
、
現
在
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
山
々
に
残

っ
て
い
る
よ
う
な
巨
大
な
僧
院
や
塔
を
寄
附
し
て
い
た
。
彼
等
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
が
社
会
的
ス
テ
ー
タ
ス
を
誇
示
す
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
富
の
消
費
の
道
で
あ
っ
た
。
且
つ
又
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ク
シ
ャ
ン
の
社
会
が
活
性
化
し
た
要
因
で
も
あ
っ
た
。
然
し
一
般
の
庶
民
に

と
っ
て
は
、
た
と
え
小
さ
な
奉
献
塔
一
つ
の
建
立
も
ま
ま
な
ら
ぬ
状
況
で
あ
っ
た
。
故
に
、
「
童
子
の
戯
れ
に
砂
を
聚
め
て
仏
塔
を
造

（
便
Ｕ
）

る
：
…
・
」
と
い
う
法
華
経
方
便
品
の
表
現
の
如
く
「
物
か
ら
心
」
「
信
施
」
を
最
大
と
す
る
社
会
的
要
請
も
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

然
ら
ば
、
こ
の
時
代
は
い
つ
頃
で
あ
ろ
う
か
。
摩
訶
僧
祇
律
巻
三
十
二
の
前
掲
経
文
に
続
い
て
、

爾
時
婆
羅
門
得
不
壊
信
。
即
於
塔
前
飯
仏
及
僧
。
時
波
斯
匿
王
聞
世
尊
造
迦
葉
仏
塔
。
即
勅
載
七
百
車
溥
来
詣
仏
所
。
頭
面
礼
足
白
仏

言
。
世
尊
。
我
欲
広
作
此
塔
為
得
不
。
仏
言
得
。
仏
告
大
王
。
過
去
世
時
。
迦
葉
仏
般
泥
桓
時
。
有
王
名
吉
利
。
欲
作
七
宝
塔
。
時
有

臣
白
王
言
。
未
来
世
当
有
非
法
人
出
。
当
破
此
塔
得
重
罪
。
唯
願
王
当
以
溥
作
金
銀
覆
上
。
若
取
金
銀
者
塔
故
在
得
全
。
王
即
如
臣
言

是
名
塔
法
。
塔
事
者
。
起
僧
伽
睦
時
。
先
預
度
好
地
作
塔
処
「
塔
不
得
在
南
不
得
在
西
。
応
寺

不
得
侵
僧
地
。
若
塔
近
死
戸
林
。
若
狗
食
残
持
来
汚
地
。
応
作
垣
摘
。
応
在
西
若
南
作
僧
坊
。

不
得
侵
僧
地
。
若
塔
近
死 ｌ

Ｉ
１
１
Ｉ
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
Ｉ
１
１
１
１
１

以
溥
作
。
金
薄
覆
上
。
高
一
由
延
。
面
広
半
由
延
。
銅
作
棚
楯
。
経
七
年
七
月
七
日
乃
成
。
作
成
已
香
華
供
養
及
比
丘
僧
。

白
仏
言
。
彼
王
福
徳
多
有
珍
宝
。
我
今
当
作
不
及
彼
王
。
即
便
作
経
七
月
七
日
乃
成
。
成
已
供
義
仏
比
丘
僧
。
作
塔
法
者
。

。
作
成
已
香
華
供
養
及
比
丘
僧
。

従
地
涌
出
（
高
橋
）

周
匝
棚
楯
。
｜
円
圃
口
圃
閲
閉
四
山
。
上
施
薬
蓋
長
表
輪
相
。
若
言
世
尊
已
除
貧
欲
膜
悉
愚
療
用
是
塔
為
。
得
越
比
尼
罪
。

波
斯
匿
王

已
供
義
仏
比
丘
僧
。
作
塔
法
者
。
下
基
四
方

・
療
用
是
塔
為
。
得
越
比
尼
罪
。
業
報
重
故
。

応
在
東
応
在
北
。
不
得
僧
地
侵
仏
地
。
仏
地

不
得
使
僧
地
水
流
入
仏
地
。
仏
地
水
得
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で
あ
る
。

流
入
僧
地
。
塔
応
在
高
顕
処
作
。
不
得
在
塔
院
中
詫
染
嘱
衣
著
革
展
覆
頭
覆
肩
涕
唾
地
。
若
作
是
言
。
世
尊
貧
欲
膜
患
愚
凝
已
除
用
是

塔
為
。
得
越
比
尼
罪
。
業
報
重
。
是
名
塔
事
。
塔
寵
者
。
爾
時
波
斯
匿
王
往
詣
仏
所
。
頭
面
礼
足
白
仏
言
。
世
尊
我
等
為
迦
葉
仏
作

塔
。
得
作
篭
不
。
仏
言
得
。
過
去
世
時
。
迦
葉
仏
般
泥
直
後
。
吉
利
王
為
仏
起
塔
。
四
面
作
篭
。
上
作
師
子
象
種
種
彩
画
。
」
Ｃ
」

従
地
涌
出
（
高
橋
）

方牙四出（ガヤ大塔）

こ
の
中
で
枠
で
か
こ
っ
た
中
に
、
「
円
起
二
重
方

牙
四
出
」
と
あ
る
の
は
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
中
心
ペ
シ

ャ
ワ
ル
（
カ
ニ
シ
カ
の
春
・
秋
の
都
）
郊
外
シ
ャ
ジ
キ

デ
リ
ー
の
カ
ニ
シ
ヵ
大
塔
（
一
辺
八
七
米
）
ｅ
，
国
．

の
ｂ
ｏ
ｏ
ぐ
①
園
固
Ｈ
ｏ
胃
旨
口
凰
の
毒
倒
彦
当
了
嵐
Ｉ
ｄ
医
の
風
雪

鈩
旨
毒
四
ｇ
ざ
囚
。
堅
の
臣
２
９
具
冒
昌
酔
傍
目
巴

詞
①
冒
鳳
ゞ
届
ｇ
ｌ
ｇ
）
に
似
て
い
る
。
こ
れ
を
模

し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
現
存
の
ブ
ダ
ガ
ャ
の
大
塔
が

四
隅
に
小
塔
を
持
つ
が
如
く
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

四
隅
に
小
塔
を
も
つ
の
は
三
・
四
世
紀
の
舎
利
容
器

に
も
多
く
あ
り
、
現
在
で
も
出
土
し
て
い
る
。

カ
ニ
シ
ヵ
大
塔
は
玄
美
の
大
唐
西
域
記
に
カ
ニ
シ

（
傍
線
及
び
「

」
筆
者
）
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力
王
が
白
兎
を
追
っ
て
い
る
と
、
羊
飼
い
の
子
供
が
ス
ト
ゥ
ー
パ
を
作
っ

て
い
る
。
大
王
が
行
く
と
姿
が
見
え
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
大
王
は
こ
の

上
に
塔
を
建
て
る
と
、
そ
れ
が
完
成
し
た
か
と
思
う
と
小
塔
が
頭
を
出
し

た
。
こ
れ
を
覆
お
う
と
す
る
と
、
又
頭
を
出
す
、
か
く
て
百
五
十
尺
の
高

さ
の
塔
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
然
し
、
又
二
段
目
の
石
基
の
中
ほ
ど
に
叉

（
”
Ｉ
）

小
頭
が
首
を
出
し
た
と
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
律
の
作
者
は
西
紀
二
世
紀
の

カ
ニ
シ
ヵ
大
塔
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

更
に
、
こ
の
「
円
起
二
重
方
牙
四
出
」
の
後
の
文
章
、
筆
者
が
「
ｌ
」

を
つ
け
た
所
が
興
味
を
ひ
く
。
即
ち
「
僧
院
よ
り
塔
の
方
が
高
く
」
な
っ

た
時
代
が
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

即
ち
、
も
と
も
と
は
僧
は
舎
利
供
養
に
か
か
ず
ら
な
か
っ
た
。
大
般
浬

藥
経
の
釈
尊
の
遺
言
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
僧
院
に
塔
は
な
か
っ

た
。
然
し
な
が
ら
、
一
般
大
衆
の
塔
へ
の
崇
敬
が
隆
盛
に
な
っ
て
来
る
と

い
つ
し
か
僧
院
に
も
仏
塔
が
造
立
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
然
し
下
図
の
如
く

僧
院
の
一
段
下
に
、
然
も
町
か
ら
参
詣
す
る
一
般
の
信
者
が
僧
院
生
活
を

妨
げ
な
い
よ
う
、
僧
院
の
手
前
に
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
代
表

（
。
⑨
）

的
な
例
が
タ
キ
シ
ラ
の
カ
ラ
ワ
ン
や
ギ
リ
で
あ
る
。

従
地
涌
出
（
高
橋
）

-1 ｰ■ーー一一一一一‐

ql 医

篭酋囲
，■■■■ p■■■■■■

一
一
一
一

｜
、

一一

カラワン
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従
地
涌
出
（
高
橘
）

〃

ジャマールガリ

皇
a
0 I

､修
…

、

一

〆

卵
〃
毎
嶋

〆
伶
咋
幽

ず

タフト・イーバーヒー僧院複現図（原図カラチ博）
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や
が
て
こ
の
位
置
が
逆
転
す
る
に
至
る
。
前
頁
の
ジ
ャ
マ
ー
ル
ガ
リ
の
よ
う
に
塔
が
山
頂
に
建
て
ら
れ
る
に
至
る
し
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
最

（
ｎ
Ｕ
）

大
の
寺
、
タ
フ
ト
・
イ
・
・
ハ
ー
イ
の
よ
う
に
旧
塔
院
は
僧
院
と
同
じ
高
さ
に
あ
っ
た
（
現
在
の
奉
献
塔
の
広
場
）
が
、
や
が
て
こ
れ
よ
り

一
段
高
い
所
に
大
塔
が
建
て
ら
れ
、
ま
わ
り
は
大
き
な
チ
ャ
イ
ト
ャ
で
か
こ
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
即
ち
、
二
十
五
頁
最
後
の
傍
線
の

塔
の
水
が
僧
院
に
流
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
皿
）
（
、
）

ジ
ャ
マ
ー
ル
ガ
リ
か
ら
は
法
蔵
部
、
タ
フ
ト
・
イ
・
・
ハ
ー
イ
か
ら
は
飲
光
部
の
碑
銘
が
出
土
し
て
い
る
か
ら
、
小
乗
仏
教
は
こ
の
時
代

に
「
仏
塔
教
団
」
と
し
て
隆
盛
を
誇
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
現
在
も
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
山
々
を
覆
う
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
仏

教
遺
跡
は
小
乗
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
量
さ
れ
る
か
ら
、
如
何
に
当
時
の
小
乗
仏
教
が
、
大
き
な
経
済
力
を
も
っ
た
国
王
商

人
達
を
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
い
た
か
が
想
像
で
き
る
。
こ
れ
は
静
谷
目
録
一
七
四
五
の
カ
ラ
ワ
ン
出
土
銅
板
銘
文
（
長
者
）
静
谷
目
録
一

七
六
二
の
マ
ト
ウ
ラ
出
土
獅
子
柱
頭
銘
文
（
王
族
）
等
多
数
の
銘
文
が
こ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

そ
れ
な
る
が
故
に
、
こ
れ
に
反
溌
し
た
庶
民
は
、
泥
団
子
一
つ
で
も
、
即
ち
「
ま
ご
こ
ろ
」
、
「
信
」
を
捧
げ
る
と
い
う
信
仰
を
、
そ

の
対
極
と
し
て
発
展
さ
せ
て
行
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
推
測
出
来
る
。
こ
の
一
つ
が
大
乗
仏
教
と
し
て
別
派
を
作
っ
て
行
っ
た

が
、
小
乗
の
中
に
も
こ
う
し
た
庶
民
信
仰
へ
の
共
感
が
起
っ
て
行
っ
た
。
こ
れ
は
新
興
の
大
乗
が
小
乗
の
中
に
影
響
を
与
え
た
か
ど
う
か

は
浅
学
の
私
に
は
分
ら
な
い
。
然
し
、
こ
う
し
た
話
が
各
部
派
の
伝
持
し
て
い
た
律
の
中
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
小
乗
自
体
が
自
己
反

省
し
て
来
た
、
否
自
己
反
省
を
せ
ざ
る
を
得
ぬ
当
時
の
時
代
相
を
示
す
も
の
だ
と
考
え
る
。

律
は
何
か
事
が
起
る
と
、
そ
の
都
度
長
老
達
が
集
ま
っ
て
規
律
が
「
釈
尊
の
名
の
も
と
に
」
つ
け
加
え
ら
れ
、
そ
の
因
縁
・
理
論
付
け

を
し
た
も
の
な
る
が
故
に
カ
ニ
シ
ヵ
大
塔
の
出
来
た
頃
に
、
法
華
経
等
と
共
に
、
小
乗
自
体
の
中
に
共
通
な
庶
民
信
仰
が
流
布
し
て
い
た

こ
と
を
示
す
興
味
あ
る
資
料
だ
と
私
は
思
っ
て
い
る
。
強
い
て
言
え
ば
、
小
乗
仏
教
の
中
に
、
最
早
、
大
乗
的
な
考
え
方
が
現
わ
れ
て
い

従
地
涌
出
（
高
橋
）

（29）



た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
時
代
が
カ
ニ
シ
カ
か
ら
フ
ヴ
ィ
ジ
カ
の
時
代
、
即
ち
二
、
三
世
紀
か
ら
四
世
紀
で
あ
ろ
う
。

◇

サ
ン
チ
ー
等
の
イ
ン
ド
の
仏
塔
と
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
そ
れ
と
は
、
私
に
は
本
質
的
に
違
う
よ
う
に
思
え
る
。
た
し
か
に
タ
キ
シ
ラ
東
方
二

十
キ
ロ
程
に
あ
る
マ
ン
キ
ャ
ラ
の
大
塔
と
、
タ
キ
シ
ラ
最
大
の
塔
ダ
ル
マ
ラ
ー
ジ
カ
の
大
塔
は
、
サ
ン
チ
ー
型
の
塔
で
あ
る
。
イ
ン
ド
型

の
塔
は
こ
こ
止
り
で
あ
る
。
（
然
し
て
マ
ン
キ
ャ
ラ
の
大
塔
は
同
じ
土
饅
頭
の
イ
ン
ド
型
で
は
あ
る
が
、
本
質
的
に
異
る
も
の
を
も
っ
て

い
る
と
私
は
考
え
る
。
こ
の
こ
と
は
後
述
す
る
）

従
地
涌
出
（
高
橋
）

（
聰
）

た
と
言
え
よ
う
。
こ
の
時
代

｛
I

D

亙
－

｜’

■■

昇巳

曇 1

■ ＝因

L曇

・

P

ニニヨ

曇』
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＝
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A現存の塔

然
し
て
、
前
述
の
如

く
、
法
華
経
や
摩
訶
僧

祇
律
・
五
分
律
の
如
き

「
高
さ
五
百
由
旬
縦
横

二
百
五
十
由
旬
」
、
「
高

一
由
延
面
広
半
由
延
」
、

「
従
広
半
由
旬
、
高
－

由
旬
」
の
２
対
１
の
細

長
い
も
の
を
列
記
す
る

とＡ
、
主
塔
が
現
存
す
る

（”）
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Ｃ
、
チ
ャ
イ
ト
ヤ
と
し
て
は

１
、
タ
キ
シ
ラ

タ
キ
シ
ラ

１
、
タ
キ
シ
ラ
・
ハ
ラ
ー
塔

２
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
現
存
せ
ざ
る
も
玄
美
時
代
に
存
在
し
た
シ
ャ
ジ
キ
デ
リ
ー
大
塔

ア
ド
プ
夕

３
、
ス
ワ
ッ
ト
タ
ー
ナ
の
塔
・
シ
ャ
ン
カ
ル
ダ
ル
塔
・
過
部
部
多
の
石
塔
（
現
存
）

Ｂ
、
主
塔
は
な
く
な
っ
て
い
る
が
現
存
の
奉
献
塔
の
あ
る
所

１
、
タ
キ
シ
ラ
ジ
ャ
ウ
リ
ァ
ン
（
日
胃
呂
農
弓
巴
昌
画
自
己
画
８
］
Ｓ
ｌ
ｅ

モ
ラ
モ
ラ
ド
ゥ
（
同
巨
胃
の
雷
ｌ
ｇ

ピ
ッ
。
ハ
ラ
（
同
已
呉
の
湯
９

４
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

句
。
、
ス
ワ
ッ
ト

２
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ

Ｊ
も
の
０

従
地
涌
出
（
高
橋
）

ジ
ェ
ラ
ラ
バ
ー
ド
郊
外
ハ
ッ
ダ

カ
ピ
シ
・
ペ
グ
ラ
ム
ハ
イ
タ
ー
バ

ブ
ト
カ
ラ

プ
ト
カ
ラ
Ⅲ

タ
フ
ト
・
イ
・
バ
ー
イ
の
奉
献
塔

（
砲
の
Ｈ
ｏ
望
国
埼
◎
ロ
ロ
○
○
具
の
ｇ
匡
吋
巴
届
①
の
８
尉
画
舜
旨
ロ
◎
恥
歳
冒
①
尉
冨
凰
口
の
自
己
画
）

（”）



参
考
奉
献
塔
図
示
１

従
地
涌
出
（
高
橋
）

B－3

シルカップ B－1

ジルカップ

クナーラ

B－2

・カラワン

B－4

・タフトバイ 。ピッバラ

・ジャマールガリ一

・タフト．イ.バーイ

・ローリャソタンガイ

・プトカラⅢ

・ハイターバ

・モラモラドウ

B－5

・ジャウリアン

。′､ツダ

（32）



句
。
、
ス
ワ
ッ
ト

２
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
、

従
地
涌
出
（
高
橋
）

カ
ラ
ワ
ン
（
昌
胃
農
巴
］
副
職

勺
旨
蔚
忌
鈩
房
鈩
届
．

鈩
届
・
少
晟
・
鈩
弓
）

ダ
ル
マ
ラ
ー
ジ
カ
（
。
畷
逗
ｇ
の
＄
Ｉ
ｅ

タ
フ
ト
・
イ
・
バ
ー
イ
、

ジ
ャ
マ
ー
ル
ガ
リ
、

タ
レ
リ
ー
（
京
都
大
学
報
告
書
タ
レ
リ
ー
）

/・､､
′ I

ス
ト
ゥ
ー
。
〈
及
チ
ャ
イ
ト
ャ
分
布
図
そ
の
一

づー厄

（33）



ー一一■■一一－一一■■■■bー 従
地
涌
出
（
高
橋
）

夕冬ジラ ０
１

0（B2､Cノ●

カヲワン 0
夕

0－ｸ.

〃ラ ｛斗・帯うり勲

ビルでウント

<‐ 9シaVワル

0
ストゥーパ及チャイトヤ

分布図その2

（34）



か
く
、
私
が
長
年
に
わ
た
っ
て
調
べ
て
来
た
遺
跡
か
ら
２
対
１
の
背
の
高
い
塔
は
タ
キ
シ
ラ
以
西
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
、
ス
ワ
ッ
ト
・
ア
フ

ガ
’
一
ス
タ
ン
、
即
ち
広
儀
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
、
所
謂
ク
シ
ャ
ン
の
勢
力
圏
の
中
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
こ
は
ク
シ
ャ
ン
の
コ
イ
ン
で
も
分
る
よ
う
に
西
方
の
思
想
が
流
入
し
て
い
た
所
で
あ
る
。
例
え
ば
ヵ
’
一
シ
カ
の
コ
イ
ン
の
約
三
分
の

（
肥
）

二
は
西
ア
ジ
ア
・
ペ
ル
シ
ャ
の
神
女
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
こ
に
如
何
に
多
く
の
異
邦
人
が
移
り
住
ん
で
い
た
か
が
わ
か
る
。

◇

更
に
興
味
あ
る
こ
と
は
タ
キ
シ
ラ
の
シ
ル
カ
ッ
プ
か
ら
、
細
長
い
塔
と
チ
ャ
イ
ト
ャ
堂
が
発
掘
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
シ
ル
ヵ
ッ
プ
は

イ
ン
ド
グ
リ
ー
ク
・
サ
カ
・
・
ハ
ル
タ
イ
、
そ
し
て
ク
シ
ャ
ン
の
ク
ジ
ュ
ラ
カ
ド
フ
ィ
ー
セ
ス
、
ヴ
ィ
ー
マ
カ
ド
フ
ィ
ー
セ
ス
ま
で
住
ん
だ

都
で
あ
る
。
力
’
一
シ
カ
に
至
っ
て
シ
ル
ス
ク
に
移
っ
て
行
っ
た
。
然
し
て
不
思
議
な
こ
と
に
ク
シ
ャ
ン
時
代
に
は
ギ
リ
シ
ャ
人
が
仏
教
寺

院
に
奉
献
し
た
碑
銘
は
残
さ
れ
て
い
る
が
、
ギ
リ
シ
ャ
時
代
の
建
造
物
や
遺
物
に
は
全
然
仏
像
は
も
と
よ
り
、
仏
教
に
関
す
る
図
柄
の
彫

刻
は
見
い
出
さ
れ
な
い
。
ギ
リ
シ
ャ
人
は
仏
教
芸
術
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
は
い
る
が
、
ギ
リ
シ
ャ
人
自
体
は
そ
の
支
配
時
代
に
は
ど

う
や
ら
仏
教
に
関
心
を
持
た
ず
、
自
ら
の
神
々
に
帰
依
し
て
い
た
こ
と
が
、
そ
の
残
さ
れ
た
も
の
か
ら
わ
か
る
。

然
し
、
こ
の
シ
ル
カ
ッ
プ
の
町
で
、
ギ
リ
シ
ャ
の
次
の
サ
ヵ
時
代
の
層
は
全
然
別
の
様
相
を
呈
す
る
。
特
に
前
掲
現
存
奉
献
塔
の
Ｂ
３

（
Ｍ
）
（
躯
）

の
如
く
ア
ー
カ
ン
サ
ス
に
全
面
お
お
わ
れ
た
倒
れ
た
塔
が
出
土
し
て
い
た
り
、
二
重
の
塔
（
前
掲
奉
献
塔
Ｂ
ｌ
ｌ
）
も
出
土
し
て
い
る
。

前
者
は
西
紀
前
三
十
年
頃
と
推
定
さ
れ
る
地
震
に
よ
っ
て
倒
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
サ
ヵ
は
西
紀
前
九
十
年
か
ら
二
十
五
年
ま
で
だ
か
ら
、

前
九
十
年
か
ら
前
三
十
年
ま
で
に
作
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

類
型
を
示
し
て
い
る
）

か
く
、
私
が
長
年
源

更
に
こ
れ
ら
の
分
布
図
を
示
す
と
前
頁
の
そ
の
一
と
そ
の
二
の
如
く
な
る
、
（
地
図
上
の
名
前
の
次
の
番
号
は
参
考
図
１
，
２
の
塔
の

従
地
涌
出
（
高
橘
）

（35）



こ
の
ア
ー
カ
ン
サ
ス
の
彫
刻
と
同
じ
よ
う
な
図
柄
の
然
も
こ
の
復
元

（
肥
）
（
Ⅳ
）

図
（
前
掲
奉
献
塔
Ｂ
ｌ
２
）
そ
の
ま
ま
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
塔
が
（
前
掲
奉

献
塔
の
Ｂ
２
）
シ
ル
カ
ッ
プ
か
ら
二
キ
ロ
南
東
の
カ
ラ
ワ
ン
か
ら
出
土
し

そ
の
塔
の
底
か
ら
〃
サ
カ
の
一
三
四
年
″
、
即
ち
西
紀
七
七
年
に
比
定
さ

れ
る
年
の
銘
文
が
出
土
し
て
い
る
か
ら
、
シ
ル
ヵ
ッ
プ
の
サ
ヵ
の
塔
の
影

響
と
言
え
よ
う
。

然
も
、
更
に
興
味
あ
る
こ
と
は
、
シ
ル
ヵ
ッ
プ
の
ア
ー
カ
ン
サ
ス
の
倒

れ
た
塔
の
す
ぐ
横
に
は
、
ア
プ
シ
ダ
ル
・
テ
ン
プ
ル
と
い
わ
れ
る
チ
ャ
イ

（
肥
）

ト
ャ
堂
が
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
サ
ヵ
時
代
で
あ
る
。
所
謂

前
方
後
円
の
建
物
で
あ
る
。
そ
の
後
方
の
円
型
の
建
物
の
部
分
に
ス
ト
ゥ

ー
パ
が
あ
っ
て
、
建
物
の
壁
に
か
こ
ま
れ
た
中
に
ス
ト
ゥ
ー
パ
が
安
置
さ

れ
て
い
る
所
が
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

サ
カ
は
こ
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
を
支
配
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ン
ダ
ス
河

口
や
ナ
ル
マ
ダ
ー
河
口
の
ブ
ロ
ー
チ
等
を
支
配
し
、
西
方
貿
易
に
よ
っ
て

永
く
栄
え
た
種
族
な
る
が
故
に
、
前
二
世
紀
頃
か
ら
、
盛
ん
に
造
立
さ
れ

て
い
た
西
南
イ
ン
ド
の
石
窟
寺
院
は
熟
知
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
為
そ

の
窟
院
の
中
に
塔
を
入
れ
て
祀
る
方
式
を
採
用
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い

従
地
涌
出
（
高
橋
）

〃

アプシダル・テンプル

（36）



そ
の
サ
カ
と
窟
院
と
の
深
い
関
係
を
示
す
も
の
に
窟
院
へ
の
奉
献
碑
銘
が
残
っ
て
い
る
。

例
え
ば
ナ
シ
趣
、
「
鴛
魎
ｓ
ｐ
”
Ｂ
“
・
房
鰯
の
書
記
で
。
“
§
§
の
住
民
た
る
ぐ
瀞
包
鳥
冨
の
子
ぐ
且
罵
画
が
窟
と
水
槽
を
、
」

静
谷
目
録
七
四
七
に
は
水
槽
を
、
同
四
四
二
で
は
、
ジ
ュ
ン
ナ
ー
ル
に
、
「
サ
ヵ
人
の
優
婆
塞
渥
目
曾
巨
日
“
が
く
鼠
巴
房
倒
厨
胃
旦
画

植
林
地
二
○
○
一
ス
ル
タ
ナ
と
巖
薗
ｇ
薗
冨
の
椿
樹
（
厨
曾
日
巳
“
）
植
林
地
九
二
・
ハ
ル
タ
ナ
（
か
ら
生
ず
る
収
入
）
が
夙
自
胃
房
画

の
ギ
ル
ト
Ｇ
①
己
）
に
投
資
さ
れ
…
…
」
と
。
同
じ
趣
旨
の
も
の
が
、
同
四
四
三
以
後
に
続
く
。

か
く
サ
カ
と
石
窟
寺
院
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
。
従
っ
て
、
こ
う
し
た
資
料
か
ら
す
る
と
、
サ
ヵ
族
が
タ
キ
シ
ラ
に
窟
院
形
式

の
チ
ャ
イ
ト
ャ
を
持
ち
込
ん
だ
と
推
測
し
て
も
、
け
っ
し
て
不
自
然
と
は
思
わ
れ
な
い
。
窟
院
で
は
洞
窟
の
性
格
か
ら
、
窟
の
中
に
ス
ト

ゥ
ー
パ
を
彫
り
出
し
、
そ
の
塔
の
ま
わ
り
を
焼
道
し
た
り
礼
拝
し
た
。
こ
の
窟
の
代
り
に
建
物
を
作
っ
て
、
そ
の
中
に
ス
ト
ゥ
ー
・
〈
を
奉

安
し
た
。
こ
れ
が
チ
ャ
イ
ト
ャ
堂
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
サ
カ
の
時
代
に
塔
を
建
物
の
中
に
入
れ
た
り
、
塔
を
長
く
し
た
。
そ
の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
か
と
い
う
興
味
あ
る
問
題
に

マ
ン
キ
ャ
ラ
の
大
塔
は
イ
ン
ド
の
伝
統
を
ひ
く
、
土
饅
頭
形
式
の
塔
で
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
。
然
し
、
そ
の
大
き
さ
の
規
模
が
違

う
。
山
を
も
思
わ
せ
る
程
巨
大
で
あ
る
と
感
ず
る
の
は
私
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。

こ
う
し
て
イ
ン
ド
の
形
式
を
ひ
く
土
饅
頭
型
で
も
、
と
て
つ
も
な
く
大
き
い
の
は
、
塔
が
ど
ん
ど
ん
長
く
な
っ
た
り
、
そ
の
塔
の
ま
わ

り
に
仏
像
や
彫
刻
が
は
め
込
ま
れ
て
荘
厳
化
す
る
こ
と
と
、
然
も
叉
、
そ
の
塔
を
野
天
に
建
て
て
、
風
雨
に
さ
ら
す
に
忍
び
な
く
、
チ
ャ

イ
ト
ャ
堂
の
中
に
入
れ
る
と
い
う
心
情
と
け
っ
し
て
別
な
も
の
で
は
な
い
と
私
は
考
え
る
。
単
な
る
お
墓
で
あ
っ
た
ら
、
野
天
に
あ
っ
て

突
き
当
る
。

か
と
私
は
推
測
す
る
。

従
地
涌
出
（
高
橋
）
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も
い
い
だ
ろ
う
。
然
し
、
こ
の
よ
う
に
、
仏
塔
を
荘
厳
化
し
、
天
に
も
と
ど
く
、
後
世
の
ビ
ル
マ
や
タ
イ
の
仏
塔
の
よ
う
に
な
る
の
は
、

単
な
る
お
墓
と
し
て
で
は
な
く
、
仏
身
観
が
深
化
し
て
、
超
越
者
、
絶
対
者
と
い
う
考
え
方
が
起
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

否
む
し
ろ
、
イ
ン
ド
側
に
於
て
は
そ
こ
ま
で
深
化
発
展
し
な
く
と
も
、
サ
カ
を
は
じ
め
、
西
か
ら
来
た
民
族
、
特
に
ペ
ル
シ
ャ
系
の
民
族

の
考
え
方
で
は
王
を
超
越
者
と
し
て
考
え
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
も
っ
て
イ
ン
ド
に
入
っ
て
来
た
か
ら
こ
そ
、
仏
教

に
帰
依
し
て
も
仏
を
人
間
と
し
て
よ
り
、
超
越
者
と
し
て
考
え
た
と
私
は
考
え
る
。

◇

鰯
た
。

従
地
涌
出
（
高
橋
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古
く
は
モ
エ
ン
ジ
ョ
ダ
ロ
・
ハ
ラ
ッ
。
ハ
ー
の
イ
ン
ダ
ス
文
明
に
樹
の
シ
ー
ル
が
出
土
し
、
又
マ
ウ
リ
や
朝
以
前
の
古
代
打
刻
コ
イ
ン
に

樹
の
模
様
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
た
り
、
豊
満
な
女
性
の
テ
ラ
コ
ッ
タ
が
沢
山
出
土
し
て
い
る
の
も
、
こ
の
豊
穣
な
る
地
母
神
信
仰
の
あ
っ

た
証
左
と
い
え
よ
う
ｏ
こ
の
女
性
の
テ
ラ
コ
ッ
タ
が
や
が
て
鎮
ハ
ー
ル
フ
ッ
ト
や
マ
ト
ゥ
ー
ラ
の
「
樹
を
い
だ
く
豊
満
な
ヤ
ク
シ
ー
」
に
発

展
す
る
の
で
あ
る
。

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

も
と
か
ら
あ
っ
た
聖
樹
夜
叉
信
仰
の
伝
統
に
従
っ
て
釈
尊
の
舎
利
を
祀
っ
た
。
こ
れ
は
ジ
ャ
ー
タ
ヵ
五
四
七
話
の
中
で
随
所
に
示
さ
れ

従
地
涌
出
（
高
橋
）
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然
も
ス
ト
ゥ
ー
・
〈
の
造
り
方
も
聖
樹
と
似
て

い
る
。
即
ち
、
四
七
九
話
の
「
長
老
阿
難
は
大

菩
提
樹
を
植
え
る
場
所
に
、
大
き
な
黄
金
の
翌

（
躯
）

を
置
い
た
」
と
あ
り
、
こ
れ
と
同
じ
こ
と
が
ス

ト
ゥ
ー
パ
を
作
る
時
に
も
行
わ
れ
た
。
マ
ハ
ー

バ
ン
サ
（
二
九
’
五
・
七
）
（
三
○
’
二
乃
至

一
三
）
に
、
「
ス
ト
ゥ
ー
パ
を
建
て
る
中
央
に

水
を
満
し
た
金
銀
の
壷
が
置
か
れ
た
」
と
書
か

れ
て
い
る
よ
う
に
、
菩
提
樹
と
ス
ト
ゥ
ー
パ
の

構
造
が
ま
こ
と
に
似
て
居
り
、
否
む
し
ろ
聖
樹

信
仰
の
形
式
の
上
に
ス
ト
ゥ
・
ハ
ー
信
仰
が
出
来

例
え
ば
、
ジ
ャ
ー
タ
ヵ
三
○
七
話
の
パ
ラ
ー
サ
本
生
に
「
樹
の
根
本
を
平
ら
か
に
し
、
草
を
抜
き
、
ま
わ
り
に
垣
を
結
び
、
砂
を
ま
い

（
釦
）

て
掃
き
清
め
、
五
指
量
の
香
を
供
養
し
、
花
環
香
薫
香
を
供
養
し
、
灯
火
を
点
じ
て
樹
の
ま
わ
り
を
右
饒
」
四
七
九
話
迦
陵
本
生
に
は

「
（
聖
樹
に
）
諸
仏
の
勝
座
大
地
の
箔
た
る
大
菩
提
座
を
認
め
、
王
の
〃
サ
リ
ー
サ
〃
ば
か
り
の
広
さ
を
限
っ
て
兎
の
髪
程
の
草
も
生
え

て
居
ら
ず
、
銀
の
根
の
よ
う
に
真
白
く
、
輝
く
砂
が
一
面
に
撒
か
れ
て
あ
っ
た
。
然
も
そ
の
周
囲
一
面
に
は
雑
草
や
蔓
草
や
森
に
生
え
る

（
別
）

大
樹
な
ど
が
生
い
茂
っ
て
い
て
、
恰
も
菩
提
座
の
方
を
向
い
て
い
た
」
と
あ
り
、
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
表
現
は
五
三
七
話
マ
ハ
ス
タ
ソ
ー

マ
ジ
ャ
ー
タ
カ
に
も
あ
る
。

従
地
涌
出
（
高
橋
）
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聖
樹
は
前
述
の
如
く
、
大
地
の
生
命
力
の
表
現
、
地
母
神
の
シ
ン
ボ
ル
な
る
が
故
に
、
こ
の
伝
統
の
上
に
ス
ト
ゥ
ー
パ
が
出
来
叉
、
そ

の
信
仰
が
形
成
さ
れ
た
と
な
る
と
、
ス
ト
ゥ
ー
。
〈
は
最
初
の
「
舎
利
安
置
所
」
、
追
憶
思
慕
の
も
の
か
ら
、
容
易
に
変
っ
て
行
く
の
は
そ

の
性
格
上
必
然
で
あ
る
。
人
間
釈
尊
の
舎
利
安
置
所
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
そ
の
仏
身
観
は
変
化
し
て
、
我
々
を
し
て
、
か
く
あ
ら
し
め
る
超

越
者
、
ひ
い
て
救
済
者
に
変
容
し
て
行
く
筈
で
あ
る
。

か
か
る
が
故
に
、
最
初
は
単
な
る
土
饅
頭
で
あ
っ
た
ス
ト
ゥ
ー
。
〈
が
、
ま
ず
基
檀
が
も
う
け
ら
れ
、
更
に
こ
れ
も
何
重
に
も
重
ね
ら

れ
、
塔
身
自
体
も
最
初
は
泥
の
伏
鉢
体
で
あ
っ
た
も
の
が
、
石
で
積
承
あ
げ
、
更
に
そ
の
上
を
シ
ッ
ク
イ
で
仕
上
げ
る
等
、
美
し
く
な
っ

て
行
く
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
バ
イ
シ
ャ
リ
ー
や
ブ
ト
カ
ラ
の
発
掘
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
何
重
に
も
同
心
円
的
に
増
巾
さ
れ
拡
大
さ
れ

（
羽
）

て
行
っ
た
。
タ
キ
シ
ラ
の
ク
ナ
ー
ラ
の
塔
の
、
こ
わ
れ
た
大
塔
の
中
か
ら
美
し
い
小
塔
が
顔
を
出
し
て
い
る
如
き
、
沢
山
の
塔
中
塔
は
、

こ
の
荘
厳
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
う
な
っ
て
来
る
と
、
仏
身
観
も
ど
ん
ど
ん
深
化
し
、
逆
に
又
仏
身
観
が
深
化
す
れ
ば

塔
も
荘
麗
化
さ
れ
よ
う
。
か
く
、
塔
と
思
想
が
相
互
作
用
に
よ
っ
て
、
お
互
い
を
深
化
発
展
せ
し
め
て
行
く
。
こ
の
最
た
る
も
の
が
、
ア

フ
ガ
’
一
ス
タ
ン
、
チ
ャ
リ
カ
ル
郊
外
の
ト
ー
プ
ダ
ラ
ー
大
塔
だ
と
思
っ
て
い
る
。
何
重
も
の
基
檀
そ
し
て
塔
身
自
体
に
ま
で
仏
像
や
彫
刻

に
お
お
わ
れ
て
来
る
と
、
こ
れ
ら
は
舎
利
塔
だ
け
で
は
な
く
、
一
大
マ
ン
ダ
ラ
の
表
現
と
思
わ
れ
て
来
る
。
こ
う
な
っ
て
来
る
と
、
大
宇

宙
の
生
命
、
我
々
を
し
て
か
く
あ
ら
し
め
る
縁
起
の
総
体
、
八
千
頌
般
若
経
の
い
う
「
般
若
波
羅
蜜
多
は
仏
母
で
あ
る
」
と
い
う
、
仏
を

ダ
ル
マ

仏
た
ら
し
め
る
そ
の
根
本
、
法
華
経
の
〃
法
″
と
い
う
も
の
に
な
っ
て
来
る
。

こ
の
よ
う
に
仏
塔
の
荘
麗
化
と
規
を
一
に
す
る
の
が
、
チ
ャ
イ
ト
ャ
の
成
立
で
あ
る
。
単
な
る
墓
な
ら
ば
ス
ト
ゥ
ー
パ
は
野
天
に
置
い

て
も
い
い
。
雨
露
に
さ
ら
す
に
忍
び
な
い
か
ら
、
屋
内
に
安
置
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
チ
ャ
イ
ト
ャ
も
究
極
の
所
、
仏
舎
利
を
安
置
す
る
立

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

従
地
涌
出
（
高
橋
）
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◇

前
述
の
如
く
、
後
世
は
と
に
か
く
、
イ
ン
ド
側
の
塔
は
土
饅
頭
形
式
で
、
タ
キ
シ
ラ
以
西
は
背
の
高
い
塔
が
出
来
、
又
チ
ャ
イ
ト
ャ
堂

が
出
来
て
来
た
こ
と
は
綾
を
説
明
し
て
来
た
。

こ
の
背
の
高
く
な
る
塔
に
つ
い
て
、
一
応
仏
像
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
仏
像
や
彫
刻
（
仏
伝
・
ジ
ャ
ー
タ
ヵ
）
を
安
置
す
べ

く
、
そ
の
ス
ペ
ー
ス
を
獲
保
す
る
為
、
塔
は
ど
ん
ど
ん
長
く
な
っ
て
行
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
無
仏
像
時
代
の
ア
ジ
ャ
ン
タ

石
窟
第
九
・
十
窟
（
前
一
世
紀
）
の
塔
に
対
し
て
、
十
九
窟
（
五
・
六
世
紀
）
の
仏
像
を
も
っ
た
塔
が
非
常
に
塔
が
高
く
な
っ
て
い
る
か

出
て
来
た
故
で
あ
ろ
う
。

従
地
涌
出
（
高
橋
）

（
型
）
ダ
ル
マ

場
に
止
ら
ず
、
法
華
経
の
「
舎
利
を
安
ず
べ
か
ら
ず
、
所
以
は
い
か
ん
、
こ
の
中
に
は
己
に
如
来
の
全
身
い
ま
せ
ば
な
り
」
の
「
法
」
を

収
め
る
も
の
、
否
法
そ
の
も
の
と
い
う
立
場
に
昇
化
す
る
。
従
っ
て
般
若
経
の
「
般
若
波
羅
蜜
多
（
知
慧
の
完
成
）
を
書
物
に
し
て
収

（
弱
）

め
、
花
香
を
供
養
…
…
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
法
こ
そ
何
回
か
述
べ
て
来
た
如
く
、
我
と
を
し
て
か
く
あ
ら
し
め
る
大
宇
宙
の
理

法
、
そ
れ
を
人
格
化
し
た
も
の
が
久
遠
の
本
仏
で
あ
り
、
阿
弥
陀
の
一
仏
乗
で
あ
る
。

故
に
、
仏
塔
を
高
く
高
く
、
又
荘
腿
化
す
る
こ
と
と
、
塔
を
チ
ャ
イ
ト
ャ
に
収
め
る
こ
と
と
は
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
共
に
「
舎
利
」

か
ら
「
法
」
へ
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と
私
は
考
え
る
。

然
し
こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
は
、
あ
く
ま
で
イ
ン
ド
サ
イ
ド
の
塔
は
、
サ
ン
チ
ー
の
よ
う
な
荘
麗
化
し
た
塔
で
も
伝
統
に
従
っ
て
土
饅
頭

形
式
を
脱
し
て
い
な
い
。
勿
も
、
イ
ン
ド
側
で
も
背
の
高
い
塔
は
な
く
は
な
い
。
ブ
ダ
ガ
ャ
の
大
塔
や
、
サ
ル
ナ
ー
ト
の
ダ
メ
ー
ク
塔
の

よ
う
に
。
然
し
、
こ
れ
ら
は
後
期
の
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
こ
で
扱
う
こ
と
と
関
係
は
な
い
が
、
前
述
の
ビ
ル
マ
や
タ
イ
で
後
世
あ
の
よ
う

に
天
に
も
と
ど
く
よ
う
な
、
塔
を
建
て
て
来
る
の
と
規
を
一
に
し
て
、
仏
を
人
間
と
し
て
で
は
な
く
、
超
越
者
救
者
と
考
え
る
考
え
方
が

（42）
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ら
で
あ
る
。

然
し
私
が
こ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
、
「
な
ぜ
背
を
高
く
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
か
、
叉
塔
を
そ
の
中
に
収
め
る
チ
ャ
イ
ト
ャ
堂
が
出
来
て
来

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
」
と
い
う
底
に
あ
る
考
え
方
で
あ
る
。

こ
の
背
の
高
い
塔
や
チ
ャ
イ
ト
ャ
の
分
布
図
で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ

れ
が
西
北
イ
ン
ド
、
ギ
リ
シ
ャ
や
サ
カ
パ
ル
タ
イ
、
そ
し
て
ク
シ
ャ
ー
ン

の
支
配
し
た
土
地
で
な
ぜ
起
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
、
こ
の
こ
と
が
注

目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

私
は
こ
の
ヒ
ン
ト
を
マ
ン
キ
ャ
ラ
の
大
塔
で
考
え
る
。
即
ち
、
イ
ン
ド

の
土
饅
頭
式
の
塔
は
、
こ
の
タ
キ
シ
ラ
東
方
二
十
キ
ロ
の
塔
や
、
タ
キ
シ

ラ
の
ダ
ル
マ
ラ
ー
ジ
カ
の
大
塔
が
西
限
で
あ
る
。
然
も
、
こ
の
マ
ン
キ
ャ

ラ
の
大
塔
が
と
て
つ
も
な
く
大
き
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

小
山
を
思
わ
せ
る
巨
大
な
塔
、
写
真
左
隅
で
草
を
と
る
人
と
比
べ
て
も
ら

い
た
い
。
同
じ
土
饅
頭
式
な
が
ら
基
壇
を
入
れ
る
と
直
径
五
十
メ
ー
ト
ル

に
も
達
し
よ
う
と
す
る
こ
の
塔
、
こ
れ
こ
そ
塔
を
高
く
し
、
又
塔
を
チ
ャ

イ
ト
ャ
の
内
に
入
れ
る
。
「
仏
を
超
越
者
と
し
て
考
え
る
」
思
考
の
表
現

で
は
な
か
ろ
う
か
。

（43）



特
に
前
述
の
如
く
、
シ
ル
ヵ
ッ
プ
に
於
け
る
最
初
の
二
重
の
屋
根
の
細
長
い
塔
や
、

チ
ャ
イ
ト
ャ
堂
が
、
異
邦
人
た
る
サ
カ
族
の
支
配
時
代
に
現
れ
た
と
い
う
事
実
に
注
目

せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
こ
れ
こ
そ
、
人
間
釈
迦
の
イ
ン
ド
的
考
え
方
に
対
し

て
、
超
越
者
と
し
て
の
釈
迦
を
考
え
た
証
拠
で
あ
る
と
思
う
。
彼
等
は
こ
う
し
た
思
考

を
も
っ
た
民
族
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
イ
ン
ド
に
入
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。

も
と
も
と
サ
ヵ
は
、
中
央
ア
ジ
ヤ
の
カ
ス
ピ
海
か
ら
、
黒
海
あ
た
り
ま
で
に
ひ
ろ
が

っ
て
い
た
草
原
の
遊
牧
民
ス
キ
タ
イ
で
あ
る
。
彼
等
は
ペ
ル
シ
ャ
系
の
民
族
で
あ
り
、

ペ
ル
シ
ャ
の
文
化
を
十
分
身
に
つ
け
て
い
た
。
従
っ
て
彼
等
の
も
つ
「
神
観
」
は
ペ
ル

シ
ャ
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
彼
等
に
と
っ
て
王
は
神
の
代
理
、
神
の
意
を
う
け
て

政
治
を
行
う
も
の
、
否
、
こ
の
世
の
神
と
ま
で
考
え
ら
れ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
彼

等
は
王
の
墓
を
小
山
の
よ
う
に
土
を
も
り
上
げ
て
巨
大
な
墓
を
作
っ
た
。
こ
の
墓
が
何

（
鯛
）

十
何
百
と
中
央
ア
ジ
ヤ
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
。
即
ち
全
体
の
王
だ
け
で
は
な
く
、
地
方

の
王
の
も
こ
の
よ
う
な
墓
を
作
っ
て
い
る
。
王
を
超
越
者
と
考
え
る
考
え
方
を
も
っ
て

い
た
証
明
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
又
ク
シ
ャ
ン
に
つ
い
て
も
考
え
ら
れ
る
。
力
’
一
シ
カ
王

が
神
と
し
て
考
え
ら
れ
た
こ
と
は
ス
ル
フ
コ
タ
ル
の
神
殿
か
ら
明
白
で
あ
り
、
叉
コ
イ

ン
に
刻
さ
れ
た
ヵ
’
一
シ
カ
王
の
肩
か
ら
火
焔
が
た
ち
の
ぼ
っ
て
い
る
の
を
見
れ
ば
わ
か

る
。
共
に
ペ
ル
シ
ャ
的
考
え
方
に
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
種
族
が
ギ
リ
シ
ャ
民
族
に

従
地
涌
出
（
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ガ
ン
ダ
ー
ラ
や
西
北
イ
ン
ド
を
中
心
と
し
た
地
域
、
異
邦
人
の
共
住
し
た
こ
の
地
域
で
大
乗
仏
教
が
起
っ
た
と
い
う
事
実
は
注
目
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
は
彼
等
の
も
っ
て
入
っ
て
来
た
世
界
観
、
神
観
等
が
、
仏
身
論
を
は
じ
め
と
し
て
仏
教
に
影
響
と
ま
で
は
行
か
な

く
と
も
大
き
な
刺
戟
と
な
っ
て
、
仏
教
自
体
の
論
理
の
自
己
展
開
を
促
し
た
も
の
だ
と
私
は
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
前
述
の
如
く
大
乗
仏

教
は
イ
ン
ド
の
内
部
で
は
な
く
西
北
イ
ン
ド
で
起
っ
た
か
ら
。

続
い
て
西
北
イ
ン
ド
に
入
っ
て
来
た
。
そ
し
て
特
に
こ
の
サ
ヵ
民
族
の
住
ん
で
い
た
「
地
層
」
か
ら
仏
教
的
な
色
彩
を
も
つ
遺
物
が
発
見

さ
れ
て
い
る
（
仏
像
は
ク
シ
ャ
ン
に
入
っ
て
か
ら
だ
が
）
・
前
述
の
如
く
そ
れ
以
前
の
ギ
リ
シ
ャ
人
の
層
か
ら
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
か

ら
、
サ
ヵ
は
仏
教
に
関
心
を
も
ち
、
仏
教
に
帰
依
し
た
最
初
の
異
邦
人
と
い
え
る
。
こ
の
異
邦
人
の
残
し
た
も
の
が
二
重
の
仏
塔
で
あ

り
、
仏
塔
を
家
の
中
に
収
め
た
チ
ャ
イ
ト
ャ
堂
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
私
は
釈
尊
を
単
な
る
師
、
仏
教
の
開
祖
と
し
て
だ
け
で
は
な

く
、
超
越
者
と
し
て
考
え
る
聖
樹
信
仰
の
イ
ン
ド
在
来
の
地
母
神
的
思
考
を
刺
戟
し
て
、
「
仏
身
観
」
の
深
化
に
拍
車
を
か
け
て
行
っ
た

の
だ
と
私
は
考
え
る
。
先
述
の
マ
ン
キ
ャ
ラ
の
と
て
つ
も
な
く
大
き
い
仏
塔
は
イ
ン
ド
式
仏
塔
な
が
ら
も
、
こ
う
し
た
外
来
の
刺
戟
に
よ

っ
て
ク
シ
ャ
ン
の
時
代
に
増
巾
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。◇

か
く
私
は
従
地
涌
出
の
背
の
高
い
塔
や
チ
ャ
イ
ト
ャ
が
タ
キ
シ
ラ
か
ら
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
を
見
て
来
た
。

仏
教
は
イ
ン
ド
で
起
り
発
達
し
て
行
っ
た
。
も
し
こ
れ
が
イ
ン
ド
の
中
だ
け
で
発
展
し
て
行
っ
た
な
ら
、
教
儀
の
自
己
発
展
、
論
理
の

ダ
ル
マ

自
己
転
回
で
、
そ
れ
は
或
る
称
度
の
深
い
論
理
に
は
達
し
得
て
も
、
果
し
て
般
若
経
阿
弥
陀
経
、
そ
し
て
法
華
経
等
の
〃
法
″
〃
一
乗
思

想
″
そ
し
て
〃
超
越
者
と
し
て
の
仏
陀
″
、
〃
仏
の
誓
願
〃
等
の
思
想
が
果
し
て
起
っ
た
ろ
う
か
。
そ
し
て
又
外
来
の
刺
戟
な
し
に
大
乗

の
思
想
が
形
成
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。

従
地
涌
出
（
高
橋
）
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特
に
注
目
さ
る
べ
き
は
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
よ
る
東
西
交
易
を
一
手
に
握
っ
た
ク
シ
ャ
ン
王
国
。
そ
の
財
力
を
も
っ
て
、
塔
や
僧
院
を

奉
献
し
、
ガ
ン
ヂ
ー
ラ
の
山
野
は
荘
麗
な
仏
寺
で
う
ま
っ
た
。
然
し
そ
の
一
方
で
、
「
信
」
と
う
心
の
重
視
の
傾
向
を
生
ん
だ
こ
と
が
、

前
述
の
「
一
団
泥
」
の
経
文
の
文
字
が
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
。

然
も
、
こ
の
ガ
ン
ダ
ー
ラ
の
地
で
、
イ
ン
ド
と
ペ
ル
シ
ャ
の
文
化
が
融
合
し
、
仏
教
を
一
層
深
化
せ
し
め
て
行
っ
た
。
「
従
地
涌
出
の

塔
」
こ
そ
そ
の
一
つ
の
表
現
で
あ
ろ
う
。

局

,－，，－，，－，，－，，－，へ,－，，－，，－，，－，，－， ，－，へ,－，，－，註
15141312111098 7 6 5 4 3 2 1ｰ
ｰｰｰｰｰｰｰｰ当ｰｰ響一一一

岩
波
文
庫
法
華
経
上
二
四
頁

大
唐
西
城
記
巻
二
’
四
’
三
迦
賦
色
迦
大
塔

冒
胃
讐
昌
一
．
目
色
凰
旨
自
己
鼻
①
忌

司
冨
巳
旨
口
肝
胃
凰
諺
の
昌
号
８
自
農
胃
‐
〒
冨
冨
（
勺
＄
冨
看
巴
昌
扁
旨
日
）

静
谷
正
雄
小
乗
仏
教
史
の
研
究
（
百
華
苑
一
九
一
’
一
九
二
頁
）

静
谷
目
録
一
七
八
五
で
コ
ー
ノ
ー
に
つ
い
て
論
及

棲
神
五
十
三
号
（
Ｓ
・
五
十
六
年
三
月
）
身
延
学
園

”
８
２
盛
①
昼
．
ロ
胃
腸
詮
。
戸
尋
貝
冒
普
脚
口
参
照

冨
胃
島
昌
自
員
琶
旨
自
己
冨
蔚
喝
ｓ
脚

冨
胃
骨
昌
副
鴎
で
冒
冨
圏
の
。
（
奉
献
塔
国
ｌ
こ

大
Ｉ
型
’
五
三
上
中

大
ｌ
配
’
一
七
二
上
’
一
七
三
上

大
正
Ｉ
型
’
九
五
八
上
中

岩
波
文
庫
法
華
経
中
ニ
ハ
八
頁

大
正
ｌ
理
’
四
九
七
中
’
八
の
上

従
地
涌
出
（
高
橋
）
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（
配
）

へへへへへへへへへへ

25242322212019181716
曹一一酉一章一一章一

猶
こ
の
論
文
作
製
に
当
っ
て
ラ
ホ
ー
ル
博
物
館
長
ダ
ル
博
士
、
東
京
オ
リ
エ
ン
ト
博
物
館
田
辺
勝
美
氏
に
示
唆
に
富
む
資
料
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
た
ま
わ

っ
た
こ
と
を
附
記
す
る
。

南
伝
’
三
一
巻
三
四
二
頁

南
伝
’
三
四
巻
一
六
三
頁

南
伝
三
四
’
一
五
六
’
七
頁

冨
肖
陽
画
屋
同
書
ロ
旨
蔚
Ｓ
１
画

岩
波
文
庫
法
華
経
中
一
五
四
頁

大
乗
仏
典
八
千
頚
般
若
経
’
第
三
章
知
慧
の
完
成
と
ス
ト
－
．
二
○
一
頁

大
乗
仏
典
八
千
頌
般
若
経
Ⅱ
第
三
十
二
章
委
託
三
七
三
’
四
頁

国
。
行
冒
旨
国
屋
§
涛
閻
の
ス
キ
タ
イ
墳
墓
一
八
六
四
年
の
発
堀
途
中

Ｆ
●
少
”
弓
の
○
閏
弓
題
同
停
同
の
シ
ｚ
劇
５
口
胃
吋
の
の
○
寓
目
函
固
の
冨
忌
旨
ご
ｐ
ご
く
胃
。
１
国
弓
の
房
○
Ｆ
画

揚
言
ア
望
弓
ｚ
ｏ
弓
詞
固
固
詞
固
乞
弓
目
昌
置
昌
。

静
谷
目
録
恥
七
四
六

同
書
已
胃
の
厨
画

同
雷
皀
ｇ
①
忍
脚

同
宙
冨
鷺
の
噛
曾

従
地
涌
出
（
高
橋
）

（47）



（
召
且
）

法
華
経
の
如
来
寿
鐙
品
の
中
に
、
「
為
凡
夫
顛
倒
実
在
而
言
減
」
と
い
う
一
句
が
あ
る
。
こ
の
句
は
、
仏
の
寿
命
は
無
限
で
あ
る
の

に
、
方
便
を
も
っ
て
滅
度
を
示
し
て
桑
せ
た
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
滅
度
が
方
便
で
あ
る
と
い
う
な

ら
ば
、
顛
倒
せ
る
凡
夫
と
い
う
の
は
、
ど
の
よ
う
な
人
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

国
語
辞
典
に
よ
る
と
、
顛
倒
と
は
、
ひ
っ
く
り
か
え
る
こ
と
、
さ
か
さ
ま
に
な
る
こ
と
、
と
い
っ
た
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
ひ
っ
く
り
か
え
る
、
さ
か
さ
ま
に
な
る
と
い
っ
た
時
、
人
間
の
身
体
が
そ
の
よ
う
に
な
る
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。
と
す
る

と
、
人
を
形
成
す
る
何
か
が
、
そ
の
よ
う
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
何
か
が
何
で
あ
り
、
法
華
経
は
そ
こ
に
何
を
求
め

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
を
探
ろ
う
と
す
る
の
が
こ
の
小
論
の
目
的
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
今
、
こ
の
目
的
達
成
の
た
め
に
、
法
華
経
の
諸
本
の
説
示
の
中
に
、
そ
の
意
味
あ
い
を
探
り
、
そ
れ
ら
を
比
較
対
照
し
な
が
ら

検
討
を
加
え
、
そ
の
心
を
浮
き
だ
さ
せ
た
い
の
が
、
目
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

妙
法
華
経
の
前
掲
の
一
句
、
凡
夫
が
顛
倒
し
て
い
る
が
た
め
に
、
真
実
、
仏
は
こ
の
世
に
存
在
し
て
い
る
の
に
、
方
便
し
て
減
す
と
い

法
華
経
寿
量
品
に
お
け
「
顛
倒
」
考
（
望
月
）

法
華
経
寿
量
品
に
お
け
る
『
顛
倒
』
考

12

望
月
海
淑

（49）



前
掲
の
一
句
の
直
前
の
所
に
は
、

如
丁
医
善
方
便
為
し
治
二
狂
子
五

と
あ
る
が
、
こ
の
箇
所
に
対
す
る
筆

勿
便
為
し
治
二
狂
子
一
故

法
華
経
寿
赴
品
に
お
け
「
顛
倒
」
考
（
望
月
）

う
の
だ
、
と
述
べ
て
い
る
部
分
に
対
す
る
梵
文
法
華
経
は
、
ぐ
ぢ
閏
冒
‐
日
且
冨
凰
８
急
島
尊
”
ず
凹
習
閏
局
笥
８
凰
蜀
再
厨
Ｑ
肖
綴
●
．

（
⑰
。
）

鼠
ｇ
二
と
な
し
て
い
る
。
ぐ
ぢ
目
】
厨
は
、
顛
倒
し
た
、
逆
さ
ま
に
な
っ
た
と
い
う
意
味
あ
い
で
あ
り
、
自
尽
園
は
、
迷
っ
た
、
愚
か
な

と
い
う
意
味
あ
い
で
あ
り
、
園
厨
は
愚
か
も
の
、
凡
夫
と
い
っ
た
意
味
あ
い
で
あ
る
か
ら
、
（
仏
は
）
凡
夫
た
ち
が
顛
倒
し
て
愚
か
で
あ

る
こ
と
を
知
っ
て
、
減
度
し
な
い
の
に
滅
度
を
し
た
と
見
せ
る
の
だ
、
と
な
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

（
Ｑ
Ｕ
）

こ
の
よ
う
な
妙
・
梵
法
華
経
の
表
現
に
対
し
て
、
正
法
華
経
は
、
開
導
擬
駿
令
離
愚
冥
而
現
泥
疸
亦
不
滅
度
と
示
し
て
い
る
か

ら
、
凡
夫
の
顛
倒
急
己
閏
詳
平
目
且
冨
儲
に
あ
た
る
所
は
、
擬
駿
・
愚
冥
と
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
擬
も
駿
も
愚

も
お
ろ
か
な
こ
と
を
意
味
す
る
し
、
冥
も
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
、
凝
駿
も
愚
冥
も
と
も
に
愚
か
で
明
白
で
な
い
状
態

を
し
め
す
で
あ
ろ
う
。
し
て
象
る
と
、
正
法
華
経
が
示
し
た
も
の
は
、
妙
・
梵
両
法
華
経
が
示
し
た
も
の
を
、
更
に
詳
し
く
表
示
し
た
も

の
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
以
上
の
こ
と
だ
け
で
は
、
愚
か
で
あ
る
が
た
め
に
、
顛
倒
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
だ
け
で
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は

分
か
ら
な
い
。

そ
こ
で
如
来
寿
量
品
の
他
の
箇
所
を
し
ら
べ
て
承
る
こ
と
に
す
る
。

実
在
而
言
し
死

こ
の
箇
所
に
対
す
る
梵
文
法
華
経
は
、

3

（
β
紐
）

無
丙
能
説
乙
虚
妄
甲

（”）
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と
な
し
、
梵
文
法
華
経
は
、

（
聰
）

丙
①
人
陛
国
ぐ
ぢ
画
昌
冒
Ｉ
の
画
召
蔵
旨
。
ご
ロ
“
ぐ
の
昌
厘
毎
両
の
Ｉ
Ｃ
昼
凹
ぐ
ぢ
“
国
９
０
ｍ
色
目
蔵
旨
◎
ず
ぽ
固
く
①
罠
匡
唇
一

（
あ
る
も
の
は
意
識
が
顛
倒
し
て
お
り
、
あ
る
も
の
は
意
識
が
顛
倒
し
て
い
な
か
っ
た
）

と
し
て
、
ワ
且
＆
・
理
性
が
顛
倒
し
て
い
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
正
法
華
経
は
、

（
ｎ
切
）

吾
已
自
立
一
切
黎
庶
分
別
群
萠
於
彼
之
誼
其
心
顛
倒
而
不
覚
了

と
し
て
、
心
の
顛
倒
と
表
現
し
て
い
る
。
心
と
い
う
の
は
、
心
の
な
か
に
あ
る
も
の
、
す
な
わ
ち
理
性
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

反
対
に
仏
を
見
得
る
も
の
は
、
恋
慕
を
い
だ
き
、
渇
仰
の
心
を
生
じ
、
愚
愚
己
艮
画
、
質
直
に
し
て
柔
軟
な
心
の
人
、
Ｂ
ａ
屋
、

（
加
）

日
脚
烏
箇
と
な
し
て
い
る
か
ら
、
心
と
い
い
、
理
性
と
い
う
も
、
仏
の
言
葉
を
素
直
に
受
け
と
め
、
信
じ
て
い
こ
う
と
い
う
あ
り
方
を

或
失
二
本
心
一
或
不
レ
》

と
示
し
、
正
法
華
経
は
、（聰
）

子
在
城
中
脳
発
邪
想

意
味
す
る
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
の
所
を
妙
法
華
経
は
、

こ
と
が
な
い
）

と
し
て
、
彦

吾
已
自
立

と
し
て
、
心
（

こ
の
仮
説
を
証
明
す
る
た
め
に
、
今
度
は
長
行
の
部
分
に
お
け
る
説
示
を
見
て
染
よ
う
。

如
来
寿
量
品
は
仏
の
生
命
の
無
量
を
説
い
た
の
ち
、
良
医
の
瞼
を
説
く
が
、
そ
の
説
示
の
中
に
も
顛
倒
に
か
か
わ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

良
医
が
余
国
か
ら
帰
っ
て
き
た
時
、
子
供
等
の
中
の
何
人
か
は
、
過
っ
て
飲
ん
だ
毒
薬
の
た
め
に
、
本
心
を
失
っ
て
い
た
と
い
う
が
、

法
華
経
寿
量
品
に
お
け
「
顛
倒
」
考
（
望
月
）

（
、
）

或
不
レ
失
者

（ゴ2）



あ
る
か
ら
、

っ
て
い
る
。

と
な
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
妙
法
華
経
が
、
本
心
と
訳
出
し
た
も
の
は
閻
昌
蔵
旨
で
あ
り
、
そ
れ
は
意
識
・
観
念
を
意
味
す
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
正
法
華
経
は
想
と
訳
出
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
偶
で
は
す
■
邑
匡
で
あ
っ
た
の
が
、
こ
こ
で
は
＄
骨
蔵
旨
と
な

妙
法
華
経
に
よ
る
と
、
良
医
か
ら
渡
さ
れ
た
薬
を
前
に
し
て
、
心
を
失
わ
ざ
る
も
の
は
こ
れ
を
飲
象
、
心
を
失
え
る
も
の
は
こ
れ
を
飲

ま
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
毒
気
が
き
き
す
ぎ
た
た
め
に
、
本
心
を
失
っ
て
い
る
か
ら
で
、
良
医
は
毒
の
た
め
に
心
が
顛
倒
し
て
い
る

か
ら
だ
、
と
判
断
し
た
、
と
な
し
て
心
・
本
心
と
い
う
語
を
使
用
し
て
い
る
。

正
法
華
経
は
、
「
不
随
顛
倒
瀧
涙
想
者
」
は
薬
を
飲
承
、
「
性
涙
者
」
は
飲
ま
な
い
。
そ
れ
は
「
邪
想
者
」
で
あ
る
が
た
め
で
、
そ
れ

故
、
父
の
医
は
「
今
我
此
子
愚
冥
不
解
。
志
性
顛
倒
不
肯
服
薬
」
と
な
し
て
、
妙
法
華
経
の
表
現
に
お
け
る
心
・
本
心
を
、
「
想
」
「
志

性
」
と
表
現
し
て
、
こ
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
、
顛
倒
と
不
顛
倒
の
ち
が
い
が
出
て
く
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
梵
文
法
華
経
は
、
豊
言
胃
騨
甲
閻
昌
憲
旨
者
た
ち
は
薬
を
飲
朶
、
乱
冨
凰
ｓ
‐
闇
昌
蔵
旨
者
た
ち
は
飲
ま
な
い
。
飲
ま
な

（
Ｍ
）

い
理
由
は
、
乱
口
胃
弄
甲
８
自
蔵
旨
に
い
る
か
ら
で
あ
り
、
父
の
医
者
も
そ
の
よ
う
に
考
え
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
尚
、
こ
こ
で
度
々

示
し
た
く
巷
閏
津
甲
８
畳
蔵
冒
の
内
、
急
口
肖
司
冨
は
顛
倒
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
ｇ
ざ
胃
冒
に
お
け
る
画
は
、
否
定
の
た
め
の
接
頭
音

で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
顛
倒
す
る
の
反
対
の
内
容
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
留
日
蔵
旨
は
閨
骨
蔵
凹
か
ら
つ
く
ら
れ
た
形
容
詞
で
、
前
掲

の
よ
う
に
意
識
・
観
念
等
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
梵
文
法
華
経
は
、
前
述
の
す
べ
て
の
場
面
で
同
一
の
表
現
を
な
し
て
お

り
、
そ
れ
は
意
識
・
観
念
の
顛
倒
を
意
味
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
妙
法
華
経
・
正
法
華
経
に
よ
っ
て
心
・
本
心
・
想
・

法
華
経
寿
量
品
に
お
け
「
顛
倒
」
考
（
望
月
）

こ
と
な
っ
て
く
る
。

子
供
等
の
あ
り
さ
ま
を
見
た
良
医
は
、
薬
を
煎
じ
て
飲
ま
せ
よ
う
と
す
る
が
、
毒
に
侵
さ
れ
た
度
合
い
に
よ
っ
て
、
子
供
等
の
対
応
が

（”）



す
な
わ
ち
、
菖
息
働
圃
‐
留
日
蔵
冒
含
急
固
肖
司
厨
…
…
）
を
、
妙
・
正
法
華
経
は
と
も
に
意
訳
を
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
う
る
。
心
が
醒

悟
す
る
と
い
う
の
は
、
迷
い
か
ら
解
き
は
な
た
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
顛
倒
せ
ざ
る
、
し
か
と
し
た
意
識

・
観
念
を
意
味
す
る
。
正
法
華
経
の
、
順
教
し
な
か
っ
た
と
い
っ
て
自
己
を
責
め
、
つ
ぎ
に
父
の
仕
事
を
遵
崇
す
る
と
い
う
の
は
、
父
の

い
う
こ
と
、
そ
の
教
え
に
従
っ
て
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
に
受
け
継
ぎ
、
し
か
と
し
た
心
の
在
り
方
を
思
い
定
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ

法
華
経
寿
魁
品
に
お
け
「
顛
倒
」
考
（
望
月
）

志
性
等
と
訳
出
さ
れ
た
も
の
は
、
人
間
の
心
の
内
部
の
あ
り
方
、
も
の
の
見
方
に
か
か
わ
る
表
現
で
あ
っ
た
。

薬
を
残
し
て
他
国
に
赴
い
た
良
医
が
、
そ
こ
で
死
ん
だ
と
い
う
使
い
を
子
供
等
の
と
こ
ろ
に
出
し
た
と
い
う
下
り
が
、
如
来
寿
避
品
の

長
行
の
末
尾
に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
る
が
、
妙
法
華
経
は
、
そ
の
時
の
子
供
等
の
反
応
に
つ
い
て
、
こ
れ
で
私
等
に
は
た
よ
り
に
す
る
人
が

い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
し
、

い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
、

と
し
て
、
遂
に
目
覚
め
た
と
示
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
正
法
華
経
は
、
父
が
い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
、
父
を
思
慕
し
、

（
肥
）

乃
自
剋
責
存
不
順
教
。
甫
便
遵
崇
父
之
余
業

し
た
、
と
示
し
、
梵
文
法
華
経
は
、
父
な
く
（
自
卿
ｇ
ｅ
保
謹
者
な
く
（
思
胃
層
巴
の
身
と
な
っ
た
我
が
身
の
こ
と
を
考
え
て
、
嘆
き

悲
し
承
、
嘆
き
悲
し
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

（
Ⅳ
）

印
画
ぐ
ぢ
画
風
厨
Ｉ
の
画
日
蔵
蝿
ぐ
ぢ
画
風
厨
１
ｍ
四
日
蔵
回
す
底
画
く
ｇ
｜

（
顛
倒
し
て
い
た
意
識
の
彼
ら
は
、
意
識
の
顛
倒
せ
ざ
る
も
の
と
な
っ
た
）

と
な
し
て
い
る
。

常
懐
二
悲
感
一
心
遂
醒
悟

と
し
て
、
遂
に
目
覚
め
た （

妬
）

（54）



今
ま
で
見
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
妙
法
華
経
に
よ
っ
て
、
顛
倒
・
本
心
を
失
う
と
い
っ
た
具
合
に
訳
出
さ
れ
た
の
は
、
ぐ
ざ
画
風
菌
‐

印
画
且
副
（
顛
倒
し
た
意
識
）
だ
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
そ
こ
で
今
度
は
顛
倒
し
た
意
識
と
い
う
、
そ
の
意
識
と
訳
出
さ
れ
た
と
こ

ろ
の
闇
旦
副
の
語
を
、
如
来
寿
量
品
が
ど
の
よ
う
に
使
用
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
検
討
を
加
え
て
み
た
い
と
思
う
。

仏
は
自
己
の
生
命
が
五
百
億
塵
点
劫
（
久
遠
）
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
更
に
仏
が
も
の
を
見
る
時
の
見
方
、
も
の
を
考
え
る
時

の
考
え
方
に
つ
い
て
、
存
在
し
て
い
る
も
の
を
自
己
の
目
で
あ
り
の
ま
ま
に
見
る
の
が
、
仏
の
基
本
的
な
姿
勢
で
あ
る
こ
と
を
の
べ
た
上

ろ
う
。

画
凰
冨
汽
毒
画
旨
己
宮
口
色
昏
闇
算
ぐ
凶
口
閏
昌
口
凹
口
甲
８
凰
薗
国
凹
回
国
画
口
哩
ぴ
三
℃
勵
昌
画
箇
召
闇
召
蔵
竿
乱
丙
巴
己
画
０
８
国
威
口
幽
冒
丙
巨
鮮
崖
画
‐

（
肥
）

日
ロ
旨
‐
留
旦
目
自
身
冒
画
ョ
ぐ
冒
号
習
号
胃
自
画
‐
冨
昌
母
習
ぐ
葺
号
骨
閏
画
日
冨
愚
時
皇
習
胃
昌
一

（
し
か
し
叉
、
様
々
な
行
い
が
あ
り
、
様
盈
な
志
向
が
あ
り
、
意
識
や
妄
想
の
行
い
が
あ
っ
て
衆
生
等
に
、
善
根
を
生
じ
さ
せ
る
た
め

に
、
様
々
な
法
門
を
様
々
な
根
拠
に
よ
っ
て
説
く
。
）

と
示
し
て
い
る
。
人
様
を
で
あ
る
か
ら
、
同
じ
よ
う
に
心
（
意
識
）
も
ま
た
様
を
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
仏
の
説
法
も
ま
た
対
機
説
法
と

な
ら
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
か
、
妙
法
華
経
は
、

（
聰
）

以
三
諸
衆
生
有
一
種
々
性
種
食
欲
種
々
行
種
々
憶
想
分
別
一
故
。
欲
し
令
レ
生
一
諸
善
根
一
。
以
二
若
干
因
縁
警
喰
言
辞
一
種
を
説
し
法

と
述
べ
て
、
様
々
な
性
・
欲
・
行
？
憶
想
分
別
が
人
人
に
は
あ
る
か
ら
、
説
示
も
種
左
と
な
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
ら
、
両
経
と
も
に

法
華
経
寿
避
品
に
お
け
「
顛
倒
」
考
（
望
月
）

で
、

3

（錨）



法
華
経
寿
赴
品
に
お
け
「
顛
倒
」
考
（
望
月
）

同
一
内
容
を
示
し
て
い
る
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
正
法
華
経
は
、

（
別
）

衆
生
苦
悩
不
可
称
限
。
行
若
干
種
志
性
各
異
。
思
想
諸
念
各
各
差
別
。
欲
令
衆
生
殖
衆
徳
本
。
故
為
分
別
説
若
干
法

と
述
べ
て
、
志
性
に
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
が
あ
り
、
思
想
も
思
い
も
そ
れ
ぞ
れ
差
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
正
法
華
経

の
立
場
も
前
二
経
の
立
場
と
、
全
く
同
じ
と
こ
ろ
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
て
、
仏
は
成
仏
し
て
よ
り
こ
の
か
た
、
は
な
は
だ
長
く
久
遠
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
仏
が
前
世
に
お
い
て
立
て
た
行
も
、
寿
命

も
ま
だ
全
く
尽
く
し
て
は
い
な
い
の
だ
け
れ
ど
も
、
方
便
を
も
っ
て
、
滅
度
を
示
し
て
致
せ
る
の
だ
、
と
し
て
い
る
。

そ
の
理
由
は
、
長
い
こ
と
仏
が
こ
の
世
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
な
ら
ば
、
人
女
は
仏
を
見
て
も
、
善
根
得
巨
綴
旨
‐
昌
巳
画
）
を
積
も
う
と

も
せ
ず
、
福
徳
ｅ
ｇ
望
巴
を
欠
い
た
も
の
と
な
り
、
貧
し
い
も
の
と
な
り
、

颪
日
“
‐
巨
巨
忌
自
自
画
身
答
‐
画
“
‐
留
日
呂
曾
目
勝
醸
“
昏
昌
冨
呂
幽
隠
圃
登
乱
曾
乱
嵐
員
‐
再
薗
‐
の
四
日
言
９
画
ぐ
９
日
目
８

厨
讐
眉
騨
の
目
忌
ｇ
甲
留
旦
圏
目
員
ｇ
圏
亀
＆
胃
患
閏
冒
騨
箇
冒
冒
冨
讐
穏
色
冨
亀
豊
禽
ご
肖
旦
騨
画
ｇ
ｇ
５
貫
凰
号
・
ゞ

（
別
）

騨
烏
習
凰
伝
８
３
河
畔
菩
画
昌
愚
８
薗
昏
助
隠
蔽
口
目
盲
目
四
‐
の
§
蔵
倒
日
ロ
ｇ
圏
ど
の
旨
竺

（
愛
欲
を
む
さ
ぼ
り
、
盲
目
と
な
り
、
妄
見
の
網
に
お
お
わ
れ
、
如
来
は
常
に
い
る
、
と
、
思
い
、
意
識
が
倦
朶
、
如
来
に
会
う
こ
と

は
困
難
で
は
な
い
の
だ
と
の
意
識
が
生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
。
又
、
我
々
は
如
来
の
近
く
に
い
る
、
と
し
て
、
三
界
か
ら
出
る
た

め
の
努
力
を
し
な
い
で
、
如
来
に
会
う
こ
と
は
困
難
で
は
な
い
の
だ
と
の
意
識
が
生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
。
）

と
、
い
う
の
で
、
方
便
を
つ
か
っ
て
仏
が
こ
の
世
に
出
現
す
る
の
は
き
わ
め
て
稀
な
こ
と
な
の
だ
、
と
説
い
た
の
だ
と
し
て
い
る
。
こ
こ

で
、
意
識
と
仮
に
訳
出
し
た
の
は
、
の
画
旦
圏
の
語
で
あ
る
が
、
こ
こ
の
文
章
で
知
り
う
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
の
⑳
脚
旦
圏
意
識
の
語
に

は
心
の
あ
り
方
に
か
か
わ
る
、
格
別
な
意
味
合
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（36）



し
か
し
て
正
法
華
経
は
、
如
来
が
久
遠
を
現
ず
る
な
ら
ば
、
無
徳
の
人
は
福
柞
を
は
な
れ
て
、

（
羽
）

為
貧
垂
行
著
於
愛
欲
。
纏
諸
見
網
而
自
覆
蓋
。
駆
馳
不
定
。
如
来
故
為
現
。
発
侃
価
疾
痩
之
想
。
不
起
僻
怠
難
得
之
慮
。

と
な
る
と
し
て
、
そ
れ
故
に
人
々
は
善
根
を
も
っ
て
、
勤
苦
し
行
を
な
さ
な
け
れ
ば
仏
道
を
得
る
こ
と
が
出
来
な
い
し
、
如
来
を
見
る
こ

と
も
出
来
な
い
と
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
諸
見
の
網
を
纏
い
自
ら
蓋
を
覆
う
と
い
う
の
は
、
自
己
の
堅
い
意
志
が
な
い
た
め
に
、
他

人
の
見
解
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
、
む
さ
ぼ
り
の
心
、
怠
け
心
等
に
よ
っ
て
仏
に
会
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
の
思
い
が

生
じ
な
い
、
と
な
す
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
示
さ
れ
る
心
も
ま
た
極
く
あ
り
ふ
れ
た
人
間
の
、
あ
り
ふ
れ
た
心
で
あ
る
と
い
い
う
る
。

以
上
、
検
討
し
て
来
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
こ
で
の
心
は
、
ま
こ
と
、
揺
れ
動
く
平
凡
な
人
間
の
心
の
あ
り
様
を
、
そ
の
ま
ま
に
取

以
上
、
検
討
し
て
来
た
と
こ
五

（
躯
）

貧
一
薯
五
欲
一
。
入
二
於
憶
想
妄
見
網
中
一
・
若
見
二
如
来
常
在
不
移
滅
。
便
起
二
僑
志
一
而
懐
一
蕨
怠
一
。
不
し
能
し
生
一
難
遭
之
想
恭
敬
之
心
一
。

と
し
て
、
如
来
は
方
便
を
も
っ
て
、
如
来
に
会
う
こ
と
は
困
難
な
の
だ
、
と
説
い
た
の
だ
と
し
て
い
る
か
ら
、
そ
の
表
現
す
る
と
こ
ろ
の

も
の
は
、
梵
文
法
華
経
の
そ
れ
と
大
差
な
い
内
容
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
梵
文
法
華
経
に
よ
っ
て
３
昌
蔵
”
の
語
で
表
現
さ
れ
た

も
の
は
、
憶
想
妄
見
と
表
現
さ
れ
、
難
遭
の
「
想
」
、
恭
敬
の
「
心
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
う
る
。

こ
こ
に
見
ら
れ
る
も
の
は
、
も
の
ご
と
に
相
対
す
る
時
の
心
の
状
態
を
示
し
た
も
の
で
、
格
別
な
意
味
あ
い
か
ら
示
さ
れ
た
も
の
で
は

貧
窮
下
賎
に
し
て
、

り
上
げ
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

な
い
で
あ
ろ
う
。

妙
法
華
経
は
こ
の
よ
う
な
梵
文
法
華
経
の
表
現
に
対
し
て
、
若
し
も
仏
が
常
に
世
に
住
す
る
な
ら
ば
、
薄
徳
の
人
は
善
根
を
う
え
ず
、

そ
し
て
、
仏
に
会
う
こ
と
は
困
難
だ
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
、
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華
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尊
い
等
正
覚
の
如
来
を
見
れ
な
い
の
で
、
如
来
を
見
た
い
と
し
て
渇
仰
（
の
心
）
を
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
と
梵
文
法
華
経
は
述
べ
て
い
る

が
、
不
思
議
だ
、
何
故
と
い
う
意
識
が
、
渇
仰
の
心
の
発
生
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
こ
の
と
こ
ろ
を
妙
法
華
経
は
、
如
来
に
お
会
い
す
る
こ
と
は
困
難
な
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
、
そ
の
人
は
、

（
妬
）

必
当
下
生
二
於
難
遭
之
想
一
。
心
懐
一
恋
慕
一
渇
中
仰
於
仏
上
。

の
だ
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
不
思
議
だ
と
の
意
識
、
悲
し
い
と
の
意
識
に
つ
い
て
の
直
接
的
な
説
示
は
み
ら
れ
な
い
が
、
難
遭
の

想
、
恋
慕
を
懐
く
等
の
表
現
は
、
渇
仰
を
生
ず
る
に
至
る
人
間
の
心
の
あ
り
さ
ま
を
十
分
に
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
正
法
華
経
は
、
如
来
に
値
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
聞
い
て
、

（
羽
）

已
怪
之
難
及
興
難
遭
想
悲
喜
孜
孜
知
仏
稀
有
。
便
多
発
意
。

と
、
閑
居
に
あ
る
を
楽
い
、
精
進
し
、
渇
仰
を
懐
い
て
如
来
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
怪
の
難
、
悲
喜
孜

孜
等
の
表
現
は
、
梵
文
法
華
経
の
意
を
、
そ
の
ま
ま
受
け
と
め
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
揺
れ
動
く
平
凡
な
人
間
の
心
は
、
ひ
た
す
ら
に
何
か
を
求
め
、
請
い
願
い
、
会
い
た
い
と
渇
仰
す
る
時
に
、
強
い
も
の
に

転
回
を
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
示
そ
う
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
て
承
る
と
、
人
間
の
在
り
方
と
し
て
大
切
な
こ
と
は
、
揺
れ
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動
く
心
を
し
て
目
標
に
む
か
い
、
し
か
と
思
い
定
め
さ
せ
る
有
り
ょ
う
を
確
立
さ
せ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
顛
倒
の
衆
生
と
い
い
、
本
心
を
失
う
と
い
う
も
、
そ
の
顛
倒
の
対
象
は
大
部
分
が
閏
且
圏
を
訳
出
し
た

も
の
で
あ
り
、
た
だ
一
箇
所
だ
け
ｇ
呂
冨
を
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

め
ぃ
且
副
は
知
る
を
意
味
す
る
動
詞
の
語
根
墓
圏
に
ｍ
画
昌
と
い
う
接
頭
語
つ
け
て
作
ら
れ
た
語
で
あ
り
、
そ
れ
は
本
来
、
色
彩
や
、

大
き
さ
や
、
生
滅
や
、
苦
楽
な
ど
に
つ
い
て
、
心
の
中
に
思
い
浮
か
べ
る
作
用
を
さ
し
、
対
象
の
姿
を
心
の
中
に
思
い
う
か
べ
る
表
象
作

用
を
示
す
語
だ
と
い
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
語
は
、
「
想
」
と
漢
訳
さ
れ
る
の
が
一
般
で
、
そ
れ
故
に
こ
そ
色
受
想
行
識
の
五
穂
の

一
つ
の
想
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
ず
自
呂
冨
は
覚
を
意
味
す
る
動
詞
の
語
根
で
あ
る
く
ｇ
・
毒
か
ら
作
ら
れ
た
語
で
あ
り
、
過
去
分
詞
ｇ
＆
彦
凹
が
仏
を
意
味

す
る
よ
う
に
、
覚
の
知
慧
、
心
が
忘
念
を
は
な
れ
た
状
態
、
仏
の
絶
対
な
知
を
覚
知
す
る
、
物
事
を
た
ず
ね
押
し
は
か
る
知
覚
作
用
を
示

す
語
だ
と
い
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
語
は
覚
、
知
、
智
、
慧
等
と
訳
出
さ
れ
て
、
そ
れ
は
知
性
、
理
解
力
、
理
性
等
を
示
す
語
と

し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
語
は
「
さ
と
り
」
を
あ
ら
わ
す
も
の
か
ら
、
根
源
的
思
惟
機
能
を
示
す
語
だ
と
い
う
こ
と
が

出
来
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
こ
の
語
に
関
し
て
は
、
決
心
す
る
、
決
定
す
る
、
意
向
を
説
明
す
る
、
と
い
う
よ
う
な
意
味
あ
い
を
も
示
す

こ
の
よ
う
な
の
画
巳
蔵
倒
と
び
巨
目
冨
と
の
二
語
に
つ
い
て
の
一
応
の
違
い
の
上
に
た
っ
て
見
る
時
、
闇
冒
蔵
歓
と
語
ら
れ
る
場
合
は
、

あ
き
ら
か
に
平
凡
な
人
間
の
心
が
、
あ
る
物
に
対
し
て
え
が
く
表
象
作
用
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
故
そ
の
心
は
揺
れ
動
き
、
右
だ
と
思
っ
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。
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た
り
、
左
だ
と
思
っ
た
り
す
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
か
ら
、
必
然
的
に
よ
り
確
た
る
も
の
に
心
が
む
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
ｇ
＆
嵐
と
語
ら
れ
る
場
合
は
、
物
事
に
対
し
て
の
判
断
の
定
ま
っ
た
も
の
が
す
で
に
固
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
、
前
提

に
あ
る
と
い
う
具
合
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
は
切
幽
旦
哉
と
び
巨
呂
冨
と
の
二
語
が
本
来
持
っ
て
い
る
、
基
本
的
な
意
味
に
お
い
て
の
差
を
、
象
徴
的
に
浮
き
だ

し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
寿
量
品
偶
に
お
け
る
顛
倒
に
ふ
れ
ら
れ
た
箇
所
を
見
て
も
、
先
述
の
よ
う
な
明
白
な
差
は
認
め

が
た
く
、
そ
の
差
は
微
小
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

す
な
わ
ち
、
寿
量
品
偶
に
お
け
る
二
箇
所
の
顛
倒
に
か
か
わ
る
表
現
を
見
る
と
、
最
初
の
、
仏
は
常
に
こ
の
世
に
お
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
神
通
力
を
も
っ
て
姿
を
見
ざ
ら
し
む
、
と
い
う
所
で
は
、
梵
文
法
華
経
は
目
ｇ
帯
白
目
卿
日
（
私
を
見
る
こ
と
が
な
い
）
と
し

て
、
た
と
え
見
た
い
と
思
っ
た
と
し
て
も
、
仏
の
神
通
力
に
よ
っ
て
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
妙
法
華

経
が
錐
近
而
不
見
と
し
、
正
法
華
経
が
而
不
覚
了
と
し
て
、
・
・
・
出
来
な
い
と
い
う
具
合
な
訳
出
を
し
た
の
も
、
盲
呂
冨
の
顛
倒
で

あ
っ
た
か
ら
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
後
半
の
部
分
に
お
い
て
は
、
凡
夫
が
顛
倒
し
て
い
る
か
ら
仏
は
減
度
し
な
い
の
に
凰
『
笥
薗
旦
閏
綴
望
習
凰
（
私
は
滅
度
を
し

た
と
見
せ
る
）
と
し
て
い
る
。
妙
法
華
経
は
こ
こ
の
所
を
実
在
而
言
減
と
し
、
正
法
華
経
は
而
現
泥
疸
亦
不
滅
度
と
し
て
い
る
。
妙
・

梵
両
法
華
経
に
お
い
て
は
、
同
じ
表
現
で
減
度
を
し
な
い
の
に
、
減
度
を
し
た
よ
う
に
見
せ
た
だ
け
だ
と
し
て
お
り
、
正
法
華
経
は
泥
疸

を
現
じ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
滅
度
を
し
た
こ
と
で
は
な
い
と
し
て
、
逆
な
表
現
を
し
た
に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
三
本
は
と
も
に
同
一
な
内

容
を
示
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
て
こ
の
顛
倒
に
か
か
わ
る
所
の
表
現
を
、
さ
ら
に
子
細
に
検
討
し
て
承
る
。
す
る
と
前
者
に
お
い
て
は
、
理
性
が
顛
倒
し
て
い

（6咽）



る
が
た
め
に
、
た
と
え
能
力
が
あ
り
、
見
た
い
と
思
っ
た
と
こ
ろ
で
、
仏
の
神
通
力
に
よ
っ
て
見
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
っ
て
い
る
の

だ
、
と
い
う
意
味
あ
い
で
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
後
者
に
お
い
て
は
、
意
識
が
顛
倒
し
て
い
る
た
め
に
、
真
実
の
相
を
見
る

こ
と
が
出
来
な
い
で
、
表
面
的
な
減
度
し
た
と
い
う
形
だ
け
し
か
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
自
己
の
意
識
の
在
り
方
に
か
か
わ
っ
て

い
る
の
だ
、
と
い
う
意
味
あ
い
の
相
違
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
相
違
こ
そ
根
源
的
思
惟
機
能
を
示
す
す
且
旦
匡
と
、
表
象
作
用
を
示
す
３
旦
圏
と
の
差
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
た

が
っ
て
、
前
者
（
９
段
冨
使
用
例
）
に
お
い
て
は
、
思
惟
機
能
と
し
て
の
自
己
の
理
性
を
仏
の
御
心
に
か
な
う
理
性
と
な
る
よ
う
に
、

転
換
さ
せ
る
こ
と
が
、
何
を
お
い
て
も
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

妙
法
華
経
は
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
人
が
ぶ
な
恋
慕
を
懐
き
渇
仰
の
心
を
生
じ
、
信
伏
し
意
が
柔
軟
に
な
り
、
素
直
に
な
り
、
一
心
に

仏
を
見
た
て
ま
つ
ら
ん
と
欲
し
て
、
身
命
を
惜
し
ま
な
く
な
っ
た
時
に
、
仏
が
姿
を
現
す
と
な
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
表
現

の
内
容
は
、
梵
・
正
法
華
経
と
も
同
様
で
あ
る
と
承
る
こ
と
が
出
来
る
か
ら
、
こ
こ
で
法
華
経
が
求
め
て
い
る
も
の
は
、
素
直
に
し
て
柔

軟
で
仏
に
お
あ
い
を
し
た
い
と
の
、
ひ
た
す
ら
な
一
念
に
な
り
き
る
と
い
う
、
心
の
在
り
方
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
故
、
法
華
経
は
一
心
欲
見
仏
の
説
示
に
引
き
続
い
て
、
余
国
目
蔚
冨
に
恭
敬
し
信
楽
す
る
冒
圖
？
再
冒
も
の
協
算
§
が

あ
る
な
ら
ば
、
仏
は
出
現
し
て
法
を
説
く
と
述
べ
て
い
る
。
冒
愚
？
再
厨
と
い
う
の
は
仏
を
第
一
に
考
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か

ら
、
そ
れ
は
当
然
ひ
た
す
ら
な
仏
へ
の
信
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
信
に
つ
い
て
如
来
寿
量
品
は
冒
頭
に
お
い
て
、
仏
の
言
葉
と
し

て
、
如
来
の
誠
諦
の
言
葉
を
信
解
す
べ
し
と
三
度
繰
り
返
し
、
弥
勒
菩
薩
ま
た
三
度
繰
り
返
し
て
、
如
来
の
誠
諦
の
言
葉
を
信
解
し
ま
す

と
述
べ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
信
解
と
訳
出
さ
れ
た
言
葉
は
画
唾
験
恩
呂
冨
で
あ
り
、
そ
れ
は
ひ
た
す
ら
な
信
を
意
味
し
て

（
湖
）

い
る
。
す
な
わ
ち
信
の
強
調
で
あ
っ
た
。
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仏
の
生
命
が
久
遠
で
あ
る
時
、
仏
の
子
た
る
一
切
衆
生
の
生
命
も
ま
た
無
限
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
論
を
ま
た
な
い
。
し
か
し
、

大
切
な
る
こ
と
は
、
仏
と
と
も
な
る
生
命
を
、
衆
生
の
方
が
素
直
に
受
け
と
め
る
か
、
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
受
け
と
め
る
た

め
に
は
、
仏
の
言
葉
を
あ
り
の
ま
ま
に
信
ず
る
と
い
う
、
そ
の
一
念
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

法
華
経
が
理
性
官
呂
冨
の
顛
倒
者
に
た
い
し
て
、
神
通
力
を
も
っ
て
す
ぐ
そ
ば
に
い
る
仏
を
見
れ
な
い
よ
う
に
し
た
、
と
い
う
説

示
こ
そ
は
、
ひ
た
す
ら
な
る
信
を
心
の
中
に
生
じ
さ
せ
よ
う
と
し
た
、
ま
た
衆
生
を
救
わ
ん
と
す
る
仏
の
配
慮
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
ま
た
、
後
者
の
意
識
ｇ
且
倒
の
顛
倒
者
の
場
合
に
は
、
表
象
作
用
た
る
意
識
が
ま
ち
が
っ
て
お
る
た
め
に
、
欲
望
に
は
し

り
、
快
楽
を
求
め
、
慢
心
の
思
い
を
生
じ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
も
ま
た
、
あ
り
の
ま
ま
に
も
の
を
見
る
と
い
う

あ
り
方
、
仏
の
言
葉
を
素
直
に
そ
の
ま
ま
に
受
け
と
め
る
心
が
、
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
へ
ん
の
と
こ
ろ
を
、
端
的
に
示
し
た
も

あ
り
方
、
仏
の
言
葉
を
素
壱

い
ず
れ
に
し
ろ
、
顛
倒
と
い
わ
れ
る
言
葉
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
た
対
象
に
は
、
ず
宮
＆
罠
と
闇
昌
蔵
四
と
の
二
種
類
が
あ
る
こ
と
が
確

認
出
来
た
。
そ
し
て
こ
の
二
種
の
語
に
お
け
る
内
容
の
相
違
も
、
あ
る
程
度
は
確
認
が
出
来
た
と
い
い
う
る
。
し
か
し
そ
の
両
者
と
も
に

仏
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
も
の
は
、
素
直
に
し
て
仏
の
言
葉
を
あ
り
の
ま
ま
に
受
け
と
め
、
ひ
た
す
ら
に
信
ず
る
と
い
う
、
同
一
内
容
の

事
柄
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
理
性
だ
と
か
、
意
識
だ
と
か
様
々
な
こ
と
を
い
っ
た
と
し
て
も
、
所
詮
そ
れ
ら
は
仏
の
手
の
平
の
上
の
事

の
が
良
医
の
瞼
で
あ
ろ
う
。

法
華
経
寿
量
品
に
お
け
「
顛
倒
」
考
（
望
月
）

こ
の
よ
う
に
同
じ
内
容
の
言
葉
が
三
度
繰
り
返
さ
れ
る
の
は
、
法
華
経
に
お
い
て
は
方
便
品
と
こ
こ
だ
け
の
こ
と
で
あ
り
、
方
便
品
で

は
そ
の
後
す
ぐ
に
一
仏
乗
が
説
か
れ
た
こ
と
を
考
え
る
奄
如
来
寿
量
品
で
こ
の
後
に
説
か
れ
る
事
柄
は
、
極
め
て
重
要
な
内
容
の
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
て
説
示
さ
れ
た
も
の
が
、
一
仏
乗
を
さ
ら
に
拡
充
整
備
し
完
全
な
ら
し
め
た
久
遠
実
成
の
展
開
で
あ
っ

た
。
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柄
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

局
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同
。
．
一
一
四
上

の
画
旦
・
匿
四
『
目
】
四
℃
。
“
画
。

大
正
九
・
四
三
上
、
一

大
正
九
・
四
三
上
、

同
。
四
三
中
、

同
。
四
三
上

切
且
Ｑ
ロ
胃
目
色
己
．
“
圏

大
正
九
・
二
五
上
「
如
医
所
建
善
権
方
便
開
悶
分
別
示
子
方
術
現
衰
老
死
其
身
続
存
神
変
音
声
…
…
」

大
正
九
・
一
一
五

、
凹
垈
ユ
彦
画
尉
崗
巨
凹
ロ
。

同
望
、

大
正
九
・
四
二
下

同
。
一
一
四
中

の
凹
垈
ユ
彦
画
尉
目
】
凹
己
。
“
函
画

同
。
四
三
中

の
目
鼻
樗
胃
日
画
Ｐ
函

大
正
九
・
二
四
下
己
。
“

大
正
九
・
一
一
五

同
・
四
三
下

大
正
九
・
四
三
下

の
“
Ｑ
Ｑ
戸
胃
目
四
ｊ
勺
匡
恒
公
画
『
涛
画
出
国
耳
画
出
．
尻
①
Ｎ
ｐ
回
国
輿
ｚ
画
且
ざ
“
恩

大
正
九
・
一
一
五
上

同
。
一
一
三
下

Ｐ
も

法
華
経
寿
量
品
に
お
け
「
顛
倒
」
考
（
望
月
）

同
・
四
三
中

画
“二

四
下
、
ｇ
ｇ
ｇ
昌
屈
Ｐ
“
賎

一
四
上
、
野
呂
ロ
胃
目
色
Ｐ
“
圏

（63）



へへへへへへへへへ

29詔27262524麹浬21
ｰ軍曹画軍曹嘗一曹

同
。
一
一
四
上

中
村
元
『
仏
教
語
大
辞
典
』
一
七
五
等

の
昌
号
閏
自
画
ｐ
臼
餌
大
正
九
・
四
二
中
、
二
三
上
。
拙
著
『
法
華
経
に
お
け
る
信
の
研
究
序
説
』
二
七
四
、
二
七
五
参
照
。

の
息
合
胃
目
画
写
圏
ｌ
燈
．
大
正
九
・
六
下
’
七
○
上
。
拙
著
、
前
掲
書
、
一
九
四
’
二
○
一
参
照
。

大
正
九
・
四
二
下

大
正
九
・
四
三
上

同
。
二
三
下
’
二
四
上

印
画
Ｑ
旦
彦
脚
門
『
口
角
己
。
“
』
の
Ｊ
１
“
画
。

の
色
色
・
ぽ
ぃ
吋
目
】
働
己
。
“
』
の

法
華
経
寿
赴
品
に
お
け
「
顛
倒
」
考
（
望
月
）

（“）



日
蓮
聖
人
が
身
延
へ
入
山
さ
れ
た
翌
年
、
即
ち
文
永
十
二
年
は
、
四
月
二
十
五
日
に
改
元
が
あ
り
、
建
治
元
年
と
な
っ
た
。
こ
の
年
の

六
月
聖
人
は
、
法
華
教
学
の
し
め
く
く
り
を
さ
れ
る
意
味
か
ら
も
、
『
撰
時
抄
』
を
著
作
し
、
五
巻
二
○
紙
の
中
に
、
一
代
の
法
華
経

色
読
か
ら
得
た
帰
結
を
示
し
、
後
世
門
下
の
た
め
の
指
針
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

シ

「
日
蓮
が
法
華
経
を
信
始
し
は
日
本
国
に
は
一
滴
一
微
塵
の
ご
と
し
。
法
華
経
を
二
人
三
人
十
人
百
千
万
億
人
唱
え
伝
う
る
ほ
ど
な
ら

（
１
４
）

ぱ
、
妙
覚
の
須
弥
山
と
も
な
り
、
大
浬
藥
の
大
海
と
も
な
る
べ
し
。
仏
に
な
る
道
は
此
よ
り
ほ
か
に
叉
も
と
む
る
事
な
か
れ
。
」
と

ぱ
、
妙
覚
（

（
⑥
、
）

「
さ
れ
ば
我
弟
子
等
心
象
に
法
華
経
の
ご
と
く
身
命
も
お
し
ま
ず
修
行
し
て
、
此
度
仏
法
を
心
染
よ
。
南
無
妙
法
蓮
華
経
。
」

と
教
示
さ
れ
て
い
る
。
身
延
入
山
の
目
的
の
一
つ
は
ま
さ
に
こ
う
し
た
門
下
へ
の
教
導
を
明
確
に
す
る
た
め
で
あ
り
、
一
代
の
し
め
く
く

り
を
行
う
た
め
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

（
Ｑ
Ｕ
）

「
日
蓮
は
閻
浮
提
第
一
の
法
華
経
の
行
者
な
り
。
」
と
い
う
明
確
な
立
場
の
表
現
も
、
身
延
に
入
山
さ
れ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
り
、
佐

渡
に
お
い
て
開
本
の
両
抄
に
よ
り
、
既
に
正
宗
分
の
開
顕
は
あ
っ
た
と
は
言
う
も
の
の
、
そ
の
し
め
く
く
り
た
る
結
要
は
身
延
入
山
を
待

日
蓮
聖
人
中
期
の
受
茶
羅
に
つ
い
て
（
上
田
）

述
べ
更
に
、 日

蓮
聖
人
中
期
の
曼
茶
羅
に
っ

一
、

い

て

上
田
本
昌

（“）



先
ず
第
二
六
の
曼
茶
羅
は
、
図
顕
上
の
形
式
は
ほ
ぼ
第
十
八
と
同
じ
よ
う
で
あ
る
が
、
十
八
と
異
り
大
日
如
来
は
な
く
、
首
題
の
光
明

点
は
雄
大
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
他
に
四
天
王
・
梵
字
・
十
羅
刹
女
等
ほ
と
ん
ど
相
似
し
て
い
る
。
尚
、
十
羅
刹
女
は
個
別
に
名
を
列
ね

て
あ
る
第
十
一
・
第
十
三
・
第
十
八
に
続
い
て
四
幅
目
と
な
る
が
、
個
別
に
名
を
あ
げ
て
い
る
の
は
、
こ
の
曼
茶
羅
で
終
り
、
あ
と
は

「
十
羅
刹
女
」
と
し
て
一
括
し
て
い
る
。
こ
の
御
本
尊
は
戸
田
市
の
妙
顕
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
現
存
の
「
添
書
」
に
よ
る
と
、

（
６
）

「
平
時
光
授
与
之
」
と
い
う
聖
筆
が
あ
る
と
伝
え
て
い
る
。
更
に
平
時
光
に
関
し
て
は
、
日
興
の
『
本
尊
分
与
帳
』
の
中
に
、
「
一
、
南

ノ

テ

フ
ル
シ
ノ
（
”
Ｉ
）

条
兵
術
七
郎
平
時
光
者
。
日
興
第
一
弟
子
也
。
価
所
二
申
与
一
如
レ
件
。
」
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
御
本
尊
は
平
時
光
に
与
え
ら
れ

た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
日
興
第
一
の
弟
子
と
い
う
か
ら
、
数
多
い
聖
人
の
孫
弟
子
分
の
中
で
も
富
士
山
麓
を
中
心
と
し
た
教

線
で
、
日
興
の
片
腕
と
な
り
活
躍
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
時
光
は
も
ち
ろ
ん
南
条
家
一
族
の
外
護
は
、
後
年
の
富
士
門
流
に
と
っ
て
、
重

要
な
役
割
を
果
し
た
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
又
曼
茶
羅
の
授
与
も
当
然
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
西
谷
の
聖
人
を
外
護
し
た
事
蹟
に

つ
い
て
も
、
与
え
ら
れ
た
御
醤
の
上
か
ら
充
分
に
知
ら
れ
る
。

尚
、
こ
の
御
本
尊
は
首
題
を
始
め
と
し
て
、
書
体
が
調
い
、
光
明
点
も
揃
っ
て
全
体
的
に
格
調
を
備
え
て
、
以
後
の
曼
茶
羅
に
共
通
し

日
蓮
聖
人
中
期
の
愛
茶
羅
に
つ
い
て
（
上
田
）

（
４
垂
）

っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

そ
の
大
事
法
門
の
結
要
を
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
十
月
、
西
谷
で
は
大
曼
茶
羅
の
図
顕
が
、
十
二
月
へ
か
け
て
五
幅
な
さ
れ
て
い
る
。
即
ち

（
便
一
Ｕ
）

『
御
本
尊
集
』
の
第
二
六
以
降
が
そ
れ
で
あ
り
、
本
誌
先
号
に
て
述
べ
た
如
く
、
佐
渡
か
ら
身
延
入
山
の
直
後
に
か
け
て
、
図
顕
せ
ら
れ

た
も
の
と
比
較
す
る
と
、
様
式
が
一
段
と
整
い
筆
蹟
も
重
荘
な
も
の
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
前
述
の
如

く
教
義
の
し
め
く
く
り
を
さ
れ
た
時
期
に
入
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
曼
茶
羅
の
図
顕
に
も
、
こ
う
し
た
こ
と
が
影
響
し
て
き
て
い
る
も
の

と
も
受
け
と
ら
れ
よ
う
。
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た
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
聖
人
の
真
蹟
で
あ
る
の
で
、
す
べ
て
の
受
茶
羅
が
、
尊
厳
・
貴
重
な
も
の
ば
か
り
で

あ
る
が
、
と
り
わ
け
こ
の
第
二
六
以
降
の
も
の
に
、
そ
の
感
が
深
い
も
の
が
あ
る
。

翌
十
一
月
に
は
、
第
二
七
の
御
本
尊
が
図
顕
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
授
与
者
名
が
な
い
。
京
都
妙
顕
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
第
二

六
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
て
、
龍
王
、
輪
王
等
、
更
に
天
照
・
八
幡
の
座
配
に
異
動
が
認
め
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。

次
に
十
二
月
の
第
二
八
は
、
一
遍
首
題
の
左
右
に
「
今
此
三
界
皆
是
我
有
其
中
衆
生
悉
是
吾
子
而
今
此
処
多
諸
患
難
」
の

経
文
を
書
し
、
左
下
に
「
経
一
丸
之
」
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
授
与
者
は
経
一
麿
で
あ
っ
て
、
通
称
を
「
玄
旨
伝
法
御
本
尊
」
と
い
う
。

（
○
○
）
（
ｎ
Ｕ
）

図
顕
の
時
の
状
況
と
玄
旨
伝
法
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
「
与
肥
後
殿
書
玄
旨
本
尊
添
状
」
並
に
『
本
化
別
頭
仏
祖
統
記
』
等
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
如
く
で
あ
る
が
、
建
治
元
年
と
い
え
ば
経
一
麿
が
七
歳
で
、
日
朗
の
弟
子
に
な
っ
た
年
で
あ
っ
て
、
聖
人
は
孫
弟
子
に
当
る
経

一
麿
に
、
将
来
を
期
待
し
つ
つ
こ
の
本
尊
を
授
与
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

直
弟
子
や
直
檀
の
主
た
る
人
物
は
も
ち
ろ
ん
、
孫
弟
子
に
ま
で
も
、
本
尊
が
授
与
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
現
存
の
他
に
も
実

際
は
相
当
数
の
授
与
が
な
さ
れ
て
い
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
若
干
七
歳
の
孫
弟
子
へ
の
授
与
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
す
べ
き

で
あ
る
。
身
を
西
谷
に
龍
ら
れ
た
聖
人
が
い
か
に
末
世
の
こ
と
を
考
え
ら
れ
て
い
た
か
、
滅
後
の
法
華
信
仰
の
展
開
を
祈
っ
て
、
ま
だ
七

歳
の
少
年
孫
弟
子
に
、
熱
い
期
待
を
寄
せ
つ
つ
書
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

恐
ら
く
は
経
一
麿
が
、
師
の
日
朗
に
と
も
な
わ
れ
て
身
延
山
へ
登
り
、
草
庵
に
て
聖
人
の
磐
咳
に
親
し
く
接
し
、
幼
に
し
て
既
に
本
化

仏
子
の
徒
た
る
べ
き
こ
と
を
教
授
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
本
尊
は
ま
さ
し
く
そ
の
折
り
の
も
の
と
し
て
、
日
像
に
と
っ
て
は

生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
本
尊
と
な
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

惟
に
建
治
の
初
め
に
、
わ
ず
か
七
歳
の
孫
弟
子
経
一
麿
が
、
身
延
に
登
っ
て
草
庵
を
、
師
た
る
日
朗
と
共
に
尋
ね
て
い
た
と
し
た
ら
、

日
蓮
聖
人
中
期
の
受
茶
羅
に
つ
い
て
（
上
田
）
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「
建
治
元
年
二
月
に
は
日
朗
平
賀
忠
晴
の
一
子
万
寿
麿
を
携
へ
て
登
山
し
以
て
聖
祖
に
献
ず
。
聖
祖
大
器
な
る
を
愛
し
名
を
経
一
麿
と

（
、
）

更
む
。
後
の
龍
華
日
像
是
な
り
。
」

と
あ
る
。
又
右
の
文
に
続
い
て
、
佐
渡
か
ら
阿
仏
房
が
、
海
山
を
越
え
て
老
躬
を
か
え
り
ゑ
ず
に
来
詣
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
入
山
の
翌
年
に
は
早
く
も
七
歳
の
万
寿
麿
か
ら
、
九
十
歳
に
近
い
阿
仏
房
に
至
る
ま
で
、
折
り
に
ふ
れ
て
の
来
訪
者
が
あ
り
、

（
躯
）

西
谷
で
の
生
活
は
必
ず
し
も
「
但
一
人
候
く
し
」
と
い
う
当
初
の
状
態
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
、
こ
う
し
た
点
か
ら
も
考
え
ら
れ
る
。
老

若
を
問
わ
ず
六
老
僧
ら
を
中
心
に
、
門
下
・
檀
越
の
訪
問
者
が
早
い
時
期
か
ら
始
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
充
分
察
せ
ら
れ
る
。

入
山
当
初
の
聖
人
は
、
執
筆
の
た
め
に
一
定
期
間
を
「
た
だ
一
人
」
で
山
中
に
居
し
、
重
要
御
書
を
完
成
さ
せ
、
一
代
を
し
め
く
く
る

為
の
時
期
と
さ
れ
た
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
『
法
華
取
要
抄
』
を
手
始
め
に
、
『
撰
時
抄
』
『
報
恩
抄
』
等
其
の
他
の
主
要
御
書
は
、

い
ず
れ
も
入
山
後
間
も
な
く
の
執
筆
で
あ
り
、
こ
の
為
の
入
山
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
も
考
え
ら
れ
る
程
で
あ
る
。
聖
人
の
本
心

は
や
は
り
山
林
に
在
っ
て
、
な
ん
ぴ
と
に
も
遠
慮
す
る
こ
と
な
く
、
心
ゆ
く
ま
で
法
華
経
を
読
詞
し
、
書
写
し
て
執
筆
に
よ
る
一
代
の
し

（
聰
）

め
く
く
り
に
あ
っ
た
と
も
推
察
で
き
う
る
。

と
こ
ろ
が
、
入
山
後
間
も
な
く
人
の
出
入
り
が
次
第
に
多
く
な
り
、
つ
い
に
は
、
「
人
は
な
き
時
は
四
十
人
、
あ
る
時
は
六
十
人
」
と

い
う
状
態
と
な
っ
て
、
「
心
に
は
し
ず
か
に
あ
じ
ち
む
す
ぴ
て
、
小
法
師
と
我
身
計
り
御
経
よ
象
ま
い
ら
せ
ん
と
こ
そ
存
て
侯
に
、
か
か

と
あ
り
、
出
家

史
』
に
よ
れ
ば
、

日
蓮
聖
人
中
期
の
愛
茶
羅
に
つ
い
て
（
上
田
）

こ
の
頃
既
に
老
若
の
門
下
が
、
聖
人
を
尋
ね
教
化
を
請
う
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
「
玄
旨
本
尊
添
状
」
に
よ
れ
ば
、

ニ
ノ

ヲ
チ

ニ
キ
ル
ノ

ー
玉
プ
・
卜
（
皿
）

「
建
治
年
中
大
聖
人
御
意
二
法
華
経
一
部
持
二
一
色
心
一
可
レ
為
二
天
下
導
師
一
故
名
二
経
一
丸
一
、
」

と
あ
り
、
出
家
得
度
に
際
し
、
名
を
経
一
丸
と
付
け
ら
れ
、
更
に
前
途
を
嘱
望
し
て
本
尊
が
授
与
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
身
延
山
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次
に
第
二
九
の
塁
茶
羅
は
、
身
延
の
本
遠
寺
蔵
で
あ
る
が
、
年
月
日
も
授
与
者
も
共
に
不
明
で
あ
る
。
讃
文
に
唇
嶮
品
の
経
文
が
書
写

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
「
今
此
三
界
御
本
尊
」
と
通
称
さ
れ
て
い
る
。
中
央
の
一
遍
首
題
の
左
右
に
「
今
此
三
界
（
乃
至
）
能
為

一
闘
幽
」
の
経
文
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
「
日
蓮
」
の
「
蓮
」
も
、
花
押
も
ほ
と
ん
ど
読
め
な
い
状
態
で
、
損
承
が
激
し
く
、
右
下
部
分

に
も
筆
蹟
を
認
め
る
が
、
判
読
し
難
い
。

第
三
○
は
、
建
治
元
年
十
二
月
の
図
顕
で
あ
る
が
、
授
与
者
は
不
明
で
あ
る
。
鎌
倉
妙
本
寺
の
所
蔵
で
、
書
体
も
総
体
的
に
見
て
穏
や

か
で
あ
り
、
四
天
王
も
、
弘
安
期
の
太
く
雄
大
で
あ
る
の
に
比
べ
て
細
目
に
書
写
さ
れ
て
い
て
、
対
照
的
で
あ
る
。

第
三
一
は
建
治
二
年
に
入
り
二
月
の
図
顕
で
、
こ
れ
は
釈
日
与
に
授
与
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
釈
日
与
が
如
何
な
る
人
物

で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
不
詳
で
あ
る
。
「
釈
」
の
字
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、
出
家
者
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
中
国
の
東

（
塒
）

晋
時
代
に
道
安
が
、
釈
尊
の
弟
子
と
い
う
意
味
か
ら
「
釈
」
を
使
用
し
、
釈
道
安
と
し
た
こ
と
か
ら
始
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
、
出

家
者
が
釈
の
字
を
用
い
た
よ
う
な
の
で
、
聖
人
門
下
の
日
与
が
釈
を
使
用
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

日
蓮
聖
人
中
期
の
受
茶
羅
に
つ
い
て
（
上
田
）

そ
う
し
た
人
な
の
中
に
は
、
遺
文
や
曼
茶
羅
の
中
に
氏
名
の
出
て
来
る
者
も
あ
れ
ば
、
全
く
氏
名
の
出
て
こ
な
い
無
名
の
僧
俗
も
、
又

数
多
く
い
た
で
あ
ろ
う
。
髪
で
は
曼
茶
羅
の
授
与
者
の
上
か
ら
、
少
し
で
も
多
く
の
人
々
の
動
静
を
探
ぐ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

然
の
事
な
が
ら
、
直
弟
室

た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

（
魁
）

る
わ
づ
ら
わ
し
き
事
候
は
ず
。
」
と
い
う
結
果
に
ま
で
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
四
十
乃
至
六
十
人
と
い
う
人
為
の
中
に
は
、
当

然
の
事
な
が
ら
、
直
弟
子
・
孫
弟
子
を
始
め
、
直
檀
の
人
々
の
各
年
令
層
に
わ
た
っ
て
、
相
当
に
広
い
範
囲
の
も
の
が
集
ま
っ
て
き
て
い

一
一
、
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日
蓮
聖
人
中
期
の
受
茶
羅
に
つ
い
て
（
上
田
）

聖
人
自
身
、
遺
文
の
中
で
「
釈
子
日
蓮
」
と
署
名
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
別
に
珍
ら
し
い
こ
と
で
も
な
い
が
、
門
下
で
釈
を

冠
す
る
人
は
、
そ
ん
な
に
多
く
い
た
わ
け
で
も
な
い
。
二
月
と
い
え
ば
太
陽
暦
で
は
、
三
月
に
当
る
の
で
ぼ
つ
ぼ
つ
雪
も
解
け
て
、
身
延

へ
の
参
詣
も
容
易
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
、
日
与
が
西
谷
を
訪
れ
、
聖
人
に
面
会
の
折
り
、
図
顕
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
で

あ
ろ
う
。
尼
崎
の
本
興
寺
所
蔵
で
、
「
日
蓮
」
の
署
名
と
花
押
が
一
体
と
な
っ
て
い
る
。

第
三
二
は
同
じ
く
二
月
の
染
筆
で
あ
り
、
次
第
に
首
題
が
太
く
大
書
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
日
興
が
「
富
士
西
山
河
合
入

道
女
子
高
橋
六
郎
兵
衛
入
道
後
家
持
妙
尼
仁
日
興
申
与
之
」
と
添
書
し
て
い
る
の
で
、
授
与
者
名
は
な
い
が
、
日
興
か
ら
持
妙
尼
へ
与
え

ら
れ
た
も
の
と
い
え
る
。
持
妙
尼
は
、
高
橋
六
郎
兵
衛
入
道
の
妻
で
、
駿
河
富
士
郡
の
久
保
村
に
住
ん
で
い
た
の
で
「
窪
尼
」
と
も
称
せ

ら
れ
て
い
た
。
こ
の
日
興
の
添
書
に
よ
り
、
高
橋
六
郎
兵
衛
入
道
の
妻
が
、
持
妙
尼
で
あ
る
こ
と
が
確
証
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意

味
か
ら
す
る
と
貴
重
な
資
料
を
持
っ
た
曼
茶
羅
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
そ
れ
ま
で
は
妙
心
尼
が
妻
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
の
考
え
方
も

（
鯛
）

あ
っ
た
。
持
妙
尼
宛
の
遺
文
か
ら
見
て
も
、
夫
の
菩
提
を
弔
う
上
か
ら
西
谷
へ
は
、
供
養
の
僧
膳
料
を
送
り
、
外
護
の
女
性
信
徒
の
一
人

に
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
じ
く
尼
ヶ
崎
本
興
寺
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
。
尚
、
日
興
の
『
本
尊
分
与
帳
』
に
よ
れ
ば
、
「
高
橋
六
兵

〈
ノ
テ
フ
ル
シ
ノ
（
Ⅳ
）

衛
入
道
後
家
尼
者
日
興
叔
母
也
。
価
所
一
串
与
一
如
レ
件
。
」
と
あ
る
の
で
、
入
信
に
至
る
経
路
も
自
ず
と
明
ら
か
で
あ
る
。

同
二
月
の
第
三
三
通
称
「
銭
炮
本
尊
」
も
、
四
月
の
第
三
四
の
曼
茶
羅
も
共
に
、
授
与
者
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
第
三
三
は
北
山

本
門
寺
の
所
蔵
で
あ
る
の
で
、
何
れ
富
士
方
面
の
人
へ
の
授
与
で
あ
ろ
う
。
第
三
四
は
京
都
本
圀
寺
の
所
蔵
で
、
寺
伝
に
よ
る
と
日
朗
上

人
に
与
え
ら
れ
た
も
の
と
し
て
い
る
。
同
四
月
の
第
三
五
は
茂
原
の
藻
原
寺
に
あ
る
が
、
こ
れ
も
寺
伝
で
は
日
向
へ
授
与
さ
れ
た
も
の
と

し
て
い
る
。
第
三
六
・
第
三
七
と
続
け
て
四
幅
も
顕
し
て
い
る
が
、
や
は
り
卯
月
を
迎
え
て
身
延
へ
の
出
入
り
も
賑
っ
て
き
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。

（70）



現
今
で
も
冬
季
は
参
詣
が
少
な
く
、
春
に
な
る
と
雪
解
け
を
ま
ち
、
花
鳥
と
共
に
登
詣
も
数
を
増
す
の
で
あ
る
か
ら
、
往
時
も
こ
う
し

た
こ
と
は
当
然
考
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
卯
月
に
ま
と
ま
っ
て
四
幅
も
図
顕
せ
ら
れ
た
事
実
は
、
こ
の
間
の
事
情
を
よ
く
物
語
っ
て

い
る
も
の
と
い
え
る
ｏ
西
谷
の
草
庵
を
訪
ね
て
来
た
僧
俗
と
応
対
し
つ
つ
、
曼
茶
羅
を
授
与
さ
れ
、
そ
の
信
仰
の
増
進
を
勧
奨
さ
れ
た
こ

と
は
、
真
蹟
現
存
の
幅
数
の
承
か
ら
考
え
て
も
、
病
弱
な
体
力
で
は
、
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
と
い
え
る
。
著
述
・
解
説
・
読

経
の
連
続
し
て
い
る
日
課
の
中
で
の
図
顕
は
、
相
当
の
精
神
力
を
要
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

さ
て
そ
う
し
た
中
で
も
、
第
三
四
は
「
日
蓮
」
の
署
名
が
、
花
押
の
中
に
完
全
に
埋
ま
る
形
と
な
り
、
四
方
の
四
天
王
も
次
第
に
大
書

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
又
第
三
七
は
「
大
日
本
国
沙
門
日
照
之
」
と
左
下
に
授
与
者
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
授
与
者
名
は
、

紙
背
に
あ
っ
た
も
の
を
表
装
す
る
際
に
、
表
面
へ
移
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
玉
沢
妙
法
華
寺
の
所
蔵
で
、
「
祈
祷
本
尊
」
と
通
称

（
肥
）
（
卿
）

さ
れ
て
い
る
如
く
、
左
右
に
薬
王
菩
薩
品
・
寿
量
品
・
浬
藥
経
梵
行
品
等
の
文
を
書
写
し
て
い
る
。
『
高
祖
年
譜
』
並
に
『
年
譜
孜
異
』

で
は
、
日
昭
に
賜
っ
た
も
の
と
し
て
い
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
頃
、
六
老
僧
ら
の
直
弟
子
も
、
機
会
を
得
て
は
西
谷
を
訪
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
尚
、
『
日
蓮
聖
人
門
下
歴
代
大
曼
茶
羅
本
尊
集
成
』
に
よ
れ
ば
、
四
幅
の
新
た
な
真
蹟
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
中

の
二
幅
は
極
め
て
初
期
の
も
の
で
あ
り
、
あ
と
の
二
幅
の
中
の
一
幅
は
、
建
治
二
年
、
も
う
一
幅
は
弘
安
二
年
の
図
顕
で
あ
る
。
そ
の
中

の
建
治
二
年
二
月
五
日
付
の
真
蹟
は
、
首
題
の
下
に
他
筆
を
も
っ
て
、
「
懸
本
門
寺
可
為
万
年
重
宝
也
、
入
道
孫
由
比
五
郎
入
道
女
所
譲

得
也
、
大
宅
氏
嫡
子
大
法
師
譲
与
也
」
と
あ
り
、
更
に
左
側
下
に
は
「
日
興
祖
父
河
合
入
道
申
与
之
」
と
あ
る
。
西
山
本
門
寺
蔵
の
こ
の

御
本
尊
は
、
日
興
の
関
係
者
に
よ
っ
て
、
受
け
継
が
れ
た
も
の
で
、
最
終
的
に
は
本
門
寺
重
宝
と
し
て
収
ま
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

日
興
を
経
て
、
そ
の
一
門
並
に
富
士
方
面
の
僧
俗
に
授
与
さ
れ
た
御
本
尊
は
、
こ
れ
を
も
含
め
て
、
そ
の
幅
数
を
考
え
る
と
き
、
西
谷
へ

の
出
入
り
も
、
こ
の
方
面
か
ら
の
人
々
が
、
相
当
に
多
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

日
蓮
聖
人
中
期
の
受
茶
羅
に
つ
い
て
（
上
田
）

(7I)



日
蓮
聖
人
中
期
の
受
茶
羅
に
つ
い
て
（
上
田
）

次
に
八
月
へ
入
っ
て
十
三
日
付
の
第
三
八
曼
茶
羅
が
あ
る
。
こ
れ
は
花
押
の
中
に
「
亀
若
護
也
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
亀
若
に
授
与
さ

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
京
都
本
満
寺
の
所
蔵
で
あ
っ
て
、
通
称
は
「
三
光
理
路
御
本
尊
」
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
「
病
即
消
滅

不
老
不
死
」
の
経
文
が
あ
る
の
で
、
当
病
平
癒
を
祈
念
さ
れ
た
「
お
護
り
本
尊
」
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
の
第
三
九

も
ほ
ぼ
同
様
の
形
式
で
あ
り
、
同
日
の
図
顕
で
あ
っ
て
、
授
与
者
名
は
削
損
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
曼
茶
羅
を
模
写
し
た
と
い
わ
れ
る
も

の
に
は
、
第
三
八
と
同
様
の
位
置
、
即
ち
花
押
の
中
に
「
亀
弥
護
也
」
と
あ
る
の
で
、
恐
ら
く
は
同
日
に
「
亀
若
」
と
「
亀
弥
」
へ
授
与

（
別
）

さ
れ
る
た
め
の
図
顕
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

又
さ
ら
に
翌
日
の
八
月
十
四
日
付
の
第
四
Ｏ
の
曼
茶
羅
に
も
、
同
様
の
讃
文
が
見
ら
れ
、
図
顕
の
形
式
も
同
形
で
あ
る
。
こ
れ
に
も
や

は
り
花
押
の
中
に
「
亀
姫
護
也
」
と
あ
る
。
従
っ
て
十
三
・
十
四
の
両
日
に
わ
た
り
連
続
し
て
三
幅
が
顕
さ
れ
、
共
に
同
形
式
で
亀
若
・

亀
弥
・
亀
姫
の
三
人
に
授
与
さ
れ
て
い
る
点
を
考
慮
し
た
と
き
、
こ
の
三
人
は
同
一
族
の
者
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
尚
、

（
瓢
）

『
中
山
法
華
経
寺
史
料
』
に
よ
れ
ば
、
千
葉
氏
の
第
十
世
瀬
胤
の
こ
と
を
「
平
亀
若
丸
」
と
称
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
し
、
又
「
亀
弥
」

（
珊
）

は
十
一
世
胤
宗
の
兄
で
あ
る
宗
胤
の
こ
と
で
あ
り
、
「
亀
姫
」
は
胤
宗
の
姉
で
は
な
い
か
と
の
説
も
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
建
治
二
年
の

八
月
に
は
、
こ
う
し
た
人
灸
の
出
入
り
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
も
し
も
こ
の
授
与
者
が
千
葉
氏
の
関
係
者
で
な
か
っ

た
と
し
て
も
、
こ
の
頃
の
西
谷
訪
問
者
の
中
に
は
、
直
弟
子
或
い
は
直
檀
と
し
て
著
名
な
人
盈
ば
か
り
で
は
な
く
、
無
名
の
信
徒
ら
も
交

っ
て
お
り
、
受
茶
羅
本
尊
の
授
与
が
、
機
に
応
じ
て
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
三
幅
に
共
通
し
て
い
る
形
式

と
し
て
は
、
四
天
王
が
第
三
八
・
第
四
○
は
、
二
段
目
の
右
側
に
「
大
毘
沙
門
天
王
」
と
「
大
持
国
天
王
」
が
配
さ
れ
、
第
三
九
で
は
左

側
に
「
広
目
天
王
」
と
「
増
長
天
王
」
が
あ
り
、
前
後
の
曼
茶
羅
が
共
に
四
天
王
を
四
隅
に
配
し
て
い
る
形
式
と
は
違
っ
た
特
徴
を
示
し

て
い
る
。
十
界
勧
請
の
曼
茶
羅
と
比
較
す
る
と
、
勧
請
の
諸
尊
も
簡
素
で
あ
り
、
一
見
し
て
病
即
消
滅
の
「
護
り
本
尊
」
た
る
こ
と
が
判
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次
は
十
月
に
第
四
五
の
首
題
を
紙
の
長
さ
一
杯
に
記
さ
れ
た
受
茶
羅
が
あ
る
。
弘
安
に
至
る
と
首
題
も
太
く
全
長
と
な
り
、
四
天
王
や

梵
字
も
雄
大
さ
を
増
し
て
く
る
が
、
こ
の
筆
蹟
も
そ
れ
に
近
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
京
都
の
本
能
寺
所
蔵
で
あ
る
が
、
こ
の
御
本
尊
を

日
蓮
聖
人
中
期
の
受
茶
羅
に
つ
い
て
（
上
田
）

然
と
す
る
形
式
で
あ
る
。

『
御
本
尊
集
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
あ
と
第
四
三
に
、
京
都
本
能
寺
の
通
称
「
焼
残
り
の
御
本
尊
」
を
加
え
て
い
る
。
傷
象
が
大
き

く
特
に
左
の
半
面
は
ほ
と
ん
ど
の
文
字
が
判
読
で
き
に
く
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

翌
卯
月
に
は
第
四
四
の
図
顕
が
あ
り
、
四
天
王
も
次
第
に
書
体
が
大
き
さ
を
増
し
、
梵
字
と
共
に
太
く
目
立
っ
て
き
て
い
る
。
佐
渡
妙

宣
寺
の
所
蔵
で
あ
る
が
、
授
与
者
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
書
体
・
形
式
等
の
面
か
ら
考
え
て
、
こ
の
期
の
代
表
的
な
図
顕
で
あ
る
と
い

建
治
三
年
に
入
る
と
、
二
月
に
第
四
一
の
図
顕
が
あ
る
。
こ
れ
は
京
都
本
圀
寺
の
所
蔵
で
、
授
与
者
は
不
明
で
あ
る
。
四
条
頼
基
が

「
一
尊
四
菩
薩
」
の
木
像
を
造
り
、
聖
人
に
よ
っ
て
開
眼
さ
れ
た
の
と
同
じ
頃
に
当
っ
て
い
る
。
『
御
本
尊
集
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の

（
認
）

曼
茶
羅
か
ら
「
経
」
の
文
字
が
、
「
第
二
期
の
書
体
に
入
り
、
第
六
天
魔
王
の
列
座
が
始
ま
る
」
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
魔
王
が
第
二

段
の
右
側
「
大
梵
天
王
」
の
次
位
に
配
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
二
月
十
五
日
付
で
、
第
四
こ
の
曼
茶
羅
が
顕
さ
れ
て
い
る
。
第
四
一
と
全
く
同
様
の
書
体
で
あ
り
、
相
い
前
後
し
て
筆
を
と
ら
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
授
与
者
は
不
明
で
、
鷲
津
の
本
興
寺
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
釈
尊
浬
梁
会
の
聖
日
を
期
し
て
の
図
顕
で
あ
っ
た
こ
と

』
え
い
ふ
畠
ノ
◎

に
意
義
が
あ
っ
た
。

一

一

一

、
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日
蓮
聖
人
中
期
の
曼
巷
蕊
に
つ
い
て
（
上
田
）

模
写
し
た
と
見
ら
れ
る
も
の
が
他
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
真
蹟
の
模
写
は
相
当
に
古
い
頃
か
ら
既
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
、

各
地
に
こ
の
御
本
尊
に
限
ら
ず
模
写
の
曼
茶
羅
を
、
現
在
も
拝
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
門
下
が
信
仰
の
対
象
と
し
て
、
尊
重
し
、
且

つ
秘
蔵
さ
れ
た
現
れ
と
も
い
え
よ
う
。

こ
れ
は
各
所
蔵
者
が
、
真
蹟
の
重
要
性
か
ら
厳
重
に
格
護
し
、
簡
単
に
は
拝
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
、
聖
筆
と
等
し
い
模

写
を
も
っ
て
、
日
常
の
信
仰
対
象
と
す
る
傾
向
を
生
ん
で
い
っ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

翌
十
一
月
に
は
、
通
称
「
切
釦
御
本
尊
」
と
い
わ
れ
て
い
る
第
四
六
の
曼
茶
羅
が
見
ら
れ
る
。
建
治
年
中
最
後
の
染
筆
で
あ
る
が
、
保

存
状
態
は
第
四
五
と
比
較
し
て
不
鮮
明
で
あ
る
。
京
都
本
圀
寺
の
所
蔵
で
、
こ
の
本
尊
以
降
は
「
十
方
分
身
諸
仏
」
（
左
）
と
「
善
徳
如

来
」
（
右
）
の
文
字
が
、
姿
を
消
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
辺
に
も
建
治
期
の
様
式
か
ら
、
弘
安
期
の
様
式
へ
の
、
推
移
を
見
る
こ
と
が
で

来
」

き
る
。
建
治
三
年
中
の
御
本
尊
は
以
上
の
六
幅
で
あ
る
が
、
総
体
的
に
諸
尊
の
座
配
も
ほ
ぼ
定
着
し
、
署
名
・
花
押
も
雄
大
さ
を
増
し
、
首
題

が
書
体
を
荘
厳
な
も
の
と
し
て
き
て
い
る
。
つ
ま
り
文
永
期
に
お
け
る
初
期
の
曼
茶
羅
か
ら
、
建
治
期
の
中
期
に
相
当
す
る
時
期
を
経

て
、
弘
安
期
の
後
期
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
の
時
期
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

ｌ
初
期
１
文
永
年
間
１
川
蝉
一
乱
蝿
笠
卿
逹
と
し
て
一
遍
首
題
Ｉ

中
期
Ｉ
建
治
年
間
１
川
僅
一
一
乏
卿
哩
可
卿
耗
勧
請
か
ら
総
勧
請
へ
’
’
一
一
距
繩
）

曼
茶
羅
ｌ

後
期
ｌ
弘
安
年
間
１
川
佛
姻
匙
卿
一
（
一
一
一
峰
Ⅶ
主
と
し
て
総
勧
請
ｌ

※
（
）
内
の
数
は
「
日
蓮
聖
人
門
下
歴
代
大
曼
茶
羅
本
尊
集
成
」
所
出
。
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（
別
）

こ
う
し
た
意
味
か
ら
す
る
と
、
建
治
年
中
の
二
二
幅
は
、
数
こ
そ
少
な
い
が
、
や
が
て
弘
安
年
中
に
入
り
、
十
界
勧
請
の
大
曼
茶
羅
へ

向
け
て
の
重
要
な
一
時
期
に
当
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
単
に
諸
尊
の
座
配
の
象
の
問
題
で
は
な
く
、
雷
体
そ
の
も
の
に
つ
い

て
も
、
首
題
を
雄
大
に
全
長
で
示
し
、
花
押
の
し
め
る
位
置
か
ら
、
そ
の
存
在
の
意
義
も
汲
み
と
れ
る
も
の
が
あ
り
、
推
移
の
跡
を
た
ど

り
つ
つ
、
し
め
く
く
り
の
図
顕
と
も
い
え
る
弘
安
後
期
の
曼
茶
羅
に
至
る
こ
と
と
な
る
。

た
だ
、
授
与
者
の
氏
名
が
判
然
と
し
な
い
も
の
が
多
い
こ
と
は
、
目
的
の
一
つ
で
あ
る
西
谷
を
往
時
訪
れ
た
人
盈
の
動
静
を
探
る
上

で
、
残
念
な
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
推
察
す
る
と
こ
ろ
、
個
人
を
対
象
と
し
て
図
顕
さ
れ
た
曼
茶
羅
よ
り
も
、
或
る
集
団
的
な
対
象
者

へ
の
授
与
が
、
多
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
う
る
。
複
数
の
人
煮
、
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
富
士
方
面
の
南
条
一
族
、
或
い

は
中
山
方
面
の
富
木
一
族
、
池
上
兄
弟
、
四
条
一
派
等
の
檀
越
集
団
へ
与
え
ら
れ
た
曼
茶
羅
の
中
に
は
、
特
定
の
代
表
者
名
を
記
入
せ

ず
、
広
く
一
門
の
人
々
に
よ
っ
て
信
仰
の
対
象
と
な
り
う
る
よ
う
に
、
敢
て
授
与
者
名
を
載
せ
ら
れ
な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る

ず
、
広
く

で
あ
ろ
う
。

第
三
八
・
第
四
○
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
特
定
の
人
物
の
病
即
消
滅
を
祈
願
さ
れ
た
曼
茶
羅
に
つ
い
て
は
、
授
与
者
名
が
明
記
さ
れ
て

い
る
点
か
ら
考
え
て
も
、
首
肯
で
き
よ
う
。
特
に
個
人
的
に
或
る
祈
願
に
よ
っ
て
授
与
さ
れ
た
も
の
を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
は
無
記
名
で
あ

る
点
、
こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
弘
安
年
中
に
入
る
と
、
一
と
通
り
の
授
与
が
集
団
的
に
済
ん
だ
時
点
を
迎
え
、
今
度
は
そ
う
し
た
中
か
ら
、
個
人
宛
の
授

与
が
見
え
始
め
て
く
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
初
期
は
曼
茶
羅
の
形
成
期
に
当
る
と
い
え
る
が
、
中
期
は
主
と
し
て
集
団
的
な
授
与
が
な
さ

れ
、
各
地
区
の
信
行
増
進
を
計
り
、
後
期
に
移
る
と
、
門
弟
か
ら
檀
越
の
代
表
的
人
物
へ
、
個
人
的
に
授
与
名
を
明
記
し
た
曼
茶
羅
が
、

次
第
に
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

日
蓮
聖
人
中
期
の
受
茶
羅
に
つ
い
て
（
上
田
）
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日
蓮
聖
人
中
期
の
受
茶
羅
に
つ
い
て
（
上
田
）

髪
に
も
又
、
中
期
か
ら
後
期
へ
か
け
て
の
、
聖
人
と
門
下
と
の
関
連
を
知
る
一
つ
の
鍵
が
、
曼
茶
羅
の
中
に
あ
る
よ
う
に
も
考
え
ら
れ

て
く
る
。
弘
安
期
の
曼
茶
羅
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
い
て
こ
の
あ
と
拝
見
し
な
が
ら
讃
仰
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
が
、
今
回
は
中
期
の
受

茶
羅
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
推
移
を
一
見
し
た
も
の
で
あ
る
。

〔
註
〕（
１
）
撰
時
抄
定
遺
一
○
五
四
頁

（
２
）
同
同
一
○
五
九
頁

（
３
）
同
同
一
○
一
九
頁

（
４
）
「
身
延
山
に
お
け
る
日
蓮
聖
人
の
教
学
」
（
拙
論
）
中
村
瑞
隆
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
『
仏
教
学
論
集
』
五
七
九
頁
を
参
照
。

（
５
）
『
棲
神
』
第
六
○
号
、
「
日
蓮
聖
人
初
期
の
受
茶
濯
に
つ
い
て
」
（
拙
論
）
を
参
照
。

（
６
）
『
御
本
尊
集
目
録
』
（
立
正
安
国
会
）
四
二
頁

（
７
）
『
宗
全
・
興
尊
全
集
』
二
四
頁

（
８
）
『
宗
全
・
上
聖
部
』
三
四
頁

（
９
）
『
本
化
別
頭
仏
祖
統
記
』
七
’
八

（
ｍ
）
『
宗
全
・
上
聖
部
』
三
四
頁

（
ｕ
）
『
身
延
山
史
』
一
六
頁

（
吃
）
富
木
殿
御
書
定
遺
八
○
九
頁

（
昭
）
こ
の
点
に
関
し
て
は
「
日
蓮
聖
人
身
延
入
山
の
研
究
」
（
拙
論
）
『
日
蓮
教
団
の
諸
問
題
』
三
三
○
頁
参
照
。

（
皿
）
兵
衛
志
殿
御
返
事
定
遺
一
六
○
六
頁

（
喝
）
『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
辞
典
』
四
八
三
頁

（
躯
）
持
妙
尼
御
前
御
返
事
一
七
○
六
頁

（
Ⅳ
）
『
宗
全
・
興
尊
全
集
』
二
五
頁
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『
高
祖
年
譜
』
三
九

『
年
譜
孜
異
』
下
巻
二
○

『
御
本
尊
集
目
録
』
五
八
頁

『
中
山
法
華
経
寺
史
料
』
に
よ
れ
ば
、
「
平
亀
若
丸
請
文
案
」
（
建
長
元
年
五
月
廿
七
日
）
の
一
文
が
見
ら
れ
る
。
九
三
頁

『
御
本
尊
集
目
録
』
五
八
頁

同
六
一
頁

『
日
蓮
聖
人
門
下
歴
代
大
受
茶
羅
本
尊
集
成
』
に
よ
れ
ば
、
第
五
の
新
潟
妙
宣
寺
蔵
と
、
第
六
の
京
都
妙
蓮
寺
蔵
の
二
幅
は
、
共
に
書
体
か
ら
見

て
極
く
初
期
の
お
筆
で
あ
り
、
首
題
と
釈
迦
・
多
宝
の
二
仏
、
そ
れ
に
梵
字
と
署
名
・
花
押
の
染
の
も
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
佐
渡
で
の
染
蕊
で
あ

ろ
う
。
叉
第
九
の
西
山
本
門
寺
蔵
は
、
建
治
二
年
二
月
の
図
顕
で
あ
り
、
第
十
二
の
小
田
原
浄
永
寺
蔵
は
、
弘
安
二
年
十
一
月
の
も
の
で
、
計
四

幅
が
新
し
く
真
蹟
集
の
中
へ
加
え
ら
れ
、
合
計
で
一
二
七
幅
と
な
る
。

日
蓮
聖
人
中
期
の
受
茶
羅
に
つ
い
て
（
上
田
）
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本
妙
日
臨
律
師
（
一
七
九
三
’
一
八
二
三
）
は
寛
政
五
年
江
戸
青
山
に
生
る
。
そ
の
時
代
に
於
け
る
宗
門
状
況
は
、
各
檀
林
教
育
に
お

い
て
台
学
偏
重
教
学
の
方
向
に
あ
り
、
宗
門
全
体
に
あ
っ
て
は
本
化
の
法
門
が
衰
微
の
状
態
で
あ
っ
た
。
日
導
尊
者
、
深
草
の
元
政
上
人

の
影
響
を
受
け
た
本
妙
臨
師
は
、
本
願
を
立
て
て
本
化
の
法
門
の
顕
正
と
そ
の
護
法
と
に
一
生
を
捧
げ
身
命
を
借
ま
ず
日
蓮
聖
人
の
奥
旨

（
勺
且
）

に
肉
迫
し
た
人
で
あ
る
。
そ
れ
は
次
の
文
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

Ｈ
本
願
に
ま
か
せ
て
経
蔵
拝
見
致
し
候
、
又
恐
れ
多
く
は
候
得
共
、
台
当
二
家
の
教
観
は
あ
ら
ノ
、
邪
正
を
わ
か
ち
候
。

口
艸
山
は
宗
門
の
内
法
事
観
の
妙
処
を
つ
が
ん
た
め
に
、
世
縁
を
さ
け
て
ひ
ま
を
得
ん
が
為
に
、
自
行
を
専
ら
面
に
し
て
化
他
は

随
力
演
説
の
分
と
云
は
れ
候
跡
を
学
び
侯
間
、
表
に
は
其
相
を
あ
ら
わ
し
候
へ
ど
も
、
底
意
は
護
法
の
心
盛
ん
に
て
候
、
恐
れ
な
が

ら
一
切
経
も
二
家
の
学
問
も
こ
れ
が
専
一
に
候

然
し
臨
師
は
三
十
一
歳
と
い
う
実
に
短
い
生
涯
で
あ
っ
た
が
、
宗
門
近
世
史
に
於
け
る
そ
の
評
価
に
つ
い
て
は
日
輝
和
上
、
望
月
歓

（
⑨
凸
）

厚
、
執
行
海
秀
、
茂
田
井
教
亨
先
生
等
が
既
に
論
じ
て
い
る
所
で
あ
る
。
又
、
時
代
を
越
え
て
現
代
に
於
い
て
も
日
本
山
妙
法
寺
山
主
の

（
Ｑ
Ｕ
）

藤
井
日
達
師
の
行
動
や
、
恩
師
室
住
一
妙
先
生
の
純
粋
宗
学
の
提
唱
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
人
で
あ
る
。
今
日
な
お
後
代
に
至
る
ま

本
妙
日
臨
律
師
伝
の
研
究
（
桑
名
）

本
妙
日
臨
律
師
伝
の
研
究

は
じ
め
に

桑
名
貫
正
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本
妙
日
臨
律
師
伝
の
研
究
（
桑
名
）

で
、
本
妙
臨
師
を
研
究
す
る
意
義
は
十
分
認
め
ら
れ
る
し
、
叉
必
要
で
あ
る
。
臨
師
研
究
資
料
は
未
だ
身
延
町
波
木
井
周
辺
や
、
雨
畑
等

に
も
散
在
し
て
い
る
が
、
臨
師
を
思
慕
し
顕
彰
さ
れ
た
島
智
良
師
の
『
醒
悟
園
叢
書
』
二
巻
と
音
馬
実
蔵
氏
編
『
本
妙
日
臨
律
師
全
集
』

（
４
逮
）

一
巻
が
基
本
で
あ
る
。
そ
れ
に
稲
田
海
素
先
生
の
多
年
宗
宝
調
査
の
卿
、
臨
師
真
蹟
と
対
照
校
合
さ
れ
た
写
本
が
あ
る
。

臨
師
伝
記
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
前
の
全
集
の
中
に
守
屋
貫
教
師
『
本
妙
律
師
小
伝
』
と
音
馬
実
蔵
氏
『
本
妙
律
師
小
伝
補
遺
』
が
所

収
さ
れ
て
い
る
。
最
近
こ
の
二
つ
の
伝
記
を
踏
ま
え
て
立
正
大
学
の
小
野
文
琉
先
生
が
『
本
妙
日
臨
律
師
の
研
究
』
と
題
し
て
臨
師
の
前

（
一
肉
Ｕ
）

半
の
生
涯
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
以
上
の
三
点
が
綴
ま
っ
た
臨
師
伝
記
研
究
の
成
果
で
あ
る
。
こ
の
小
論
は
、
臨
師
伝
記
上
に

於
い
て
新
た
に
二
、
三
の
問
題
を
抱
き
、
そ
の
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
合
せ
て
前
の
三
点
の
伝
記
を
併
読
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
す

て
来
て
い
る
。
こ
（

記
を
紹
介
し
よ
う
。

る
。

本
妙
臨
師
の
出
家
の
時
期
に
つ
い
て
は
従
来
一
様
に
十
九
歳
出
家
、
そ
し
て
飯
高
檀
林
に
勤
学
し
た
時
期
も
同
じ
く
、
そ
の
年
と
さ
れ

来
て
い
る
。
こ
の
問
題
を
解
明
す
る
前
に
そ
の
根
拠
と
な
っ
た
資
料
を
挙
げ
て
い
こ
う
。
ま
ず
先
き
に
本
妙
臨
師
自
ら
述
べ
て
い
る
伝

抑
私
事
は
幼
少
の
時
よ
り
ふ
か
く
法
華
経
ニ
志
し
、
夙
に
日
啓
師
の
弟
子
と
相
成
、
又
が
く
も
ん
の
望
ミ
有
之
候
て
、
江
戸
下
谷
宗

延
寺
日
実
師
の
附
弟
と
相
成
、
飯
高
だ
ん
林
へ
か
よ
ひ
申
候
、
然
る
に
私
て
い
は
つ
の
本
志
〈
、
う
け
が
た
き
人
身
を
う
け
、
あ
い

が
た
き
妙
法
に
値
奉
り
候
事
故
、
何
と
ぞ
し
て
生
が
い
信
心
け
ん
ご
に
し
て
、
後
生
の
悪
道
を
ま
ぬ
か
れ
申
度
斗
り
一
一
候
。
（
臨
師

全
集
二
○
八
頁
）

一
、
出
家
の
時
期
と
飯
高
入
檀
の
年
令
考
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右
の
文
か
ら
、
臨
師
に
は
二
人
の
師
匠
が
存
在
す
る
。
臨
師
と
の
関
係
を
見
る
と
、
日
啓
師
が
下
総
八
幡
山
玉
蓮
寺
の
住
持
の
時
に
出

家
し
て
い
る
。
又
、
日
啓
師
は
玉
蓮
寺
の
前
に
摂
州
西
能
勢
の
妙
円
寺
二
十
世
で
あ
っ
た
。
で
は
日
啓
師
が
い
つ
玉
蓮
寺
の
住
持
と
な
っ
（
便
Ｕ
）

た
の
か
と
い
う
問
題
に
は
音
馬
実
蔵
氏
の
調
査
で
は
、
日
啓
師
が
関
東
に
移
っ
た
の
は
文
化
四
年
か
ら
八
年
の
間
と
解
明
さ
れ
て
い
る
の

で
、
そ
の
期
間
中
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
文
化
四
年
は
臨
師
十
五
歳
の
時
で
、
文
化
八
年
な
ら
ば
十
九
歳
の
年
で
あ
る
。
こ
の
日
啓
師
は

臨
師
二
十
六
歳
の
時
、
文
政
元
年
九
月
七
日
に
遷
化
し
て
い
る
（
全
集
二
一
八
頁
）
・

江
戸
下
谷
宗
延
寺
の
住
持
日
実
師
と
の
関
係
は
、
臨
師
自
身
も
述
べ
て
い
る
が
如
く
日
啓
師
の
後
で
、
飯
高
植
林
に
顔
が
効
く
の
で
入

檀
上
、
附
弟
と
な
っ
た
経
緯
で
あ
る
。
臨
師
三
十
一
歳
遷
化
の
時
は
老
齢
乍
ら
水
戸
三
昧
堂
檀
林
の
学
侶
等
を
従
え
て
法
会
の
導
師
を
勤

め
て
い
る
（
全
集
二
三
二
頁
）
・
日
実
師
に
最
誠
と
い
う
弟
子
が
い
て
、
臨
師
の
兄
弟
子
に
当
る
。
最
誠
師
は
後
に
臨
師
に
師
事
し
弟
子

（
〃
Ｉ
）

分
と
な
り
、
七
、
八
年
間
行
動
を
共
に
し
て
い
る
。
そ
の
最
誠
師
は
臨
師
遷
化
の
法
会
の
折
、
願
文
を
表
白
し
、
醒
悟
園
に
於
て
法
会
の

導
師
を
勤
め
再
び
願
文
を
表
白
し
て
い
る
。
そ
の
願
文
の
中
に
、
臨
師
の
伝
記
が
見
ら
れ
る
。

ク
シ
ヲ
ス
ノ
ヲ

ニ
ー

ノ
ワ

ニ
シ
テ
２
、
ワ

テ

ニ
ぼ
ぼ
ス
ノ
ヲ

恭
収
一
敢
舎
利
一
修
一
二
会
法
莚
一
。
熟
尋
二
和
上
一
化
梗
概
一
。
幼
稚
好
し
学
。
性
敏
才
芸
秀
し
倫
。
在
一
座
俗
中
一
略
偏
一
覧
内
外
典
一
。

テ
ヲ
ス
ヲ

ウ
ノ

ワ

年
甫
十
九
。
出
一
座
網
一
脱
一
俗
服
一
。
爾
来
慕
一
卿
山
大
和
尚
之
徳
一
。
（
全
集
二
三
二
頁
）

此
に
於
い
て
、
本
妙
臨
師
の
出
家
の
年
齢
が
十
九
歳
と
明
確
に
出
て
来
る
の
で
あ
る
。
臨
師
と
の
関
係
か
ら
考
え
て
、
最
誠
師
の
史
料

は
第
一
級
の
も
の
と
見
て
差
し
支
え
な
い
。
従
っ
て
十
九
歳
出
家
説
は
恐
ら
く
間
違
い
あ
る
ま
い
。
こ
れ
が
従
来
の
十
九
歳
出
家
説
の
根

拠
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
同
じ
歳
に
飯
高
檀
林
に
学
ぶ
と
短
絡
的
に
結
び
つ
い
て
考
え
ら
れ
て
来
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
飯
高

（
。
○
）

檀
林
に
は
、
開
講
回
数
が
春
秋
の
二
回
と
定
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
開
講
期
間
も
次
の
如
く
決
ま
っ
て
い
た
。

ハ
ヲ
卜

Ｈ
古
檀
林
で
は
、
承
応
三
（
一
六
五
四
）
年
頃
春
’
二
月
朔
日
始
、
五
月
十
日
終
了
（
之
云
一
二
夏
一
）

本
妙
日
臨
律
師
伝
の
研
究
（
桑
名
）

（〃）



シ
ナ
レ
ハ
ヲ

シ
テ
コ
ノ
カ
タ
シ

干
效
予
小
子
、
伏
算
一
星
霜
一
、
已
二
十
四
歳
、
出
家
去
往
、
蓋
一
千
五
百
日
云
云
（
全
集
二
○
五
頁
）

こ
の
短
い
内
容
の
中
に
、
臨
師
の
出
家
時
期
を
解
明
す
る
鍵
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
文
化
十
三
年
二
月
三
日
現
在
が
臨
師
の
二
十
四
歳

で
あ
り
、
そ
の
二
月
三
日
を
以
っ
て
一
千
五
百
日
を
逆
算
す
れ
ば
答
え
が
出
よ
う
。
そ
の
逆
算
の
結
果
、
四
年
と
一
カ
月
十
日
前
と
な

り
、
文
化
八
（
一
八
二
）
年
十
二
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
出
家
し
た
こ
と
が
明
確
と
な
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
臨

師
の
出
家
は
十
九
歳
の
十
二
月
と
確
定
し
た
の
で
、
従
っ
て
前
に
挙
げ
た
開
講
期
間
か
ら
考
え
て
、
飯
高
檀
林
に
そ
の
年
に
学
ぶ
こ
と
は

不
可
能
な
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
入
檀
の
年
令
は
早
く
て
も
臨
師
二
十
歳
の
春
、
二
月
か
ら
と
い
う
こ
と
が
確
定
す

師
よ
り
日
啓
師
宛
の
草
稿
で
あ
る
。

本
妙
日
臨
律
師
伝
の
研
究
（
桑
名
）

ワ

秋
’
八
月
朔
日
始
、
十
一
月
十
日
終
了
（
之
云
一
二
夏
一
）

口
享
和
四
年
（
一
八
○
四
）
正
月
（
臨
師
十
二
歳
の
時
）
で
は
、

夕
春
’
二
月
二
日
始
、
四
月
二
十
四
日
終
了

〈
秋
’
八
月
二
日
始
、
十
一
月
二
十
四
日
終
了

さ
て
臨
師
は
果
し
て
、
こ
の
春
秋
の
ど
ち
ら
か
ら
入
檀
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
と
い
う
素
懐
な
問
題
を
抱
き
続
け
た
時
、
文
化
丙
子
（
十

三
年
）
二
月
三
日
付
け
の
確
か
な
る
年
号
入
り
（
全
書
二
○
七
頁
）
の
書
簡
を
見
て
心
が
踊
る
思
い
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
臨

る
の
で
あ
る
。

（
ｎ
ワ
）

次
に
臨
師
が
学
ん
だ
飯
高
檀
林
に
於
け
る
学
級
と
教
科
書
と
そ
の
期
間
を
述
べ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

Ｈ
古
制
規
、
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
頃

一
、
名
目
部
は
西
谷
名
目
を
毎
日
で
二
夏
（
一
年
）
。
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二
、
四
教
儀
部
は
諦
観
録
を
隔
日
で
二
夏
（
一
年
）
・

ノ

ノ

こ
ん
ぺ
い

三
、
集
解
部
は
従
義
集
解
・
蒙
潤
集
註
を
三
日
目
毎
に
三
夏
（
一
年
半
）
・
四
、
観
心
部
は
金
鈎
・
顕
性
録
・
十
不
二
門
・
文
心
解
を
四

し
も
し
ぶ

日
目
毎
に
三
夏
（
一
年
半
）
・
以
上
を
下
四
部
と
い
い
五
年
を
要
す
る
。
五
、
玄
義
部
は
玄
義
・
釈
識
・
末
註
を
七
日
目
毎
に
六
夏
（
三

年
）
・
六
、
文
句
部
は
文
句
・
記
・
末
註
を
七
日
目
毎
に
六
夏
（
三
年
）
・
七
、
止
観
部
は
止
観
・
輔
行
・
末
註
を
独
学
研
究
。
以
上
を

大
部
と
い
う
。
八
、
御
書
科
は
御
書
其
他
を
解
読
研
究
。
全
科
修
了
に
早
く
て
十
三
’
五
年
要
す
の
が
通
例
と
い
う
。

口
元
禄
十
三
年
十
二
月
二
十
八
日
首
座
五
人
の
談
合
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
も
の
は
、
㈲
の
古
制
規
よ
り
席
数
が
多
い
の
で
年
数

（

ｎ

団

）

も
若
干
多
く
要
す
様
で
あ
る
。
因
に
文
化
三
年
（
臨
師
十
四
歳
当
時
）
の
学
僧
は
七
四
九
人
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

臨
師
の
檀
林
中
に
於
け
る
学
業
費
等
の
資
助
は
日
啓
師
の
前
住
で
あ
っ
た
能
勢
妙
円
寺
の
信
者
達
か
ら
も
出
て
い
た
。
文
化
十
一
年
六

月
廿
三
日
付
け
の
番
簡
に
資
助
者
達
の
中
上
栄
蔵
・
谷
口
仁
兵
衛
・
同
佐
兵
衛
等
の
名
前
が
見
え
る
。
又
同
時
に
臨
師
は
二
十
二
歳
で
飯

而
）

高
を
退
檀
し
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。

拙
子
事
因
資
助
飯
高
檀
林
玄
義
迄
昇
進
致
し
候
、
然
二
少
食
存
よ
り
有
之
、
勤
学
一
向
二
仕
度
候
二
就
、
世
事
を
去
り
候
て
身
延
山

右
の
文
か
ら
、
臨
師
の
退
檀
は
玄
義
部
の
時
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
四
下
部
は
普
通
五
年
要
す
る
の
に
僅
か
二
年
間
で
越
級
し
て
し
ま
（
ｕ
）

っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
当
時
、
越
級
の
こ
と
は
飯
高
檀
林
に
は
「
次
第
昇
階
」
の
規
定
が
あ
っ
て
飛
級
は
出
来
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
ま
さ
に
破
格
の
待
遇
と
言
っ
て
よ
い
。
従
っ
て
、
臨
師
の
出
家
以
前
に
於
け
る
学
解
の
深
さ
が
余
程
の
力
で
あ
っ
た
こ
と
を

如
実
に
示
す
証
左
と
も
な
る
の
で
あ
る
。
次
に
臨
師
の
出
家
以
前
の
こ
の
点
に
つ
い
て
少
し
く
考
察
し
て
み
た
い
。

中
引
篭
申
候
、

本
妙
日
臨
律
師
伝
の
研
究
（
桑
名
）
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（
肥
）

①
行
全
は
浅
草
福
井
町
の
出
身
で
大
塚
本
伝
寺
随
応
院
日
芳
の
弟
子
、
安
政
六
年
寂
。
臨
師
飯
高
退
樋
の
時
、
行
動
を
共
に
し
門
下
生

と
な
り
文
政
三
年
頃
ま
で
師
事
す
。
前
説
、
薩
庵
、
川
越
屋
、
箔
屋
と
も
面
識
あ
り
。
両
親
と
は
一
度
会
っ
て
い
る
。
文
政
四
年
（
推

Ｈ
両
親

説
、
高

／
、
る
◎

臨
師
が
自
ら
言
う
「
幼
少
の
時
よ
り
ふ
か
く
法
華
経
に
志
」
さ
せ
た
、
そ
の
信
仰
を
育
む
地
盤
と
宗
解
の
深
さ
を
生
む
に
至
ら
し
め
た

環
境
等
の
そ
の
周
辺
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
の
影
響
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
臨
師
を
巡
る
人
々
で
あ
る
。
臨
師
周
辺
の

人
々
の
数
に
つ
い
て
は
音
馬
編
の
『
本
妙
日
臨
律
師
全
書
』
の
中
だ
け
で
も
、
そ
の
個
有
名
詞
は
一
二
五
名
を
越
え
て
い
る
。
そ
れ
を

今
、
可
能
な
限
り
地
域
別
に
分
析
し
て
見
る
と
江
戸
の
人
含
の
三
十
六
人
、
身
延
グ
ル
ー
プ
の
十
五
人
、
深
草
・
西
能
勢
関
係
の
人
左
の

五
十
二
人
、
他
は
地
域
の
判
明
が
つ
か
ず
、
ま
た
各
地
に
点
在
す
る
人
々
達
で
あ
る
。
そ
の
全
体
の
中
で
門
下
生
と
な
っ
た
人
々
の
数
を

二
十
四
人
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
深
草
・
能
勢
関
係
の
人
々
と
の
縁
は
臨
師
十
九
歳
か
ら
で
あ
り
、
身
延
関
係
者
と
の
縁
は
二
十
二
歳
か

ら
で
あ
る
か
ら
、
従
っ
て
、
周
辺
と
言
っ
て
も
幼
少
時
の
臨
師
に
影
響
を
与
え
た
人
な
は
江
戸
を
中
心
と
し
た
範
囲
に
限
定
さ
れ
る
。
そ

こ
で
江
戸
の
三
十
六
人
の
人
々
が
対
象
者
で
あ
る
が
、
臨
師
の
二
人
の
師
匠
は
前
に
論
じ
た
如
く
出
家
以
後
の
関
係
で
あ
っ
た
か
ら
、
今

は
そ
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
る
。
こ
の
三
十
四
人
に
つ
い
て
次
の
方
法
を
以
っ
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

Ｈ
両
親
と
周
辺
の
人
々
の
つ
な
が
り

両
親
（
生
家
）
と
人
盈
の
接
触
の
関
係
を
見
れ
ば
臨
師
幼
少
の
頃
の
影
響
を
考
え
る
一
方
法
と
な
る
。
三
十
四
人
の
中
で
は
行
全
、
前

説
、
高
山
半
七
、
川
越
屋
正
兵
衛
、
箔
屋
平
二
郎
、
朝
田
薩
庵
、
日
童
の
七
人
が
会
っ
て
い
る
が
、
そ
の
時
期
の
検
討
が
課
題
と
な
っ
て

本
妙
日
臨
律
師
伝
の
研
究
（
桑
名
）

二
、
出
家
以
前
に
於
け
る
法
華
信
仰
の
環
境

（“）



定
）
正
月
十
四
日
行
全
へ
の
書
簡
に
「
野
子
両
親
の
状
、
御
き
間
せ
下
さ
れ
べ
く
候
」
（
全
集
一
八
九
頁
）
と
両
親
へ
の
信
仰
教
化
を
依

頼
さ
れ
て
い
る
。
臨
師
と
の
縁
は
飯
高
檀
林
か
ら
始
ま
っ
た
様
で
あ
る
。

①
前
説
は
房
州
の
出
身
で
両
親
と
は
一
度
会
っ
て
い
る
。
行
全
と
同
様
に
臨
師
と
行
動
を
共
に
し
弟
子
分
と
な
る
。
前
説
兄
と
三
度
呼

ぶ
の
は
曽
て
は
兄
弟
子
か
。
そ
れ
は
臨
師
が
高
山
半
七
宛
書
簡
に
文
化
十
三
年
七
月
十
七
日
「
且
前
説
兄
、
今
般
師
範
父
母
等
化
導
の
為

…
…
下
関
被
致
候
…
前
説
兄
は
尤
生
死
の
大
道
を
修
し
得
た
り
、
我
に
代
て
化
導
を
受
候
て
、
我
為
の
大
幸
に
も
候
、
此
趣
く
わ
し
く
我

父
母
に
御
伝
へ
被
下
候
御
た
の
承
申
上
候
」
（
全
集
一
八
四
頁
）
・
父
母
化
導
に
つ
い
て
、
臨
師
は
機
会
あ
る
如
く
に
両
親
の
信
仰
深
心

（
肥
）

を
願
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
文
中
に
、
師
範
化
導
と
あ
る
の
は
日
啓
師
の
こ
と
で
あ
り
、
前
説
は
日
啓
師
の
弟
子
で
あ
る
。
前

説
は
高
山
半
七
と
川
越
屋
・
箔
屋
・
左
官
弥
兵
衛
（
全
集
一
五
一
頁
）
と
薩
庵
（
同
一
五
二
頁
）
と
面
識
が
あ
る
。
臨
師
と
前
説
の
関
係

は
出
家
以
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
高
山
半
七
が
臨
師
と
日
啓
師
と
の
縁
結
び
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
注
目
し
た
い
。

③
高
山
半
七
は
四
度
会
っ
て
い
る
。
半
七
に
関
し
て
は
臨
師
自
身
の
語
る
中
か
ら
は
詳
し
く
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
半
七
宛
の
書
簡

は
先
き
に
引
用
し
た
も
の
も
含
め
て
三
通
で
あ
り
、
然
も
短
文
で
あ
る
。
文
化
十
三
年
か
十
四
年
と
推
定
さ
れ
る
。
両
親
と
の
つ
な
が
り

を
見
て
い
く
と
、
「
拙
子
老
母
へ
信
心
御
す
ふ
め
可
被
下
候
」
（
全
集
一
八
三
頁
）
と
あ
る
か
ら
半
七
自
身
も
法
華
信
仰
者
だ
と
い
う
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
の
前
文
に
「
と
か
く
仏
道
は
さ
い
な
ん
あ
り
と
思
い
候
し
が
、
よ
く
ノ
、
信
心
し
候
へ
ば
、
よ
き
事
も
た
く
さ
ん
に
こ

れ
あ
り
候
、
祝
々
」
と
あ
り
、
経
文
に
は
信
仰
し
て
行
く
と
災
難
に
も
会
う
と
説
か
れ
て
は
い
る
け
れ
ど
も
、
半
七
に
は
信
心
の
功
徳
に

て
何
か
良
き
こ
と
が
あ
っ
た
様
で
あ
る
。
右
の
文
を
見
て
平
仮
名
の
多
い
こ
と
よ
り
教
養
者
で
は
な
い
様
で
あ
る
。
前
説
の
所
で
父
母
化

導
の
伝
言
役
と
、
次
の
三
通
目
「
尚
母
マ
イ
リ
候
は
入
、
無
事
の
む
ね
御
伝
言
可
被
下
候
」
（
同
一
八
四
頁
）
を
見
て
、
半
七
と
両
親
の

家
は
非
常
に
近
い
所
に
あ
っ
て
、
お
互
い
に
度
々
、
往
来
の
関
係
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
関
係
は
全
集
中
に
於
て
も
他
の
人
々
に

本
妙
日
臨
律
師
伝
の
研
究
（
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⑤
朝
田
薩
庵
に
与
え
ら
れ
た
書
簡
が
現
在
十
七
通
残
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
薩
庵
は
親
と
八
度
会
っ
て
い
る
事
が
わ
か
る
。
臨
師
の
薩

庵
に
対
す
る
書
簡
の
内
容
は
非
常
に
情
が
濃
ま
や
か
で
、
人
間
関
係
に
於
て
も
理
想
的
で
あ
る
。
叉
、
薩
庵
の
宗
解
の
深
さ
に
も
驚
き
の

念
を
懐
き
、
臨
師
と
の
素
晴
ら
し
き
信
仰
状
態
の
関
係
を
絶
讃
し
た
い
。
互
い
に
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
事
細
か
く
報
告
し
、
薩
庵
も
臨
師
に

様
盈
な
要
求
を
し
、
そ
れ
に
対
し
臨
師
は
殆
ん
ど
応
じ
て
い
る
。
こ
の
様
な
二
人
で
あ
る
こ
と
を
先
ず
念
頭
に
置
い
て
貰
ら
い
た
い
。
薩

庵
と
両
親
と
の
関
係
を
見
る
と
、
文
化
十
三
年
九
月
二
十
九
日
「
又
野
生
母
方
へ
書
翰
御
頼
申
上
候
」
（
全
集
一
六
八
頁
）
が
初
め
で
、

翌
年
九
月
十
二
日
「
又
野
拙
老
母
に
は
ざ
ノ
、
御
あ
い
被
下
候
由
、
何
よ
り
の
本
望
、
御
礼
謝
し
か
た
く
奉
存
候
」
（
同
一
七
一
頁
）
。

本
橋
区
の
中
に
あ
り
「
今
士

（
二
八
七
頁
）
と
見
え
る
。

守
屋
貫
教
師
『
本
妙
律
師
小
伝
』
に
は
信
州
の
人
（
全
集
二
五
五
頁
）
と
あ
り
、
音
馬
氏
『
本
妙
律
師
小
伝
補
遺
』
に
は
子
係
な
お
信

州
に
あ
り
（
同
三
○
七
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。
全
集
中
に
於
て
半
七
を
巡
ぐ
る
人
を
を
見
て
、
姓
の
つ
く
者
は
少
く
な
い
、
そ
の
高
山
と

い
う
名
は
恐
ら
く
信
州
出
身
の
意
味
で
姓
で
は
あ
る
ま
い
と
思
う
。
朝
田
薩
庵
雷
簡
に
は
、
た
だ
半
七
（
同
一
七
八
頁
）
と
見
え
る
の
象

で
あ
る
。
半
七
は
川
越
屋
、
箔
屋
、
薩
庵
、
前
説
と
面
識
あ
り
。

①
川
越
屋
正
兵
衛
、
箔
屋
平
二
郎
は
親
と
一
度
会
っ
て
い
る
。
こ
の
二
人
は
近
い
所
に
住
ん
で
い
る
の
で
（
同
一
四
八
）
手
紙
を
出
す

時
も
、
臨
師
よ
り
貰
ら
う
時
も
連
名
の
時
が
多
い
（
同
一
五
一
、
一
七
八
頁
）
・
そ
の
一
度
と
は
、
臨
師
の
母
が
文
政
元
年
五
月
十
八

日
、
臨
師
へ
出
さ
れ
た
手
紙
の
中
に
二
人
の
こ
と
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
（
同
一
七
八
頁
）
。
こ
の
二
人
は
半
七
と
薩
庵
、
前
説
、
行
全
と

し
ろ
が
ね

面
識
あ
り
。
川
越
屋
の
住
い
は
白
銀
町
（
同
一
八
○
頁
）
で
あ
り
、
吉
田
東
伍
『
増
補
大
日
本
地
名
辞
書
』
坂
東
第
六
巻
に
よ
れ
ば
、
日

ほ
ん
し
る
が
ね
低
ん
し
る
が
ね

本
橋
区
の
中
に
あ
り
「
今
本
銀
町
と
云
ひ
、
龍
閑
川
に
並
行
し
、
四
丁
目
に
至
る
。
…
寛
永
古
図
に
白
銀
の
通
町
を
、
御
服
町
と
云
う
」

は
見
ら
れ
な
い
点
で
あ
る
。

本
妙
日
臨
律
師
伝
の
研
究
（
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名
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こ
の
様
に
し
て
母
に
会
っ
て
く
れ
た
事
の
お
礼
が
三
度
。
手
紙
を
届
け
る
役
、
両
親
へ
の
伝
言
が
二
度
。
そ
し
て
親
の
安
否
を
知
ら
せ
る

役
、
臨
師
か
ら
両
親
宛
の
書
簡
も
つ
い
で
の
時
に
は
読
ん
で
い
る
。
両
親
へ
書
物
を
届
け
る
役
等
で
あ
る
。
高
山
半
七
も
良
く
両
親
と
の

交
流
が
あ
っ
た
が
、
薩
庵
も
又
、
そ
の
回
数
の
多
い
こ
と
が
知
れ
る
。
薩
庵
は
両
親
以
外
に
も
臨
師
か
ら
の
書
状
や
連
絡
依
頼
は
、
か
な

り
の
数
を
こ
な
し
て
い
る
。

（
魁
）

薩
庵
の
住
い
を
知
る
手
掛
か
り
と
し
て
臨
師
か
ら
「
（
元
政
）
庵
主
む
せ
ぱ
に
て
な
や
み
候
処
、
其
御
地
池
の
は
た
仲
町
堺
や
と
か
中

や
と
か
申
薬
店
」
（
同
一
七
六
頁
）
で
薬
を
求
め
る
依
頼
あ
り
。
由
っ
て
、
こ
の
近
く
に
住
ん
で
い
た
か
と
思
う
。
薩
庵
の
縁
戚
関
係
者

（
蝿
）

で
臨
師
の
弟
子
と
な
っ
た
恵
正
の
父
親
、
西
宮
善
蔵
は
浅
草
（
同
一
八
二
頁
）
の
人
で
あ
る
。
又
、
臨
師
が
浅
草
花
川
戸
よ
り
京
都
に
来

た
人
に
薩
庵
宛
の
手
紙
を
託
そ
う
と
し
て
い
た
（
同
一
八
一
頁
）
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
老
両
親
の
住
む
青
山
か
ら
少
し
遠
い
の

で
薩
庵
の
永
の
訪
問
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
わ
ざ
わ
ざ
の
言
葉
も
頷
け
る
。

⑤
日
童
、
母
親
の
死
を
波
木
井
孫
七
に
報
告
（
同
二
三
八
頁
）
。
因
に
父
親
は
文
政
五
年
に
死
去
。

口
三
十
四
人
の
中
か
ら
三
つ
の
信
仰
グ
ル
ー
プ
が
見
え
る
。

①
朝
田
薩
庵
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
の
ｎ
名
。

１
、
朝
田
薩
庵
、
２
、
薩
庵
家
内
、
３
、
菊
地
、
４
、
鳥
海
、
５
、
斉
藤
不
言
斉
、
６
、
竹
か
し
の
西
村
八
十
八
、
７
、
小
笠
原
の
西

村
、
８
、
荻
野
八
百
吉
、
９
、
（
神
田
天
神
下
の
某
）
、
加
、
浅
草
西
宮
清
左
衛
門
、
、
、
西
宮
善
蔵
。

①
箔
屋
・
川
越
屋
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
６
名
。
毎
月
六
日
に
唱
題
行
を
し
て
い
る
（
同
一
四
八
頁
）
。

１
、
箔
屋
、
２
、
川
越
屋
、
３
、
左
官
弥
兵
衛
、
４
、
斉
藤
喜
良
兵
衛
、
５
、
賀
々
八
、
６
、
小
笠
原
の
西
村
。

③
高
山
半
七
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
６
名
。

本
妙
日
臨
律
師
伝
の
研
究
（
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三
、
文
化
一
差

か
と
も
思
え
る
。

本
妙
日
臨
律
師
伝
の
研
究
（
桑
名
）

１
、
高
山
半
七
、
２
、
半
七
家
内
、
３
、
叶
や
伊
兵
衛
、
４
、
七
屋
長
二
郎
、
５
、
甚
蔵
、
６
、
高
山
周
蔵
。

弟
子
分
に
当
る
人
々
や
、
つ
な
が
り
不
明
の
人
々
を
除
い
て
そ
の
合
計
は
二
十
三
名
に
な
る
が
、
小
笠
原
の
西
村
氏
は
薩
庵
グ
ル
ー
プ
と

箔
屋
グ
ル
ー
プ
の
両
方
に
出
て
い
る
の
で
実
数
は
二
十
二
名
で
あ
る
。

臼
三
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
格
の
交
流

こ
の
グ
ル
ー
プ
は
法
華
信
仰
の
仲
間
達
で
あ
る
。
薩
庵
と
小
笠
原
の
西
村
。
箔
屋
達
と
西
村
の
関
係
が
あ
っ
た
様
に
、
グ
ル
ー
プ
の
リ

ー
ダ
格
に
当
る
者
同
志
の
交
流
が
見
ら
れ
る
。
①
朝
田
薩
庵
と
箔
屋
に
は
六
回
。
臨
師
か
ら
の
書
状
を
届
け
る
、
読
み
合
う
。
「
法
華
の

行
者
は
、
互
に
多
宝
塔
中
の
儀
式
の
如
く
す
べ
し
と
、
高
祖
の
遺
訓
候
へ
ぱ
、
は
く
や
、
川
越
や
等
、
惣
じ
て
異
体
同
心
の
則
に
背
き
申

さ
ぬ
御
計
ひ
可
然
と
存
候
」
（
全
集
一
六
八
頁
）
か
ら
見
て
お
互
い
に
ト
ラ
ブ
ル
発
生
が
あ
る
の
を
注
意
さ
れ
、
以
後
両
グ
ル
ー
プ
は
順

縁
に
て
交
流
あ
り
。
①
薩
庵
と
川
越
屋
は
三
度
あ
り
、
臨
師
の
両
親
宛
の
著
述
本
の
行
消
不
明
を
協
同
に
て
探
索
す
（
同
一
八
○
’
一

頁
）
。
①
薩
庵
と
高
山
半
七
の
関
係
（
同
一
七
八
頁
）
・

以
上
の
三
点
に
つ
い
て
考
察
し
て
見
た
結
果
、
次
の
様
な
こ
と
を
覚
え
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

一
、
本
妙
臨
師
を
巡
る
周
辺
の
人
々
の
交
流
は
、
法
華
信
仰
の
絆
に
よ
っ
て
生
ま
れ
て
お
り
、
又
結
ば
れ
て
来
た
こ
と
が
理
解
さ
れ

二
、
臨
壺

の
で
あ
る
。 臨
師

Ｚ
句
。

（
班
）

文
化
三
年
に
は
江
戸
識
中
が
八
七
○
軒
も
数
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
も
、
そ
の
法
華
講
中
の
内
の
一
つ
で
は
な
か
ろ
う

の
両
親
も
法
華
経
信
仰
を
し
て
い
た
れ
ば
こ
そ
、
各
グ
ル
ー
プ
の
信
仰
者
達
が
長
い
間
、
両
親
と
関
係
を
保
っ
て
き
て
い
る
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臨
師
の
勤
学
は
信
心
の
助
道
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
研
究
の
ポ
イ
ン
ト
は
祖
書
綱
要
第
一
学
者
讃
仰
必
有
次
第
章
に
あ
っ
た
。
由
っ
て
、

出
家
以
前
に
読
ん
だ
祖
書
綱
要
（
全
集
二
五
二
頁
）
の
影
響
は
大
な
る
も
の
が
あ
る
。

臨
師
周
辺
の
人
々
の
中
に
あ
っ
て
、
宗
義
に
深
く
教
養
の
あ
る
人
物
と
言
え
ば
先
に
も
論
じ
た
如
く
朝
田
薩
庵
が
い
る
。
薩
庵
書
簡
中

に
は
、
臨
師
か
ら
綱
要
に
関
す
る
法
門
は
四
度
あ
り
（
全
集
一
五
五
、
一
五
八
、
一
六
五
、
一
七
四
頁
）
・
そ
の
内
容
か
ら
し
て
、
薩
庵

が
手
元
に
祖
書
綱
要
捌
略
を
置
い
て
な
け
れ
ば
通
じ
な
い
点
も
見
え
る
。
こ
の
様
な
点
か
ら
、
臨
師
出
家
以
前
に
於
け
る
典
籍
等
の
多
く

の
提
供
者
は
朝
田
薩
庵
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
そ
の
傍
証
と
し
て
、
書
籍
の
調
達
能
力
が
考
え
ら
れ
る
。

①
本
妙
臨
師
が
一
妙
院
日
導
上
人
の
弟
子
、
智
禅
老
尼
の
た
め
、
高
祖
注
法
華
経
を
御
面
到
乍
ら
調
達
す
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
点

し
ゆ
っ
た
い

（
同
一
六
七
頁
）
。
①
臨
師
の
弟
子
、
教
清
が
身
延
上
の
山
か
ら
薩
庵
に
対
し
て
「
三
大
部
不
審
出
来
次
第
、
御
集
置
被
下
候
」
（
同
二

四
○
頁
）
等
の
書
簡
が
見
ら
れ
る
こ
と
。

四
、
両
親
を
初
め
、
身
近
か
な
法
華
講
中
の
盛
ん
な
交
流
の
中
に
育
っ
て
来
た
臨
師
に
は
、
幼
少
の
卿
よ
り
自
然
に
そ
の
影
響
を
受
け

て
深
く
法
華
経
に
志
す
基
盤
を
見
い
出
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

一
般
的
に
於
て
、
信
仰
の
縁
を
結
ぶ
に
至
る
方
法
と
し
て
は
、
地
縁
（
地
域
・
日
常
生
活
の
触
れ
合
い
）
、
血
縁
、
主
従
関
係
が
考
え

ら
れ
る
。
特
に
地
縁
の
様
な
密
着
し
た
環
境
か
ら
入
信
す
る
の
が
一
番
多
い
の
で
あ
る
。
本
妙
臨
師
に
於
て
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
両
親
も

本
妙
日
臨
律
師
伝
の
研
究
（
桑
名
）

三
、
出
家
以
前
の
学
殖
の
問
題
に
つ
い
て

四
、
む
す
び

（89）



本
妙
日
臨
律
師
伝
の
研
究
（
桑
名
）

信
者
で
あ
っ
た
法
華
講
中
の
環
境
の
中
で
、
臨
師
の
幼
少
時
の
法
華
信
仰
の
縁
は
結
ば
れ
た
。
高
山
半
七
や
朝
田
薩
庵
等
の
縁
も
大
き

（
Ⅳ
）
（
肥
）

い
。
薩
庵
は
社
会
的
な
地
位
も
高
か
っ
た
様
で
あ
る
。
薩
庵
と
宗
延
寺
日
実
と
は
三
度
会
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
臨
師
と
の
縁
は
こ
の
辺

い
。
薩
庵
は
社
会
的
な
地
階

本
妙
臨
師
伝
記
研
究
に
於
て
未
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
部
分
も
多
い
。
そ
し
て
今
日
、
そ
の
資
料
が
多
い
と
は
決
し
て
言
え
な
い
有
様

で
あ
る
。
今
は
そ
の
確
実
な
る
資
料
に
基
づ
い
て
、
①
出
家
の
時
期
と
飯
高
入
檀
の
年
令
考
、
①
出
家
以
前
の
法
華
信
仰
の
環
境
と
影
響

の
考
察
に
推
測
と
解
明
を
重
ね
て
来
た
が
、
こ
れ
か
ら
新
し
い
資
料
の
発
見
が
さ
れ
れ
ば
最
と
よ
く
わ
か
る
と
思
う
。
現
段
階
で
は
、
こ

こ
迄
で
止
ま
っ
て
い
る
。
更
に
、
こ
れ
か
ら
も
臨
師
伝
記
の
研
究
を
考
察
し
て
行
き
た
い
と
思
う
次
第
で
あ
る
。

に
あ
っ
た
か
と
も
思
え
る
。

戸

註
一（
１
）
音
馬
質
蔵
編
『
本
妙
日
臨
律
師
全
集
』
（
以
下
『
全
集
』
と
略
す
）
一
八
五
’
七
頁
。
某
尊
者
に
対
し
て
、
本
妙
臨
師
は
自
ら
の
心
地
を
表
白
し

て
い
る
。
他
に
も
一
七
六
、
一
八
九
頁
等
に
法
の
衰
徴
を
歎
き
そ
の
為
に
一
生
の
生
き
方
を
決
め
た
事
が
推
察
出
来
る
。
因
に
全
集
編
纂
者
音
馬

氏
の
肉
身
（
戸
田
師
）
が
曾
て
本
妙
庵
に
て
修
行
し
て
い
る
奇
縁
が
あ
る
。

（
２
）
充
洽
園
全
集
出
版
会
編
『
充
洽
園
全
集
』
第
四
編
三
七
八
頁
。
第
五
編
四
二
五
’
六
、
四
九
九
’
五
○
○
頁
。
望
月
歓
厚
『
日
蓮
宗
学
説
史
』
八

四
九
’
七
七
頁
。
執
行
海
秀
『
日
蓮
宗
教
学
史
』
三
一
五
’
二
二
頁
。
茂
田
井
教
亨
「
日
蓮
教
学
体
系
化
へ
の
動
向
」
一
七
’
二
○
頁
。
（
『
近

世
法
華
仏
教
の
展
開
』
所
収
）
等
に
そ
の
評
価
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

（
３
）
昭
和
四
十
七
年
夏
、
友
人
の
浜
田
恵
王
師
と
二
人
で
日
達
狼
下
を
訪
問
の
際
、
日
達
師
も
曾
て
本
妙
庵
に
て
七
日
間
断
食
唱
題
修
行
を
し
、
そ
の

折
、
臨
師
に
よ
り
大
悟
す
る
こ
と
を
得
て
達
師
の
境
地
、
今
に
あ
る
こ
と
を
伺
う
。
そ
の
時
、
本
妙
庵
在
中
の
学
生
で
給
仕
に
当
っ
た
の
は
横
浜

の
善
行
寺
灘
上
恵
教
師
で
あ
る
。
室
住
先
生
は
学
生
時
代
か
ら
聖
祖
と
臨
師
の
生
き
方
に
惚
れ
て
身
延
の
人
と
な
る
こ
と
を
お
聞
き
し
、
恩
師
の

一
貫
し
た
純
粋
宗
学
を
生
む
に
至
っ
た
根
拠
は
臨
師
に
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。

（
４
）
兵
庫
県
西
宮
市
の
音
馬
實
蔵
氏
は
『
本
妙
日
臨
律
師
全
集
』
を
刊
行
す
る
に
当
り
、
そ
の
緒
言
（
二
頁
）
の
中
で
稲
田
先
生
の
写
本
を
以
て
真
書

の
形
態
に
復
し
得
た
所
が
多
い
と
こ
を
述
べ
て
い
る
。
室
住
一
妙
先
生
は
昭
和
三
十
一
年
八
月
八
日
に
そ
の
稲
田
師
の
転
写
本
と
音
馬
編
全
集
と

（”）



を
対
校
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
全
集
の
書
簡
編
に
随
分
と
字
語
の
誤
り
や
、
一
書
簡
が
幾
つ
も
の
に
分
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
見

ら
れ
る
。
個
々
の
問
題
は
後
に
触
れ
た
い
。
註
の
（
皿
）
参
照
。

（
５
）
小
野
文
玩
「
本
妙
日
臨
律
師
の
研
究
」
そ
の
生
涯
に
つ
い
て
㈲
（
『
大
崎
学
報
』
第
一
三
二
号
所
収
）
四
六
’
六
九
頁
。
他
に
『
与
薩
庵
書
』
に

み
る
本
妙
庵
日
臨
師
の
信
仰
宗
学
（
『
仏
教
学
論
集
』
九
号
五
二
’
六
八
頁
）
等
が
あ
る
。
小
野
師
は
一
撤
し
て
臨
師
の
顕
彰
に
力
を
注
い
で
い

（
６
）
全
集
二
六
五
頁
。
西
能
勢
に
現
存
す
る
日
啓
師
の
略
本
尊
の
銘
等
か
ら
考
察
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）
臨
師
の
門
下
生
は
『
全
集
』
中
に
二
十
三
人
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
他
『
充
洽
園
全
集
』
第
五
編
五
一
三
頁
に
真
明
も
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
最
誠
師
は
門
下
の
中
で
最
大
の
理
解
者
で
あ
っ
た
。
醒
悟
園
の
二
祖
で
後
、
土
佐
の
山
内
容
堂
公
の
招
請
に
て
国
主
の
菩
提
寺
（
要
法
寺
）

の
住
持
と
な
る
。
宗
門
中
興
の
日
鑑
師
は
そ
の
資
で
あ
る
。
最
誠
師
は
臨
師
と
共
に
文
化
十
一
年
飯
高
を
退
樋
し
、
文
政
五
年
ま
で
臨
師
に
師
事

ス

ー
ー

一
一

し
た
様
で
あ
る
。
全
集
一
九
四
頁
に
「
初
冬
如
レ
夢
謁
二
老
師
及
大
兄
一
笑
、
間
澗
有
二
百
日
実
、
晤
語
僅
三
四
日
」
と
あ
り
、
こ
の
内
容
は
十
月

に
最
誠
と
会
う
の
は
実
に
二
百
日
振
り
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
で
こ
の
年
は
全
体
か
ら
考
察
し
て
文
政
五
年
と
推
定
で
き
る
。
臨
師
の
江
戸
行
は

飯
高
退
檀
後
初
め
て
で
あ
り
、
従
っ
て
こ
の
年
ま
で
共
に
い
た
こ
と
を
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
文
政
十
二
年
以
後
の
八
月
十
日
付
け
の

最
誠
師
の
書
簡
が
あ
り
「
本
妙
師
存
在
に
候
へ
は
、
拙
僧
帰
国
も
い
た
し
不
申
、
波
木
井
に
修
行
い
た
し
罷
在
侯
へ
と
も
、
遷
化
い
た
さ
れ
願
望

も
得
と
け
す
、
是
耳
残
念
無
申
計
候
」
（
全
集
二
三
六
頁
）
こ
の
文
か
ら
見
て
も
、
常
に
行
動
を
共
に
し
た
証
左
と
も
な
ろ
う
。

（
８
）
古
檀
林
に
つ
い
て
は
影
山
堯
雄
編
『
諸
檀
林
並
親
師
法
縁
』
二
、
一
九
頁
に
出
づ
。
享
和
四
年
に
つ
い
て
は
、
藤
井
教
正
「
飯
高
檀
林
の
一
年

」
四
三
’
四
頁
（
『
大
崎
学
報
一
三
一
号
』
所
収
）
に
見
え
る
。

（
９
）
㈲
の
古
制
規
は
註
（
８
）
の
『
諸
檀
林
並
親
師
法
縁
』
一
七
’
八
頁
。
口
の
元
禄
十
三
年
制
規
は
同
じ
く
註
（
８
）
の
「
飯
高
檀
林
の
一
年
」
の

四
四
’
五
頁
。
化
所
数
は
飯
高
檀
林
所
蔵
文
書
の
第
六
集
「
向
城
庵
記
憶
帳
」
に
出
づ
。

（
皿
）
「
身
延
山
中
よ
り
長
谷
信
徒
に
与
ふ
る
醤
」
全
集
二
○
四
’
五
頁
。
臨
師
と
長
谷
信
徒
の
関
係
は
、
日
啓
師
が
玉
蓮
寺
住
寺
以
後
、
能
勢
に
遊
び

療
養
生
活
（
全
集
二
六
六
頁
）
を
し
て
お
り
、
能
勢
か
ら
も
信
者
が
日
啓
師
を
訪
問
（
全
集
二
一
七
’
八
頁
）
し
て
い
る
関
係
か
ら
出
家
と
同
時

に
関
係
が
あ
っ
た
様
で
あ
る
。
稲
田
写
本
に
は
、
同
書
簡
の
宛
名
に
谷
口
左
兵
衛
が
加
わ
っ
て
い
る
。
他
に
二
字
訂
正
と
二
字
削
除
あ
り
。
全
集

と
稲
田
転
写
本
と
の
対
校
の
結
果
、
こ
の
書
簡
以
後
、
二
三
○
頁
ま
で
に
は
字
語
の
訂
正
、
削
除
、
追
加
等
が
一
八
七
ヶ
所
に
於
い
て
見
ら
れ

る
。
更
に
書
簡
（
頁
数
）
の
入
替
え
が
七
ヶ
所
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
実
は
綴
っ
た
書
簡
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
も
の
も
あ
る
。
叉
縞
者
云

く
の
部
分
が
削
除
の
一
ヶ
所
も
あ
り
。

本
妙
日
臨
律
師
伝
の
研
究
（
桑
名
）

又
》
。
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（
焔
）
「
巷
街
賛
語
」
（
『
近
世
風
俗
見
聞
集
』
第
四
冊
所
収
）
に
出
づ
。
（
冠
賢
一
『
近
世
日
蓮
宗
出
版
史
研
究
』
一
七
四
頁
よ
り
転
用
）

（
Ⅳ
）
与
薩
庵
書
簡
の
「
祖
書
御
修
学
の
思
召
、
世
間
の
名
聞
を
御
離
れ
被
成
候
事
随
喜
仕
候
」
（
全
集
一
七
七
頁
）
社
会
的
な
地
位
を
得
て
い
た
こ
と

が
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
後
、
出
家
し
孝
賀
法
師
と
な
る
。

（
肥
）
薩
庵
と
宗
延
寺
日
実
の
関
係
は
全
集
一
七
一
、
一
七
五
、
一
七
六
頁
に
見
え
る
。
臨
師
と
の
仲
を
心
配
し
対
面
。
宗
延
寺
へ
書
状
を
届
け
る
等
。

（
必
）
池
之
端
仲
町
は
薬
街
で
東
京
都
台
東
区
縞
『
下
谷
・
浅
草
町
名
由
来
考
』
（
三
九
’
四
○
頁
）
に
昭
和
四
二
年
の
現
在
で
、
西
側
の
一
部
が
池
端

一
丁
目
。
大
部
分
が
上
野
二
丁
目
と
い
う
。

（
婚
）
花
川
戸
は
鈴
木
巣
三
・
朝
倉
治
彦
校
註
『
新
版
江
戸
名
所
図
絵
上
巻
』
（
七
六
二
頁
）
に
浅
草
花
川
戸
と
あ
り
。
い
ず
れ
も
薩
庵
の
近
く
で
あ

（
過
）
師
範
は
二
人
い
て
一
方
の
日
実
師
は
江
戸
下
谷
車
坂
に
あ
る
宗
延
寺
二
十
八
世
。
身
延
派
触
頭
を
務
め
、
身
延
五
十
五
世
日
遅
の
礼
状
か
ら
見
て

も
（
床
司
寿
完
縞
『
堀
之
内
妙
法
寺
史
料
』
一
五
五
五
頁
）
相
当
の
勢
い
あ
り
。
同
五
十
六
世
日
晴
は
院
代
・
役
僧
・
厨
司
・
七
面
山
別
当
の
義

ま
で
も
日
実
に
御
任
せ
の
状
態
で
あ
る
（
同
史
料
一
五
○
四
－
五
頁
）
・
宗
延
寺
は
堀
之
内
妙
法
寺
の
触
頭
で
も
あ
り
、
日
実
師
は
十
八
世
日
観

・
十
九
世
日
健
・
二
十
世
日
現
の
三
代
に
深
く
交
わ
り
、
文
化
九
年
に
は
同
寺
祖
師
堂
建
替
造
立
執
事
を
務
め
大
い
に
力
盆
を
発
揮
し
て
い
る

（
同
史
料
一
○
四
○
頁
）
・
妙
法
寺
十
二
世
日
定
か
ら
二
十
世
は
飯
高
檀
林
文
講
・
玄
識
の
出
身
者
で
あ
る
。
後
に
飯
高
化
主
と
な
っ
た
日
晴
は

七
歳
よ
り
以
後
、
妙
法
寺
か
ら
大
恩
を
蕊
っ
て
お
り
（
同
史
料
一
五
○
四
頁
）
、
日
晴
師
と
臨
師
と
の
関
係
は
日
実
の
っ
て
よ
り
始
ま
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
様
に
政
務
的
、
寺
院
運
営
に
大
き
く
活
甑
し
て
い
る
日
実
師
は
、
文
政
五
年
臨
師
と
江
戸
で
対
面
し
誤
解
を
解
く
（
全
集
一
九

四
頁
）
ま
で
は
不
興
を
か
う
こ
と
凄
ま
じ
い
（
全
集
一
八
五
’
九
頁
）
状
況
か
ら
考
え
て
も
、
日
実
化
導
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
う
い
う
理
由
か

ら
日
啓
師
化
導
と
考
え
て
不
自
然
で
は
な
い
。
叉
、
前
説
の
西
能
勢
の
生
活
等
（
全
集
二
一
七
頁
他
）
か
ら
考
え
て
も
日
啓
の
弟
子
と
言
え
る
面

へへ

1211
曹一

本
妙
日
臨
律
師
伝
の
研
究
（
桑
名
）

前
掲
『
諸
檀
林
並
親
師
法
煽
』
一
六
頁
。
規
定
の
講
席
に
出
席
し
な
い
も
の
は
学
業
の
進
否
如
何
に
拘
ら
ず
進
級
で
き
な
い
規
定
で
あ
る
。

浅
草
福
井
町
出
身
と
薩
庵
と
の
関
係
は
全
集
一
七
八
頁
。
行
動
を
共
に
す
る
事
と
そ
の
他
の
面
識
は
同
一
五
一
頁
。
日
芳
と
の
関
係
は
二
四
八
頁

が
多
々
考
え
ら
れ
る
。

ス
》
◎

に
出
づ
。

（”）



日
向
（
一
二
五
三
～
一
三
一
四
）
が
宗
祖
の
法
門
を
記
述
し
た
と
い
わ
れ
る
金
綱
集
に
は
、
宗
祖
の
遺
文
と
共
通
す
る
文
が
か
な
り
散

（
制
八
）
（
⑨
色
）

見
さ
れ
る
。
主
た
る
も
の
を
挙
げ
る
と
、
例
え
ば
『
法
華
真
言
勝
劣
事
』
及
び
『
真
言
見
聞
』
が
金
綱
集
の
「
真
言
宗
見
聞
」
と
、
『
本

（
Ｑ
Ｕ
）

門
戒
体
抄
』
が
金
綱
集
の
「
小
乗
三
宗
見
聞
」
と
、
全
面
的
に
共
通
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
三
遺
文
は
親
撰
で
は
な
く
、
金
綱
集
を
底

本
と
し
て
作
成
さ
れ
た
遺
文
で
あ
る
、
と
見
な
し
て
良
い
。
そ
の
他
、
類
似
乃
至
一
部
分
共
通
の
も
の
は
数
多
く
あ
り
、
宗
祖
滅
後
の
上

（
４
琶
）

代
に
は
金
綱
集
と
基
盤
を
共
通
す
る
典
籍
が
数
点
あ
る
。

さ
て
、
『
日
蓮
宗
を
学
全
書
』
（
第
一
三
・
一
四
巻
）
所
収
の
金
綱
集
全
十
四
帖
を
通
観
し
て
喫
驚
す
る
こ
と
は
、
日
蓮
教
学
で
は
一

般
に
最
澄
が
尊
重
活
用
し
た
真
如
随
縁
論
、
及
び
中
古
天
台
式
の
当
体
蓮
華
の
法
門
は
な
い
、
と
踏
ん
で
い
る
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第

七
の
「
禅
見
聞
」
の
八
禅
宗
理
体
事
ｖ
中
の
末
に
八
当
体
蓮
華
事
Ｖ
が
、
第
十
三
の
付
録
の
「
理
具
之
事
」
中
に
八
随
縁
真
如
不
変
真
如

（
貝
。
）

事
Ｖ
の
項
が
た
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
な
お
真
如
随
縁
論
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
長
の
浅
井
円
道
博

士
が
「
宗
祖
に
お
け
る
観
念
論
打
破
の
思
想
」
（
一
五
一
～
一
六
六
頁
『
日
蓮
教
学
の
諸
問
題
』
所
収
）
中
に
詳
述
さ
れ
て
お
ら
れ
る
の

で
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
す
る
。
よ
っ
て
、
今
は
金
綱
集
八
当
体
蓮
華
事
Ｖ
抄
出
で
、
中
古
天
台
式
の
当
体
蓮
華
の
法
門
を
説

金
網
集
抄
出
の
当
体
義
抄
に
つ
い
て
（
中
條
）

金
綱
集
抄
出
の
当
体
義
抄
に
っ

㈲
は
じ
め
に

い

て

中
條
曉
秀

（”）



ｌ
「
禅
見
聞
」
の
内
容
項
目
ｌ

（
便
Ｕ
）

身
延
四
世
日
善
（
一
二
七
五
～
一
三
四
六
）
の
筆
に
な
る
金
綱
集
第
七
「
禅
見
聞
」
の
内
容
項
目
は
左
の
表
（
１
）
の
通
り
。

表
（
１
）
（
宗
全
一
四
巻
の
頁
数
）

表
（
１
）

金
綱
集
抄
出
の
当
体
義
抄
に
つ
い
て
（
中
條
）

き
、
古
来
か
ら
真
偽
に
鴛
謹
の
あ
る
最
蓮
房
あ
て
御
書
十
二
篇
の
一
つ
で
あ
る
『
当
体
義
抄
』
に
つ
い
て
、
倒
金
綱
集
と
の
共
通
部
分
、

⑥
引
用
経
論
釈
の
問
題
、
の
二
点
に
つ
い
て
少
し
く
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

１
、
祖
師
事

２
、
禅
宗
立
三
種
十
種
禅
事

付
法
蔵
人
之
事

止
観
壇
経
血
脈
譜

３
、
二
十
八
祖
付
法
之
会
通
並
重
難
事

４
、
禅
宗
名
字
事

５
、
破
教
外
別
伝
事

付
宗
門
高
祖
達
磨
専
経
事

６
、
無
説
不
説
一
字
事

第
七
巻
禅
見
聞 口

金
綱
集
の
「
禅
見
聞
」
と
『
当
体
義
抄
』

二
八
九

二
八
九

二
九
○

二
九
二

二
九
三

二
九
四

二
九
八
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９
、
六
塵
等
経
事

加
、
禅
宗
理
体
事

８
、
南
北
二
種
禅
事

７
、
禅
祖
師
頌
筆
等
事

体
内
体
外
権
実
不
同
事

玄
義
大
綱

無
邪
執
一

広
示
一
理
具
観
法
一
破
二
但
観
無
教
偏
空
断

総
在
一
念
別
分
色
心
一
念
三
千
事

観
心
教
行
枢
機
事

釈
論
真
如
平
等
之
権
説
禅
徒
偏
執
事

以
二
有
相
即
無
相
一
破
二
但
観
無
教
一

付
華
厳
真
言
等
盗
天
台
一
念
三

付
釈
論
偽
論
事

鏡
像
円
融
野

海
水
響

金
綱
集
抄
出
の
当
体
義
抄
に
つ
い
て
（
中
條
）

千
事
聖
密
房
抄

境
智
行
三
妙
事

如
意
珠
警

五

三
○
六

三
八

一
一
一
一
一
一
一 七

一
二
一
一
一
ハ

一
一
一
一
一
一

七

一
二
一
一
ハ

一
一
一
一
一
一
一 ○

（”）



「
禅
見
聞
」
と
宗
祖
遺
文
と
の
関
連
に
つ
い
て
い
え
ば
、
表
（
Ⅱ
）
の
（
イ
）
に
い
う
『
聖
愚
問
答
抄
』
（
下
）
と
『
聖
密
房
御
書
』
、

（
句
０
）

そ
れ
に
（
ロ
）
に
示
し
た
ご
と
く
先
に
い
う
八
当
体
蓮
華
事
Ｖ
か
ら
の
抄
出
の
『
当
体
義
抄
』
等
に
共
通
す
る
部
分
が
見
ら
れ
る
。

ｌ
遺
文
と
の
共
通
部
分
Ｉ

（
イ
）

（
ロ
）

金
網
集
抄
出
の
当
体
義
抄
に
つ
い
て
（
中
條
）

性
相
二
空
事
三
四
○

付
一
大
事
因
縁
即
円
融
三
諦
事
三
四
一

当
体
蓮
華
事
三
四
三

奥
書
三
四
八

金
綱
集
八
禅
宗
理
体
事
ｖ
八
当
体
蓮
華
事
Ｖ

宗
全
一
四
巻
三
四
四
頁

表
（
Ⅱ
）

金
綱
集
「
禅
見
聞
」
Ｌ
と

宗／-、
同同全金
一綱
四集
巻一

二
九
四
～
二
九
五
頁

二
九
六
頁

三
一
二
～
三
二
二
頁

遺
文
と
共
通
す
る
部
分

（
遺
文
）

『
聖
愚
問
答
抄
』

同
『
聖
密
房
御
書
』

『
当
体
義
抄
』

定
遺
三
七
二
頁

三
七
一
～
三
七
二
頁

八
二
二
～
八
二
四
頁

定
遺
七
五
七
～
七
五
八
頁
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如
来
無
明
法
性
無
住
一
体
実
理
証
故
、
無
明
即
法
性
無
明
無
住

所
、
法
性
即
無
明
法
性
無
住
所
、
無
明
与
法
性
全
体
一
而
二
也
、

無
明
云
云
、
妙
楽
云
、
理
性
無
体
全

ｌ性
釈
、
釈
論
且
置
之
、
正
如
来
金
言 I

岳
云
心
体
具
足
染
浄
二
性
、
性
無
異
相
一
味
平
等
云
云
、
華
厳
説

是
三
世
無
差
別
、
法
華
経
宣
諸
法
実
相
、
…
…
…
…
…
…
…
…
…

０
６
０
０
０
０
０
０
０

大(5) …
…
…
…
…
（
中
略
）
…
…
…
…
…
…
…
．
．
…
…
・
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
宗
全
一
四
巻
三
四
五
頁

５

６

三
無
差
別
、
文
在
爾
前
、
意
法
華
経
物
也
、
…
…
・
…
…
…
・
…
…
．

●
●
●
Ｃ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ら
●
●
●
●
●
●
●
。
Ｑ
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
。
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｇ
●
ゆ
●
ｐ
Ｄ
Ｇ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

１２１

二
而
一
也
、
ゞ

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｃ
●
●
●
●
●
Ｃ
ｐ
●
④
●
■
●
●
●
白
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
。
●
■
●
●
●
●
■
●
●
●
●
●
●
ゆ

…
…
…
…
…
（
中
略
）
．
．
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…

金
網
集
抄
出
の
当
体
義
抄
に
つ
い
て
（
中
條
）

本
有
常
住
也
、
覚
不
覚
無
明
法
性
左
右
也
、I

止
観
云
、
無
明
凝
惑
本
是
法
性
以
擬
迷
故
法
性
変
作

３１
鋤
剥
頚
司
訓
訓
調
田
畑
姻
馴
斜
調
闇
調
珊
到
剖
調
胴
剰
網
困
副
詞
鯛
因

４華
厳
経
云
、
心
仏
及
衆
生
是

是
意
修
多
羅
了
義

二
１
Ｊ

９
Ｊ

一
Ｊ
１
１

南’

１

如
是
得
意
者
捨
悪
迷
無
明
善
悟
法
性
可
為
本
也
。
大
円
覚
修
多

明
也
。
問
一
切
衆
生
皆
垂

凡
夫
即
妙
法
当
体
也
乎
。

間
一
切
衆
生
皆
悉

０
０
０
０
Ⅱ

二
法
而
無
異
相
一
味
平
等
云
云
。
又
明
鏡
曹
真
実
一
二
也
。
委
如

大
乗
止
観
釈
。
又
能
釈
嬢
六
云
三
千
在
理
同
名
無
明
三
千
果
成
威

称
常
楽
三
千
無
改
無
明
即
明
。
三
千
並
常
倶
体
倶
用
文
。
此
釈
分

７

１
０
１
０

‐
‐

華
経
云
是
法
住
法
位
世
間
相
常
住
云
云
。
大
論
云
明
与
無
明

。
大
論
云
明
与
無
明

無
明
無
体
全
依
法
性
云
云
。
無
明
所
断
迷
法
性
所
証
理
也
。
何

体
一
也
云
乎
云
不
審
以
此
等
文
義
可
得
意
也
。
大
論
九
十
五
夢
欝

天
台
一
家
玉
譽
誠
面
白
思
也
。
正
無
明
法
性
其
体
一
也
云
証
拠
法

５

法
性
変
作
無
明
云
云
。
妙
楽
大
師
釈
云
理
性
無
体
全
依
無
明
。

羅
了
義
経
云

無
異
無
別
。
如
是
知
者
是
名
中
道
云
云
。

４

立
云
云
。

法
華
経
諸
法
実
相
文
不
可
過
也
。
南
岳
大
師
云
心
体
具
足
染
浄 ’

法
云
事
証
文
雌
多
之
華
厳
経
云
心
仏
及
衆
生
是
三
無
差
別
文
与

妙
法
蓮
華
経
当
体
者
如
我
等
愚
凝
闇
鈍

。

天
台
大
師
止
観
云
無
明

３

無
明

一
切
諸
衆
生
無
始
幻
無
明
皆
従
諸
如
来
円
覚
心
建

２
0

,

■
日
日
日
日
Ｕ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
り
ろ
０
０
０
０
６
０

答
当
世
諸
人
錐
多
之
不
出
二
人
。 １

擬
惑
本
是
法
性
。

ｉ６ｉ
ｌ
０
０
１
０
Ｉ
１

１
１
…
…
１
１

但
真
如
妙
理
有
染
浄
二

以
擬
迷
故１

人
。
謂
権
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果
一
時
具
足
、
是
名
一
乗
衆
生
之
義
云
云
、
此
等
文
法
華
円
頓
同

共
当
体
妙
法
蓮
華
経
、
…
・
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
．

人｜ 云｜、0 問
云
一
切
衆
生
十
界
依
正
二
報
、
妙
法
蓮
華
当
体
、

籟
川
封
印
承
国
劇
譜
崇
怨
釧
濁
蓮
調
当
勾
舅 体、

可
云
妙
法
蓮
華
当
体
、
信
法
華
経
人
、
即
当
体
蓮
華
也
、

１９

．(

云
、
一
切
衆
生
信
大
乗
故
名
大
乗
衆
生
云
云
、

…
．
．
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
宗
全
一
四
巻

１７
皇
ｆ
Ⅱ
、
０
８
■
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
１
１
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｏ
８
０
０
１
Ｉ
ｌ
舎
Ｉ
ｌ
Ｏ
Ｏ
１
１
０
１
１
１
０
０
ｂ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｉ
ｌ
ｌ
Ⅱ

金
網
集
抄
出
の
当
体
義
抄
に
つ
い
て
（
中
條
）

●
●
●
Ｃ
Ｇ
●
●
■
Ｃ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
。
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
。
●
●
Ｏ
●
Ｑ
●
●
◆
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ゆ
●
Ｇ
●
●
●
◆
●
舎
●
●
●
●

…
．
．
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
宗
全
一
四
巻
三
四
六
～
三
四
七
頁

一
心
一
学
衆
菓
普
備
、
一
時
具
足
非
次
第
入
、
亦
如
蓮
華
一
華
衆

一
法
身
、
清
浄
妙
無
比
云
云
、
伽

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ
０
Ｉ
０

当
世
日
本
国
道
俗
四
輩
錐
多
之
、

ｌ
Ｉ
０
１
ｌ
ｉ

二
実
教
之
族
也
、

（
注
）
ｌ
部
分
が
共
通
す
る
と
こ
ろ
で
、
；
・
Ｉ
．
，
‐
は
類
似
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
。
な
お
⑤
・
側
・
側
は
典
拠
不
明
で
あ
る
。

而
信
権
教
方
便
真
言
念
仏
禅
律
等
人
、

ｕ
マ
．
！
‘
！
，
！
，
！
‘
！
，
！
，
！
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
－
●
●
●
●
１
１
１
１
●
Ｉ
‐
１
１
－
１
１

・
南
岳
大
師
云
修
行
法
華
経
者
、

0

不
出
二
類
、
謂

０
０
０
８
０
０
０
■
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
０
１
１
Ｕ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

精
進
経
云
、
同
共

闇
鈍
愚
凝
我

皆
可
成
仏
乎
、
答

類
、
謂
一
権
教
之 ９

０
０

8)等

浬人
藥 、
経不此

中
衆
生
与
如
来
同
共
一
法
身
清
浄
妙
無
比
称
妙
法
蓮
華
経
文
。
文

錐
有
他
経
下
文
顕
已
通
得
引
用
也
。
…
…
．
．
…
…
…
…
…
…
…
…
．

１
０
０
０
１
１
１
１
０
０
０
０
０
１
０
０
０
０
０
１

時
具
足
非
次
第
入
。
亦
如
蓮
華
一
華
衆
果
一
時
具
足
。
是
名
一
乗

衆
生
之
義
文
。
…
・
…
…
…
．
．
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
。
．

…
…
…
…
…
（
中
略
）
・
・
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
…
…
・
…
．

．
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・
…
：
…
…
…
定
遺
七
五
九
頁

所
詮
妙
法
蓮
華
当
体
者
信
法
華
経
日
蓮
弟
子
檀
那
等
父
母
所
生
肉

身
是
也
。
南
岳
釈
云
一
切
衆
生
具
足
法
身
蔵
与
仏
一
無
有
異
。

是
故
法
華
云
父
母
所
生
清
浄
常
眼
耳
鼻
舌
身
意
亦
復
如
是
文
。

９

又
云
間
云
仏
何
経
中
説
眼
等
諸
根
名
為
如
来
。
答
云
大
謝
糊
週
鬮

妙
法
華
経
文
。

１
体
。
信

教
人
実
教
人
也
。
而
信
権
教
方
便
念
仏
等
人
不
可
云
妙
法
蓮
華
当

△
日
。
■
●
』
■
■
■
■
■
■

云云

大
強
精
進
経
云

一
切
衆
生
信
大
乗
故
名
大
乗
衆
生
文
。

１９

実
教
法
華
経
人
即
当
体
蓮
華

又⑩
云
修
行
法
華
経
者
此
一
心
一
学
衆
果
普
備
一

衆
生
与
如
来
同
共
一
法
身
清
浄
妙
無
比
称

８

真
如
妙
体
是
也
。
浬
藥
経

南
岳
大
師
四
安
楽
行

（98）



ｌ
梗
概
ｌ

『
当
体
義
抄
』
（
係
年
文
永
十
年
・
日
朝
本
）
は
十
九
番
問
答
か
《

体
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
、
特
に
法
華
経
を
修
行
す
る
日
蓮
の
弟
子
』

を
示
し
た
も
の
で
、
中
古
天
台
式
の
観
心
色
の
濃
い
当
体
蓮
華
義
で
、

を
示
し
た
も
の
で
、
中
去
（
係
年
文
永
十
年
・
日
朝
本
）
は
十
九
番
問
答
か
ら

ｌ
最
蓮
房
の
伝
と
十
二
篇
の
御
書
ｌ

『
当
体
義
抄
』
の
対
合
衆
は
最
蓮
房
で
あ
る
。
最
蓮
房
は
京
の
人
で
、
天
台
の
学
僧
。
宗
祖
よ
り
先
に
何
ら
か
の
原
因
で
佐
渡
に
流
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
佐
渡
で
宗
祖
に
値
遇
し
て
弟
子
と
な
り
、
日
浄
と
号
し
、
宗
祖
赦
免
後
の
建
治
元
年
に
赦
さ
れ
、
京
あ
る

い
は
身
延
に
帰
っ
た
と
い
う
。
虚
実
入
り
雑
り
未
詳
の
部
分
も
多
か
っ
た
が
、
現
今
で
は
実
在
の
人
物
で
あ
る
こ
と
が
定
説
と
な
っ
て
い

（
８
）

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
昭
和
定
本
『
日
蓮
聖
人
遺
文
』
（
全
四
巻
）
に
し
た
が
っ
て
、
明
ら
か
に
最
蓮
房
あ
て
の
御
書
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、

『
生
死
一
大
事
血
脈
抄
』
・
『
草
木
成
仏
口
決
』
・
『
最
蓮
房
御
返
事
』
・
『
得
受
職
人
功
徳
法
門
抄
』
・
『
祈
祷
経
送
状
』
・
『
諸
法

実
相
抄
』
・
『
当
体
義
抄
』
・
『
同
送
状
』
・
『
立
正
観
抄
』
・
『
同
送
状
』
・
『
当
体
蓮
華
抄
』
・
『
十
八
円
満
抄
』
の
十
二
篇
で
あ

る
。
そ
し
て
、
誠
に
奇
異
に
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
十
二
篇
中
、
真
蹟
の
現
存
・
曽
存
と
い
う
も
の
は
一
篇
だ
に
な
く
、
た
だ
『
祈
祷

経
送
状
』
・
『
当
体
義
抄
』
・
『
立
正
観
抄
』
・
『
同
送
状
』
に
抄
出
・
抄
写
・
古
写
本
等
が
存
す
る
の
承
で
あ
る
。
さ
ら
に
他
の
門
弟

金
網
集
抄
出
の
当
体
義
抄
に
つ
い
て
（
中
條
）

（

ｎ

回

）

ｚ
》
。

成
っ
て
い
る
。
そ
の
梗
概
は
、
一
切
の
万
有
悉
く
妙
法
蓮
華
の
当

函
か
し
、
特
に
法
華
経
を
修
行
す
る
日
蓮
の
弟
子
檀
那
の
当
体
こ
そ
妙
法
蓮
華
経
の
仏
で
あ
る
、
と
い
う
安
心
の
極
致

中
古
天
台
式
の
観
心
色
の
濃
い
当
体
蓮
華
義
で
、
『
法
華
玄
義
』
の
「
蓮
華
釈
」
に
説
く
そ
れ
と
異
な
っ
て
い
る
こ

日
当
体
義
抄
の
検
討

（”）



こ
の
文
は

あ
り
で
あ
る
。

宗
祖
の
弘
教
の
基
本
姿
勢
は
折
伏
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
教
学
の
大
き
な
特
色
の
一
つ
に
、
充
分
に
吟
味
さ
れ
た
経
論
釈
を
援

引
し
て
自
説
の
援
証
と
す
る
文
証
主
義
が
あ
る
。

し
か
ら
ば
、
今
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
一
つ
の
試
承
で
あ
る
が
、
十
九
番
問
答
か
ら
成
る
『
当
体
義
抄
』
に
は
幸
い
経
論
釈
が
縦
横
に

引
用
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
引
用
経
論
釈
の
吟
味
に
問
題
を
絞
り
、
少
し
く
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
こ
こ
で
『
当
体
義

抄
』
中
の
引
用
経
論
釈
に
つ
い
て
、
そ
の
出
典
を
含
め
具
さ
に
検
討
・
対
照
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
紙
巾
の
都
合
で
省
く
。
た
だ
し
、

『
当
体
義
抄
』
中
に
引
用
さ
れ
る
経
論
釈
の
出
典
名
を
挙
げ
る
と
、
『
法
華
経
』
・
『
大
方
広
円
覚
修
多
羅
了
義
経
』
・
『
無
置
義
経
』
・

『
華
厳
経
』
・
『
妙
法
蓮
華
経
憂
婆
提
舎
』
・
『
法
華
経
安
楽
行
義
』
、
現
在
欠
本
で
は
あ
る
が
『
注
法
華
経
』
に
よ
っ
て
明
白
な
南
岳

の
『
法
華
餓
法
』
、
『
大
宝
積
経
論
』
・
『
金
剛
鈎
』
・
『
法
華
三
昧
餓
儀
』
・
『
玄
義
』
・
『
文
句
』
・
『
止
観
』
・
『
大
乗
止
観
法
門
』

．
『
釈
鰻
』
・
『
弘
決
』
・
『
文
句
記
』
・
『
法
華
伝
記
』
・
『
守
護
国
界
章
』
・
『
註
無
量
義
経
』
等
々
の
典
籍
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
し

て
、
こ
れ
ら
引
用
経
論
釈
の
出
典
等
の
確
認
の
出
来
る
も
の
は
一
応
首
肯
し
て
も
い
い
と
思
う
が
、
そ
の
確
認
の
出
来
ぬ
も
の
が
幾
つ
か

あ
る
。
よ
っ
て
、
今
そ
れ
ら
を
掲
げ
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

ニ
ク
ト

ク
シ

ク
ノ
ル
ヲ
ハ
ワ
タ
卜

（
ａ
）
大
論
云
明
与
二
無
明
一
無
し
異
無
し
別
。
如
し
是
知
者
是
名
二
中
道
一
云
云
。
（
定
遺
七
五
八
頁
）

（
、
）

こ
の
文
は
『
大
論
』
に
は
な
い
。
た
だ
し
、
『
大
宝
積
経
論
』
巻
第
三
に
全
同
の
文
が
見
ら
れ
る
。
金
綱
集
に
も
同
文
（
ｌ
㈲
参
照
）

檀
越
に
比
し
て
、
短
期
間
に
相

だ
け
で
も
血
脈
・
口
決
・
当
体

ｌ
引
用
経
論
釈
の
検
討
Ｉ

金
綱
集
抄
出
の
当
体
義
抄
に
つ
い
て
（
中
條
）

し
て
、
短
期
間
に
相
当
量
の
遺
文
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
加
え
て
、
最
蓮
房
あ
て
御
書
は
そ
の
題
名
を
見
た

（
皿
）

皿
脈
・
口
決
・
当
体
蓮
華
等
を
中
古
天
台
色
が
色
濃
い
。
誠
に
不
思
議
な
現
象
で
あ
る
。

(〃0）



（
昭
）

金
綱
集
も
引
く
こ
の
文
（
ｌ
側
参
照
）
は
、
南
岳
の
『
法
華
経
安
楽
行
義
』
の
所
引
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
『
安
楽
行

（
蝿
）

義
』
中
に
い
う
『
大
強
精
進
経
』
は
、
蔵
経
目
録
中
に
そ
の
名
は
な
い
。
遺
文
注
釈
家
の
詮
索
に
よ
る
と
、
「
鴬
掘
の
本
地
は
大
精
進
如

来
で
あ
り
、
そ
の
垂
迩
の
鴦
掘
は
『
梵
王
、
鴦
掘
摩
に
答
へ
て
云
く
、
汝
殺
人
を
現
ず
る
こ
と
、
一
千
に
一
を
欠
く
、
今
猶
汝
を
見
る
に

強
梁
に
し
て
息
ま
ず
』
と
経
文
に
あ
る
。
そ
こ
で
南
岳
が
鴦
掘
の
本
地
と
垂
迩
か
ら
推
し
て
、
鴦
掘
経
を
大
強
精
進
経
と
い
わ
れ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
さ
す
れ
ば
、
「
大
強
精
進
経
二
云
ク
」
以
下
の
二
十
字
は
竺
法
護
訳
の
『
総
掘
摩
経
』
中
に
該
当
す
る

文
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
に
見
当
た
ら
な
い
。
な
お
後
に
述
べ
る
が
、
か
か
る
一
文
を
以
て
『
扶
老
』
の
日
好
は
『
当
体
義
抄
』
偽
書
説

（
Ｍ
）

の
一
つ
の
大
き
な
根
拠
と
し
て
い
る
。

一
一

ク
ノ

ロ
ｒ
〈

二
ス
ル
●
●
／
●
●
ナ
リ
●
●
●
●
●
リ
●
●
●
●
●
シ
テ
●
●
二
●
●
●
●
●
ア
リ

（
ｄ
）
故
伝
教
大
師
云
一
心
妙
法
蓮
華
者
因
華
果
台
倶
時
増
長
当
体
蓮
華
。
三
周
各
各
有
二
当
体
臂
諭
一
。
総
一
経
皆
当
体
臂
論
。

●
シ
テ
●
テ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
リ
●
●
●
●
●
ス
ル
ヲ
ヲ
テ
ス

別
有
二
七
曹
・
三
平
等
・
十
無
上
之
法
門
一
皆
有
二
当
体
蓮
華
一
也
。
詮
一
庇
理
一
教
名
為
二
妙
法
蓮
華
経
一
云
云
。
（
定
遺
七
六
○

（
咽
）

最
澄
の
『
守
護
国
界
章
』
の
中
巻
の
中
に
あ
っ
て
徳
一
へ
の
論
駁
の
文
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
前
後
の
文
は
『
守
護
章
』
の
文
の
引
用

で
あ
り
な
が
ら
、
中
程
の
「
当
体
蓮
華
」
以
下
の
傍
点
の
四
十
一
字
は
、
『
守
護
章
』
及
び
他
の
最
澄
の
文
の
ど
こ
に
も
見
当
た
ら
な
い
。

ノ
ー
ク
ト
ハ

ヒ
ク
ル

（
ｓ
竜
樹
菩
薩
大
論
云
蓮
華
者
法
警
並
挙
也
文
。
（
定
遺
七
六
四
頁
）

金
綱
集
抄
出
の
当
体
義
抄
に
つ
い
て
（
中
條
）

ニ
ク

ス
ル
ワ
ニ
タ
ノ
卜

（
ｂ
）
浬
薬
経
云
一
切
衆
生
信
二
大
乗
一
故
名
二
大
乗
衆
生
一
文
。
（
定
遺
七
五
八
頁
）

大
蔵
経
の
南
北
両
本
中
の
『
浬
薬
経
』
に
は
見
当
ら
な
い
。
な
お
同
文
（
ｌ
側
参
照
）
が
金
網
集
に
あ
る
。

ノ

ー
ク

ニ
ク
ト

ニ
・
シ
テ

ナ
ル
ヲ
ス

ト

（
ｃ
）
南
岳
大
師
四
安
楽
行
云
大
強
精
進
経
云
衆
生
与
一
如
来
一
同
共
一
法
身
清
浄
妙
無
比
称
一
秒
法
華
経
一
文
。

七
五
九
頁
）

～
七
六
一
頁
）

（
定
遺
七
五
八
・

(I")



古
来
か
ら
『
当
体
義
抄
』
の
真
偽
説
が
如
何
に
喧
し
か
っ
た
か
は
、
例
え
ば
現
在
欠
本
で
は
あ
る
が
、
甘
露
院
日
泉
の
『
当
体
義
抄
真

（
胡
）

偽
弁
』
と
題
す
る
一
書
さ
え
あ
る
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
殊
に
『
扶
老
』
の
日
好
は
、
部
分
的
に
は
真
撰
な
り
と
認
め
る
も
の
の
、

大
部
分
は
後
人
の
添
加
に
な
れ
る
も
の
と
の
意
向
で
、
そ
の
論
旨
を
立
証
す
る
た
め
に
五
ケ
条
を
掲
げ
て
い
る
。
今
そ
の
一
部
を
紹
介
す

１
１
真
偽
論
Ｉ

等
盈
で
あ
る
。
現
在
の
写
本
段
階
に
は
か
か
る
問
題
が
残
る
。
文
証
主
義
を
標
傍
す
る
宗
祖
の
弘
教
の
基
本
姿
勢
と
の
懸
隔
は
徴
盈
で
あ

る
と
は
い
え
ぬ
よ
う
に
思
う
。

金
綱
集
抄
出
の
当
体
義
抄
に
つ
い
て
（
中
條
）

（
鮒
）

『
大
智
度
論
』
に
は
こ
の
文
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
文
と
全
同
の
も
の
が
『
守
護
章
』
中
巻
の
中
に
「
釈
論
云
法
唇
並
挙
」
と
あ

る
。
こ
の
場
合
『
守
護
章
』
に
引
か
れ
る
『
釈
論
』
と
は
世
親
の
『
法
華
経
論
』
の
こ
と
で
あ
る
が
、
古
来
か
ら
『
釈
論
』
と
い
え
ば
一

般
に
『
大
論
』
の
こ
と
を
指
す
場
合
が
多
い
た
め
、
『
守
護
章
』
に
い
う
『
釈
論
』
を
『
大
論
』
と
誤
り
伝
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
考

二
タ

ヒ
ク

え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
文
の
次
下
に
今
い
う
「
釈
論
云
法
臂
並
挙
」
を
含
め
て
、
『
守
護
章
』
の
文
が
か
な
り
の
紙
面
を
割
い

て
引
用
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
。
と
す
る
と
、
『
守
護
章
』
の
本
来
の
意
と
し
て
は
、
『
妙
法
蓮
華
経
憂
婆
提
舎
』
（
法
華
経
論
・
釈
論
）

を
指
す
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
か
な
る
訳
か
、
竜
樹
の
『
大
智
度
論
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
念
を
入
れ

ノ
ニ
ク

て
「
竜
樹
菩
薩
大
論
云
」
と
あ
る
と
、
手
厳
し
い
い
い
方
に
な
ろ
う
が
、
単
な
る
番
写
段
階
で
の
ミ
ス
で
あ
る
と
片
付
け
て
い
い
も
の

（
Ⅳ
）

か
、
『
扶
老
』
の
日
好
な
ら
ず
と
も
疑
問
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。

ノ

ノ

ニ
夕

（
ｆ
）
伝
教
大
師
最
後
臨
終
十
生
願
記
云
南
無
妙
法
蓮
華
経
云
云
。
（
定
遺
七
六
七
頁
）

最
澄
の
著
と
い
わ
れ
る
『
十
生
願
記
』
に
唱
題
の
事
例
が
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
こ
の
雷
は
現
在
一
切
不
明
で
あ

浜
》
◎

(〃2）



己
ニ
ハ

ノ

員
ノ
ヲ
ノ
ト
二
（
畑
）

る
と
、
．
大
強
精
進
経
事
不
審
・
・
・
：
・
・
二
守
護
章
釈
論
龍
樹
智
論
云
へ
ル
コ
ト
亦
大
疑
シ
」
と
述
べ
て
い
る
。
な
お
こ
れ
ら

に
つ
い
て
は
先
に
少
し
く
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
一
方
、
こ
れ
ら
の
疑
難
を
一
掃
し
て
、
真
撰
説
を
主
張
す
る
学
者
も
あ
る
。
近
世
日
蓮
宗
学
の
大
成
者
優
陀
那
日
輝
は
、
そ
の
著

（
別
）

『
当
体
義
抄
略
要
』
に
お
い
て
、
『
扶
老
』
の
五
大
疑
難
に
対
し
て
逐
一
論
駁
を
加
え
て
、
真
撰
な
る
こ
と
を
力
説
し
て
い
る
の
は
そ
の

代
表
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

如
上
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
金
網
集
「
禅
見
聞
」
と
『
当
体
義
抄
』
と
に
つ
い
て
、
殊
に
興
味
深
い
数
項
を
列
挙
し
む
す
び
と
す
る
。

ま
ず
、
金
綱
集
「
禅
見
聞
」
と
『
当
体
義
抄
』
の
両
者
共
通
す
る
引
用
経
論
釈
の
中
、
そ
の
出
典
が
極
め
て
暖
昧
な
る
も
の
が
三
点
存

在
し
て
い
る
。
表
（
Ⅱ
）
の
（
ロ
）
の
傍
線
側
・
側
・
側
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
疑
問
三
点
は
、
日
向
か
ら
日
善
に
至
る
間
の
書
写
上
の
誤

り
か
、
原
本
失
錯
が
転
移
し
て
そ
れ
に
及
ん
だ
も
の
か
、
取
意
か
、
そ
の
当
時
か
か
る
文
献
は
存
し
て
い
た
も
の
か
、
等
々
が
考
え
ら
れ

よ
う
。
な
お
傍
線
側
の
「
精
進
経
云
云
」
の
件
な
ど
、
『
扶
老
』
の
指
摘
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
一
個
の
興
味
あ
る
問
題
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
金
綱
集
は
信
頼
す
る
に
足
る
書
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
抄
出
の
あ
る
『
当
体
義
抄
』
を
真
撰
視
す
る
こ
と
は
当
然
出
来

な
い
。
ま
た
、
『
法
華
真
言
勝
劣
事
』
・
『
本
門
戒
体
抄
』
等
の
よ
う
に
、
金
綱
集
を
底
本
と
し
て
成
っ
た
遺
文
で
あ
る
と
は
い
い
難
い
。

し
か
し
、
現
時
点
の
検
討
を
以
て
云
云
す
る
に
は
卿
か
紐
泥
た
る
も
の
が
あ
る
が
、
誤
解
を
恐
れ
ず
一
歩
踏
み
込
ん
で
い
え
ば
、
金
網
集

の
文
が
『
当
体
義
抄
』
の
原
型
と
な
っ
た
と
見
ら
れ
な
く
も
な
い
。
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

三
に
、
『
当
体
義
抄
』
の
抄
出
先
で
あ
る
と
も
い
え
る
八
当
体
蓮
華
事
Ｖ
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
表
（
１
）
の
ご
と
く
金
綱
集
で
は

金
網
集
抄
出
の
当
体
義
抄
に
つ
い
て
（
中
條
）

画
む
す
び
に

(〃3）



金
綱
集
抄
出
の
当
体
義
抄
に
つ
い
て
（
中
條
）

八
当
体
蓮
華
事
Ｖ
は
、
「
法
華
経
之
事
」
（
第
十
巻
上
・
下
）
の
部
に
属
す
る
法
門
で
は
な
く
、
「
禅
見
聞
」
の
八
禅
宗
理
体
事
ｖ
の
項

の
、
し
か
も
、
そ
の
九
の
細
目
の
中
の
一
細
目
で
あ
る
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
所
詮
、
日
蓮
教
学
の
正
系
で
は

な
く
傍
系
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
か
か
る
法
門
が
金
綱
集
に
見
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
案
の
定
、
宗
祖
は
ご
存
知
で
あ
っ
た

（
別
）

こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

以
上
、
論
ず
べ
き
多
く
の
点
を
残
す
が
、
紙
巾
の
都
合
上
省
略
し
、
後
日
を
期
し
た
く
思
う
。

へへへへ

109 8 7
ｰｰ嘗一

へ

6
章

へへへ

5 4 3
ゞ一軍

へへ

2 1
嘗曹

拙
稿
「
金
綱
集
の
一
考
察
」
（
四
三
八
’
四
四
○
頁
『
日
蓮
教
団
の
諸
問
題
』
所
収
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

、

金
網
集
の
「
真
言
宗
見
聞
」
と
『
法
華
真
言
勝
劣
事
』
・
『
真
言
見
聞
』
の
二
書
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
身
延
山
短
期
大
学
々
長
宮
崎
英
修
博

士
が
『
不
受
不
施
派
の
源
流
と
展
開
』
（
三
九
’
四
三
頁
）
に
詳
述
さ
れ
、
浅
井
円
道
先
生
は
金
網
集
の
「
真
言
宗
見
聞
」
を
論
の
中
心
に
据
え

て
、
宗
祖
遺
文
・
金
綱
集
・
『
法
華
問
答
正
義
抄
』
の
真
言
批
判
の
素
材
に
つ
い
て
の
対
比
を
「
金
網
集
と
法
華
問
答
正
義
抄
」
（
四
八
’
六
六

頁
『
大
崎
学
報
』
一
三
五
号
所
収
）
に
論
究
さ
れ
て
い
る
。

前
掲
拙
稿
四
四
二
’
四
五
○
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

前
掲
拙
稿
四
四
○
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

浅
井
円
道
氏
前
掲
稿
四
六
’
四
七
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
「
な
い
」
と
は
強
い
表
現
で
あ
っ
て
、
実
際
は
宗
祖
に
あ
っ
て
は
、
か
か
る
知
識

は
所
有
さ
れ
て
い
た
が
、
お
そ
ら
く
意
識
的
に
で
あ
ろ
う
が
、
自
己
の
教
学
に
用
い
る
こ
と
は
な
る
べ
く
避
け
ら
れ
た
、
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ

う
。
い
う
ま
で
も
な
く
こ
れ
ら
の
法
門
が
存
在
し
た
と
し
て
も
、
所
詮
正
系
の
日
蓮
教
学
と
は
い
い
難
く
、
傍
系
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

宗
全
一
四
巻
（
三
四
八
頁
）
の
「
奥
書
」
と
「
縞
者
云
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
内
容
項
目
に
つ
い
て
は
、
宗
全
一
四
巻
冒
頭
の
「
金
網
集
条
目
」

に
し
た
が
っ
た
。
な
お
日
善
の
伝
等
に
つ
い
て
は
『
日
蓮
宗
事
典
』
六
一
九
’
六
二
○
頁
を
往
見
さ
れ
た
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
遺
文
の
脚
注
部
分
に
そ
の
同
異
に
つ
い
て
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

『
日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典
（
歴
史
篇
）
』
七
九
九
頁
、
『
日
蓮
宗
事
典
』
二
八
一
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

拙
稿
「
股
蓮
房
あ
て
御
書
の
一
考
察
」
（
九
一
’
九
三
頁
『
棲
神
』
五
三
号
所
収
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

前
掲
拙
稿
「
競
蓮
房
あ
て
御
書
の
一
考
察
」
九
三
’
九
六
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（〃4）



な
お
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
は
定
遺
、
『
日
蓮
宗
々
学
全
書
』
は
宗
全
、
『
大
正
新
怖
大
蔵
経
』
は
大
正
蔵
経
、
『
伝
教
大
師
全
集
』
は
伝
全
、

と
そ
れ
ぞ
れ
略
称
し
た
。

（
ｕ
）
大
正
蔵
経
二
六
巻
二
一
八
頁
（
下
）

（
吃
）
大
正
蔵
経
四
六
巻
六
九
九
頁
（
下
）
に
「
大
強
精
進
経
」
と
あ
り
、
七
○
○
頁
（
上
）
に
「
衆
生
与
如
来
。
同
共
一
法
身
。
清
浄
無
比
。
称
妙
法

（
Ｍ
）

（
巧
）

（
喝
）

へへへへへへ

212019181716
当一一一一一

華
経
」
と
あ
る
。

巻
（
五
○
九
頁

註
（
四
）
参
照
。

伝
全
二
巻
三
九
八
頁
、
『
法
華
去
惑
』
（
伝
全
二
巻
五
六
頁
）
に
も
同
文
が
あ
る
。
今
は
『
守
護
章
』
を
以
て
代
表
と
す
る
。
な
お
宗
祖
の
遺
文

に
『
法
華
去
惑
』
か
ら
の
引
文
が
な
い
の
は
、
『
守
護
章
』
中
巻
と
同
文
で
あ
る
為
で
あ
ろ
う
。

註
（
晦
）
参
照
。

註
（
四
）
参
照
。

『
日
蓮
宗
を
学
章
疏
目
録
』
二
四
五
頁
参
照
。

『
録
内
扶
老
』
（
六
四
六
頁
『
日
蓮
宗
全
窃
』
所
収
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

『
充
洽
園
全
集
』
二
鯛
（
四
七
一
’
四
九
○
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

註
（
５
）
参
照
。

『
日
蓮
聖
人
御
遺
文
講
義
』
八
巻
（
二
七
一
頁
・
二
八
三
頁
）
、
『
日
蓮
聖
人
遺
文
全
集
講
義
』
一
二
巻
（
二
七
一
頁
）
と
、
『
録
内
啓
蒙
』
下

琶
（
五
○
九
頁
（
下
）
『
日
蓮
宗
全
書
』
所
収
）
、
『
録
内
拾
遺
』
（
二
六
八
’
二
六
九
頁
『
日
蓮
宗
全
書
』
所
収
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

金
綱
集
抄
出
の
当
体
義
抄
に
つ
い
て
（
中
條
）

(〃5）



我
が
国
の
人
口
構
造
は
、
世
界
で
も
例
を
見
な
い
急
速
な
テ
ン

ポ
で
高
齢
化
が
進
行
し
て
お
り
、
高
齢
者
や
身
体
障
害
者
の
誰
も

が
信
頼
し
、
安
心
し
て
介
護
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
専
門
家
を

養
成
す
る
必
要
に
迫
ま
ら
れ
て
い
る
。
前
稿
に
お
い
て
、
「
社
会

福
祉
主
事
」
と
い
う
資
格
取
得
に
お
け
る
、
そ
の
「
学
習
」
の
一

端
に
ふ
れ
て
承
た
が
、
幸
い
に
こ
の
よ
う
な
社
会
的
要
請
を
受
け

て
、
本
年
度
よ
り
、
国
家
試
験
に
よ
り
、
「
社
会
・
介
護
福
祉

士
」
の
資
格
が
取
得
で
き
る
国
家
資
格
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
そ
の
「
経
緯
」
「
専
門
職
性
」
「
学
習
内
容
」

に
つ
い
て
少
し
述
べ
て
象
た
い
と
思
う
。

Ｂ

ヨ
ー
ロ
ッ
。
〈
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
ク
専
門
教
育
の
方
向
と
い

う
も
の
は
、
そ
れ
が
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
化
高
等
教
育
化
さ
れ
て
い
る

「
社
会
福
祉
」
に
お
け
る
一
考
察
側
（
渡
辺
）

〃
ノ
ー
ト
″

「
社
会
福
祉
」
に
お
け
る
一
考
察

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
来
は
大
学
で
そ
の
教
育
を
受
け
る
の
で

は
な
く
て
、
各
種
学
校
、
研
修
機
関
な
ど
で
教
育
を
受
け
る
こ
と

が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
各
国
と
も
大
学
、
あ
る
い

は
大
学
院
の
高
等
教
育
の
中
で
社
会
福
祉
の
専
門
的
な
知
識
、
技

術
等
を
学
ぶ
と
い
う
方
向
に
あ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
カ
ソ
リ
ッ
ク
あ
る
い
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の

教
育
が
非
常
に
盛
ん
で
、
大
学
に
お
い
て
も
神
学
校
等
が
あ
り
、

日
本
の
仏
教
大
学
以
上
に
宗
教
教
育
と
社
会
福
祉
と
が
非
常
に
密

接
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
場
合
は
宗
教
教
育
の
一
環
と
し
て
、

ポ
ラ
ン
タ
リ
．
ズ
ム
な
ど
の
福
祉
教
育
を
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
キ

リ
ス
ト
教
と
福
祉
教
育
と
、
切
り
離
し
て
教
育
す
る
こ
と
が
出
来

な
か
っ
た
が
、
近
年
は
宗
教
教
育
と
社
会
福
祉
の
専
門
的
な
教
育

を
別
途
に
や
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

社
会
福
祉
の
教
育
は
ア
メ
リ
カ
で
技
術
教
育
が
進
み
、
ソ
ー
シ

(2)

渡
辺
寛
勝
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「
社
会
福
祉
」
に
お
け
る
一
考
察
卿
（
渡
辺
）

ヤ
ル
・
ワ
ー
ク
と
い
う
言
葉
も
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
た
。
日
本
の

社
会
福
祉
教
育
も
ほ
と
ん
ど
ア
メ
リ
カ
の
教
育
の
影
響
を
受
け
て

い
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
も
、
戦
後
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し

て
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
ク
の
技
術
を
勉
強
し
た
人
達
が
、
大
学
で

教
え
、
各
国
と
も
ア
メ
リ
カ
の
影
響
が
強
か
っ
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ

．
〈
各
国
と
も
ア
メ
リ
カ
離
れ
を
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
独
自
の
事
情
、

制
度
が
違
う
の
で
、
そ
う
い
う
も
の
を
考
慮
し
て
教
育
が
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

社
会
福
祉
の
専
門
教
育
に
お
い
て
、
技
術
教
育
と
い
う
と
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
ワ
ー
ク
の
構
成
要
素
で
あ
る
ケ
ー
ス
・
ワ
ー
ク
、
グ
ル

ー
プ
・
ワ
ー
ク
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ワ
ー
ク
の
三
つ
を
基
本
に

し
た
教
育
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
に
お

け
る
種
々
な
経
験
に
よ
る
と
、
施
設
の
処
遇
な
ど
を
考
え
て
象
た

場
合
、
レ
ジ
デ
ン
シ
ャ
ル
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
ク
と
い
う
よ
う

な
こ
と
が
、
ア
メ
リ
カ
で
教
え
て
い
る
グ
ル
ー
プ
・
ワ
ー
ク
が
そ

の
ま
ま
適
用
で
き
る
か
と
い
う
と
、
そ
こ
に
は
臨
床
心
理
の
知
識

だ
と
か
、
種
々
な
も
の
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
つ
ま
り
、
ア
メ

リ
カ
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
ク
技
術
プ
ラ
ス
・
ア
ル
フ
ァ
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
今
日
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
、
日

本
に
お
い
て
社
会
福
祉
が
大
き
な
曲
り
角
に
き
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
北
欧
・
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
福
祉
国
家
と
し
て
ス
タ
ー

卜
の
早
い
国
に
お
い
て
も
、
財
政
危
機
と
人
口
の
高
齢
化
に
ぶ
つ

つ
か
り
、
非
常
に
困
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
日
本
に
お
い

て
も
昭
和
五
十
年
代
、
国
の
財
政
、
地
方
財
政
が
ピ
ン
チ
に
な

り
、
財
政
緊
縮
の
状
況
下
に
お
い
て
、
人
口
の
高
齢
化
の
進
む
中

で
ど
う
い
う
福
祉
体
系
を
作
っ
た
ら
よ
い
の
か
、
税
金
・
年
金
制

度
の
改
革
等
が
論
議
さ
れ
福
祉
見
直
し
の
時
代
に
入
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
い
わ
れ
て
い
る
。

日
本
の
福
祉
制
度
も
、
昭
和
二
十
一
年
に
生
活
保
護
法
が
で
き

た
。
こ
れ
を
基
盤
と
し
て
昭
和
二
十
二
年
に
児
童
福
祉
法
が
成
立

し
、
さ
ら
に
昭
和
二
十
四
年
に
な
り
身
体
障
害
者
福
祉
法
が
成
立

し
た
。
昭
和
二
十
六
年
に
社
会
福
祉
事
業
法
が
で
き
、
そ
こ
で
初

め
て
社
会
福
祉
の
専
門
職
の
社
会
主
事
が
き
ま
り
、
日
本
の
社
会

福
祉
は
充
実
し
て
き
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
。
〈
、
ア
メ
リ
カ
に
比
べ
ス
タ

ー
ト
は
遅
れ
た
が
、
高
度
成
長
期
に
な
り
、
国
民
皆
年
金
、
皆
保

険
が
で
き
、
さ
ら
に
精
神
薄
弱
者
福
祉
法
、
老
人
福
祉
法
、
母
子

福
祉
法
の
三
法
が
加
わ
っ
て
、
福
祉
六
法
の
時
代
が
昭
和
三
十
年

の
後
半
に
で
き
、
そ
し
て
昭
和
四
十
年
代
、
高
度
成
長
期
に
入

り
、
日
本
の
社
会
福
祉
が
進
展
を
示
し
た
時
期
で
あ
る
。
し
か
し

今
後
問
題
と
な
る
の
は
、
高
齢
化
社
会
の
到
来
で
あ
る
。
昭
和
二

十
五
年
、
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
の
割
合
は
約
五
％
、
現
在
は
一

○
％
、
二
十
一
世
紀
に
な
る
と
、
二
○
％
を
大
き
く
超
え
て
、
二

(〃8）



○

日
本
の
社
会
福
祉
の
専
門
職
に
は
、
社
会
福
祉
主
事
と
、
保
母

と
い
う
資
格
が
あ
り
、
こ
の
二
本
柱
で
日
本
の
社
会
福
祉
の
専
門

職
が
養
成
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
今
日
社
会
福
祉
の
仕
事
に
お
い

て
、
福
祉
事
務
所
以
外
に
お
い
て
、
多
数
福
祉
施
設
の
指
導
員
が

い
る
。
老
人
ホ
ー
ム
、
障
害
者
施
設
に
お
け
る
指
導
員
の
仕
事
は

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
ヵ
ー
の
分
野
で
あ
っ
て
社
会
福
祉
主
事
の
資

格
を
準
用
し
て
い
る
が
、
社
会
福
祉
事
務
所
等
に
お
い
て
公
的
福

祉
、
生
活
保
護
を
担
当
す
る
ケ
ー
ス
・
ワ
ー
カ
ー
な
ど
の
仕
事
と

は
か
な
り
内
容
的
に
は
違
い
が
あ
り
、
社
会
福
祉
主
事
の
資
格
で

は
不
十
分
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

そ
れ
か
ら
、
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け
る
寮
母
、
こ
れ
は
従
来
養
護

老
人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
、
老
人
の
世
話
を
す
る
こ
と
で
特
別
な
専

門
性
は
必
要
な
か
っ
た
。
今
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
養
護
老

人
ホ
ー
ム
に
お
い
て
も
、
寝
た
き
り
、
痴
呆
性
の
老
人
が
ふ
え
、

こ
う
い
う
人
殉
を
介
護
す
る
寮
母
な
ど
は
、
か
な
り
の
専
門
性
を

も
た
な
け
れ
ば
、
十
分
な
処
遇
が
出
来
な
い
状
況
に
あ
り
、
介
護

「
社
会
福
祉
」
に
お
け
る
一
考
察
切
（
渡
辺
）

三
％
’
二
四
％
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
約
四
人
に
一

人
が
、
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
に
な
り
、
シ
ル
・
ハ
ー
・
サ
ー
ビ

ス
を
如
何
に
行
う
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。

に
つ
い
て
十
分
な
教
育
を
受
け
た
人
達
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
。

家
庭
奉
仕
員
に
お
い
て
も
、
従
来
簡
易
な
家
事
援
助
と
い
う
こ

と
で
す
ん
だ
が
、
現
在
家
庭
に
お
い
て
も
、
か
な
り
寝
た
き
り
に

近
い
状
態
の
人
も
い
る
し
、
重
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
も
多

数
い
る
。
ホ
ー
ム
・
ヘ
ル
パ
ー
の
研
修
も
か
な
り
レ
ベ
ル
が
高
く

な
っ
て
き
た
が
、
介
護
福
祉
士
と
い
う
資
格
が
あ
れ
ば
在
宅
で
も

っ
て
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入
ら
な
く
て
も
ケ
ア
で
き
、

在
宅
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、
個
人
で
も
っ
て
か
な
り
責
任
を
も
っ

て
相
談
を
受
け
介
護
で
き
る
。
専
門
職
の
倫
理
性
と
い
う
こ
と
が

問
わ
れ
る
が
、
あ
く
ま
で
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
の
立
場
に
立
っ
て
助

言
、
指
導
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

福
祉
は
人
間
性
で
あ
り
、
も
の
の
サ
ー
ビ
ス
と
は
違
い
、
「
福

祉
は
人
な
り
」
と
い
わ
れ
、
一
人
の
人
が
自
立
し
て
い
く
た
め
に

は
種
々
な
人
達
が
か
か
わ
り
合
う
。
ど
ん
な
人
が
専
門
的
能
力
、

技
術
を
も
っ
て
や
る
の
か
と
い
う
、
「
人
材
・
専
門
性
」
が
問
題

に
な
っ
て
く
る
。
こ
れ
が
、
社
会
福
祉
士
・
介
護
福
祉
士
で
あ

る
。
従
来
ア
メ
リ
カ
か
ら
何
ん
で
も
学
ぶ
と
い
う
の
が
習
慣
だ
っ

た
が
、
ア
メ
リ
カ
の
在
宅
ケ
ア
の
場
合
も
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー

ヵ
ー
は
大
学
院
を
出
て
立
派
な
資
格
は
あ
る
が
、
介
護
の
資
格
が

な
い
か
ら
、
ダ
ー
テ
ィ
ー
・
ワ
ー
ク
的
な
感
覚
で
、
何
も
教
養
の

な
い
人
が
仕
方
が
な
い
の
で
世
話
を
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ

(〃9）



㈲

介
護
福
祉
士
養
成
施
設
等
に
お
け
る
授
業
科
目
の
目
標
及
び
内

容
に
つ
い
て
は
、
「
社
会
福
祉
概
論
」
、
「
老
人
福
祉
論
」
、
「
障

害
者
福
祉
論
」
、
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
論
」
、
「
社
会
福
祉

援
助
技
術
」
、
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導
法
」
、
「
老
人
・
障

害
者
の
心
理
」
、
「
家
政
学
概
論
」
、
「
栄
養
・
調
理
」
、
「
家

政
学
実
習
」
、
「
医
学
一
般
」
、
「
介
護
概
論
」
、
「
介
護
技
術

「
社
会
福
祉
」
に
お
け
る
一
考
察
佃
（
渡
辺
）

る
。
国
際
的
に
ぶ
て
も
、
こ
の
法
律
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
介
護

相
談
に
お
い
て
、
保
健
医
療
の
こ
と
も
あ
る
程
度
知
ら
な
い
と
専

門
性
と
は
い
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
医
師
そ
の
他
の
医
療
従
事

者
と
の
連
携
規
定
な
ど
が
あ
り
、
介
護
技
術
に
お
い
て
専
門
性
が

課
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
介
護
福
祉
士
と
い
う
資
格
が
で

き
、
児
童
の
保
育
を
保
母
に
安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
今

ま
で
シ
ル
・
ハ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
社
会
福
祉
従
事
者
の
専
門

職
制
度
は
必
ず
し
も
十
分
で
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
の

資
格
制
度
に
よ
っ
て
、
寝
た
き
り
や
痴
呆
性
の
高
齢
者
に
対
す
る

介
護
技
術
の
向
上
が
計
ら
れ
、
介
護
に
お
い
て
も
安
心
し
て
任
せ

ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
高
齢
化
社
会
、
そ
し
て
、
そ
の
も
と

に
お
け
る
シ
ル
バ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
の
進
展
の
担
い
手
が
社
会
福
祉

士
・
介
護
福
祉
士
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
法
）
」
、
「
障
害
形
態
別
介
護
技
術
」
、
「
介
護
実
習
」
、
「
実

習
指
導
」
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
二
、
三
に
つ
い
て
述

べ
て
承
た
い
。「
老
人
福
祉
論
」

目
標
老
人
福
祉
の
社
会
的
背
景
、
理
念
、
目
的
、
現
行
、
保
健
サ
ー

ビ
ス
の
体
系
、
事
業
内
容
及
び
活
用
手
続
、
具
体
的
実
践
活
動
、

民
間
シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
と
そ
の
社
会
的
意
義
、
サ
ー
ビ

ス
と
関
連
行
政
の
一
体
的
運
営
の
必
要
性
を
理
解
す
る
。

内
容
⑩
現
代
社
会
と
老
人
問
題

高
齢
社
会
の
到
来
と
意
義
、
（
人
口
の
高
齢
化
社
会
経
済

及
び
家
族
構
造
の
変
動
等
）
、
老
人
問
題
の
顕
在
化
、
老
人

の
福
祉
ニ
ー
ズ
の
拡
大
と
質
的
変
化

側
老
人
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
行
財
政
シ
ス
テ
ム

老
人
福
祉
法
の
目
的
、
理
念
、
老
人
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
発

展
、
（
戦
後
の
福
祉
施
策
を
中
心
に
）
サ
ー
ビ
ス
と
関
係
推

進
機
関
、
財
政
シ
ス
テ
ム
関
係
職
員
、
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
連
携

側
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
理
念
と
体
系

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
意
義
、
（
概
念
と
役
割
対
象
と
二

("0)



－
ズ
、
運
営
形
態
の
多
様
性
と
財
政
）
種
類
と
実
施
目
的
、

在
宅
ケ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
、
（
家
庭
訪
問
・
施
設
利
用
・
物
品

給
付
等
、
各
サ
ー
ビ
ス
の
目
的
と
事
業
内
容
）
、
社
会
参
加

サ
ー
ビ
ス
の
種
類
と
実
施
目
的
（
意
義
、
種
類
と
事
業
内

容
）

側
施
設
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
体
系
と
処
遇

老
人
ホ
ー
ム
の
処
遇
、
（
処
遇
理
念
、
処
遇
内
容
と
処
遇

目
標
、
処
遇
評
価
、
施
設
の
社
会
化
）

側
民
間
シ
ル
バ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
と
今
後
の
展
望
、
（
概

念
、
登
場
の
社
会
経
済
的
背
景
、
活
動
分
野
の
現
状
、
振
興

の
必
要
性
）

側
老
人
保
健
サ
ー
ビ
ス
と
行
財
政
シ
ス
テ
ム

老
人
保
健
法
の
目
的
・
理
念
、
老
人
保
健
サ
ー
ビ
ス
と
関

係
推
進
機
関
、
財
政
シ
ス
テ
ム
、
関
係
職
員
、
種
類
と
実
施

目
的

側
老
人
福
祉
と
関
連
分
野
の
連
携

保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
、
所
得
、
就
労
、
住
宅
税
制
、
生
涯

教
育
、
人
権
等

側
事
例
研
究
（
具
体
的
な
事
例
を
通
じ
介
護
福
祉
専
門
職
と

し
て
福
祉
と
保
健
医
療
等
の
一
体
的
運
用
の
必
要
性
を
学

ぶ
）

「
社
会
福
祉
」
に
お
け
る
一
考
察
卿
（
渡
辺
）

寝
た
き
り
老
人
の
場
合
、
痴
呆
性
老
人
の
場
合
、
そ
の
他

一
人
暮
ら
し
老
人
の
場
合
、

「
老
人
・
障
害
者
の
心
理
」

目
標
老
化
や
障
害
の
与
え
る
心
理
的
影
響
、
老
人
の
心
理
的
特
性
、

各
種
障
害
者
の
心
理
的
特
性
、
老
人
や
障
害
者
へ
の
心
理
へ
の
対

応
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

内
容
⑩
老
化
の
心
理
的
影
響

老
化
及
び
老
人
に
関
す
る
研
究
の
歴
史
、
老
化
と
は
、
心

理
学
的
老
化
学
説
、
老
性
自
覚
、
老
化
と
適
応

⑧
障
害
と
そ
の
心
理
的
影
響

障
害
と
障
害
者
、
障
害
の
及
ぼ
す
心
理
的
影
響
（
感
覚
、

知
覚
、
認
知
、
自
己
概
念
、
発
達
性
格
、
行
動
）
障
害
の
受

容
、
適
応
と
適
応
機
制

側
老
人
の
心
理
的
特
性

精
神
機
能
の
老
化
、
記
憶
の
老
化
、
知
能
の
老
化
、
性
格

の
老
化
と
性
格
特
性
、
老
年
期
の
異
常
心
理
、
（
老
年
期
精

神
障
害
と
痴
呆
）

側
障
害
の
原
因
・
程
度
・
種
類
別
心
理
的
特
性

先
天
性
障
害
と
中
途
障
害
、
重
度
障
害
と
中
軽
度
障
害
、

(I")



「
社
会
福
祉
」
に
お
け
る
一
考
察
③
（
渡
辺
）

感
覚
機
能
系
障
害
、
運
動
機
能
系
障
害
及
び
そ
の
他
の
障

害
、
視
覚
障
害
（
先
天
盲
弱
視
、
中
途
失
明
）
、
聴
覚
障
害

（
先
天
ろ
う
、
難
聴
、
中
途
失
聴
、
肢
体
不
自
由
（
脳
損
傷

に
起
因
す
る
肢
体
不
自
由
、
脳
損
傷
に
起
因
し
な
い
肢
体
不

自
由
）
、
言
語
障
害
（
聴
力
障
害
に
よ
る
言
語
障
害
、
発
生

発
語
及
び
構
音
障
害
に
よ
る
言
語
障
害
、
そ
の
他
の
原
因
に

よ
る
言
語
障
害
）
、
内
部
障
害
、
精
神
薄
弱
、
精
神
障
害
、

重
複
及
び
そ
の
他
の
障
害

側
老
人
、
障
害
者
へ
の
対
応

社
会
的
対
応
、
個
別
的
対
応
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
（
相
談
）

側
事
例
研
究
（
老
人
の
場
合
、
障
害
者
の
場
合
）

「
介
護
概
論
」

目
標
介
護
の
目
的
、
機
能
、
介
護
と
家
政
、
看
護
、
医
療
と
の
関
係

並
び
に
範
囲
、
人
間
の
発
達
と
自
立
的
生
活
過
程
に
つ
い
て
の
知

識
を
持
ち
、
老
人
や
障
害
者
の
介
護
並
び
に
そ
の
介
護
家
庭
に
対

す
る
援
助
、
身
体
、
精
神
の
健
康
状
態
の
変
化
に
介
謹
福
祉
専
門

職
と
し
て
対
処
し
う
る
能
力
を
養
い
、
同
時
に
医
療
保
健
関
係
者

や
機
関
へ
の
通
報
、
連
絡
協
力
の
あ
り
方
、
介
謹
を
行
う
に
際
し

病
気
や
遭
遇
し
や
す
い
事
故
に
つ
い
て
の
知
識
を
も
ち
、
介
護
福

祉
専
門
職
と
し
て
対
処
し
う
る
予
防
方
法
に
つ
い
て
学
ぶ
。

内
容
側
介
護
の
目
的

介
謹
の
倫
理
、
（
職
業
倫
理
ｌ
守
秘
義
務
・
信
用
失
墜
行

為
の
禁
止
ｌ
を
含
む
）
、
介
護
の
原
則
介
護
の
歴
史
及
び
介

護
提
供
の
場

側
介
護
と
家
政
、
看
護
・
医
療
と
の
関
係
及
び
範
囲

自
立
的
な
生
活
維
持
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
と
介
護
の
機
能
、

健
康
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
不
健
康
時
の
ニ
ー
ズ
と
介
護
の
役

割
、
老
人
、
障
害
者
の
生
活
障
害
と
介
護
の
役
割

側
介
護
援
助
関
係
論

一
般
的
援
助
関
係
、
介
護
援
助
者
の
援
助
特
徴
、
介
護
福

祉
利
用
者
の
特
徴

側
介
護
技
法
の
基
本

介
護
福
祉
利
用
者
の
成
長
、
自
立
援
助
と
介
護
技
法
の
用

い
方
、
住
生
活
環
境
の
整
備
、
衣
類
、
寝
具
の
整
え
、
身
体

の
清
潔
、
入
浴
、
食
事
、
排
洲
、
衣
服
の
着
脱
、
運
動
と
移

動
、
安
楽
と
安
寧
、
社
会
生
活
維
持
と
拡
大
、
（
行
動
空

間
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
確
保
）
生
活
リ
ズ
ム
と
健
康
習

慣
及
び
鍛
練
、
介
護
家
庭
へ
の
生
活
維
持
援
助
、
救
急
、
事

故
時
の
対
応
、
医
療
看
護
対
応
時
及
び
与
薬
時
に
お
け
る
介

("2)



助
、
終
末
期
の
介
護

側
介
護
関
係
維
持
の
た
め
の
技
法

健
康
や
生
活
の
観
察
技
法
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
技

法
、
記
録
と
情
報
の
共
有
化
の
技
法
、
医
師
・
看
護
婦
・
保

健
婦
等
医
療
専
門
職
と
の
連
携
の
あ
り
方
、
（
法
令
に
基
づ

く
連
携
を
含
む
）
、
福
祉
関
係
者
、
機
関
と
の
連
携

側
介
謹
活
動
の
場
に
特
有
な
問
題
と
技
法

家
庭
、
長
期
的
介
護
の
施
設
、
短
期
的
介
護
の
施
設
、
デ

ィ
サ
ー
ビ
ス
の
施
設

、
介
護
者
の
安
全

健
康
管
理
、
腰
痛
対
策
、
事
故
防
止
と
対
策
、
労
働
安
全

衛
生

「
介
護
技
術
（
法
）
」

目
標
介
謹
の
基
本
的
技
術
（
法
）
の
修
得
と
そ
の
原
理
の
理
解
、
介

護
に
適
し
た
各
種
福
祉
機
器
並
び
に
住
設
備
機
器
に
つ
い
て
適
正

な
使
用
の
あ
り
方
、
技
術
（
法
）
を
用
い
る
過
程
の
展
開
の
あ
り

方
に
つ
い
て
学
ぶ
。

内
容
１
コ
ミ
ュ
’
一
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
技
法

側
状
態
の
変
化
の
確
認
と
不
調
の
き
ざ
し
の
発
見
の
技
法

「
社
会
福
祉
」
に
お
け
る
一
考
察
側
（
渡
辺
）

側
安
全
で
危
険
の
な
い
住
い
や
居
住
環
境
の
整
え

伽
社
会
生
活
維
持
拡
大
へ
の
技
法

側
食
事

側
排
泄

仇
衣
服
の
着
脱

側
入
浴

側
安
楽
と
安
寧
へ
の
技
法

⑩
身
体
の
清
潔

⑪
医
療
、
看
護
対
応
時
の
介
助

⑫
緊
急
事
故
時
の
対
応

⑬
記
録
と
事
例
検
討

「
障
害
形
態
別
介
護
技
術
」

目
標
老
人
や
障
害
者
の
特
性
、
及
び
そ
の
お
か
れ
た
条
件
に
対
応
し

た
介
護
に
関
す
る
知
識
、
具
体
的
技
術
、
介
謹
機
器
・
各
種
福
祉

機
器
・
用
具
に
つ
い
て
理
解
す
る
と
と
も
に
そ
の
使
用
法
及
び
使

用
介
助
方
法
を
修
得
す
る
。

内
容
側
老
人
や
障
害
者
の
行
動
様
式
に
対
応
す
る
介
護
の
あ
り
方

側
家
庭
形
態
別
に
み
た
生
活
障
害
の
所
在
と
介
護

側
寝
た
き
り
老
人
の
介
護

(〃3）



「
社
会
福
祉
」
に
お
け
る
一
考
察
⑧
（
渡
辺
）

い
痴
呆
性
老
人
の
介
護

佃
視
覚
障
害
者
の
介
護

側
聴
覚
及
び
言
語
障
害
の
介
護

例
肢
体
不
自
由
者
の
介
護

側
内
部
障
害

「
介
護
実
習
」

艸
講
義
、
演
習
、
学
校
内
実
習
で
学
ん
だ
知
識
に
基
づ
い
て

介
護
福
祉
利
用
者
と
の
人
間
的
な
関
わ
り
合
い
を
深
め
、
介

護
福
祉
利
用
者
が
求
め
て
い
る
介
護
の
一
一
Ｉ
ズ
に
関
す
る
理

解
力
、
判
断
力
を
養
う
。

③
日
常
生
活
援
助
に
関
す
る
介
護
技
術
能
力
を
深
め
る
と
同

時
に
各
種
の
介
護
を
助
け
る
住
生
活
設
備
や
介
護
機
器
の
知

識
と
活
用
能
力
を
養
う
。

側
指
導
者
の
ス
ー
。
ハ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
受
け
な
が
ら
介
護
の
計

画
の
た
て
方
や
記
録
の
し
か
た
に
つ
い
て
学
び
、
チ
ー
ム
の

一
員
と
し
て
介
護
を
遂
行
す
る
能
力
を
養
う
。

側
施
設
の
運
営
や
在
宅
介
護
と
の
連
携
な
ら
び
に
通
所
ケ
ア

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
参
加
し
、
障
害
者
や
高
齢
要
介
護
老
人
の

処
遇
全
般
に
お
け
る
介
護
の
職
務
の
理
解
を
深
め
る
。

「
実
習
指
導
」

側
体
験
実
習
の
意
義
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
特
に
介
謹
福
祉
士
は
、
寝
た
き
り
あ
る

い
は
痴
呆
状
態
の
高
齢
者
、
心
身
障
害
者
な
ど
の
直
接
介
護
従
事

者
と
し
て
の
専
門
家
で
あ
り
、
こ
の
国
家
資
格
の
制
度
化
は
、

「
社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
」
の
制
定
に
よ
っ
て
、
明
確

に
社
会
制
度
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
こ
の
介
護
福
祉
士
は
、

そ
の
資
格
者
が
、
厚
生
大
臣
指
定
の
登
録
機
関
に
介
護
福
祉
士
と

し
て
、
登
録
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
「
介
護
福
祉
士
」
の
名
称

を
用
い
、
身
体
上
又
は
精
神
上
の
障
害
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
日

常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
者
に
対
す
る
、
入
浴
、
排
泄
、

食
事
、
そ
の
他
の
介
謹
を
行
い
、
当
人
と
そ
の
介
護
者
に
対
し
て

も
介
護
に
関
す
る
指
導
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
介
護
福
祉
の
専
門

家
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
福
祉
の
レ
ベ
ル
の
向
上
が
、
こ
れ

か
ら
の
日
本
の
社
会
福
祉
の
質
的
向
上
に
ど
れ
ほ
ど
役
立
つ
か
と

い
う
こ
と
を
私
達
は
今
後
も
真
剣
に
考
え
て
ゑ
る
必
要
が
あ
る
。

②
体
験
実
習
を
通
じ
て
学
校
内
で
学
ん
だ
知
識
技
術
、
態
度

を
具
体
的
か
つ
実
際
的
に
理
解
す
る
。

側
修
得
し
た
学
校
内
諸
学
習
を
応
用
し
、
実
践
的
な
技
術
等

を
体
得
す
る
。

側
介
護
福
祉
専
門
職
と
し
て
の
自
覚
を
促
し
、
専
門
職
に
求

め
ら
れ
る
資
質
、
技
能
及
び
自
己
に
求
め
ら
れ
る
課
題
把
握

等
、
総
合
対
応
能
力
を
修
得
す
る
。
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【
資
料
】

御
本
尊
筆
法
点
等
之
事

秋

山

智

孝



テ

ニ
ハ

ノ
ノ
ハ

ノ
ハ

ノ

仰
云
付
二
御
本
尊
一
元
二
御
相
伝
一
或
天
台
学
匠
義
云
真
字
法
身
、
行
字
報
身
、
草
字
応
身

ノ
ニ
ヲ
ク
ハ
ノ
ハ

ノ

タ

ノ

尋
云
草
行
字
点
長
引
更
世
上
常
習
也
去
如
二
此
御
本
尊
一
ナ
ル
ヲ
ハ
未
し
見
レ
之
何
所
用
歎

卜
ハ

ニ
テ
ス
ニ
シ
テ
ノ
ノ

ル

レ

ト
シ
テ
ノ
ス

一
義
云
驚
動
点
習
也
此
諸
家
無
二
比
類
一
点
御
座
故
驚
動
今
家
法
体
甚
深
処
尋
入
機
類
可
し
有
し
之
此
機
動
所
用
始
レ
是
遊
也
云
云

ノ

ノ
ニ

カ
ヒ

ニ

プ
ヲ
ス
ニ
ノ
ヲ
ス
ヲ
ハ
ニ
ヲ

ー
義
云
元
祖
上
人
上
総
フ
ッ
ト
ノ
渡
時
海
上
浪
上
此
本
尊
図
浮
御
座
也
故
浪
ニ
ュ
ラ
レ
給
体
遊
故
色
々
点
形
遊
也
是
後
日
其
実
説
可
レ

御
本
尊
筆
法
点
等
之
事
（
秋
山
）

ハ
ナ
ル
ワ

尋
云
真
草
行
三
字
顕
二
何
法
躰
一
歎

ノ

ノ
シ
テ
ハ

文
字
六
点
者
懸
針
、
垂
露
、
返
鵠
、
廻
燕
蝿
魚
鱗
、
虎
爪
也
是
公
界
趣
更
也
惣
十
八
点
有
し
之
也
云
云
長
点

二
ノ
ニ

ノ

ノ
ノ
ニ
モ
ノ
ノ
キ
ニ
ル
テ
ヲ
ク

レ

ス

ー
御
本
尊
真
草
行
文
字
供
御
二
座
之
一
也
文
字
可
し
有
し
之
也
是
世
間
通
途
義
也
草
行
字
中
文
字
便
可
し
然
付
点
長
可
レ
引
也
是
可
レ
加
加
道
理

ノ
《
ル
ノ
ワ
テ
ニ
ノ
ト
カ
ク
ノ
ト
カ
ナ
レ
ハ
二

也
四
諦
時
加
二
胡
文
字
一
也
価
御
本
尊
胡
文
字
御
座
云
習
也
謂
御
判
仰
月
胡
文
月
云
字
也
是
御
定
四
体
共
御
座
也

本
尊
筆
法
点
之
事
の
写
本
は
段
落
に
つ
い
て
特
に
意
を
用
い
て
書
か
れ
て
お
ら
な
い
様
で
あ
る
が
、
本
尊
相
承
事
と
比
較
対
照
し
易
い

事
を
考
え
て
こ
れ
に
倣
っ
て
段
落
を
つ
け
た
。
不
適
当
な
箇
所
が
多
い
と
思
う
。

亀
元
年
七
月
日
、
日
住
集
之
阯

る
重
要
な
資
料
と
思
わ
れ
る
。

下
山
本
国
寺
所
蔵
の
写
本
、
本
尊
筆
法
点
之
事
は
日
朝
上
人
御
義
、
日
仁
上
人
御
講
、
文
亀
第
三
任
亥
正
月
九
日
の
奥
書
が
あ
る
。
内

容
は
、
本
尊
論
資
料
第
壱
篇
身
延
相
伝
部
の
終
り
の
、
本
尊
相
承
事
、
日
朝
上
人
御
義
、
文
明
十
五
年
癸
卯
三
月
日
日
仁
上
人
御
講
、
文

亀
元
年
七
月
日
、
日
住
集
之
と
同
一
箇
所
が
多
い
が
始
め
と
終
り
は
本
尊
相
承
事
に
記
さ
れ
て
お
ら
ず
本
尊
論
資
料
身
延
相
伝
部
に
関
す

御
本
尊
筆
法
点
等
之
事

(〃7）



テ
ニ

ノ

ノ

・
一

ニ
モ

ー
仰
云
付
二
長
点
一
詮
尋
深
秘
異
義
有
し
之
付
二
詮
署
三
義
有
し
之
所
謂
光
明
点
結
縁
点
也
是
也
光
明
点
者
仏
井
皆
光
明
有
し
之
木
画
二
像
是

リ

ノ
ニ
モ
モ

ノ
ハ
ノ
ス

ワ
チ
ヲ
テ
シ
フ

作
書
也
若
爾
者
今
御
本
尊
最
光
明
可
し
有
し
之
也
就
レ
中
七
字
長
点
其
光
明
照
二
十
界
三
千
依
正
性
相
一
意
以
惣
意
以
惣
想
渡
玉
也

ノ
ハ

エ
ブ

ヲ
ス
ル
ヲ

ラ
ル

ヲ

ノ

レ
ス

次
縁
結
点
者
七
字
点
十
界
群
生
引
覆
意
也
是
則
此
妙
法
結
縁
輩
迷
悟
凡
聖
併
成
一
二
仏
果
一
顧
一
中
道
元
分
別
智
光
処
一
也
是
顕
二
十
界
皆
成
一

ノ
ハ
ニ
ノ

ー
ノ
ノ
ス
ル
ノ
ヲ

ハ
タ
リ
ワ
カ
ナ
ト

ノ
ニ
ヲ
フ
ト

ノ

也
此
二
義
倶
詮
署
義
也
此
外
深
秘
義
表
二
三
圀
文
字
し
云
云
梵
漢
見
長
点
仮
名
習
也
或
義
云
筆
芸
家
点
長
仮
名
云
義
有
し
之
サ
テ
三
圀
文
字

ナ
ル
カ
ソ
ト
ニ
ハ
ノ

リ
テ

何
処
深
秘
云
是
其
意
難
し
知
追
可
レ
尋
之
云
云

ノ
卜

朝
師
御
義
仰
云
若
和
朝
相
応
秘
法
云
意
歎

ノ
タ

レ
テ
ノ
ハ
ニ
ク
ハ
シ
ノ
ノ
ヲ

仰
云
点
長
引
玉
フ
ハ
先
筆
勢
也
是
レ
カ
本
尊
荘
厳
也
去
共
立
入
其
義
何
吏
ソ
ト
云
長
引
給
顕
二
本
極
法
身
微
妙
深
遠
長
命
義
一
給
也
文
字
是

ノ
ナ
ル
ニ
ノ
カ

ノ
モ

法
身
気
命
故
法
身
気
命
長
命
生
身
気
命
長
遠
也

ノ
シ
テ

ハ
ニ

レ

ヲ
ル
ハ
ニ
ル
ハ
ヌ
ノ
ノ
ニ
ト
ヲ
フ

仁
仰
云
惣
文
ク
ッ
シ
テ
習
事
諸
家
有
し
之
其
皆
秘
事
也
夫
不
し
至
人
浅
近
得
し
意
也
余
置
連
歌
道
切
紙
相
承
中
初
五
字
中
先
何
云
字
習
イ
‐

ノ
ト

ノ
ノ
ー
ノ

ー
ー

ル
二
二
ハ

イ
巷
ノ
法
楽
伊
楽
丁
テ
ゥ
ノ
字
イ
ナ
リ
法
楽
也
稲
荷
法
楽
口
《
ク
チ
ト
云
字
也
ス
、
、
吉
法
楽
意
也
故
何
字
有
二
任
運
法
楽
一
也
去
程
会
席
望
時
行

シ
ニ
モ
ヒ
ヲ

ノ

妙
ソ
ケ
ク
ハ
ヲ
ス
ニ
テ

水
食
吏
用
二
清
身
一
ナ
ト
ス
ル
ハ
祈
禰
意
也
是
亦
発
露
餓
悔
之
意
也
謂
凡
夫
我
落
物
隠
也
而
連
歌
心
中
云
顕
故
繊
悔
也
価
神
慮
納
受
有
し
之

ノ

ノ
テ
モ
ヲ
テ

モ

ー
ー

ニ
モ

也
云
云
今
大
漫
茶
羅
上
文
字
分
得
し
意
更
自
然
凡
慮
ナ
レ
バ
浅
近
不
し
可
レ
奉
レ
思
何
可
レ
取
レ
信
也
先
御
実
名
是
正
二
字
相
伝
等
可
レ
思
し
之

ノ
ノ
｜
ス
シ
シ
下
フ
カ
ワ
ノ
ノ
ノ
ト
モ
シ
下
フ

ー
仰
云
長
点
荘
厳
点
共
習
也
是
本
尊
荘
厳
義
也
仏
如
レ
具
二
三
十
二
相
八
十
種
好
一
此
長
点
本
尊
荘
厳
也
又
〈
繁
昌
点
習
也
謂
長
点
即
顕
ニ

ノ
ヲ

ノ

ノ
ニ
ノ
ニ
ノ
ニ
モ

ノ

ノ

ー
ー

令
法
久
住
義
｝
也
七
種
長
点
習
也
謂
南
字
一
点
妙
字
一
点
法
字
一
点
無
し
之
蓮
字
左
右
二
点
華
字
一
点
経
字
一
点
糸
篇
点
也
作
短
共
不

ヲ
ノ
ト
モ

ノ

ノ
ト
ブ
ノ

若
し
也
以
上
七
点
也
又
是
四
種
長
点
習
也
謂
南
無
点
是
一
種
妙
法
二
字
是
一
種
蓮
華
二
字
是
一
種
経
字
篇
是
一
種
已
上
四
種
長
点
習
也
其

チ

ノ
ハ

ワ

ク

ノ

形
切
紙
有
し
之
口
決
云
四
種
長
点
表
二
四
徳
一
云
云
謂
南
無
楽
、
妙
法
我
、
蓮
花
浄
、
経
常
也
云
云
口
伝
云
南
無
度
我
驚
怖
帰
命
義

尋
云
云

御
本
尊
筆
法
点
等
之
事
（
秋
山
）
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ノ

テ
ノ
ヲ
ム

一
義
云
応
時
導
師
上
行
井
是
火
大
種
大
士
也
上
行
芥
火
炎
向
空
券
也
垂
露
水
也
也
価
水
尅
火
方
忌
故
不
二
御
座
一
歎

レ
バ

ニ
ハ

仁
仰
云
又
喜
用
更
有
し
之
謂
水
物
滋
ハ
コ
ク
ム
徳
有
し
之
也
衣
袖
露
用
其
意
也
云
云

御
本
尊
筆
法
点
等
之
事
（
秋
山
）

テ
レ
ハ
’
一
ル

意
有
し
之
価
非
二
相
応
一
不
一
御
座
一
歎

ス
ト
八

戸
一

ス
ニ

ノ
ノ
ノ

ア
ル
ヘ
シ

也
九
界
六
道
渡
帰
命
ホ
う
せ
ニ
カ
ナ
フ
ト
也
帰
二
命
妙
法
一
必
可
二
離
苦
得
楽
一
故
楽
ハ
ヲ
ウ
也
妙
法
二
字
今
経
正
躰
也
万
法
生
実
相
之
妙

レ
ハ
ニ
タ
ル
二
《
ナ
ル
ニ
鐸
〈
ニ
ル
テ
ハ
ノ

理
也
真
如
是
我
ヲ
ウ
ナ
リ
故
当
レ
我
也
蓮
花
不
染
世
間
法
如
蓮
華
在
水
故
浄
ヲ
ウ
勿
論
也
常
経
当
価
常
ヲ
ゥ
対
当
分
明
也
云
云
価
而
自
余

二
ニ
ノ
ハ
シ
テ
テ
ハ

長
点
用
否
可
レ
随
レ
時
而
此
四
種
長
点
決
定
元
不
し
可
レ
叶
也
云
云

町
”
《

尋
云
首
題
点
何
四
徳
ヲ
ウ
ト
ハ
習
レ
之
歎ト

イ
ハ
レ
ハ

シ
テ
ク

ハ
ノ
ー
ノ

朝
師
御
義
仰
云
玄
義
七
云
云
真
浄
大
法
是
真
常
浄
是
浄
也
署
挙
二
二
徳
一
我
楽
可
レ
知
竹
云
真
是
常
徳
浄
是
浄
徳
云
云
所
し
云
真
浄
大
法
者

ニ
ハ

ニ
ノ
ー
プ

ヲ

ノ
ハ
ニ
テ

今
家
三
大
秘
法
習
也
本
門
本
尊
本
門
題
目
本
門
戒
檀
殊
更
指
ツ
メ
テ
ハ
首
題
也
故
首
題
上
習
二
四
徳
ハ
ラ
ゥ
一
夏
相
伝
源
是
等
可
し
有
し
之
也

二
〈
ヒ
ク
ク
ノ
ク
ク
ハ
ノ
ー
カ
タ
ム
カ
ヲ
シ
フ
ノ
ノ
ト

一
文
字
色
を
習
有
レ
之
先
点
陰
陽
有
し
之
長
引
陰
筆
短
引
陽
筆
也
価
御
本
尊
陰
陽
点
共
御
座
也
是
陰
陽
不
し
傾
法
躰
顕
玉
也
又
文
字
対
陽
点

ッ
ヲ
卜
ワ
ト
ワ

シ
テ
ノ

云
更
有
し
之
先
作
為
し
陽
篇
為
し
陰
又
冠
為
し
天
踏
為
し
地
叉
篇
為
し
月
作
為
し
日
等
習
也
如
し
是
天
地
陰
陽
日
月
相
応
文
字
書
処
五
体
五
行
地
水
火

モ
ク

シ
テ

ヲ

ノ

ノ
ニ
ハ

エ
ハ
ノ
へ
〈
ノ
ハ
ノ
《
ノ

風
木
火
土
金
水
是
足
生
二
三
魂
一
鬼
真
魂
塊
事
如
二
人
輪
一
也
云
云
又
陰
陽
点
重
を
有
し
之
右
引
陽
点
左
引
陰
点
云
云
又
ウ
ヶ
テ
書
陽
筆
ヲ
シ
テ
書
陰

『
一

ヲ
ノ
ノ
ヲ
ハ
ル

筆
也
云
云
是
等
皆
公
界
趣
夏
本
尊
不
限
是
等
以
今
家
御
本
尊
文
字
奉
二
得
意
一
也
云
云

二
ノ
ノ

ー
尋
云
六
点
中
首
題
中
垂
露
点
不
一
御
座
一
歎
如
何

ノ
ク

ノ
ノ
ノ
ニ
モ

ヲ

ノ

仰
云
不
御
座
也
凡
懸
針
長
点
弱
不
し
可
レ
引
殊
妙
法
蓮
華
三
種
懸
針
長
点
何
ツ
ョ
ク
鎚
引
キ
ソ
》
ハ
メ
タ
ル
様
一
一
可
レ
引
也
是
折
伏
本
尊
破
権

ノ

ノ
プ
ナ
ブ
ル

ノ
《

門
理
法
体
御
座
也
妙
法
利
釦
以
権
門
破
義
也
扱
テ
何
ト
テ
垂
露
点
不
二
御
座
一
耶
云
云

モ

ヲ
テ

ｕ
ｒ
ハ
ニ
ー

ニ
ハ
ノ

一
義
云
此
御
本
尊
俗
諦
常
住
事
円
三
千
御
本
尊
也
而
私
日
世
間
常
住
以
垂
露
被
遊
事
云
本
尊
カ
キ
ァ
ラ
ハ
シ
テ
拝
ト
コ
ロ
也
而
垂
露
無
常
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ノ
ノ
ノ
ノ
ハ
ノ
ラ

ハ
ノ
ニ
モ
ノ
ニ
モ

ノ
ハ

ノ
チ
ハ

ノ
シ

カ
マ
ハ
ヤ
フ
サ
ノ

ー
南
字
更
冠
竪
筆
立
劔
頭
ナ
ル
ヘ
シ
未
懸
針
也
中
千
字
半
字
書
し
之
無
字
フ
是
初
鳥
形
未
懸
針
也
鳥
見
返
ダ
ル
形
也
鎌
阜
卜
云
烏
反
し
見

ノ
ク
ヒ
ヲ
ニ

ト

ノ
ナ
レ
パ
ノ

ト

意
也
此
鷹
タ
ヶ
キ
鳥
也
鳥
頚
一
度
切
也
価
而
鎌
云
へ
り
是
ヲ
マ
子
ヌ
ル
更
折
伏
門
御
本
尊
降
伏
義
也
砺
連
大
虎
爪
馳
爪
習
也
ツ
カ
ム

ク

ノ
ノ

ノ

キ
ニ
テ
ル
ノ
ニ
ハ
ト
ノ
ヘ
ハ
ニ
ノ

如
可
レ
書
し
之
妙
字
更
、
是
随
右
点
也
石
落
形
也
重
方
下
成
落
者
也
其
形
二
可
レ
書
筆
芸
書
落
石
イ
ヘ
リ
妙
蓮
花
三
字
左
引
点
供
懸
針
点

二
カ

ヲ
ト
ス
タ
ケ
リ
ノ
ヒ

ノ
ノ
ハ
ノ

ル

ノ

ノ

如
二
上
云
一
是
大
勢
威
猛
意
也
勢
ダ
ル
形
可
二
引
之
一
降
伏
意
也
法
字
夏
是
別
真
字
也
筆
法
別
義
不
二
御
座
一
歎
蓮
字
吏
鑓
此
字
也
玉
篇
第

、
ク
ニ
《

ノ

シ
ソ
ハ
ス

リ
ノ
ノ

ノ
ノ

カ

十
筵
選
下
不
し
出
し
之
第
十
三
巻
升
部
出
之
漣
丑
切
荷
譽
宝
也
然
付
余
字
サ
フ
ヵ
ウ
ヲ
ハ
升
然
書
也
蓮
字
サ
ウ
カ
ウ
ハ
グ
然
書
也
、
シ
此

チ
ヤ
ク

ニ
ル
ヲ
ハ
シ
ヤ
ク
ノ
卜
ノ

イ
カ
ニ
モ

ノ
ツ
リ

定
字
也
佃
尭
選
云
也
之
選
非
也
是
返
鵠
点
習
也
其
形
可
レ
奉
レ
書
し
之
何
長
点
ナ
ル
ヘ
シ
意
如
レ
上
上
点
三
有
モ
有
二
遊
シ
タ
ル
モ
御
座

モ

ニ
モ
卸
リ
ヘ

ノ
ッ
ノ
ハ

ノ

筆
有
連
々
可
レ
奉
レ
拝
し
之
云
何
上
下
打
ク
タ
ル
ヘ
シ
此
上
二
点
上
ハ
有
相
定
、
下
無
相
恵
如
レ
次
是
定
恵
也
云
云

ニ
ハ
ヘ
タ
リ
ヲ
ハ
テ

ニ
ノ
ノ
ノ
ク

ノ
ヲ
ス
ノ
ヲ

朝
師
仰
云
本
代
相
伝
然
見
其
意
追
可
レ
尋
し
之
殊
蓮
字
懸
針
点
長
可
レ
引
是
顕
本
遠
寿
義
顕
蓮
字
本
門
一
一
タ
ト
イ
給
価
イ
カ
ニ
モ
ナ
カ
ク

ノ
ク
ク

ノ
ヲ
ノ
ヘ
フ
ハ
ト
シ
フ
ノ
ハ
ニ
テ
ヲ
プ
ノ
ノ

可
レ
引
仏
法
命
長
遠
御
座
ス
ニ
タ
ト
イ
給
思
レ
之
上
点
法
字
引
懸
玉
法
躰
タ
ト
イ
ト
ヲ
顕
給
心
也
余
文
字
其
字
点
ヲ
サ
ヘ
給
妙
字
点
ハ
カ
リ

ノ
ノ
ハ
ノ

ノ
ヘ

ル
ノ
ノ
ニ
ハ
ナ
ス

也
蓮
字
点
蓮
花
落
ダ
ル
形
ナ
ル
ヘ
シ
法
字
引
カ
ヶ
給
御
本
尊
ヲ
ヨ
ク
ノ
、
奉
し
見
へ
シ
身
延
之
講
堂
板
御
本
尊
キ
ッ
カ
ト
蓮
形
二
遊
也
是

ノ
ヲ

ノ
ノ
ー
ス
ト

ノ
ノ

キ

花
落
蓮
成
廃
権
立
実
義
為
し
顕
也
蓮
字
長
点
付
表
二
本
極
法
身
長
寿
義
一
云
御
相
伝
殊
更
尊
也
云
云

ノ

ケ
壷
一
入
ハ
ノ
ノ
ヲ
ソ
ト
ノ

ノ

コ
ソ
ハ
ノ
シ
ツ
ハ
二

日
像
御
首
題
大
旨
挙
点
遊
是
波
上
意
表
也
華
字
事
玉
篇
第
四
華
胡
荒
切
夏
也
今
作
し
華
コ
ノ
ャ
ウ
’
一
書
イ
タ
ル
花
ハ
ナ
シ
タ
ク
ム
ト
ョ
ム

ニ
ハ
ノ
カ
ス
ハ
ノ
フ
シ
フ
セ
リ

ノ

ノ
プ

ノ
ノ
ノ
ブ
ノ

師
一

〈
“
〃

也
今
首
題
華
字
然
遊
也
中
師
子
眼
表
給
也
顕
二
師
子
王
智
恵
元
畏
威
光
一
是
降
伏
義
也
経
字
真
鰯
龍
ア
ヲ
ノ
キ
タ
ル
形
可
レ
書
作
龍
ウ
ッ
ム

御
本
尊
筆
法
点
等
之
事
（
秋
山
）

ノ
ニ
ノ

ス
タ
ノ

ノ
ト
ノ

ノ

ノ

ノ

ノ

ト
ノ

私
云
首
題
内
懸
針
点
七
種
御
座
也
謂
南
字
ニ
ッ
冠
長
点
中
竪
点
也
無
字
一
ッ
妙
字
一
シ
蓮
字
一
ッ
花
字
ニ
ッ
サ
ウ
カ
ウ
ノ
長
点
竪
点
也
已

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

シ
モ

ノ
ノ
ノ

ノ
ノ

ノ
ノ

、
９

上
七
種
也
価
南
字
中
竪
点
花
字
竪
点
努
を
少
マ
ヶ
テ
不
し
可
レ
引
云
云
尼
仏
字
後
竪
点
大
神
母
神
神
字
竪
点
大
師
々
学
竪
点
皆
懸
針
点
也
曲

ク

ノ

ノ
ヲ
シ

ソ
リ
ハ
子
タ
リ
ナ
ン
ト
シ
テ
不
し
可
レ
引
其
外
皆
長
点
悉
本
極
法
身
微
妙
甚
遠
長
命
義
也
令
法
久
住
義
顕
給
フ
ソ
ト
得
意
可
レ
置
也
云
云
奉
レ

モ
タ
ス

拝
長
点
多
御
座
也
云
云
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チ

ウ
ッ
ム
ク
ハ

ノ
ニ

ー
ー

チ

キ
タ
ル
形
也
ア
ヲ
ヌ
ク
ハ
女
龍
覆
男
龍
也
蠅
繊
弊
裳
軸
個
呼
女
岨
ヵ
男
龍
頂
上
有
二
如
意
珠
一
其
上
女
龍
ヲ
ト
カ
イ
ヲ
戦
セ
テ
居
ダ
ル
形

ノ
ノ
リ
カ
ソ
ノ
ノ
ノ
ノ

ノ

也
九
重
淵
中
鱗
龍
頷
下
珠
釈
意
也
止
観
一
巻
釈
也

ノ
ノ
ノ
チ
ハ
テ
ノ
リ
ニ
ス
Ｔ

ノ

尋
云
経
字
龍
形
従
二
文
字
便
一
遊
必
然
也
錐
し
然
叉
其
有
二
本
拠
一
歎

ヌ
キ
ノ

ノ
キ
ヌ
タ
テ
ノ
テ
ヌ
キ

ノ

ノ

ノ
ノ

仰
云
玄
八
云
又
言
し
経
者
緯
義
也
如
世
絹
経
以
緯
織
し
之
竜
鳳
文
章
成
云
竜
鳳
龍
字
可
二
本
拠
一
歎
竜
鳳
モ
ン
ヲ
唐
土
王
メ
ス
モ
ノ
ニ
ヲ

ー
プ
卜
《

ル
｝
一
価
文
章
此
意
ナ
ル
ヘ
シ
フ
ミ
ノ
可
｝
ス
ナ
シ

ノ
ハ
ノ

ノ

ノ
ヲ
ケ
チ
ニ
ノ
カ
テ
ノ
ー
ナ
ル
ソ
ト
ヲ
シ
セ
ル
ノ

仰
之
九
重
淵
底
等
止
観
第
一
発
心
大
心
下
四
諦
四
弘
六
即
三
権
顕
是
挙
其
中
六
即
井
心
限
一
開
顕
一
乗
一
深
細
云
可
釈
顕
下
文
也
価
此
文

ノ
ノ
ー
シ
テ

ノ
ニ

ノ
プ
ス
ル

テ
ワ
ソ
カ

ノ
ヅ
ス

釈
今
首
題
上
最
別
意
趣
可
し
有
し
之
歎
私
我
土
衆
生
々
死
此
海
ア
リ
ナ
ヵ
ラ
無
作
三
身
仏
果
感
珠
ヲ
モ
ッ
ニ
価
是
顕
ダ
メ
’
一
経
字
遊
也

ノ
ハ
ハ
カ
リ

ヲ

ハ
ノ
ニ
テ
ス
ニ
ノ

ノ
ノ
ノ

ノ
モ
ル
ノ
ヲ

朝
師
御
義
云
上
古
義
難
し
測
也
以
二
愚
案
一
言
し
之
元
祖
下
下
種
導
師
御
座
故
発
大
心
下
タ
ノ
九
重
淵
中
鱗
竜
頷
下
珠
釈
最
得
一
真
相
貞
一
此
意

ノ
ノ

ノ
ワ
テ

ノ
ニ
ヲ
シ
テ
ス
・
一
フ
テ
ニ
ノ
ヲ
ニ
フ

者
我
衆
生
下
種
ウ
チ
ニ
三
身
仏
果
珠
以
ヨ
ク
御
知
ア
ッ
テ
経
字
心
カ
ヶ
別
遊
称
也
価
其
九
重
釈
御
心
カ
ヶ
玉
歎
云
云

ノ

ノ

ノ
ニ
テ
ト

尋
云
九
重
淵
中
鱗
龍
頷
下
珠
釈
今
御
本
尊
上
何
可
レ
習
合
し
之

し
ヘ
ニ
テ

ノ

ノ

ゴ
〃
グ

ノ
ハ
ゴ
ク
ノ
ノ

ノ

仰
云
御
義
玄
一
云
夫
理
絶
一
偏
円
一
寄
一
円
珠
一
談
し
理
歎
円
妙
也
九
重
淵
者
生
死
淵
也
隣
竜
者
黒
竜
也
隣
字
黒
字
意
也
是
煩
悩
毒
竜
也
価
我

カ

ノ
プ

ノ
ト

ノ
ト
テ
レ
ヲ
ト
ス
ノ
ノ
ー
ス

ノ
ノ

ノ

ノ

等
煩
悩
生
死
当
躰
聞
一
元
始
理
具
妙
法
一
発
井
心
ス
ル
ヲ
各
字
下
種
云
也
価
彼
本
拠
経
字
竜
形
遊
吏
是
応
時
所
弘
法
躰
相
応
歎
サ
テ
経
字
左

ノ
右
点
返
鵲
也
云
云
首
題
書
様
大
概
如
レ
斯
云
云

ノ
ノ
ー
ヲ
へ
Ｔ
ハ
ノ

モ
ノ
ヲ
卜
可

ヲ
モ
ト
ム
ハ
ノ

ノ
ノ
モ

仰
云
諸
天
玉
字
点
加
給
荘
厳
点
也
叉
崇
敬
点
也
共
習
也
常
王
玉
躰
云
其
例
証
也
点
加
王
読
例
証
世
間
牛
玉
叉
将
碁
一
方
王
玉
也
是
其
例
也

ノ

モ

ノ

ノ
ニ
テ
ノ
ニ
ハ
ヲ
ル

仁
仰
云
将
碁
玉
ハ
サ
ヵ
ル
也
今
又
中
尊
妙
法
○
経
諸
経
中
王
大
王
畏
余
王
点
加
歎
云
云

ノ
ハ
下
プ
ト
ノ
ヲ
ノ
ノ
ユ
ノ
タ
リ

仰
云
御
本
尊
漢
頂
面
挙
一
語
界
王
一
見
ヘ
リ
梵
天
帝
釈
第
六
天
阿
修
羅
大
竜
王
等
也
是
有
二
本
授
一
歎
云
ヘ
リ
序
品
雑
衆
下
廿
一
尊
者
挙
二
諸

プ

ハ
ロ
グ

ハ
○
グ

ニ
テ

《
ノ

ハ
ノ

ナ
ル

ー
ー

界
一
梵
天
等
天
界
王
阿
閣
世
人
界
王
爾
時
釈
提
桓
因
云
カ
ラ
阿
闇
世
王
阿
修
羅
玉
之
蓄
趣
王
乾
闘
婆
界
王
等
也
是
可
二
本
拠
一
サ
テ
御
本
尊

御
本
尊
筆
法
点
等
之
事
（
秋
山
）
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御
本
尊
筆
法
点
等
之
事
（
秋
山
）

ヲ
ト
ハ

ノ

モ
ナ
ル
テ
’
一
下
プ

提
婆
達
多
王
不
遊
共
天
王
如
来
仏
号
ア
レ
ハ
是
可
レ
王
価
一
々
挙
レ
之
也

ス

尋
云
此
王
玉
字
遊
深
旨
如
何
提
婆
鬼
子
母
龍
王
等
阿
修
羅
阿
闇
世
王
大
梵
天
王
地
獄
餓
鬼
畜
生
修
羅
人
間
天
上

ノ
ノ
ー
ノ
ッ
ブ
ル
ー
ニ
ナ
ノ
ハ
ハ
ス
ル
ノ
ト
ノ
ノ
ト

ノ
シ
ハ

ノ
フ

シ

仰
云
王
字
横
三
点
竪
一
点
加
然
六
梵
皆
王
有
表
二
性
徳
三
身
者
石
中
火
如
修
徳
者
ア
ラ
ハ
レ
タ
ル
火
如
是
横
也
性
徳
三
身
一
也
若
只
修

ル
ー
ノ

ノ
リ
ト
テ

ノ
ヲ
ミ
カ
キ
セ
ハ

ノ
ト

ハ
ハ

徳
三
因
者
縦
也
文
可
レ
思
レ
之
然
正
了
縁
三
因
仏
性
々
有
知
生
善
ヲ
モ
得
意
ハ
ヶ
マ
ス
ヲ
云
也
性
徳
三
身
磨
顕
成
二
修
徳
三
身
一
也
其
謂
玉

ノ
ワ
ニ

ノ
ト

ニ
ハ
ニ

ノ
ナ
ル

膳
ヌ
レ
バ
光
用
施
ス
也
是
則
心
法
三
身
知
識
ヲ
シ
ヘ
ラ
レ
テ
仏
性
ア
リ
ト
知
ル
ヲ
云
コ
レ
ハ
法
報
応
三
身
習
也
王
字
ョ
子
三
打
心
法
妙

ノ
ノ
ヲ

ノ

ヲ

ワ
ノ

〃
ク
ハ

ノ

処
信
一
ク
ハ
エ
テ
タ
ッ
ニ
ヒ
ト
ッ
打
也
価
是
修
徳
顕
現
義
也
如
レ
斯
修
性
簡
別
セ
ル
ハ
猶
迩
門
所
談
也
本
門
意
修
性
不
二
不
縦
不
横
三
身

ク
ノ
ハ

ノ

ニ
ノ

ノ
ト
ヲ
テ
ー
ヲ
ス
ト

ノ

也
釈
云
今
経
演
説
不
縦
不
横
三
如
来
也
云
云
是
其
法
体
者
妙
法
○
経
玉
躰
也
云
意
以
玉
字
遊
可
得
意
也
是
本
来
口
決
也

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ
ヲ
ノ
ノ
ニ
ス
ハ
シ

ノ
ヲ

ｕ
ｒ
ハ

朝
師
御
義
云
王
字
性
徳
義
玉
字
修
徳
義
也
王
字
全
体
王
字
遊
顕
一
修
性
一
如
義
一
給
也
有
人
私
日
性
徳
法
心
ハ
タ
ラ
ヵ
ヌ
也
ホ
シ
イ
ヲ
シ

テ
ツ
ハ

ノ
シ
チ
ヲ

イ
ノ
心
出
ル
ハ
ッ
ヵ
イ
ノ
義
也
則
心
数
云
ソ
レ
ニ
依
一
打
ツ
ヵ
イ
ノ
心
也
叉
修
徳
性
徳
一
一
一
ソ
ヘ
タ
テ
ナ
キ
ハ
邪
正
一
如
心
表
点
一
点
ア

ノ
ニ
ス
ハ
シ

ノ
ワ

ソ
ハ
ス
也
王
字
遊
顕
二
修
性
一
如
一
義
一
給
也

ノ
ノ

ニ
ハ

ト
リ
グ
ニ

ト
ニ
ヲ
ス

一
四
天
大
字
夏
陀
羅
尼
品
毘
沙
門
天
王
持
国
天
王
斗
説
序
品
四
大
天
王
有
故
大
字
遊
也
尋
云
大
字
無
一
異
形
一
歎
如
何

力
キ

レ

フ
ハ

シ
フ

ノ
ハ

ノ

ハ
、
〆

仰
云
大
然
可
レ
書
也
意
十
八
也
是
十
界
義
也
一
を
大
字
置
玉
十
界
互
具
顕
給
也
又
大
字
当
位
即
妙
義
也
万
法
惣
躰
ス
ヵ
タ
也
大
品
是
妙

そ
モ

ー
ー

シ
テ

釈
可
レ
思
レ
之
大
妙
同
意
也
依
レ
其
妙
毘
沙
門
妙
持
国
云
意
也
惣
十
界
コ
ト
ノ
、
ク
妙
ナ
レ
パ
大
キ
ナ
ル
可
也
依
之
大
乗
ト
ハ
権
大
乗
ヲ
ス

ノ
ノ
ヲ
ス

レ
ヲ
テ
ノ
ハ
ノ
ハ
ノ
ト

テ
、
実
大
乗
大
字
遊
心
也
摩
訶
者
大
多
勝
也
之
請
大
是
空
義
也
多
仮
義
勝
中
義
云
ヘ
リ
妙
法
○
経
者
大
摩
訶
街
也

ワ
シ
フ
ニ
ノ
ソ
ト
可
ヲ
シ
フ
モ

ノ
ノ

〈
ノ
ノ
モ
モ
モ
ヲ
プ

朝
師
御
義
云
霊
山
聴
衆
漢
頂
給
故
実
大
乗
人
云
顕
給
意
可
し
有
し
之
又
大
多
勝
三
義
意
可
し
有
し
之
其
時
皆
妙
心
也
大
勝
義
妙
云
云
也
空
仮

ノ
ノ
ニ
テ

ト
モ

ク

ヲ
ス
モ

ノ
ノ

中
義
也
三
字
可
レ
知
三
大
秘
法
本
門
題
目
本
門
十
界
云
意
也
シ
ヵ
シ
ナ
ヵ
ラ
三
千
惣
別
威
空
仮
中
意
趣
顕
意
可
レ
有
し
之
具
大
多
勝
下
観
心

ワ

シ
テ
ハ
バ

ヲ
ス
ノ

ノ

釈
可
レ
見
し
之
別
云
四
大
天
王
遊
護
世
天
王
御
座
故
也
就
レ
中
五
番
神
兇
約
束
可
し
思
レ
之
此
経
四
天
王
品
云
可
有
四
天
王
在
所
力
経
説
相
違
ス
ル
也
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タ
ヅ
タ
ハ

ピ
ル
ロ
ク
シ
ヤ
ハ

ピ
ル
パ
タ
シ
ヤ

ハ
シ
ナ
ス
ハ
ニ
ソ
ト
ス
ニ
ル

先
常
金
光
明
経
四
大
王
品
本
也
其
趣
大
頭
叱
持
国
東
毘
留
勒
叉
増
長
南
毘
留
博
叉
広
目
西
毘
沙
門
多
聞
北
也
今
是
違
遊
何
吏
申
御
筆
不
二

ナ
ラ
《

ノ

ニ
メ
モ

ー
ー

ノ
ニ
ワ

テ

ノ

ー
准
一
或
只
多
聞
持
国
二
天
一
処
遊
有
叉
持
国
下
増
長
多
聞
下
広
目
遊
タ
ル
モ
有
し
之
也
就
し
之
学
者
義
色
々
ナ
レ
圧
不
レ
載
レ
之
別
宴
ハ
ヲ

ノ

ノ
ク

ク
ナ
キ
也
サ
テ
今
御
本
尊
西
ム
キ
也
其
意
可
レ
知
し
之
霊
山
〈
東
向
也
宝
浄
世
界
ハ
娑
婆
世
界
ヨ
リ
東
也
宝
塔
品
充
云
東
方
云
云
価
而
東

ノ

ー
ニ
ス
ル
ス
ヲ
ニ

ヲ
セ
リ

ノ
フ

ノ

持
国
此
多
聞
如
二
本
経
一
金
光
明
広
目
南
増
長
西
置
本
経
相
違
也
申
し
之
文
句
二
引
二
金
光
明
経
一
判
二
四
天
王
相
一
其
レ
ハ
霊
山
儀
式
也
宝
塔
品

ニ
テ
シ

ハ
ノ
ヲ
シ
ブ
ニ

ヒ

ハ
ル
ヲ
モ

半
歎
霊
山
遊
半
ヨ
リ
嘱
累
品
迄
虚
空
会
也
還
起
可
レ
得
し
意
今
虚
空
会
儀
式
図
玉
故
可
レ
異
歎
又
疑
有
し
之
観
智
義
軌
挙
二
虚
空
会
一
也
其
如
ニ

ノ

ト
ニ

ス
ニ
ハ

ニ
モ

ニ
モ

ハ
ノ
ヲ
ス
テ
シ
テ
レ
ニ
ハ

金
光
明
経
一
見
へ
タ
リ
如
何
云
夫
レ
ハ
必
一
准
無
レ
之
夏
金
光
明
経
観
智
義
軌
大
字
無
し
之
今
大
字
遊
也
価
別
彼
不
レ
依
歎
其
上
金
光
明
権

ヲ
ト

ノ

ハ
ス

ス

ス
ト
モ

経
観
智
義
軌
人
作
也
イ
ヵ
テ
ヵ
是
本
シ
玉
ハ
ン
ヌ
御
筆
中
ニ
モ
大
字
ノ
ナ
キ
モ
有
之
是
等
必
不
レ
可
一
二
准
一
更
也
タ
ト
イ
イ
ヵ
ャ
ゥ
’
一
遊

ノ

ノ

ニ
ス
ノ

金
光
明
等
説
ニ
カ
ハ
ル
ヘ
シ
未
曽
有
大
漫
茶
羅
ナ
ル
故
必
諸
経
説
相
被
し
封
不
可
難
之
云
云

ノ
ノ
カ
マ
ヘ
ノ
ニ
ト
モ
リ

ノ

一
一

一
持
国
々
字
更
国
構
中
八
方
書
有
或
字
書
モ
ァ
リ
玉
字
書
モ
ァ
リ
是
レ
皆
コ
ク
ノ
音
也
論
語
云
四
十
不
惑
云
云
王
篇
云
可
レ
思
レ
之
今
御

ノ
ニ
ハ
ノ
ヲ
ス
ニ
ノ
ワ

〈
ニ

ノ

ノ
ヲ
二
テ

本
尊
汀
大
概
玉
字
遊
也
叉
希
或
字
遊
シ
タ
ル
モ
有
肝
要
文
字
毎
令
法
久
住
繁
昌
意
趣
也
又
降
伏
悪
魔
形
心
載
可
レ
害
し
之
口
伝
也

ノ

ニ
テ
ス
ニ

ト
ヲ
ノ
ヲ
ス
ト

可

し
モ

ノ

一
諸
天
漢
頂
吏
仰
云
末
法
相
応
本
尊
極
説
三
大
秘
法
御
座
故
天
衆
明
王
一
人
此
人
法
不
二
擁
護
一
云
不
レ
可
し
有
し
之
去
共
諸
天
善
神
名
号

一
一

ノ
ハ
ヲ
フ
ニ
ハ
テ

ヲ

ニ
ハ

ヲ
ヌ
ヲ

一
々
難
し
載
故
漢
頂
面
所
中
取
玉
色
界
挙
二
大
梵
天
王
一
摂
レ
余
欲
界
挙
一
帯
釈
一
摂
二
六
天
一
修
羅
竜
神
等
例
し
之
可
レ
得
し
意
也
サ
テ
大
日
天
王

〈
ニ

ノ
ワ
ヲ
シ
フ
ト
ハ

テ
ワ

ヲ
ニ
ト
ス
ニ
ノ

ヲ
モ
ト
ズ

大
月
天
王
序
品
挙
二
明
月
等
三
光
一
夏
移
玉
天
王
ナ
ヶ
レ
圧
随
レ
時
宣
敷
遊
外
将
四
天
王
既
天
王
遊
故
内
将
三
光
天
子
天
王
遊
歎
云
云
華
蜘
奉

ワ
ト

ニ
ハ

ニ
ハ

ニ
ハ

●
へ
ニ
ハ

ヲ
ハ

ヲ

ー
三
光
天
子
天
王
云
夏
法
花
三
光
天
子
有
金
光
明
経
三
光
天
王
観
智
義
軌
法
花
漫
茶
羅
ヲ
宣
タ
リ
其
梵
帝
四
天
王
挙
し
之
三
光
不
し
戦
媚
歌

ニ
ハ
ヲ
《

”
グ
ハ

ヲ
ハ
チ

”
グ
ハ

伝
教
ノ
遊
遂
ニ
ァ
ィ
玉
イ
テ
御
相
伝
ノ
内
二
五
ノ
キ
又
天
台
灌
頂
玄
旨
道
場
荘
厳
図
梵
帝
挙
レ
之
四
天
不
レ
載
亦
明
星
挙
レ
之
日
月
不
レ
載
し
之
云
云
価
而
今

有
タ
、
〈
不
し
知
ヲ
也

ノ
ニ
モ

ハ
ノ
ー
ル
ヲ

家
御
本
尊
用
様
不
一
准
也
大
概
序
品
同
聞
衆
挙
処
載
レ
之
玉
ウ
銅
錨
牢
鑑
識
輪
〃
唾
霜
恥
是
於
異
我
聞
一
時
感
応
異

御
本
尊
筆
法
点
等
之
事
（
秋
山
）

〈
明
月
天
子
普
光
天
子
〈
明
星

子
ハ
月
天
子
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ス
ル
ラ
ノ
卜

一
身
養
育
更
併
大
井
利
益
可
得
意
也

ノ
ノ

ー
二
明
王
梵
字
吏
ソ
ラ
ズ
カ
、
マ
ス

ノ

之
時
用
ニ
ハ
ソ
ラ
メ
不
可
書
是
口
伝

ノ

ヲ
《
ニ
キ
ヲ
〈
ニ
テ
キ
フ

ノ
ヲ
シ
フ

一
四
天
四
方
書
日
月
梵
帝
丼
書
玉
也
日
月
土
内
将
外
将
更
相
顕
玉
四
天
等
釈
充
心
也

ノ
ノ
ヲ
ニ

ノ
キ
ノ
ヘ
ニ
ル
ノ
ス
８
、
ワ

ノ
ッ
ニ
ル
ノ
イ
ヌ
イ
人
ヒ
ッ
シ
ハ
ウ
シ
ト
ラ

タ
ツ
４
ハ

ハ
ノ

ー
鬼
子
母
神
吏
鬼
字
甲
乙
書
也
鬼
門
方
甲
当
故
也
四
角
天
地
人
鬼
四
当
時
乾
天
門
坤
地
門
艮
ハ
鬼
門
也
巽
人
門
也
是
等
陰
陽
家

キ
画
ピ
ノ
ヲ
〈
ト
ヲ
ハ

ヲ

ヲ

ゼ
イ
コ
モ
ン
コ
ン
ト
一
ス
ヲ
ノ
ニ
カ
ウ
ヲ
ッ
ト
ハ
ノ

沙
汰
也
玉
篇
日
鬼
居
尾
切
也
天
日
し
神
地
日
し
儀
人
日
し
鬼
を
之
言
レ
帰
也
又
恵
也
胡
文
一
ス
槐
云
云
玉
篇
上
田
字
書
也
甲
乙
書
陰
陽
家
習
也

（
舐
）

二
ノ
ト
Ｔ

ノ
ヲ
ス
カ
サ

ノ

ノ
ノ
カ
タ
ハ
ヲ
ニ
ヲ

ニ
ハ

ノ

筆
法
十
鬼
相
伝
云
有
之
可
レ
尋
子
母
問
不
し
疎
可
レ
書
之
是
事
相
也
別
意
趣
無
し
之
神
字
申
労
点
打
豆
本
字
ナ
ヶ
レ
雁
荘
厳
ダ
メ
也

サ
ル
ノ
ト
ト
ノ
ヲ
テ
ノ
ー
プ
ノ
ト
ノ
ノ

ー
義
云
申
衣
書
也
衣
云
字
点
取
申
方
打
也
申
衣
云
吏
相
伝
別
有
し
之
ウ
ス
墨
中
道
沙
汰
也
別
紙
有
し
之
追
可
尋

ノ
丁
ノ
ト

一
天
照
八
幡
二
神
天
字
二
人
可
書
天
是
也
是
陰
陽
二
法
得
意
可
書
也
大
郎
御
神
也
女
神

天
照
ツ
キ
ョ
シ
西
ノ
宮
圭
フ
賑
イ
ッ
モ
ヲ
、
ヤ
シ
コ

ー
大
字
更
中
点
打
コ
ト
一
女
三
男
中
大
郎
御
神
ナ
狸
謡
晒
舞
諺
戦
白
神
月
神
神
宝
力
、
ミ
ト
カ
ミ
ト
云
意
也
聴
然
読
也
其
カ
ミ
ト
云

ノ
ノ
ー
ヲ

ノ
ニ

ヤ
カ
テ
カ
ヲ

美
コ
ル
ヲ
キ
ロ
ウ

仮
名
ヲ
シ
テ
フ
メ
ヲ
ス
ル
可
ノ

陽
ノ
点

濁
簡
．
、
ロ
也
三
ヵ
ナ
ノ
中
二
濁
署
カ
ミ
ト
云
ヘ
リ
八
ノ
字
陰
陽
也
々
を
和
合
万
物
成
就
可
し
顕
幡
字
ハ
巾
篇
也
是
レ
衣
類
也
番
字

除
点

卜

ハ

ヲ
ス
ル

ノ

カ
タ
ム
カ

米
田
書
也
是
食
類
也
イ
ヵ
ニ
モ
四
角
可
書
也
ア
ヶ
サ
ヶ
モ
ナ
ク
一
切
衆
生
以
二
衣
食
一
存
二
身
命
一
余
勿
論
也
陰
陽
和
合
利
益
衣
食
不
傾
レ
也

御
本
尊
筆
法
点
等
之
事
（
秋
山
）

《
ノ
ト
ノ
ニ

ニ
ノ
ノ

ソ

尋
云
名
月
勢
至
日
天
観
音
明
星
虚
空
蔵
応
作
也
文
句
釈
見
へ
タ
リ
既
迩
化
井
応
作
也
末
法
其
利
益
不
し
可
し
有
し
之
也
何
挙
之

ノ
ヘ
ル

ー
ー

ハ
垂
〆
的
リ

ヲ

ト

シ

フ
ニ
シ
テ
ル
ニ
モ

仰
云
守
護
付
属
亘
二
迩
化
他
方
一
也
其
上
日
月
親
照
一
四
海
一
成
二
衆
生
眼
目
一
玉
へ
り
是
モ
現
量
扶
二
助
本
化
弘
通
一
玉
故
別
挙
最
有
二
其
謂
一

卜
ノ
ヲ
ニ

ヌ
レ
ハ

ノ
ク

ト
ブ
ト

テ

也
云
云
示
云
日
月
中
点
左
右
引
卜
、
ケ
テ
可
レ
書
し
之
又
一
伝
云
入
二
末
法
一
通
化
井
全
顕
一
永
化
一
玉
習
吏
有
之
価
御
書
云
日
蓮
〈
毎
日
日
月

ワ
シ

影
移
云
云
可
思
之

ニ
テ

元
字
吏
ソ
ラ
ズ
ヵ
、
マ
ス
ス
ク
ニ
可
書
也
ソ
ル
ハ
ヒ
ン
ノ
相
力
、
ム
ハ
ウ
レ
エ
ノ
相
不
レ
祥
之
相
也
ソ
ル
カ
、
ム
’
一
付
テ
病
気

キ
ヤ
ウ
ワ
〈
９
、
カ
ッ
キ
ノ
力
ａ
、
ノ
《
力
ニ
キ
ヤ
ウ

ハ
ソ
ラ
メ
不
可
書
是
口
伝
也
Ｌ
此
仰
月
三
日
月
半
分
ナ
ル
様
可
レ
書
也
上
空
点
二
筆
也
、
然
可
書
也
已
上
三
筆
也
倶
仰
月

(I24)



干
時
享
保
第
十
九
甲
寅
二
月
日

宝
暦
元
辛
未
歳
十
月
感
得
之

已
上
天
正
五
丁
丑
夘
月
吉
日

ノ

ノ

ノ
二

也
上
空
点
二
筆
下
仰
月
ヲ
〈
團
形
様
可
書
也
ウ
チ
ハ
ノ
マ
ル
キ
ヵ
タ
ヲ
可
得
意

卜
ニ

テ
カ

テ
ノ
ノ
ウ
ワ
ノ
ノ
ー

重
空
点
云
故
仮
染
ニ
モ
ソ
ハ
メ
テ
ミ
点
不
可
書
ス
ク
ニ
重
ｉ
然
可
書
也
扱
愛
染
種
子
ウ
点
本
代
賀
字
上
引
カ
ク
ヘ
カ
ラ
ス
ィ
Ｍ
ｖ
ｌ
ｌ

〈
ノ
ノ
ノ
シ
ツ
タ
ソ
ク
ヒ
ヲ
チ
ヲ

然
不
可
書
也
力
字
大
黒
種
子
也
福
徳
不
可
得
力
字
也
損
減
不
可
得
口
字
也
悉
曇
二
亡
国
点
云
事
有
し
之
易
忽
如
此
頚
離
書
云
也
乏
″
く
、

ヲ

ノ

ノ

然
力
頸
引
付
テ
可
レ
書
也
今
不
動
愛
染
種
子
梵
字
ヲ
モ
然
力
得
意
可
書
也
云
云

力

私
日
訪
処
大
黒
種
子
也
迂
町
岫
剛
Ⅷ
Ｍ

本
云
文
亀
第
三
王
亥
正
月
九
日

御
本
尊
筆
法
点
等
之
事
（
秋
山
）

大
樹
院
日
曜
花
押

大
円
院
日
鍵
花
押

日
朝
在
御
判

常
窓
院
日
仁
在
判

大
竹
房
日
住
在
判

宝
泉
院
日
宣
在
判

南
向
坊
印
鑑
詫
識
記

宝
泉
院
日
運
在
判

(〃5）



〔
芭日
暇
、
西
谷
檀
林
文
能
七
五
世
、
妙
玄
庵
玄
能
七
九
世
、
大
樹
院
運
智
日
曜
（
耀
）
寛
延
三
年
十
二
月
十
二
日
化
成
鳥
滝
泉
寺
十
一
世
。

日
鍵
、
飯
高
檀
林
文
能
百
二
十
世
、
山
科
文
能
大
円
院
海
枢
日
鍵
明
和
六
年
十
二
月
五
日
化
立
本
寺
三
十
六
世
山
梨
妙
了
寺
二
十
六
世
。

御
本
尊
筆
法
点
等
之
事
（
秋
山
）

(126)



図
書
館
に
は
大
き
く
分
け
て
二
種
類
あ
り
ま
す
。
そ
の
Ｈ
は
一
般
市
民

を
対
象
に
し
て
、
自
由
に
閲
覧
貸
借
を
認
め
て
い
る
公
共
図
醤
館
、
そ
の

口
は
大
学
や
研
究
所
に
付
属
併
設
さ
れ
る
研
究
保
存
図
醤
館
で
す
。
身
延

山
学
園
の
図
書
館
が
後
者
に
属
す
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

い
の
ち

図
書
館
は
大
学
な
ど
研
究
機
関
の
象
徴
で
あ
り
、
生
命
で
あ
り
ま
す
。

研
究
活
動
も
講
義
も
、
す
べ
て
図
書
館
の
充
実
と
深
い
関
係
が
あ
り
、
後

に
続
く
研
究
者
・
学
生
の
菱
成
に
も
深
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

身
延
山
学
園
の
図
書
館
は
、
日
蓮
聖
人
並
び
に
聖
人
の
教
学
に
関
す
る

典
籍
文
書
類
、
宗
門
史
資
料
の
蒐
集
、
ま
た
法
華
仏
教
に
関
す
る
文
献
資

料
、
一
般
教
養
に
必
要
な
書
籍
を
整
備
し
て
、
研
究
に
供
す
る
と
共
に
、

後
に
続
く
人
材
の
養
成
、
殊
に
次
代
の
宗
門
を
担
う
法
器
の
育
英
を
目
的

と
し
て
お
り
、
身
延
山
学
園
の
研
究
活
動
の
中
枢
と
な
る
も
の
で
す
。
随

っ
て
図
番
館
は
本
来
、
公
開
性
・
公
共
性
を
有
す
る
も
の
で
す
が
、
学
園

の
図
書
館
が
研
究
機
関
の
一
つ
で
あ
る
限
り
、
公
開
性
に
一
定
の
制
限
が

付
け
ら
れ
、
関
係
者
外
の
入
館
閲
覧
に
は
図
書
館
の
運
営
規
定
を
遵
守
し

(I)
◇
学
園
彙
報
（
昭
和
六
十
三
年
度
）

図
書
館
の
こ
と館

長
町
田
是
正

て
い
た
だ
く
事
に
な
り
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
十
一
月
二
十
九
日
、
斬
新
な
設
計
に
な
る
白
亜
の
大
図

イ
ン
テ
リ
ジ
エ
ン
ト
。
ｊ
プ
ク
ス

書
館
が
竣
工
落
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
「
知
識
の
器
」
と
し
て
の
機

能
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
為
に
は
分
類
カ
ー
ド
の
整

備
、
番
籍
（
和
番
・
洋
書
）
の
整
理
が
必
要
で
す
が
、
こ
の
単
調
に
し
て

目
立
た
な
い
作
業
を
成
す
た
め
に
は
、
莫
大
な
費
用
と
労
力
、
そ
し
て
知

力
と
時
間
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
加
え
て
図
書
館
は
書
籍
の
整
備
だ
け
で
は

な
く
、
Ａ
Ｖ
設
備
・
他
大
学
な
ど
研
究
機
関
と
の
連
携
・
公
開
文
化
講
座

の
場
も
要
求
さ
れ
て
お
り
、
常
に
多
角
的
視
野
を
も
っ
て
運
営
さ
れ
て
い

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

図
番
館
の
完
成
に
当
っ
て
、
法
主
岩
間
日
勇
狽
下
（
学
園
総
裁
）
は
特

に
一
文
を
寄
せ
ら
れ
、
「
…
…
学
者
の
研
究
に
供
す
る
と
共
に
、
後
に
続

く
人
材
の
養
成
に
役
立
た
せ
た
い
と
念
じ
て
い
ま
す
。
教
育
の
効
果
は
二

十
年
、
三
十
年
の
後
に
現
わ
れ
る
も
の
で
す
が
、
法
器
の
育
英
と
人
材
の

誕
成
は
今
行
わ
ね
ば
な
り
童
せ
ん
…
…
」
と
、
有
効
に
活
用
さ
れ
る
こ
と

を
熱
望
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
建
設
事
業
の
推
進
役
を
お
執
り
に
な
っ
た
望
月
一
靖
理
事
長
（
身

延
山
総
務
）
も
所
感
を
寄
せ
て
、
「
…
…
身
延
山
学
園
関
係
者
一
同
、
こ

と
に
同
窓
生
の
皆
様
の
永
年
の
願
で
あ
っ
た
図
書
館
が
完
成
し
ま
し
た
。

…
…
こ
れ
か
ら
の
若
い
人
達
に
、
新
し
い
時
代
の
雰
囲
気
の
中
で
、
永
遠

の
真
理
で
あ
る
法
華
経
を
、
日
蓮
聖
人
の
お
教
え
を
勉
強
し
て
も
ら
お

う
、
い
わ
ゆ
る
「
温
故
知
新
」
、
そ
れ
で
な
く
て
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

を
背
負
っ
て
立
つ
僧
侶
は
生
れ
な
い
：
。
…
何
卒
意
の
あ
る
所
を
汲
み
と
つ

(I27)



て
、
充
分
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
念
願
し
ま
す
」
と
、
将
来
へ
の
飛

翔
を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
園
図
笹
館
は
比
較
的
限
ら
れ
た
敷
地
に
股
大
限
の
規
模
を
追
求
し
た

建
築
物
で
、
積
層
式
書
架
の
採
用
に
よ
っ
て
二
十
万
冊
の
蔵
書
収
容
を
可

能
に
し
、
而
も
現
在
だ
け
で
な
く
、
近
未
来
に
も
照
準
を
あ
わ
せ
、
将
来

に
予
測
さ
れ
る
状
況
の
変
化
に
も
対
応
で
き
る
最
新
鋭
の
設
備
を
備
え
た

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
設
計
者
の
堀
秀
人
氏
は
東
京

大
学
及
び
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
識
堀
に
立
つ
研
究
設
計
者
で
、

図
書
館
に
は
随
所
に
斬
新
な
フ
ォ
ル
ム
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
工
事

施
工
は
東
急
建
設
株
式
会
社
で
、
卓
抜
し
た
施
工
技
術
を
も
っ
て
、
Ｒ
Ｃ

構
造
五
階
建
・
延
べ
二
千
五
百
九
十
平
方
（
七
百
八
十
四
坪
）
を
完
成
し

た
。
私
は
当
館
の
建
設
に
合
せ
る
か
の
様
に
館
長
を
拝
命
、
併
せ
建
設
委
員

長
の
職
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
完
成
に
至
る
三
カ
年
は
長
く
感
じ
、
身
延

山
御
当
局
の
御
支
援
、
学
園
教
職
員
の
協
力
を
得
、
仏
祖
三
宝
の
加
護
の

も
と
に
魔
障
な
く
円
成
し
ま
し
た
こ
と
は
望
外
の
喜
び
と
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
設
備
食
品
の
充
足
が
ま
た
れ
、
書
籍
の
整
備
が
急
務
で
は
あ
り

ま
す
が
、
館
員
一
同
は
異
体
同
心
に
当
館
の
運
営
に
当
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
関
係
各
位
の
御
利
用
と
、
併
せ
温
い
ご
支
援
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま

す
。
（
平
成
元
年
三
月
十
日
）

ＪⅡ
◇
図
書
館
情
報
◇
い

く「
坂
本
日
深
文
庫
」
の
寄
贈
を
受
く

立
正
大
学
食
長
・
文
学
博
士
、
故
坂
本
幸
男
先
生
（
法
号
・
博
文
院
日

深
上
人
）
の
蔵
書
一
万
点
が
昭
和
六
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日
、
本
学
図

書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
坂
本
博
士
は
我
国
仏
教
学
界
の
重
鎮
と
し
て
御
指

導
に
当
ら
れ
、
華
厳
学
の
泰
斗
と
し
て
知
ら
れ
、
印
度
学
仏
教
学
に
関
す

る
博
識
は
類
を
見
な
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
法
華
教
学
・
天
台
教

学
・
日
蓮
教
学
に
つ
い
て
も
造
詣
の
深
さ
を
示
さ
れ
、
岩
波
文
庫
『
法
華

経
』
三
巻
の
訳
注
は
そ
の
業
紙
の
一
端
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

坂
本
先
生
が
生
前
中
に
蔵
窃
さ
れ
た
和
漢
番
・
洋
装
本
・
洋
番
・
紀
要

雑
誌
な
ど
の
中
に
は
貴
重
本
も
多
く
、
御
苦
心
し
て
蒐
集
さ
れ
た
稀
刊
書

も
多
数
含
ま
れ
て
お
り
、
当
図
書
館
と
し
て
も
整
理
保
管
、
利
用
に
充
分

に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

坂
本
先
生
の
遺
児
・
坂
本
静
女
史
と
身
延
山
総
務
望
月
一
靖
師
に
よ
る
譲

与
に
関
わ
る
話
し
合
い
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
、
当
図
笹
館
に
納
密
さ

れ
る
率
と
な
り
ま
し
た
が
、
「
坂
本
文
庫
」
の
寄
贈
に
よ
っ
て
、
本
図
書

館
の
蔵
書
内
容
が
質
量
共
に
充
実
拡
大
し
て
、
学
園
教
職
員
・
学
生
・
本

山
役
職
員
な
ど
、
そ
の
稗
益
に
あ
ず
か
る
所
は
大
き
い
。
心
よ
く
御
寄
贈

を
諒
と
さ
れ
た
坂
本
静
女
史
の
厚
意
に
対
し
て
深
点
の
謝
意
を
申
し
あ
げ

坂
木
文
庫
が
有
効
且
つ
大
切
に
永
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ

り
ま
す
。◇

図
書
館
情
報
◇
⑨

身
延
山
の
御
援
助
と
同
窓
生
諸
師
の
熱
い
篤
志
の
御
蔭
で
新
図
書
館
も

竣
工
落
成
し
、
現
在
は
教
職
員
を
始
め
学
生
諸
君
が
利
用
し
て
お
り
、
ま
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こ
と
に
有
難
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

今
年
も
図
書
献
本
運
動
に
同
窓
生
の
各
聖
、
ま
た
有
縁
の
方
盈
よ
り
御

高
配
と
御
厚
志
を
賜
わ
り
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
新
図
書
館
は
蔵
書
の
ス
ペ
ー
ス
に
か
な
り
の
余
裕
も
あ
り
ま
す
の
で
、

何
卒
こ
れ
か
ら
も
．
人
一
冊
」
の
献
本
運
動
に
皆
を
様
方
の
御
協
力
を

よ
ろ
し
く
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
六
十
三
年
度
図
書
寄
贈
者
御
芳
名

１
坂
本
静
様
『
大
方
広
仏
華
厳
経
』
六
十
華
厳
二
十
冊
、
他
約
一

万
冊
。

２
新
川
日
見
師
『
原
色
版
国
宝
』
全
十
二
巻
、
他
二
六
六
冊
。

３
児
島
錬
戒
師
『
小
西
法
縁
史
』
他
二
十
四
冊
。

４
塚
本
東
壁
師
『
塚
本
清
於
庵
句
集
』

５
谷
川
日
龍
師
『
凹
版
美
術
集
西
洋
名
画
シ
リ
ー
ズ
こ

６
上
田
本
昌
師
『
心
の
扉
を
開
こ
う
』

７
進
藤
義
遠
師
『
プ
ン
ダ
リ
カ
』
三
冊
。

８
渡
辺
信
勝
師
『
日
蓮
聖
人
の
世
界
ｌ
御
本
尊
入
門
考
ｌ
』

９
新
井
智
清
師
『
近
代
日
蓮
宗
の
宗
政
』

ｍ
木
村
了
章
師
『
法
華
経
大
講
座
』
全
十
二
巻
、
他
八
冊
。

、
中
沢
慈
運
師
『
八
宗
綱
要
』
他
一
七
七
冊
。

吃
松
本
光
華
師
『
民
話
風
法
華
経
童
話
』
そ
の
１
ｌ
そ
の
４
、
二
十

冊
。

喝
渡
辺
日
秀
師
『
心
霊
を
作
る
の
は
あ
な
た
』

ＪⅢ
研
究
活
動
報
告

く
③
日
本
印
度
学
仏
教
学
会

第
三
十
九
回
学
術
大
会
は
、
昭
和
六
十
三
年
七
月
二
十
五
日
・
二
十
六

日
の
両
日
、
北
海
道
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
本
学
か
ら
の
発
表
者

と
テ
ー
マ
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

夜
叉
信
仰
の
背
景
１
バ
ー
ル
プ
ッ
ト
・
マ
ト
ウ
ー
ラ
を
手
が
か
り
と

し
て
Ｉ
高
橋
尭
昭

②
日
本
宗
教
学
会

第
四
十
七
回
学
術
大
会
は
、
京
都
市
の
仏
教
大
学
を
会
場
と
し
て
、
昭

和
六
十
三
年
九
月
十
四
日
・
十
五
日
・
十
六
日
の
三
日
間
に
わ
た
っ
て
開

催
さ
れ
た
。
本
学
か
ら
の
発
表
者
と
テ
ー
マ
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

金
綱
集
の
一
考
察
ｌ
抄
出
の
当
体
義
抄
に
つ
い
て
ｌ中
條
曉
秀

⑧
日
本
仏
教
学
会

Ｍ
尾
谷
卓
一
師
『
立
正
公
論
縮
刷
版
』

喝
上
野
好
子
様
『
ふ
ゆ
す
み
れ
』
二
冊
。

咽
清
水
南
様
『
ア
ダ
ム
ス
キ
ー
全
書
』
全
八
巻
、
他
二
冊
。

〃
石
橋
寿
子
様
『
北
と
東
の
人
間
録
』

こ
こ
に
献
本
運
動
に
御
高
配
と
御
厚
志
を
賜
わ
り
ま
し
た
諸
氏
に
衷
心

よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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身
延
山
に
お
け
る
守
護
神
信
仰
の
動
向
林
是
晋

③
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
会

第
四
十
一
回
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大
会
は
、
昭
和
六
十
三
年
十
月
二

十
一
日
・
二
十
二
日
の
両
日
、
熊
本
市
の
本
妙
寺
に
お
い
て
行
な
わ
れ

た
。
な
お
今
回
は
一
妙
院
日
導
上
人
の
第
二
百
遠
忌
に
あ
た
る
た
め
、
上

人
ゆ
か
り
の
本
妙
寺
が
会
場
と
な
っ
た
。
本
学
か
ら
の
発
表
者
は
左
の
六

氏
で
あ
っ
た
。

㈹
特
別
記
念
講
演

綱
要
導
師
の
宗
学
意
識
町
田
是
正

㈲
通
常
の
発
表

智
頭
撰
述
番
の
諸
問
題
若
杉
見
龍

本
妙
日
臨
律
師
伝
の
研
究
桑
名
貫
正

甲
斐
に
お
け
る
日
蓮
宗
の
守
護
神
信
仰
に
つ
い
て

林
是
晋

従
地
涌
出
高
橋
尭
昭

身
延
山
に
お
け
る
宗
祖
の
信
行
上
田
本
昌

⑤
仏
教
文
化
講
座

本
年
度
の
「
仏
教
文
化
講
座
」
（
公
開
）
は
、
十
二
月
七
日
（
午
後
一
時

た
。

昭
和
六
十
三
年
度
学
術
大
会
は
「
仏
道
の
大
系
」
を
共
同
課
題
と
し

て
、
十
月
一
日
・
二
日
の
両
日
に
わ
た
り
、
叡
山
学
院
（
大
津
市
坂
本
）

を
会
場
に
し
て
開
催
さ
れ
た
。
本
学
か
ら
は
林
是
晋
氏
が
発
表
を
行
な
っ

日
蓮
聖
人
の
末
法
観
天
野
宏

日
親
上
人
伝
に
つ
い
て
の
研
究
飯
塚
一

日
持
上
人
伝
に
つ
い
て
の
研
究
石
井
見

日
蓮
聖
人
の
霊
山
往
詣
思
想
の
研
究
井
上
裕

日
蓮
聖
人
の
地
涌
の
菩
薩
観
浮
穴
海

日
蓮
大
聖
人
が
学
ん
だ
天
台
学
蝦
名
英

身
延
・
七
面
山
に
お
け
る
山
岳
信
仰
に
つ
い
て
の
一
考
察遠
藤
一

富
木
日
常
上
人
伝
に
つ
い
て
の
研
究
小
川
智

武
田
信
玄
と
身
延
山
風
間
義

日
蓮
聖
人
の
布
教
の
研
究
加
藤
錬

唱
題
成
仏
論
に
つ
い
て
の
考
究
菊
川
泰

四
条
門
流
に
お
け
る
分
派
理
由
及
び
そ
の
時
代
の
状
況
に
つ
い
て

木
谷
恵

日
蓮
聖
人
の
念
仏
批
判
酒
見
良

唯
識
思
想
の
淵
源
と
そ
の
展
開
田
代
箆

日
蓮
聖
人
の
上
行
自
覚
中
曾
根
勇

’
三
時
）
開
催
さ
れ
た
。
講
師
は
仏
教
救
援
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
・
静
岡

市
倉
長
寺
住
職
伊
藤
佳
通
師
、
テ
ー
マ
は
「
仏
教
と
国
際
協
力
」
で
あ
っ

た
。

ＪⅣ
昭
和
六
十
三
年
度
卒
業
論
文

く

堂暢敬弘茂 良浄代祐孝俊詮静清健
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法
華
経
に
お
け
る
行
法
観
中
山
海
解

日
蓮
聖
人
の
罪
の
自
覚
新
妻
錬
譲

富
士
門
流
初
期
の
展
開
と
日
興
上
人
滅
後
の
分
裂
西
川
弦
徳

常
不
軽
院
日
真
上
人
に
つ
い
て
の
研
究
西
田
幸
資

日
蓮
聖
人
の
上
行
菩
薩
の
自
覚
服
部
公
俊

後
醍
醐
天
皇
と
日
像
上
人
ｌ
後
醍
醐
天
皇
の
公
許
に
つ
い
て
Ｉ

水
野
孝
優

日
蓮
聖
人
の
唱
題
成
仏
に
関
す
る
一
考
察
宮
本
大
裕

日
像
上
人
伝
に
つ
い
て
の
研
究
山
下
聖
之

久
遠
成
院
日
親
上
人
伝
に
つ
い
て
の
研
究
吉
田
守
治

日
蓮
聖
人
の
叡
山
遊
学
期
に
お
け
る
信
の
確
立
吉
田
好
夫

室
町
時
代
に
お
け
る
日
蓮
宗
の
動
向
徐
徳
仙

以
上

(I3I)



言語小輪⑪（大森）

一
一

一

口 小 論⑪
垂
叩

大 森 孝

◎言語における時について
． ． ： ，

(Ontimeinlanguages)

時は語より以上に明白に語ると云われている。此の言語と時の関係，特に，

時の表示する意味について，外国の文献を参照しながら考えてゑたいと思う。

先ず，ホール(EdwardT・Hall)の説を参照しながら，考えてみたい。
（1）

彼は時の伝える言語ついて次のよに説明している。

Time"1ks・ Itspeaksmoreplainlythanwords・ Itismanipulated

lessconciously・ Itissubjecttolessdistortionthanthesmkenlan-

guage.

即ち， 「時は語る。其れは，語より以上に明瞭に語る。其れは，無理をせず

に言葉を上手に用いる。其れは，話し言葉より曲げて伝える事が少ない。」

以上のように述べているが，彼は，大都市に於ける人間関係を調べる委員会

に属しており，その関係で，種々の市の部門で人を採用する場合，労働条件等

で，人種差別が行われているか，否かを調べる事になり，その為，部門の長に

面接する事になるが， この面接について,具体的に次のように述べている。

Specialattentionhadbeengiventoarrangingeachinterview.De-

partmentheadswereaskedtobepreparedtospendanhourormore

discussmgtheirthoughtswithme.

Nevertheless, apmintmentswerefOrgotten; longwaitsmouter

officeswerecommon,andthelengthoftheinterviewwasoftenCut

（ 1 ）
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言語小論⑪（大森）

downtotenorfifteenminlltes・ Iwasusuanykeptatanimpersonal

distanceduringthemtmview・ Inonlyonecasedidthedepartment

headmmefrombehindhisdesk.

即ち， 「特別の注意が，それぞれの面接を準備する為に与えられていた。部

門の長は，一時間を使って，我々と意見交換する為に準備するように依頼され

ていた。それにもかかわらず，約束は忘れられた。外の事務所で長く待つ事は

普通であった。そして，面接の長さは， しばしば，十分か十五分にカットされ

た。私は，普通面接の間は，冷たく事務的に距離をへだてられていた。一つの

場合だけ，部門の長が，彼の机の後から来た。」

以上のような部門の長の行動の意味するものについて，彼は，次のように述

べている◎

Whatpeopledoisfrequentlymoreimportantthanwhattheysay.

Inthiscasethewaythesemunicipalpotentateshandledtimewas

eloquenttestimonytowhattheymwardlybelieved,fOrthestructure

andmeaningoftimesystems,asweUasthetimemtervals,areeasy

toidentify.

即ち， 「人々が為す事柄は， しばしば，人なが云う事柄よりも重要である。

此の場合，此等の市の権力者達が時をあつかった方法は，彼等が心中信じてい

た事柄に対する表現力に富む証明であった。なぜならば，時の組織の構造も意

味も，時の間隔と同様に，確認する事が容易であるからである。」

以上のように述べているが，尚，具体例として，遅刻する事に関して，次の

ような意味の事を述べている。

mregardtobeinglatetherearemumblesomethingperiods,slight

apologyperiods,mildlyinsultmgperiodsrequiringfullapology, rude

periods,anddownrightinsultmgperiods.

即ち， 「遅れる事に関して云えば，次のように述べる事が出来る。即ち，何

（2）



言語小論⑪（大森）

かをつぶやくような時限，少しわびる時限，完全な謝罪を求めての少し侮辱す

る時限，無礼な時限，そして，明らさまに侮辱する時限である。」

以上のように，遅れると云う事から，様をな意味を含むコミュニケーション

を感ずる事が出来る。

尚,彼は， アメリカの電話をする時間について，次のような意味があると述

べているo

IntheUmtedStatesifyoutelephonesomeoneveryearlyinthe

morning,whneheisshavingorhavmgbreakfast, thetimeofthe

callusuanysignalsamatterofutmostimportanceandextremeur-

gency・Thesameappliesforcallsafterll:00P.M・ Acall emived

duringsleepinghoursisapttobetakenasamatteroflifeanddeath.

Ourreanzationthattimetalksisevenreflectedmsuchmmmon

expressionsas,QWhattimedoestheclocksay？”

即ち， 「アメリカに於ては， もし，あなたが誰かに朝早く電話をし， その

時，彼が，髭をそるか，朝食を取っているならば，その電話の時間は，普通，

最も重要な事か，極端に急がしい事を示す。同様な事は， 11時以後の電話にも

適用される。睡眠時間中受けた電話は，生死に関する事柄として取られがちで

ある。 ，'時間が語る'’と云う我なの認識は， ，時計は何時を告げますか” ‐と

云うような普通の表現の中にさえ反映されている。」

以上のように電話の言語的作用について，述べているが，此の事は， アメリ

カに限ったわけでなく， 日本に於ても同様な事が云えると思う。尚，別の例と

して，彼は， ジョン， アーシム(JohnUs"m)の南太平洋に於ける白人の監
（2）

督に対する原地人の身分保障についての交渉時間に関し，次のように述べてい

る。

Whentheyfinanyarrivedatasolution, theywenttoseethe

plantmanagerandwokehimuptotenhimwhathadbeendecided.

（3）
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言語小論⑪（大森）

Unfortunately itwasthenbetweentwoandthreeo'clockinthe

mornmg・Theydidnotknowthatitisasignofextxemeurgencyto

wakeupAmericansatthishour.

Asonemightexpect,theAmericanplantmanager,whounderstood

neithertheocal languagenortheculture;norwhatthehullabaloo

wasallamut,thoughthehadariotonhishandsandcaUedoutthe

Marines・

即ち， 「彼等が，ついに解決に到達した時，彼等は，一緒に工場の監督に会

いに行った。そして, ･決定された事を彼に告げる為に，彼を起した。運悪く其

の時，午前2時と3時の間であった。彼等は，此の時間にアメリカ人を起す事

は，極端に緊急の合図である事を知らなかった。人が考えるかも知れないよう

に，其のアメリカ人の工場監督者は，地方の言語も，文化も，騒ぎについても

理解していなかった。そこで，彼は，両手に棒を持ち，海兵隊に電話をしよう

と考えた。」

以上のように書いているが，結局，監督は，原始人達の時間帯についての考

えを知らなかったのである。一般アメリカ社会では，重要な連絡事項は，午前

の中頃か午後にされるのが普通である。更に，彼は， アメリカ社会の習慣につ

いて，次のような例を述べている。

Inthesocialworldagirlfeelsmsultedwhensheisaskedforadate

atthelastminutebysomeonewhomshedoesn'tknowverywell,

andthepersonwhoextendsanmvitationtoadinnerpartywithonly

threeorfOurday'snoticehastoapologize.

即ち， 「社交上では，女性が，余り良く知らない男性から，全く時間の余裕

なしにデートを申し込まれる時，侮辱されたように感ずる。そして，ディナー

パーティへの招待を，僅か三、四日前に，延期する事を知らせる人は，詫びね

ばならない。」 、

（4）



言語小論⑪（大森）

次に， リード， タイム（先行の時間）について考えてゑたいと思う。 リー

ド， タイムとは，約束をしてから，その事を実行する迄の時間をさす。この事

について，彼は，次のように述べている。

AdvancenoticeisoftenreferredinAmericaas ，､leadtime'', an

expessionwhichissignificantmaculturewhereschedulesareimpor-

tant・WhneitisleamedmfOrmany,mostofusarefamiliarwith

howitworksmourownculture, eventhoughwecannotstatethe

rulestechnically.

即ち， 「前もっての告知は， しばしば， アメリカに於ては， リードタイムと

して述べられている。即ち， スケジュールが重要視される生活様式の中で，重

要である表現である。其れは， 非公式に学ばれるが，我々の大部分は， たと

い，そのルールを技術上述べる事は出来ないとしても，其れが，我々自身の生

活様式の中で作用する方法に慣れている。」

では， リード， タイムは，他の国々の生活様式に於ては，如何にあつかわれ

ているかを考えてゑると，彼は，次のように述べている。

Therulesforleadtimemothercultures, hoWever, haverarely

beenanalyzed.Atthemosttheyareknownbyexperiencetothose

whonvedabroadforsometime.

即ち， 「他の生活様式の中でのリード， タイムに対するルールは，けれど

も，細かく調べられる事は少ない。大部分は，其れ等は，外国でしばらくの間

暮らした人々の経験によって知られる。」

しかし， リードタイムの重要性について，彼は，次のように述べている。

Yetthinkhowimportantitistoknowhowmuchtimeisrequired

topreparepeople,orforthemto江eparcthemselves, fOrthingsto

corne．

即ち， 「けれども，人殉に準備させ，又は，彼等自身が準備し，将来生ずる

（5）
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言語小論⑪（大森）

事柄に，如何に多くの時間が求められるかを知る事は，如何に重要であるかを

考えなさい。」

このリード， タイムも，終局は，無言の言語であり，その表現方法は，各国

に於て多少の差が見られるので，その調整は，随分と困難を生ずるものである

と言える。彼は， これについて，次のように述べている。

Thefactthatthemessageconveyediscouchedmnoformalvocab-

ularymakesthingsdoublydifficult, becauseneitherpartycanget

veryexplicitaboutwhatisactuallytakingplace.

即ち， 「伝えられるメッセージが， フォーマルでない語であらわされると云

う事実は，物事を二重に困難にする。なぜならば，如何なる人も，実際に生じ

ている事柄について，余り明白に知る事は出来ないからである。」

以上のように述べて， フォーマルでない語は，伝えられるメッセージを，一

層困難にすると云っているが，更に，彼は， アメリカ人が時を如何に考えてい

るかについて，次のように述べている。

Asarule,Americansthinkoftimeasaroadoraribbonstretching

intothefuture, alongwhichoneprogresses.Theroadhassegments

orcompartmentswhicharetobekeptdiscrete・ Peoplewhocannot

scheduletimearelookeddownasimpractical.

即ち， 「概して， アメリカ人達は，時を人が進んで行く未来に向って延びて

いる道か，細かく区分されたものとして考える。その道は分離されている。区

分を持っている。時を予定する事の出来ない人々は，実際的でない者として，

見下げられる。」

次に， ロングタイム(longtime)の表現する意味について考えて承ると，

ホールは次のように説明している。

Forusa',longtime''canbealmostanything-tenortwentyyears,

twoorthreemonths,afewweeksorevenacoupleofdays.The
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SouthAsian,however, feelsthatitisperfectlyrealistictothinkof

a,.longtime''intermsofthousandsofyearsorevenanendlessperiod.

即ち， 「我盈に取って， ，､ロングタイム”は，ほとんど，何にでもなりうる。

即ち，十又は十二年，二，三カ月，二，三週間，又は，二日等である。けれど

も，南アジア人は， ､，ロングタイム”を，数千年，又は，無限の期間と考える

事が，完全に現実的であると，感じている。」

以上の様に述べているが，結局，夫々の国，即ち，文化の違いで，，ロングタ

イム”の表示する意味も随分と差があると云える。

尚， アメリカ合衆国内でも， プエブロ， インディアンの場合は，かなり他の

アメリカ人とは時についての観念が相違しており， この事について，彼は，次

の様に述べている。

ThePueliomdians, forexample,whonveinthesouthwest, have
（3）

asenseoftimewhichisatcompletevariancewiththeclock-bound

habitsoftheordmaryAmericancitizen・ForthePuebloseventsbegin

whenthetimeisripeandnosooner.

即ち， 「プエブロ， インディアンは，例えば，南西に住んでいるが，普通の

アメリカ市民の時間に制約された習慣とは，全く違っている時の感覚を持って

いる。プエブロにとって，出来事は，時が熱し， さしせまる時に始まる。」

結局，彼等にとっては，前以って，物事の時間を定めると云うような事は，

考えられないのである。

では，ナヴァホ， インディアンの場合は，如何であろうか。彼は，次のよう
“）

に述べている。

ToNavajotimeisnkespace-onlythehereandnowisquitereal.

ThefuturehasUttlerealitytoit.

Apromiseoffuturebenefitsisnotevenworththmkingabout.

即ち， 「ナヴァホにとって，時は空間の様なものである。ただ，現在が全く
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の真実なのである。未来は，ナヴアホに対しては，殆んど，真実性が無いので

ある。将来の利益になる事等の約束は，考えるだけの価値さえ無いのである｡」

叉，人類学者ポール・バハアーナン(PaulBohannan)は，ナイジェリアに
（5）

住むチブ人の時の扱い方について，次のように述べている。

Theypomttothesuntomdicateageneraltimeofday, andthey

alsoobservethemovementofthemoonasitwaxesandwanes.What

isdifficultisthewaytheyuseandexperiencetime. FortheTiv,

timeisnkeacapsule. Thereisatimeforvisitmg, forcookmg,

orforworking; andwhenoneisinoneofthesetimesonedoesnot

shifttoanother.

即ち， 「彼等は，一日の普通の時を示す為に，太陽を指示す。そして，彼等

は叉， 月が満ち，欠けるにつれて，その動きを観察する。難しい事は，彼等が

時を用い，そして，経験する方法である。チプにとって，時はカプセルの様な

ものである。訪問する時間，料理するための時間，働く為の時間がある。そし

て，人がこれ等の時間の中の一つに居る時は，人は他の時間に移らない。」

以上のように，彼等は，時間を取ら得ているのである。では，一週間につい

ては，彼等は，如何に考えているのであろうか。ホールは，次のように説明し

ている。

TheTiveqmvalentoftheweeklastsfivetosevendays・ Itisnot

tiedmtoperiodicnaturalevents, suchasthephasesofthemoon,

Thedayoftheweekisnamedafterthethingswhicharebeingsold

mthenearest ''m"T･ket. '' Ifwehadtheequivalent,Mondaywould

be，'automobnes''mwashington,D．C, @,furniture'' inBaltimore, and

00yardgood"mNewYork.

即ち， 「チブの一週間に相当するものは，五日から七日迄続く。其れは， 月

の面のように，期間的な自然の出来事に， しばられない。一週間の日は，最も
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近いマーケットで売られている物の名を取って名づけられる。もし，我々が，

その旺日に相当する物を持っていたならば,月旺日は， ワシントン,D.Cの車

に，バルチモアの家具， ニューヨークの反物となるであろう。」更に，次のよ

うな物も，旺日として名づけられると云っている。

EachofthesemightbefOllowedbythedaysforappliances,nquor,

anddiamondsmtherespectivecities.

即ち， 「各旺日は，それぞれの市に於ける器具，酒類， ダイアモンド等の名

がつけられるかも知れない。」以上述べて来たように，時の表示する意味は,

各国で差が認められるが，特に，少数民族と先進国民との間には，随分と差が

認められるのである。

次に， レビン(D.R.Levme)とアデルマン(M.B・Adelman)の説を参
r6)

照しながら，時について考えてゑたいと思う。

時は， 無言の言語であり， その意味は，又，文化に結びついていると云え

る。彼女等は，具体的例として，次のように説明している。

Aculturethatvaluesachievementandprogresswilldiscouragepeo-

plefromwastmgtime. Highlyefficientbusmesspeoplefromthese

culturesmayfeelfrustratedinacountrywhereworkproceedsata

slowpace. Inreligioussocieties, customsspecifytimesoftheday,

week, oryearforprayerandrengiouscelebrations. Ifanmdividual

triestomakeanappointmentduringasacredhonday,heorshecould

unknowmglyoffendarengiousperson. Socialetiquettedetermmes

appropriatetimesforvisits,meetmgs,andevenphonecans,Arriving

twohourslatefOranappointmentmaybeacceptablemoneculture,

whereasinanother,keepingsomeonewaitmgfifteenminutesmaybe

consideredrude.

即ち， 「成就と進歩を重んずる文化は，人々が時間を浪費する事を，思いと
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どまらせるであろう。此等の文化からの高度に有能な実業家達は，仕事がスロ

ーペースで進む国では，不満を感ずるかも知れない。宗教的社会に於ては，慣

習は，祈りや宗教的祭の為に， 日や， 週や，年の時を指定する。もし， 個人

が，神聖な休日中に，一つの約束をなそうとするならば，彼又は彼女は，知ら

ない中に，信仰の強い人を，怒らせることになるだろう。社交的儀礼は，訪問

や，会合や，そして，電話をかけるための適当な時間を決定する。約束に対し

て二時間遅れて着く事は，一つの文化の中では受け入れられるかもしれない

が， しかし，他の文化では，誰かを十五分待たせる事は，失礼であると考えら

れるかも知れない。」

以上の様に，時が一つの文化の中で，如何に重要なコミュニケーションの役

割を果しているかを述べている。

時を表示するのに， 過去， 現在， 未来等があるが，特に， アメリカに於て

は，未来の時に，非常に強い関心を示す事が多いと云われているが， この事に

ついて，彼女等は，次の様に述べている。

Afutureorientation,encompassmgapreferenceforchange, ischar-

acteristicofAmericanculture・Thesocietyencouragespeopletolook

tothefutureratherthantothepast.Technological,socialandartis-

tictrendschangerapidlyandaffectpeople'slifestylesandtheirrela-

tionShips.

即ち， 「未来への適応は，変化への選択を抱きながら， アメリカ文化の特色

である。社会は，人為が過去に対してより，未来に対して眺めるように促す。

技術的，社会的，芸術的傾向は，急速に変化し，そして，人全の生活様式や，

人間関係に影響する。」

以上の様に述べているが，更に，他の文化に於けるタイムの評価について，

次のように説明している。

Asindividualsinaculture, weallhaveanintuitiveunderstanding
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abouthowtimeisrequlated.Usuallywedonotthmkaboutthecon-

ceptoftimeuntnwemteractwithotherswhohaveadifferenttime

orientation.

Althoughmdividualsfromanytwoculturesmayviewtimesimilar-

ly,Weoftensensethatmanotherculture,nfeseemstoproceedat

eitheraslowerorfasterpace, Knowmghowtimeisregulated, di-

vided,andperceivedcanprovidevaluablemsightsmtomdividualsand

theircultures.

即ち， 「一つの文化の中の個人等として，我盈は，すべて，時が規制される

方法について，直観的諒解を持っている。普通，我々は，違った時間の適応力

を持つ他の人々と影響し合う迄は，時の概念について考えない。何か二つの文

化から， 個人達は時を同様に眺めるかも知れないけれども，我々は， しばし

ば，別の文化では，生活は， よりゆっくりか，又は， より早い速度で進むよう

に見えると云う事を感ずる。如何に時が規制され，配分され，認識されるかを

知る事は，価値ある洞察力を，夫々の個人や，彼等の文化の中に，与える事が

出来る。」

以上の様に，それぞれの文化に於ける時の表示する意味について，述べてい

る。

アメリカ人は時を示すのに，有形なものと考えているとして，次の様に彼女

等は説明している。

Timeistangible:onecan'､gaintime", ｡｡spendtime'', ､'wastetime'',

､'savetime'',oreven''kinthne'',

即ち， 「時は有形である。即ち，人は， ，時を得る事，， ，時を過す事' ， ，時を

浪費する事，， ，時を節約する事, ，叉は， 、時を殺す事'さえ出来る。」

続いて，具体的質問を，次のように述べている。

、qDoyouhaveanytime？”，℃anyougetsometimefOrthis？”
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《･HowmuChfreetimedoyouhave？，’

即ち， 「あなたは少しの時間を持ちますか。あなたは， この為にいくらかの

時間を持つ事が出来ますか。あなたは， どの位自由な時間を持っていますか｡」

以上のように， 時間を所有物として考える習慣は， アメリカ人の生活に対

し，重要な影響を与えるのである。尚， こうした事について，彼女等は，次の

ように述べている。

Generally,Americansaretamghttodoonethingatatimeandmay

beuncomfortablewhenanactivityismterrupted. Inbusinessesthe

carefulschedulingoftimeandtheseparationofactivitiesarecommon

practices・Theideathat ,@thereisatimeandplaceforeverythmg''

extendstoAmericansociallife、 Visitorswhodropbywithoutprior

noticemayinterrupttheirhost'spersonal time. Toaccommodate

otherpeople'sschedules, Americansmakebusinessplansandsocial

engagementsseveraldaysorweeksinadvance.

即ち， 「一般にアメリカ人達は，一時に一つの事をなすように考えられる。

そして，一つの行動が邪魔される時， 不楡快になるかもしれない。仕事の上

で，時の注意深い計画と，行動の分離は， 普通行われる事であるO q何事にも

適当な時と所がある"。 と云う考えは， アメリカ社会生活に拡がっている。前

もって，知らせることなしに訪問する人々は，彼等を迎える主人の個人的時間

を防害するかもしれない。他の人々のスケジュールに合わせるために， アメリ

カ人は仕事上のプランや，社交上の取り決めを，前もって，数日か数週間前に

作る。」

以上のように，時がアメリカ社会に如何に入りこんでいるかについて説明し

ている。

アメリカに於ては，時は語ると云われる。これは， アメリカに限ったわけで

はないが，無形言語と云われる“時''は，コミュニケーションに於て，重要な働
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きをしていると云える。こうした事について， クローフ(Donald.W.klopf)
（7）

の説を参照しながら考えてゑたい。彼は，具体的に次の様に述べている。

Whattimesaysiscrucialmourrelationswithothers・PromigEto

meetd"dmesorkeepappointmentsaretakenveryseriouslymsome

societiesandpenaltiesareimposedforbemglateornotcompletmga

taskintherequiredtime.

即ち， 「時が語ると云う事は，我々と他人との関係で重大である。締切に間

に合うように，叉は，約束を守ると云う事は，或る社会では，非常に重要であ

ると考えられている。そして，ペナルティが遅れた事や，求められた時間に仕

事を完成しない事に対して科せられる。」

以上の様に述べているが，彼は， クロニミックス（時間学）について，次の

ように述べている。

Chronemicsisthetechnicaltermattachedtothestudyoftimein

humancommunication,andtherehasbeenagreatdealofitbecause

ofitsimpactuponpeople'sbehavior.

即ち， 「時間学は，人間のコミュニケーションに於ける時の研究に属する技

術的な用語である。そして，人,財の行動に対するその影響の為に，非常に重要

である。」

尚，時の概念は，文化の違いによって，又変るものである事は，前に述べた

通りであるが，西洋人の時についての考え方につき，彼は，次の様に述べてい

る◎

Westernersconceiveoftimempast, present, andfutureterms.

TimetotheWesternerissomethingtobemanipulated, madeup,

saved,spent,andwasted・Timeisanaspectofhistoryratherthana

partofimmediateexpe㎡ence.Thepresentistreatedbythewestern-

erasaway-stationoranintermediatepomtbetweenthepastand
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thefuture.

即ち， 「西洋人は，過去，現在，そして，未来の期間で，時を認識する。西

洋人にとって，時は，言葉を上手に使い，埋め合わせ，貯え，用い，そして，

浪費する何かである。時は，直接の経験の一部よりむしろ，歴史の面になる。

現在は，西洋人によって，過去と未来との間の中間駅か，中間点として取り扱

かわれる。」

尚，彼は， 日本の禅に於て，時が如何に扱われるかについて，次のように説

明している。

InJapaneseZen,timeistreatedlikeanmitlesspoo1.Eventsoccur,

theycauseripples, andthentherufflessubside・Whatissignificant

istheeventintheabsolutepresent,notthesimplepast,presentor

future.

即ち， 「日本の禅に於ては，時は，無限界のプールの様に取り扱われる。出

来事が起る。それ等は，小波を起させる。それから，波立ちが，消えてゆく。

重要な事は，単なる過去，現在又は未来ではなくて，絶対的な現在に於ける出

来事である。」

次に，時が， コミュニケーションに対し，如何なる効果を与えるかについて

考えて象たい。

コミュニケーションの効果は，応答のスピードによって違ってくると， 彼

は，次のように説明している。

Thefastspeakermayberegardedwithsuspicion;heistrymgto

putsomethmgoveronusbytalkmgfastandnotgivmgusmuch

chancetothinkaboutwhatheissaymg.Theslowspeakeralsomay

causeconcerns; hedoesnotknowwhatheistalkmgaboutorhe

thinkswearechndren, sohehastoenuciatehiswordsclearlyand

slowly.
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即ち， 「速く話す者は，疑いをもって見なされるかも知れない。彼は，速く話

す事によって，我々に上手に何かを伝え，そして，彼が云っている事柄につい

て，余り多くの考える機会を与えないように努めている。ゆっくり話す人は，

又，懸念を引き起すかも知れない。即ち，彼は，何について話しているのかわ

からない。又は，彼は，我々が子供であると考える。そこで，彼は，彼の言葉

を，はっきりと，ゆっくりと，述べねばならない。」

以上の様に，時が，如何に人間の発話に影響するかを述べている。

次に， コミュニケーションに於て，時の用い方が，如何に人間の感情に影響

するかについて考えて承ると，先ず，彼は， アメリカの例をあげて，次のよう

に説明している。

Manyofourfeelmgsaboutthosewhocommunicamwithusare

baseduponhowtheyusetime,Americans, forexample, habituany

leaveverylittletimebetweenstatementsinfacetofacecommumica-

tion.Anunusualpausebyaparticipantmaconversationgenerany

signifiesthatitistheotherperson'sturntotalk.

即ち， 「我々とコミュニケートする人々についての我之の感情の多くは，彼

等が，如何に時を使うかに基づいている。例えば， アメリカ人は，習慣的に，

面談の場合は，其の話の間に，殆んど，時をおかない。会話の場合，関係者に

よる普通でない休承は，一般に，相手の人の話す順番である事を意味する。」

更に， 彼は， アメリカと日本との時の役割を比較して， 次の様に述べてい

るo

Silencecommunicg上esmanythings, anditplaysaparticularlysig-

nificantroleintheJapaneseculture・ Americansareafraidoflong

pausesduringconversation, andarealwaystryingtofnlthegapsof

silencewithpropertopics.TheJapanese, onthecontrary, arenot

botheredbysuchlongpauses, andarecomfOrtablewiththem;they
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sometimesevenfeelathomewithapersonwhotalksUttleorwith

longbreaks.

即ち， 「沈黙は多くの事柄を伝える。そして， 其れは， 日本の文化の中で

は，特別に重要な役割を演ずる。アメリカ人達は， 会話中， 長い休承を恐れ

る。そして，常に，適当な話題で，沈黙の隙間を満たそうと努めている。日本

人は， これに反して， このような長い沈黙によって，悩まされない。そして，

その沈黙で，気分がよくなる。彼等は，時々，殆んど，話しをせず，長い休象

を持ちながら語る人に親しささえ感ずる。」

次に，彼は，ホール(Halll976)のモノクロニック・タイム（単線型時間）
（8）

の例をあげて，次のように述べている。

MonochronictimeisemployedandvaluedbyNorthAmericansof

European・Appointments, suhedules, andpromptnessareemphasized

withtheclockparamount.

Atwork, timeclocksrecordthetimearrivedandthetimedepar-

ted.

即ち， 「モノクロニック・タイム（単線型時間）は， ヨーロッパ系北アメリ

カ人等により用いられ，価値づけられる。約束，計画，そして，敏速さ等が，

時計を至上のものとして，強調される。仕事中，時計は，始まり，そして，終

る時間を示す。」

モノクロニック・タイムに対する語は，ポリクロニック（多線型時間）であ

るが， これについて，彼は，次の様に説明している。

InLatinAmericancountriesapolychronictimeorientationpervades

thepeople'sminds; timeisnotparamountforthem・ Theyareex-

pectedtobelate, andmdomgsotheyshowrespect.

即ち， 「ラテンアメリカの国々に於ては，ポリオクロニック・タイム（多線

型時間）の適応が，人々の心にゆきわたっている。時は，彼等に取っては，最
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高のものではない。彼等は，遅れる事を期待される。そして，そうする事によ

って，彼等は，尊敬の心を示す。」

以上の例のように，単に遅れる事が，夫々の国に於て，如何に対応が異なる

ものであるかがわかるのであるが， 次に， 人を待たせる事が， アメリカに於

て，如何に受け取られているかについて，彼は，具体的に，次のように説明し

ているo

Waitingtimeexertsconsiderableimpactuponourcommunication

behaviors・Most,forexample,becomeuneasyiftheyarekeptwaitmg

formorethantenminutesfOranappomtment・ Theyassumethat

thepersonwhoismakingthemwaitisratherunconcernedwiththeir

well-beingandholdsthemmfairlylowregard.

Anxietyorangerbuildsmthepersonkeptwaiting,andtheseemo-

tionsfrequentlyaffectwhatevercommunicationfollows.

即ち， 「待ち時間は，我々のコミュニケーションの行動の上に，かなりの影

響を及ぼす。例えば，大部分の者は，約束に対して十分以上待たされつづける

ならば，不安になる。彼等は，彼等を待たせている人は，彼等の良い暮しぶり

に， かなり無関心であり，彼等に， かなり低い関心を抱いているにすぎない

と，推測する。心配や怒りが，待たせられた人の中に生ずる。そして，此等の

感情は， しばしばつぎつぎ生ずるどんなコミュニケーションにも影響する。」

尚，彼は，人だが，そのコミュニケーションに於て， より多くの時間を持て

ば持つ程， その結びつきは強くなると， 云っており， 次のように説明してい

るo

Thelengthoftimewespendwithsomeonealsohasitsimpactupon

communication.Themoretimewespendwithaperson, thecloser

istheconnectionbetweenus.Thelesstimewespendwithsomeone,

istheweakertheconnection.

(17）
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即ち， 「我々が，誰かと過す時の良さは， コミュニケーションにその影響を

与える。我々が，人と過す時間が多ければ多い程，我々の間の結びつきは親密

になる。我々が，誰かと過す時間が，少なければ少ない程，その結びつきは，

弱くなる。」

以上のように，人と過す時間の長短が，如何にコミュニケーションに影響す

るかについて説明している。

次に，我々が， コミュニケーションの為に選ぶ'､時”そのものが‐非常な効

果を示すものであるとして，彼も叉，電話の例をあげて，次のように説明して

いる◎

Wheneverwereceiveaphonecallaftermidnight, forexample,we

becomeveryconcerned. Thattimeofdayisgeneranyreservedfor

callswhichreportemergenciesofonekmdoranother・ Similarly,

businesscansareusuaUyplacedonweekdaysbetweennineandfivem

mostwesternsocieties. AbusmesscallonaSaturdayorSundayis

generallyunusual,andthepersoncaUednormallyrespondsaccordmg-

ly.

即ち， 「我々が，例えば，夜中後に電話の呼び出しを受ける時は何時でも，

我々は，非常に心配になる。一日のその時間は，普通，一，二の種類の緊急な

事を知らせる電話の為に，取っておかれる。同様に，仕事上の電話は，大抵の

ヨーロッパ社会では， ウィーク・デイの9時と5時の間に取られる。土旺か日

旺の仕事上の電話は，一般に，普通でない。そして，電話をかけられた人は，

普通，それなりの応答をする。」

以上の電話の様に，如何に時が， コミュニケーションに於て，大事な役割を

なすかが理解出来る。時は，つまり，形の無い重要な言語である事を示してい

る。

次に， マリオ．ペイ (MariOPei)の説を参照しながら，考えてゑたぃ。
（9）

（18）
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言語が，時の影響を非常に受ける事は，前述した通りであるが，結局は，心

理言語学に属するものと考えるが，具体的に云えば，一つの思考型と云えるで

あろう。この事について，ペイは，次のように述べている。

Thetypeoflanguagecustomarilyusedbytheindividualaffectshis

typeofthinking; fOrmstance, thereasonwhywesternershavea

clearsenseoftimedistmctions, asembodiedmtrainschedules,time

clocks, andduedatesforpayments, isthatthewesternlanguage

havespecifictimedistmctionsbuiltmtotheirverbalsystems, whne

thespeakersofsomeAmericanlndianlanguagesmwhichtheverbis

timelessshrugtheirShouldersattheideaofdomgthmgsontime.

Itmightbeobiectedthatthereverseistrue: thelanguagedevelops

clearcuttimedistinctions,withpresent, past, future, andperfect

tenses, tokeeppacewiththeneeds, customs, andinstitutionsof

itsspeakers.

即ち， 「個人によって習慣的に用いられる言語の型は，彼の思考型に影響す

る。例えば，西洋人達が，列車の予定表や， タイム・レコーダーや，支払日等

にまとめられているように，時の区別について，はっきりした意識を持ってい

る理由は， ヨーロッパ語は，彼等の言語組織の中に建てられた特別の時の区別

を持っていると云う事である。反面，動詞が時を超越しているいくらかのアメ

リカ・インディアン語の話し手達は，物事をきちんとなす考えに，肩をすくめ

る。 、逆も真なりと，，反対を述べられるかも知れない。言語は，現在，過去，

未来，完了時制と共に，その話し手達の必要や，習慣や，制度等と歩調を保つ

為に，はっきりした時の区別を発展させる。」

以上の様に，ペイは，言語に於ける時の影響について述べている。

次に， スチュアート，チェス(StuartChasのの説を，参照しながら考えて
（10）

承たいと思う。

（19）
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先ず，彼は，相対的と思われるスペース（空間）とタイム（時）について，

前に述べたウアーフ(wharf)の説を参照しながら，次の様に述べている。

Anothersetofassumptionsunderlyingwesternculture,sayswharf,

imposesupontheuniversetwograndcosmicfOrms: spaceandtime.

Spacemourthinkingisstatic, three-dimensional, andmfimte; be-

yondthelastareaisalwaysanotherarea・ Timeiskineticandone-

dimensional, flowmgperpetuallyandsmoothlyfromthepasttothe

present andintothefuture.

即ち， 「ウアーフが云うように，西洋文化の基礎になる他の一組の想定は，

宇宙の上に二つの威大な無限の形，即ち，空間と時を課する。我々の思考の中

の空間は，静止している，三次元の無限のものである。過去の分野を越えて，

何時も他の分野がある。時は動的であり，そして，一次元であり，過去から現

在に，そして，未来えと，絶えず， スムーズに流れている。」

以上の様に述べているが，更に，時について，具体的に，次の様に説明して

いるo

Time,especially,causesustobeorientedtowardscalendars,dates,

thecourseofhistory, timetables, clocks, timewages, racesagainst

time,accounting,compoundmterest,actuarialstatistics, annals,dia-

ries, theageoftherocks, oftheearthofthesolarsystem, ofthe
●

unlverse、

即ち， 「時は，殊に， カレンダー， 日付，歴史課程，時間表，時計，時間給

与，時間との競争，経理，複利，保険統計，年鑑， 日誌， 岩石や， 地球や，

太陽系や，宇宙の年令等に対して，心を向けさせる。」

次に，天文学者フレッド， ホイル(FredHoyle)の説を， ヨーロッパ人が
（11）

理解するのは困難であると，彼は，次のように説明している。

ItisdifficultforwesternerstoconceiveofwhatFredHoyle, the

（20）
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astronomer, calls"contmuouscreation'', forwewanttostartthings

movmgatadefinitedate,andbuildupfromthere.

Timeimpelsustolookaheadmplanningmograms,"hedules,

apprOpriations,balancedbudgets.

即ち， 「ヨーロッパ人達が，天文学者フレッド, ホイルが， ，絶えざる創造，

と呼ぶ事柄を，認める事は困難である。なぜならば，我盈は，物事を定まった

日付で動かし始め，そして，そこから作り上げたいと思うからである。時は，

我含を， プログラム， スケジュール，経費，均衡予算を作る事で，前向きであ

るように押し進める。」

以上の様に述べているが，更に，彼は,同時性を認めようとしないホピイ語
（12）

について，次の様に述べている。

TheHopilanguagedoesnotraisethetoughquestionwhetherthings

inadistantvinageexitatthesamepresentmomentasthingsm

one'sownvnlagedThusitavoidstheideaofsimultanety,whichhas

plaguedwesternscientistsfOrgenerations, andwasonlybanishedby

relativity. ThethoughtsofaHopiabouteventsalwaysincludeboth

spaceandtime, fOrneitherisfOundaloneinhisworldview・Thus

hislanguagegetsalongadequatelywithouttensesforitsverbs, and

permitshimtothmkhabituallyintermsofspace-time.

即ち， 「ホピイ語は，一つの遠くの村にある物が，人自身の村にある物と同

じように，現在の瞬間に存在するか， どうかと云う困難の問題を提起はしな

い。この様にして，ホピイ語は，同時性の思考を避ける。そして，其れは，西
ｳ

洋の科学者達を，何代もの間悩まして来た。そして，相対性によっての象消さ

れた。出来事についてのホピイの考えは，常に，空間も時も含んでいる。なぜ

ならば， どちらも，一つだけでは，彼の世間の視界の中に，見い出されないか

らである。この様にして， ‘ホピイ，の言語は，動詞に対する時制なしで，十分

（21）
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に流通している。そして，ホピイに空間と時の言葉で，習慣的に考える事を可

能にする。」

以上の様に，時が，如何にホピイの生活の中に入り込んでいるかを，述べて

いる。

時が，如何に無形の言語として，人間生活の中で，重要な働きをしているか

について，外国の文献等を参照しながら，其の一端を述べた次第です。

No"s :

(1)Edward.T・Hall : 1914年，アメリカ，モンタナ州に生れる。イリノイエ科大

学教授，人類学専攻°

(2)JohnUseem: 1910年生れる。アメリカの社会学者，人類学者。

(3)Pueblolndians :アメリカ合衆国南西部に住むインディアンの一種族。

(4)Navaiolndians:アメリカ合衆国南西部に住む一種族。

(5)PaulBdnaman: 1920～アメリカ人類学者。

(6)D.R.Levine,M､B.Adelman:アメリカ言語学者，第二語学としての英語

についての著作多し，異文化適応について

の研究所を持つ。

(7)DonaldW・Klopf :アメリカ， ウエスト，バージニア大学教授。

(8)Hall :アメリカ文化人類学者。

(9)MarioPei : 1901～1W8イタリア系アメリカ人， コロンビア大学教授

比較言語学， ロマンス語専攻。

(10)StuartChase : 1888～ アメリカの著述家，マサチユーセツツエ科大学，

ハーバード大学卒業。

(11)FredHoyle: 1195～ 英国の天文学者，小説家。

(12)Hopi : アメリカン，インディアンの一種類。
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『般若灯論』第11章試訳（望月）

（1） ’

『般若灯論』第11章試訳

Bhavaviveka'sPrajiiapradipaChapterm

望 月 海 慧

＜0＞第11章の目的(P､170b4,D.138bl,AP､283b3,AD.244a4,T.86cl6)

今度は，事物は無自性であることに対立する特定の主張を否定することによ
（2）

って，輪廻は無自性たることを示す目的により第11章は著わされている。

＜1＞輪廻が存在することの否定

＜1.1.＞世尊の教説に対する解釈

（3）

＜1.1.1.＞ある仏教学派による輪廻の存在論証(P.170b5,D.138bl,AP.284

b2,AD.245al,T.8"18)

ここに言うo勝義として’穂はまさしく存在する。何故ならば，世尊は名称

と特徴と示してから’それを尽くすための教説を示しているからである。およ

そこの世に存在しないものには，名称と特徴を示すことと，それを尽くすため

の教説を示すことも，正しくはない。例えば，第二の頭にある眼の病気をなく

す如し。それら（輪廻）に対して名称と特徴を示し，それを尽くすための教説

を示すことは次の通りである。 「比丘たちよ，輪廻ははじめとおわりがない。
（4）

すぐれた教えを知らない凡夫には， 輪廻は長い」と。あるいは同じように，

「比丘たちよ，その如きなので，あなたは，輪廻を尽くすために努力すべきで

（25）
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（5）

ある， というように学ぶべきである」と説かれたものがあるので，それ故，理

由概念をその如く示したことにより，恵はまさしく存在する。

＜1.1.2>Bhavavivekaの批判(P､171a2,D.138b4,AP.285a5,AD､245b3,

T."c26)

ここに答える｡世間盤,生じ続ける業と煩悩により生起させられた幻や陽
炎のような生じるものと対立する生じないものが，連続し，断絶しないことを

観測してから， 「凡夫たちの輪廻は長い」と説き，生じることは多種の苦しみ

の原因(nidana;glengshi)となるものであるので，輪廻を尽くすために，敬
（7）

礼をなす者に応じて説くことがそのように説かれたのである。考察の本質をも

っている者が， よく考察したらば，勝義として，輪廻と浬藥との特徴は何も認
（8）

識されないので，世尊は勝義としてお説きになったのではない。それ故， もし

「名称と特徴を示してから，それを尽くすための教説を示す」というそれが，

勝義であると認めるのならば，理由概念の意味は成立しないものである。世俗

の理由概念であると仮定するのならば，意味は矛盾するものであるし，嶮例も

存在しないものである。

＜1.2＞輪廻のはじまりが存在することの否定

＜1.2.1＞世尊の教説に対する解釈

＜1.2.1.1.>Bhavavivekaによる偶の解釈(P､139al,D.171a7,AP､286a5,

AD､246b2,T.87a6)

｢輪廻は， はじめもおわりもない」とお説きになっていることは， この場

（26）
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合，無因論者を排除するための「事物は原因より生じる」という世尊による説
（9）

法で，生起を示す主張をお説きになっているもの，それを批難しようとする外

道の者により，世尊に対して「どのように輪廻の

前の辺際は知られるのか」と問われた時，偉大なムニは「（知られ）

ない」と説かれたのである。

輪廻は， はじめとおわりがない。それには，前もなく，後ろもな
（10）

い◎－－1

そのうち，輪廻は遍行であって，生と老死の考えられる長さの連続は間断が

ないものである。はじめとおわり (avaragro)は，はじめとおわりと(avar-
（11）

agrau)であり， それには，はじめとおわりがないので，前と後ろもない， と

お説きになっている。何故ならば，一つの原因から一つのものとして連続する

ものには，はじまる時は，確定することがないからであり，それとは反対のは
（12）

じまらないものには，おわりが成立しないからであり，言語慣習としてではあ

るが，勝義としてではない。それ故，以上が, (ParapaKa§yapaなどに対す
（13）

る）解答の語である。

＜1.2.2>Bhavavivekaによる論証式(P､171b4,D.139a4,AP､287b3,AD.

247b4,T.87al4)

以上のことから，世尊に対して，誤ったことを説かない人であるという信頼
（14）

が本当に生じる者たちには，彼の人を信頼できるであろうが，正しい認識根拠
（15）

のように顕われてるものにより心が迷っている他の者たちは，信頼しないだろ

うし， ムニの根本のこの説法も，師(Nagarima)の網要(mu";d"mk-

hyud)と離れているので， それ故， この意味を他の者に対して示すことので

（27）
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きる推論が示されるべきである。最初の却の有身の身体と根と慧の集まったも

のであるそれは，他の世において集積された業が善・不善の原因となるもので

ある， と知るべきである。何故ならば，楽・苦，法・非法などが生じる原因で

あるから。例えば，現在の身体と根と慧の集まったものの如し。同じように，

共通でないものを取る原因となるものと，利益を与えられるものと利益を与え

るものと，減することのある基体などといった理由概念と，主張命題と，嶮例

がそのように示された推論が，詳しく説かれる。残り（主張命題と喰例）は，

前と同じである。

＜1.2.2.＞対論者による輪廻のはじめの存在論証に対する否定

＜1.2.2.1.＞外道による存在論証(P､172a3,D.139bl,AP､288b6,AD.248

b5,T､87a22)

ここに外道の者が言う。輪廻には， はじまりが存在する， と説くべきであ

る。何故ならば，おわりが存在するから。およそおわりが存在するようなもの

には，はじめも存在すると経験上知られている。例えば，瓶の如し。同じよう
（16）

に，真実知が生じる輪廻にも，おわりが存在するので，それ故，理由概念を以

上のように示したことにより，輪廻は，はじめがあるものとして説かれるべき

である。

＜1.2.2.2>Bhavavivekaの批判(P.172a5,D.139b2,AP.289a3,AD､249

a2,T､87a25)

それに対して， ここでは，

（28）
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輪廻だけが，前の辺際が存在しないのではなく，一切の事物たるもの

にも，前の辺際が存在することはない一〔8〕

と後に示すので，瓶などのはじまりのない一つの原因から一つのものとして

連続してから生起するものにも，はじめが存在することは成立しないので，論

証式の嶮例は不完全である過失がある。 「おわりが存在するから」という理由

概念の意味も成立しないものである。何故ならば，輪廻は辺際を伴うものであ
（17）

る，などの区別は，聖教においては不可言説であるから。

＜1.2.2.3＞他のある者の批判(P､172a8,D.139b4,AP.289b7,AD､249b4,

T.87b2)

他のある者が， 「もし輪廻は，はじめがない， と主張するのならば，その場

合，それを尽くすこともない， と知られる。何故ならば，はじめがないもので

あるから。例えば，人や虚空の如し」と言う。

<1.2.2.4>Bhavavivekaの反論(P､172bl,D.139b5, 1AP.290a3,AD､250

al,T､87blO)

（18）

人もその他のものも，適当ではない。何故ならば，生じないものは，言語慣

習としても認められないので，喰例の主語は成立しないことの過失がある。世

俗の主張としても,米などのはじまりがないものに,反対のもの脇起するこ
（20）

とにより，辺際が経験上知られるので，意味が矛盾したものである。 ‘

＜1.2.3＞世尊の一切智者たることに関して

（29）
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＜1.2.3.1＞他のある者の批判(P.172b3,D.139b6,AP.290a8,AD.250a5,

T､87b7)

我慣をもって迷乱している他のある者は， 「世尊は一切智者ではない。何故

ならば， 『輪廻の前の辺際は知られない』と言って， 自分自身が知らないこと

を認めているから。例えば，普通の人が，生命がなくなってどこに去るのかわ

からない， という如し。」と言う。

＜1.2.3.2>Bhavavivekaの反論(P､172b4,D.139b7,AP､290b5,AD､250

b3,T.87blO)

それは正しくない。他の者が「輪廻は，はじめがある」と考えることを排除

するために， 「前の辺際は知られない」と説くそれは，輪廻は，はじめがない

ものであることを示す語義であるので，輪廻には，はじめがないものであるか

ら，知ることができないものであると知っているからであり，輪廻は，はじめ

がないことを示すことにより，世尊はそれに対して障畷がないので，それ（対

論者の主張）は，分別をしないで説く者が，他の偉大な力に対して嫉妬するこ

との原因と同じである。

＜1.2.4＞第一偶の確認

＜1.2.4.1>Bhavavivekaによる論証(P,172b7,D.140a2,AP､291a4,AD.

251al,T.87bl4)

（21）

論書の意味は，詳しくは，如来を考察する章より考察されるであろう。考察
（22）

の広論を止めることの主題たるものが示されるべきである。ここに， この（第

（30）
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一）偶により，輪廻の属性(dharma)は，はじめとおわりがないものである

ことを示している。それ故，推論は，勝義として，漣は，顕現しているそのよ

うに存在するものではない。何故ならば， はじめとおわりがないから。例え

ば，幻術師による幻の人の如し。

＜1.2.4.2＞或る賢者の反論(P.173a2,D.140a4,AP､291b3,AD.251a7,

T.87bl6)

ここに或る賢者で知慧をもつ者が， 「幻術者による幻の人の場合も，認識作

用を分別することのないものの対象たる物質で存在するようなものは，後の時

にも，同じように存在するので，喰例が，論証される述語(sadhyadharma)

をともなってないことにより，ありえない」と言う。

＜1.2,4.3>Bhavavivekaの批判(P.173a4,D.140a5,AP､292a2,AD.251

b5,T､87b22)

それは正しくないo幻術師による幻の人という邪妄として顕現したものは嶮

例として認められるからであり，認識作用は分別のない対象領域の物質などに
（23）

対しても，人の自性により空であるから，嶮例は成立するので過失はない。そ

の如くなので，輪廻は存在することは成立しないので， 「名称と特徴を示して

から，それを尽くすための教説を示しているから」という理由概念の意味は成

立しない。

＜1.3＞輪廻の中間が存在することの否定

＜1.3.1＞対論者の主張(P.173a6,D.140a6,AP､292bl,AD､252a4,T.87

（31）
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b22)

ここに言う。勝義として， 「瀧の連続」という輪廻はまさしく存在する。何

故ならば，その中間が存在するから。およそこの世に存在しないものには，中

間を認知することはない。例えば，兎角の如し。輪廻には，いかなる場合でも

雑染と清浄というものがある中間が存在するので，それ故，輪廻はまさしく存

在する。そのことから，理由概念の意味が成立しないことと矛盾することはな

いので，主張することの意味は成立する。

＜1.3.2>BhavavivdKaの反論(P､173b1,D.140bl,AP､292b6,AD.252b

1,T.87b26)

ここに答える。

（24）

はじめとおわりがないものに，中間はどこにあろう－2ab

それには中間は存在するものではない， という語義である。幻術の作った人
（25）

の連続には中間は存在しない如し， という意味である。そのように，はじめと

おわりとは成立せず，喰例は存在しないので，そのように示した過失が退くこ

とは成り立たない。それ故，そのように考察すれば，輪廻は無自性であり，

（24）

それ故，それに前後と同時の順序は成立しない－2cb

（26）

生と老死との，である。

＜1.3.3＞ある者の批判(P､173b4,140b3,AP､293a6,AD,253al,T.87c5)

（32）



『般若灯論』第11章試訳（望月）

それに対しある者が， 「輪廻は自性が存在する。何故ならば，生と老死とを

伴うから。石女の子といった存在しないものが，生と老死とをともなうのは正

しくない。」という，

＜1.3.4>Bhavavivekaの反論(P､173b5,D.140b3,AP､293a7,AD､253a

1,T・閉c8)

それらにも，生と老死との前後関係は成立しないので,理由概念の意味が成

立’しないものであり，勝義としては生などをともなうものは何であれ自性が存

在することが成立しないので，喰例はありえないものであり，意味が矛盾した

ものでもある。

＜2＞生と老死との前後関係の不成立論証

＜2.1.＞生が先の場合(P.173",D.140b4,AP､293b3,AD､253a4,T､87

⑬）

例えば，生などの前後と同時との順序は成立しない如きを，次のように考察

する。

（27）

もし生が先に成立して老死が後ならば－3ab

もし対論者が主張するようならば。その如きならば，

（27）

まだ死んでなくても生じるであろう－生は老死がないものであり，

3cd

（33）
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そのようならば，生には老死の自性がないものになろう。何故ならば，老死

がなくても生じるから。何であれ存在しないものとして生じるものには，その

自性はないから。例えば，牛は馬がいなくて生じることは，それ（牛）にそれ

（馬）の自性がない如く， という意味である。さらにまた， まだ死んでなくて

も生じることになろう。何故ならば，先に他処で死ぬことのない生であるか

ら。
（28）

それらは成り立たない。そこにおける生は生起で， まだ生じていないものか

ら生じることである。老は身体が変化することである。死は生命の根が減する

ことである。それに対して， ここでは，すきまのある語であるから，すきまの

ある語から転じることによる推論を明らかにする。生は老死により先であるの

ではない。何故ならば，その主体であるから。例えば，火は熱により先である

のではない如し。

＜2.2＞老死が先の場合(P､174a4,D.141al,AP.294a7,AD､253b7,T.87c

20）

もし，過失がそこに成立するなら不合理である， と考えて，老死を先のもの

として認めるのならば，その如きなら，

もし生が後に成立し，老死が先であるのならば－4ab

その如くなら

（29）

生のない老死は無因であり， どのように成立しよう－4cd

他の論者も， 「生の縁による老死」というものを認めるので，それがなけれ

（34）
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ぱ生じることのない老死は，縁がなくしてどのように生じよう。生がない老死

はまさしく存在しない。何故ならば， まだ生じていないので， （老死は）根拠

がないものであるから， という意味である。
（30）

以下に推論を（示すと） ，老死は生によるので，先であるとは正しくない。

何故ならば，それ（生）があれば， （老死は）生起するから。例えば，住する

ことのようにo

＜2.3＞生と老死が同時な場合(P.174a8,D.141a3,AP.294b3,AD.254a4,

T・醜c27)

もし生が老死と随伴するように存在するので過失はない， というのならば，

（31）

生と老死とが同時であることは正しくない－5ab

(過失は）何になるのか， といえば，何故ならば，そのように考えるとすれ

ぱ，

（31）

生じつつあるものに死が成立するだろうし,無因ともなろう－5cd

それら二つが減することは対立するものなので， 「生」というものも成立し

ないだろう。何故ならば，現に生じつつあるものが死んでしまうから。そのよ

うに，生がなければ，前のもののように，生と老死の両方とも無因となってし

まう。何故ならば，同時に生起するから。例えば，生の原因は老死ではないと

いうように，その二つの原因は生ではない， という意味である。もし「同時に

生じるものも原因である。例えば，相と種好（という特徴）と，大士（という

特徴づけられる者）の如し」というのならば，それは返答ではない。何故なら

（35）
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（32）

すでに示しているから。それ故，生と老死とには，同時は成ぱ，否定は前に，

立しない。

＜2.4＞前後関係不成立の論結(P､174b5,D.141a6,AP､295a5,AD.254b4,

T.88a5)

それ故，以上のように考察すれば，

前後と同時という順序が成立しないのに，その生とその老死とが何故

戯論されるの饗L6

勝義として，それを戯論することは， まさしく正しくない。何故ならば，そ

れらは生起しないから， という意味である。

以上のように，輪廻を論証する理由概念は，生と老死とをともなうことが成

立しないので，対論者が章の最初に説いた理由概念の意味が成立しないという

過失に対する解答をなした。

＜3＞前後・同時の不成立の他への適用

＜3.'＞第7， 8偶の解釈(P.174b7,D.141bl,AP.295b3,AD､255a2,T.

88alO)

さて， 豆carya(Nagariuna)は，生などの前後と同時の順序が存在すること

は認められないように，残りの事物に対しても同じように示すことを述べてか

ら解釈している。

(36）
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原因と結果，特徴と特徴づけられるもの，感受作用と感受する者， と
（34）

いった存在するようなものは， どのようなものにも適用される－7

認識根拠と認識対象，能知と所知，解脱と解脱の特徴， とである。

輪廻だけが，前の辺際が存在しないのではなく，一切の事物たるもの
（35）

にも，前の辺際が存在することはない－8

＜3.2＞適用の実例

＜3.2.1＞原因と結果(P､175a2,D.141b2,AP､296a2,AD.255a7,T､88al

8）

それについて， まず，原因と結果，特徴と特徴づけられるものについてはじ
（36）

めてから，一部分が解釈される。

勝義としては，米は芽より先に存在するものではない， と知るべきである。

何故ならば結果であるから。例えば，芽の主体の如し。もし「相続が分断して

いるものの結果は，前の時に生じるものにより不確定なものである」というの

ならば，それらも，勝義としては同じように否定されるので，異類は存在しな

いことにより不確定なものではない。

もし結果が原因により先であると主張するのならば，勝義としては，結果は

原因により先とはなされない。何故ならば，無因の過失になってしまうから。

誰であれ， 「原因の中に結果が先に存在することは明らかにされる」という者
（37）

たちに対しても，結果が諸縁により明らかにされることは成立しない。何故な

らば， それら（縁）が消滅することによりそれ（結果） も減するから。例え

ば，泥などが消滅することによる瓶のように。何であれ(A) ,何らかのもの

（釘）



『般若灯論』第11章試訳（望月）

(B)により明らかにされるものは，それ(B)が減することにより, (Aが）

減することはないであろう。例えば，太陽，宝石，灯，薬の光が消えることに

より明らかにされた椅子や台座が減することはない如し， と説かれるべきであ

る。明らかにするものが先に生じるので，結果が先ではない， と説くのであ
（38）

る。

原因と結果とは同時のものである， というのならば，それも正しくはない。

もし同時である， というのならば，そのような場合，勝義としては，米と芽と

が同時に生起することは原因と結果の事物としては適当ではない。何故なら

ば，同時に生起するものであるから。例えば，牛の角の如し。

＜3.2.2＞特徴と特徴づけられるもの(P.175b2,D.142al,AP.297b3,AD.

256",T､88a2)

（39）

同じように， （牛の）隆肉などの特徴も，特徴づけられるものにより先と認

められるのではない。何故ならば，基体が存在しないから。例えば，模様が壁

により先のものではないように。

同じように，特徴づけられるものも，特徴により先のものであることは正し

くない。何故ならば，隆肉などの特徴づけられるものであるから。例えば，大

士が諸々の特徴により先であるということは正しくなく， また，地面が堅いこ

とにより先であるということは正しくない如く。

特徴と特徴づけられるものが同時に生起することも，特徴と特徴づけられる

ものとしては認められない。何故ならば， 同時に生起するものだから。例え
（40）

ぱ，香と味という同時に生じるものの如し。 くわしくは前の通りである。

＜4＞論結(P､175b5,D.142a3,AP.298a7,AD､257bl,T､88b5)

（38）
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以上で， ここで章の目的は，対論者が章の最初に示した論証の過失を述べた
（41）

ことにより輪廻は無自性であることを示したものである。

＜5＞教証(P､175b6,D.142a4,AP､298b4,AD.257b5,T.88b7)

それ故「同じように， この世では誰も輪廻せず，浬藥に入らず，煩悩をもた
（42）

ず，清浄とはならない」などと，

また同じように「梵天よ’私は輪廻も把握できず，浬薬も把握できない。そ

れは何故にかというと，如来が輪廻をお説きになっても，誰も輪廻しないであ

ろうし，如来が浬梁をお説きになっても，それを誰も浬藥としないであろうか
（43〕

ら」などと，

また同じように「善勇猛よ’色は生じることも減することもない。受・想・

行・識も生じ減することはない。善勇猛よ’色・受・想・行・識が生じ，又は
（44〕

減することがないそのことが知恵の完成である」などと，

また同じように「善勇猛よ’前と後と中の極限のないことが，浬藥の究極で

ある。そのように説かれる如くではない。一切法が辺際のないことが，浬薬の
（45）

究極である」などと説くこれらが証明されるのである。

師Bhavavivekaにより著わされた， 『根本中』の注『般若灯論』より「輪

廻を考察する」という第11章。

〔註〕

（1）本稿は,Bhavavivekaによる『般若灯論』 (Prai"pradipa;Dbuma'irtsa

ba'i 'grelpagesrabsgronma)の第11章のチベット語テクストからの試訳で

ある。テクストとしては，デルケ版(No.3853, 『デルケ版チベット大蔵経』論疏

部，中観部，第2巻，世界聖典刊行協会， 1977,以下''D'')と，北京版(No.5253,

『北京版チベット大蔵経』第95巻,中観部－，西蔵大蔵経研究会， 1957,以下"P")

（39）
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を用いた。また, Avalokitavrataによる註釈(Prajhapradipatika ;Sesrab

sgronma'irgyacher'grelpa,デルケ版, No. 3859,以下''AD'',北京版，

No.5259,以下"AP'')を参照し，該当箇所を示した。なお『般若灯論』の漢訳

（『大正新脩大蔵経』第30巻No.1566,以下''T'')に関しては，チベット訳との差

異が多いので，該当箇所を示すにとどめた。

次に,Bhavavivekaの輪廻観に関しては，まず， 『般若灯論』に関しては，第

16章の冒頭においても論じられている（古坂紘一「中観における輪廻観の否定」

『大阪教育大学紀要』第1部門第29巻第2．3号， 1980, 『同』第30巻，第1 ．2

号, 1981)｡また『中観心論』に関しては，第3章第85-99偶において論じられて

いる（江島恵教『中観思想の展開』1980,pp､288-293,pp.423-425)。なお『中

観心論註・思択炎』の該当箇所は，デルケ版,No.3856,dsa77a5-81a7,北京版

No.5256,dsa83a5-87a3(野沢静証「清弁造『中論学心髄の疏・思択炎』」 『密

教文化』68号， 1964）である。

（2）本章のタイトルに関しては，註釈書により二種にわかれる。一つは, ，､P面rvapa-

rako#i;shondanphyima'imtha';本際”というもので,CandrakIrti,青目

の註釈に承られるものである。もう一つは， 。'samsara ; 'khorba;生死'，とい

うもので,Buddhapalita,Bhavaviveka,Sthiramati及び『無畏註』に承られ

るものである。

(3)Avalokitavrataの註（以下"PPT'')に, 09rangisdebadag'' とある｡なお

この後に， 『中頌』第10章第15偶を引用する。

（4）この引用は，前半と後半とが，異なるテクストからのものと考えられる。まず，

前半は, Samyutta-Nikaya,vol.I,ed.,byM.L.Feer,P.T・S., 1970,

p､178, 11. 8-10,同p､186, 1．13-;同vol．Ⅲ, 1973,p.149, 1.25-(『南伝

大蔵経』第13巻相応部二p.261, 11. 7-8;同p.273, 1. 11-;同第14巻p.234,

1．9－；また漢訳の該当箇所を般初のもののみ示しておく。 『雑阿含経』大正蔵経

第2巻p.241b1-, 『別訳雑阿含』同p.486c-)に承られる。Pali文を掲げてお

くと,"Bhagavaetadavoca/AnamataggOyambhikkavesaIpsaropubbak-

o!inapa圃頭yati avijjanivarapanamsattanamtanhasaxpyojananamsan-

dhavataIpsamsaratam/''というものである。この文章は，無畏註（ここでは，

00thogmadahthamamedpa'imdo''とあるる) ,青目注（三枝充悪『中論

（中)j, 1984,P､336-337,では羅什の『無本際経』を， 『中阿含経』第51「本

際経」 （大正1巻p.487bc) とし，相当するパーリ文はない， とするが, Max

Walleser, DieMittlereLehredesNagariuna; nachderchinesischen

Versiontibertragen,Heidelberg,1912,p.73,にては,Saxpyutta-Nikayaと

指摘している）及び,Prasannapad豆においても引用される。後半は,Dhamm-

apada第60偶後半（水野弘元『法句経の研究』, 1981,pp.1"-107,cf.Udan-

avarga,1． 19cd,ed・byFranzBernhard,G6ttingen,1%5,p.1蛇.）に承ら

（40）
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れるものである。Pali文は, ''dighobalananpsamsarosaddhammamavija-
natam''というものである。この文章は,Buddhapalita及びSthiramatiの註釈
にも引用されている。

（5）現時点では，はっきりした出典はidentifyされていない。

(6)PPT: ｡.sahsrgyasbcomldan'das."。

(7)PPT; '､hanthosrnamssbyorbar'' (聞く者に応じて）。

(8)Sthiramatiも同様に 「皆是方便世俗施設。非勝義諦。」（大正蔵経第30巻p、
156c4-5)と，勝義としての輪廻を否定している。

(9)PPTによると， 「世俗の主張」としてである。

(10）以下『中頌』に関しては, Prasannapada(pub.parL．V・ Poussin,rep.
1950）よりのサンスクリット文を掲げておく。

pmrvaprajhayatekotirnetyuvacamahamunih/

saxpsaro'navaragrohinasyadirnapipaScimam/[p219,11.2-3]

と，チベット訳（『般若灯論』及びPrasannapadaの）とは多少異っている。

(11）先にある00thogmadahthama'･とは偶頌の，､ 'navaragro"のことであろう。

それに対し後のものは, 0｡thogmadahthamadag''とある。これは, single

で示されている偶に対して, dual或いはpluralを示すものと考えられる。「いく

つもの輪廻」ということを考えて， 。odag''をpluralととることもできるが，ここ

では「前と後」というdualととった。それとも,Prasannapadaにあるように，

'､adir-api-paScimam''ととるべきであろうか。

(12)tib． : thashad,skt.:vyavahara.

(13)PPTによると, 09rdzogsbyedlasog3とある。

(14)PPTによると， このような人たちには，聖教趾により論証されるので，推論式
を示す必要はない， とする。しかしこの後に外道の教典などにより心が転倒してい

るものに対しては，推論式を示すべきであることを示していることから,Bhava-

vivekaは，聖教盆に対して，絶対的なものとしては考えていなかったことがうか

がえる。江島恵教「Bhgvavivekaの聖典観」 『日本印度学仏教学研究』17-2, 19
69参。

(15)PPTによると,Mahadeva,Vi"u,Hiranyagarbha,Kapila,Ka"da,Ak-

gapada,Vardhamana､('phelba)など。

(16)PPTによると,Yogacara(rnal 'byorpa)のものである。

(17)PPTでは， このことについて「十四無記」をあげている。 「十四無記」の出典

資料に関しては，三枝充感『初期仏教の研究』1978,pp.45-54参。

(18)P.D.AP.AD・いずれも, ''skyebu'amgshanyahruhste''とあるのだ

が，後に嚥例の否定が続くので, ''ma(skt:na) ''を入れて訳した。それとも，他

の読承方が可能であろうか。

(19)PPT; ,'melasogspa'(火など）。
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(20)PPT; ･'thigpalasogspa''(燃焼など）。

(21）第22章,P.tSha269a5-269b4,D・ tSha214b6-215a4において， ここと同じ

ように，一切智者に関して論じている。またP・ tshal65b7-266a2,D． tsha

212a6-212blにおいて輪廻の前の辺際に関して触れている。

(22)PPTには． ､.tshigle'urbyaspadahpo'iskabs''とし，本章の第一偶を引用

している。

(23)P.D・ ともに00dpemagrubpa3とあるが,PPTにより，また，意味の上か

らも',dpegrubpas''とする。

(24)naivagramnavaramyasyamadhyamkutobhavet/

tasmaunatropapadyantepIirvaparasahakramah/[220． 15,221.7]

(25)PPTでは， ここでAryadevaの『四百論(Catuheataka)』の第15章第5偶

(K.Lana,Aryadeva'sCatu"ataka,Copenhagen,1986,pp,136-137)を

引用する。なお,Buddhapalitaも本偶を引用するが,CandrakirtIは，同書の第

8章第25偶を引用する。

(26）本書では， ここではじめて章の中心テーマである「生死」というタームがでてく

る。これは， まず最初に輪廻の非存在を論じていることによるが，他の註釈書に

は， これ程の否定論証は翠られない。

(27)pnrvamiatiryadibhavejjaramaranamuttaram/

nirjaramara"iatirbhavejjayetacamrtah/[221. 9-10]

(28)ppTによっておぎなうと，前述の偶および註釈は,savakaSavakya(glogsyod

pa'itshig)であるからである。Bhavavivekaは,Nagarjuna自身の偶に対して

も, savakaSavakyaであるが故に不充分なものであるとし， 自らによる推論式を

示す必要を述べているが， ここではそれを明確に示している。さらに，少し深読み

をすると，註釈については, Buddhapalita批判とみることも可能であろう。文章

はまったく一致するというものではないが，論旨は同じである。 （北京版No. 52

42, tsa239a7-239b2,デルケ版No． 3842,tsa211b4-211b6)なお, savak包一

§avgkyaに関しては，江島恵教，前掲書, pp.131-138参。

(29)paScajjatiryadibhavejiaramaranamaditah/

ahetukamaiatasyasyajjaramaraDamkatham/[222.11-12]

(30)前註(28)参。

(31)najaramaraPenaivajatiScasahayujyate/

mriyetaiayamanagcasyaccahetukatobhyah/[223. 7-8]

(32)PPTによると， 『中頌』第6章第3偶においてである。P. tshall8bl-2,D.

tsha97a7-97blo

(33)yatranaprabhavantyeteprirvaparasahakramah/

prapahcayantitamjatimtajjaramaranamcakim/[224. 6-7]

(34）karyamcakara“mcaivalakWamlak9a”mevaca／
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vedanavedakaScaivasantyarthayecakecana/[224.13-14]

(35)pnrvanavidyanteko!ihsasamsarasyanakevalam/

sarveSamapibhavanamprirvako!inavidyante/[224. 15-16]

(36）原因と結果に関しても，前出の三つの仮定法を用いて，前後，同時ということを

否定している。

(37)PPTにおいては，特に, Samkhyaの者とする。

(38)PPTでは， これはSamkhya学派の因中有果説に対する反論としており, '9sahs

rgyaspadag'dodpaltar'brasbushonmabyuhbalasphyisrkyengyi

mthusbyuhbarsmraba'igshuhltar,gyurro''としている。

(39）前註（36）参。

(40)PPTによると，同じように，感受作用と感受する者，認識根拠と認識対象，能

知と所知，解脱と解脱の特徴に関しても適用される， とする。

(41)Candraklrtiは，本章においては，生死の前の辺際などの前後関係を否定するこ

とに終始したのに対し,Bhavavivekaは，論結においても，あくまでも「輪廻の

自性」を否定することを強調する。このことは，註（2）に示した。タイトルの違

いとも関係しているであろう。

(42)PPTによると, 0'thegpachenpo'imdosde'imtha' gshandaglas''とあ

るが，出典不明である。 この引用は， 『思択炎』においても引用されている（註

（1）で示した箇所の末尾）。野沢静証氏（前掲論文）は， 「観誓によれば，すべ

ての大乗経に出ずるとし或る特定の経文であるとはしない」としている。

(43）チベット訳; 'phagspatshahspakhyadparsemskyisshuspashesbya

bathegpachenpo'imdo(北京版，第33巻,No.827,phu34a6-8)。漢訳：

『持心梵天所間経』竺法護訳（大正，第15巻,No.585, p.4b23-25), 『思盆梵天

所間経』鳩摩羅什訳（同,No.586,p.36cl8-20),『勝思惟梵天所間経』菩提流支

訳（同,No.587,p.66c3-6)o

(44)Suvikrantavikrami-paripriccha-prajhaparamitasntra(ed・ byRyushoH-

ikata,reprint,1983,p.30.1123-26),チベット訳; 'phagsparabkyirtsal

gyisrnampargnonpasSesrabkyipharolduphyinpabstanpa(北京

版，第21巻,No. 736, tsi43b4-6) ,和訳；戸崎宏正訳『善勇猛般若経』（『大

乗仏典1』般若部経典, 1973, p.134. 11.2-4)。

(45）同上。ただし，オリジナル・テクストと文章の相違が多少あるので，原文を掲げ

ておく。｡､Suvikrantavikramin……akSyako!imanupraptah,ako!irniryanak-

o!ikah;napunaryath6cyate・Akolikahisarvadharma,nirvanako!ikah.'.

（同(44),p.12, 11. 20-24),チベット訳; (同, tsi30a6-8),和訳; (同， p、

98,11.6-9)と， 「前と後と中の(shondahphyimadandbuskyi)」という文

はみられない。
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Apendix

Thisisthenotesofmypaper ''SeekingRfefugetoRamatrayain

theBodhipathapradIpallo25-26"(JOurnaloflndianBuddhistStudies,

Vol.37,No,1,1988).Butitcouldnotbeprintedinmyspace,sol

printthemthistime.

NOTES

1)Atfirstlwrotethetitleofresum6'mTheConfessionofFaithfor

Ratnatraya,''butlchangedthistime・ IhavenogoodEnglishword

fOr｡'Saranagamana (skyessu'groba).''

2)IusedthetextfromHelmtEimer'sBodhipathapradnpa (=BP,

Wiesbaden,1978) andrefe1℃dtotheEngliishtmnslation(1)byA.

Chattopadhayaya(AtiSaandTibet,reprmt,Delhi,1981,withres-

toredsanskrit)andtheEnglishtranslation (2)byLosangNorubu

Shastri(BodhiDathapradma,Bibliothecalndo-tibeticaW, Varanasi,

1984,withrestoredsanskritandtibeatntext)andtheGermantra-

nslationbyH.Eimer(BP,withtibetantext),butlcouldn'tcatch

theFrenchtranslation(byJ.VandenBroeck).AboutthePanjika,

IusedfromTibetanTripi!aka,"kmgEditionNo､5344,SdeDge

EditionNo、3648.

3)Mr.KatsumiMimakitaughtmemthecongressthatH・ Fimer

canedhimAtiSabuthethoughtAtiSabecausdofati-Iga(passing

thelord)． SeeAtiSaandTibet,p.35.

4)Thenumbermgofverseisdifferentmeachscholor・ Ifonowed

H.Eimer'stextthatwasindicatedbylmes.

5)SeeBP,p.210, p､223．Thelattercontamsthetextofcomment-

ary.

eg,Dbalbyundgespa'imchodsprm(1764-1853),Bragdkarsprul

skuBlobzahdpalldanbstan'dzmshangrags(19C.)

6)Thereasonwhylstartedfrom<2>isbecauselmeanthissec-

tionasoneoftheminthetotalstracture.

7)11． 25-26． tib. : rdzogssahsbrisskulasogsdah/mChodrten

dampamhonphyogsnas.
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8)AccordmgtoBPp.176, thisquotationisseenmtheS汰嚢samucc-
aya(skt. :ed・ byC・Bendan,BibliothecaBuddhical,p. 10, 11． 11
-13, tib． :P. , ed., vol、 102,p､186, 2,3).
9)Seenextsection， ItisBodhicittotpanna.

10)(Thesentenceofthisnoteiscutoff.)

11)(Thesentenceofthisnoteiscutoff.）

12)mthistextratnatrayaaretwosorts,butintheSarapagamanadeS-
ana(P.ed. ,No.5350,D.ed. ,No.3953)bysameauthorratnatraya
arethree.Theyarethesetwoandclearcomprehensible(skt. :
abhisamaya,tib． :mhonparrtogpa)ramatraya・Aboutthreesorts
see中村元『仏教語大辞典』上,p､487c.

13)tib.:mchodpa,skt..pnja,

14）1． 25． tib. :metogbdugsposdnospodag.

15)Ordinaryincaseofmaterialtheword"dana''isused,andthisword
wastranslatedto'osbympa.''Butmthistextthequessedwordis
"pmja.”

16)1. 30. tib． :mchodparnampabdundagkyai.

17)tib.: sgrubpa'imchodpa,skt． :pratipattipaja・ SeeG・Nagao,
IndextotheMahayanasmtralamkara, p.162.
18)Hedidn'tmentiontheirnames.

19)(Thesentenceofthisnoteiscutoff.ItisaboutthetextofBh-

adracarI.)D・ SuzukiandH・ Izumied. ，亟heGa”avynhas画tra，p､5
43,1.9-,kyoto,1949,P．L・Vaidyaed.,sametitle,BudhistSan-
skritTexts,No.5,p.436,1.20-,Dharbhanga,1961,ShmdoSmrai-

shi,BhadracarI, 『山梨大学学芸部研究報告』 ，第18号, 1962, tr.,jap. :
岩本裕「華厳経」 『仏教聖典選第五巻大乗経典目』 , Tokyo, 1976,
p.320-.

20)Theyare(1)bowmgbybody,wordsandmmd,(2)poorbody,(3)
makingthemObjectsfirst, (4)expressionofpmise,(5)higherthings,
(6)smemeoneand(7)threebundles.

21)Theyare(1)beautifulflower, (2)garland, (3)music, (4)omtment,
(5)lamp, (6) incensestickand(7)dress.

22)Thisopinionis, thoughhedidn'tmentioneachsortofoffermg,
"rhapsthesamewithAtISa.
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23)Afterthis,hequotedSamantabhadracarI13-14partially.
24)H.Eimerstudi"abouttheseoffermgmdetail・SeeBPpp.168-
174.

25)tib. :giiispanisemsrtendafibcaspadan/budafimadaii/
－●

Chunmadahlasogspa'o/H.Eimer'smterpretation:wirdmit
HilfevonanderenPersonendergebracht.

26)eg.Aryaratnamegha(P・ ed. ,No,897), Aryasandhim副atantra
(P・ ed.,No.432),SamadhicakrasUtra(P・ ed. ,No.907),Ratnolka-
dharapi(P.ed.,No.472)and・CaryapraveSa.
27)TherearemanyornamentsafterthisandtheRatnolkadharapI
(P.ed.,No.472,ha39bl-2)isquoted.

28)TheseareversenumbersofBhadracari.Abouttextseenotel9.
Iindicatetheverseasfonowmg.

yavatakecidaSaddi6i lokesarvatriyadhvagatanarasimhahl
tanahuvandamisarviase5ankayatUyacamanenaprasannahマ一

ll l ll

yacaanuttarapmjaudaratanadhimucyamisarvajinanaml
bhadracarIadhimuktibalenavandamipdjayamijmasarvan ll7 11

yaccakrtammayipapubhaveyyarggatudvegatumohavaSenal
kayatuvacamanenatathaivatampratide6ayamiahusarvam

ll811

yaccadagaddiSipuhyajagasyaSaikgaaSaik5apratyekajinanaml
buddhasutanathasarvajmanamtamanumodayamIahusarvam

｜l 9 11

yecadaSaddiSilokapradipabodhivbudhyaasafigatapraptabl
tanahusarviadhyegaminathamcakruanuttaruvartanatayai

｜l1011

ye'picanirvrtidar6itukamastanabhiyacamiprahjalibhntahl二 一

ksetrarajohamakalpasthihantusarvaiagasyahitayasukhaya
llllll

vandanapnjanadeSanatayamodanadhyesanayacanatayal

yaccaSubhammayisamcitukimcidbodhayinamayamiahusar-
vamlll211

Seeingverse(12),therearebowmg,materialoffering,confession
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ofsms,pleasmg,askmgandrequestmit.

29)Bhadracarila,3a,2disquoted.

30)cf.Aryatriskandhakasatra (P.ed.,No.950,hu76b6-77a8)
31)cf・Suvamaprabhasottamam(skt. :BuddhistSanskritTextsNo､8

etc., tib. :P.ed.,No.174,175,176),ApattideSana(P・ed. ,No.53

68,5369),Karmavarapapratiprasrabdha*(Suvarpaprabhasottamam

V？）etc・AndAryak§ayamatipariprcchasntraisquoted、

32)AryacandradIpasatra*('phagspazlabasgronma'imdo)isqu-

oted, andaboutaskmg, requestandtransformattionmtodevelop-
ment,seethesametext.

33）H，Eimermentionedthisword“adhye§aりa"，butIthmkit“abhi-

yacamH''becauseoftibetanwords ，､debshindubskulba'' andnot

''riesuyirahba.''SeetheeleventhverseofBhadracacarri.

34)AryasagaramatiparipI･cchasntra(fromSikgasamuccaya),Aryapmr-
vasamudgatasmtra(fromsametext),Sikgasamuccaya'Bodhicarya-
vataraandothersatraarequoted. Indetail, seenote36).

35)Aryavairacchedikabhagavatiprajhaparamitaisquoted・ Seenote3

6)．

36)(Thesentenceofthisnoteiscatoff.)Aboutguotationsmthis

part, seeBPp､176-177.

37)A,ChattopadhyayaandL．N・ Shastrirestor巴dthiswordtobo-

dhisara,butH. Eimerrestoredtobodhimapja(KernderErleuch-

tung)．AccordmgtoC．Das'sdictioaryandfOnowingsenteence, I
thinkH・Eimerisbetter.

38） 1． 31-32. tib. : byahchubshinpo'imtharthugpa/mi ldog
payisemsdaggis.

39)Afterthissentence,Aryagaganagafijapariprcchasntra (P・ ed. ，

No.815)isquoted.

40）1． 32．Seenote38).

41)Indetail seePrainaparamitopadeSaSastrabhisamayalamkara. In

thistextthewordthatmeansirreversibleisusedninetimes, e9.

1-12,56, Ⅱ－21,Ⅳ-9,38,39,45,46,51. (Th・StCherbatskyan(1

E.Oberminer,Abhisamayalamkara-prajfiaparamit且宇upadeSa▲鎧stra,

BibnothecaBuddhicaXXm, reprmtT℃kyo,1977)cf．A9!asahasri-
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kaprajiiaparamitasUtraChap,XIX(梶山雄-,丹治昭義訳「八千頌般

若経Ⅱ」pp. 107-127, 『大乗仏典3｣,Tokyo. 1975,E・Conze, tr.,

ASlasahasrikaprajhaparamita, pp. 121-129,Bibliothdcalndica, a

collectedoforientalworks,worksnumber284,Calcutta, 1958,

U.Wogihara, ed. ,Abhisamayalamkar'alokaPrajnaparamitavyak-

hya,pp.665-693,reprint,Tokyo,1973.

42)tib. : so'iskyebohidlas.

43)Idon'tknowwhatmeanttheseventhstage・Theyordinally

usedeighthorfirststageabouttheirreversible. cf桜部建『仏教語
の研究』pp.60-65,Kyoto,1975． Abouttenstage,see山田龍城『大
乗仏経成立論序説』pp.197-313,Kyoto,1959,荒牧典俊「十地思想の成

立と展開」 『講座大乗仏教3華厳思想』pp、 76-120,Tokyo,1683.

44)(Thesentenceofthisnoteiscutoff.）

45)ThenameofTattvavatarakhyasakalasugatavacasamkgiptavyakhy-

aprakarapa(tid. :Dekhonafiidla'jugpa'ibstanbcoschenpor

gsalbarmdzadpa)byJhanaklttiSri(tib. :DpalyeSesgragspa)is
mdicated.

See西岡祖秀， 「『プトン仏教史』Ⅱ」 ， 「同Ⅲ」 ， 『東京大学文学部文化

交流研究所施設研究紀要』 ，第5,6号,1981,1983,andDebthersnonpo

(tid. ， 『青史』下, p.847,中国・四川省, 1985, tr､ , eng. ,G.N.Ro-

erich,TheBlueA皿als, p.725, reprint,Delhi, 1976)． IntheDeb

thershonpo, itisindicatedas @Dekhonafiidla 'jugpa'andit

issameastheCatalogueSecticnofBu-ston's，､HistoryofBuddhi-

sm''No. 2765.ButthetitleofPekingEditionisas 'Dekhonafiid

la 'jugpabdebargSegspa'ibka'maluspamdorbsduspa'irab

tugSegspa'ibka'maluspamdorbsduspa'iradtubyedpa,'and
itissameasBu-ston'sNo.868.

46)(Thesentenceofthisnoteiscutoff.)

47)tib. : gsahte.

48)1． 36． tib. :danporskyabs'grolangsumbya.

See増谷文雄， 『智慧と愛のことば阿含経』 ,p. 211,Tokyo, 1965.

49)ThisfifteensortsarementionedintheSarapagamanadeSanaby
gnmeauthor・ Seemytranslationandsomecommentsaboutit・ It

is､@ASmalltextofAtI9a(1)－§arapagamanadeSana一''but
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underprepartionofprintingnow.

50)Thewayofprotectionare(1)notbowingtoothergods, (2)taking

offharmanddamagefOrothers, (3)notassociatmgwithheathens

andnoworshiptothem, (4)diferenceofratnatraya, (5)remembering

thevirtueandseekingrefugeoverandover, (6)rememberinggx℃at

kindnessandeffortfOroffermgusuallyandoffermgfoodsanddri-

nks,(7)remembermgmercyand"eptmgothermennkethisway,

(8)domgone'sduty(9)andifhavinganypurpose, offeriingforra-

tnatraya,beggingandtakmgoffotherupayamtheworld.

51)ForparticularsturnsoSaranagamanadeSana. cf.Mahayanastitra-
lamkarau.宇井伯寿， 『大乗荘厳経論研究』 , pp､63-64,Tokyo,1960,

butthispartofchapter2islostmsanskriteditionsofmanuscripts
(Levi,BagchiandFunahashi).

〔付記〕本訳脱稿後，次の二書を得た。TheMadhyamakaSastraofNagarjuna,ed.

dyR・Pandeya,Delhi,1988.及びALampforthePathandCommentary,

TheWisdomofTibetSeries-5・ trans.byRichardSherburne.S.J.,Lond-

on, 1983である。前書は， 『般若灯論』 （及び『無畏註』 ， 『仏護註』）の還元梵文

を含んでおり，後者は『菩提道灯広註』の英語訳である。これらを参考にして，本稿を

見直すべきであったが，今回は時間的制約により見ることができなかった。ただし，試

訳の註（18）に関しては,Pandeyaは， 。0pum¥asyanyadapiyujyate''と還元し，また

一つマイナス要因が増えたことを記しておく6
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を
も
整
え
て

研
究
者
へ
の
資
料
の
提
供
と
と
も
に
、
後
に
続
く
人
材
育
成
に
も

役
立
つ
も
の
と
念
願
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
恒
例
で
す
と
第
四
十
一
回
の
日
蓮
宗
教
学
研
究
発
表
大

会
は
本
学
が
当
番
で
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和
六
十
三
年
は
一
妙
院

日
導
上
人
の
第
二
百
遠
忌
に
相
当
し
ま
し
た
の
で
、
上
人
ゆ
か
り

の
肥
後
本
妙
寺
が
会
場
と
な
り
ま
し
た
。
遠
隔
の
地
に
も
か
か
わ

◇
編
集
後
記
◇

ら
ず
多
数
の
参
加
を
得
、
活
発
な
発
表
・
質
疑
等
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
本
学
か
ら
は
宮
崎
英
修
学
長
以
下
八
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
日
導
上
人
に
関
す
る
特
別
記
念
講
演
と
し
て
本
学
代
表

の
町
田
是
正
先
生
が
「
綱
要
導
師
の
宗
学
意
識
」
と
題
し
て
講
演

さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
元
年
の
第
四
十
二
回
の
大
会
は
本
学
が
当
番
校
と

な
り
、
十
月
二
十
七
日
（
金
）
・
二
十
八
日
（
土
）
の
両
日
に
わ

た
っ
て
行
な
わ
れ
ま
す
。
会
員
諸
賢
、
何
卒
平
素
の
ご
研
讃
の
一

端
を
ご
発
表
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

ま
た
、
三
年
に
一
度
の
本
学
園
同
窓
会
の
大
会
も
、
教
学
大
会

前
日
（
十
月
二
十
六
日
）
に
開
催
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

ご
関
係
の
諸
賢
、
ご
予
定
下
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま

す
。

昭
和
か
ら
平
成
の
時
代
へ
。
改
元
さ
れ
た
「
平
成
」
は
、
「
内

平
か
に
外
成
る
（
史
記
）
・
地
平
か
に
天
成
る
（
書
経
）
」
の
意

が
あ
る
と
の
こ
と
。
世
界
の
永
久
平
和
を
祈
念
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

（
中
條
）
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